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学術書では一字の間違いもなきよう厳密な校正が必要ですが、当文庫では全体の作業工程上、三回の

校正に留まっています。しかし、ほぼ間違いはないと存じます。

なおフォントに英字の字体のみを使用していますので、ラテン語ポルトガル語などの特殊な文字につ

いては、巻末の索引を参照ください。



ムクロジ目 Sapindales

ウルシ科 Anacardiaceae

カシュー属 Anacardium Linn.

熱帯アメリカに15種を産する木本で,森林中又は原野に自生する。属名はギリシャ語

のana (似る)とKardia (心臓)の合成語で果実の形から来ている。

『 225.カシュ一(マガタマノキ,カシュ一ナットノキ,カジョジュ,柯如) (図127)

Anacardium occidentale Linn.

Syn. : Acajuba occidentalis Gaertner, Cassuvium pomt/erum Lama-

rck, C. reniforme Blanco, C. solitarium Stokes

ブラジルーCajueiro(木）, caju(果), Acaiu, Acaju, Acajuba, Acajuba,

Fruta de Macaco, Salsaparrilha dos Pobres.

英 -Cashew, Cashew-nut, Cashew-nut Tree.

独 -Akajou, Akajoubaum, Akajounuss, Cachou, Cachounuss.

仏 -Acajou, Noix d'acajou, Acajou a pomme, Anacardier,

Cajou a pomme, Pommier d'acajou.



イ タリ ア-Acajiu, Cajiu.

スペイ ンーAcaju.

メ キ シ コーMaranon.

キ ュ ー バ-Maranon.

ボルトリコーPajuil.

パ ナ マーMaranon.

セ イ ロ ン Caju-gaha.

(タミル) -Mundiri-maram.

イ ン ドーHijlトbandam, Kaju.

タ イ-Ma-muang-phan, Ma-muang-mai- ru-hao.

マ ラ イーGajus, Jambu golok, Jambu monyot, Janggus, Janggar,

Kanus, Ketiri.

マ ラ ッ カーBoa frangi.

フィリピンーCasoy, Kosoe.

中 国一柯如樹.』



性 状

高さ10～12mの常緑の喬木であるが,時には30mに達する。森林中では幹は真直に伸

びるが,原野のものは枝がよく四万に広がり屈曲する。樹皮は灰褐色。

葉は互生し,枝の先に集り,有柄,倒卵形,縁は波状,鈍脚にして先端は鈍形～円形又

は凹形,葉脈は裏面に顕出する。若葉の時は淡赤色であるが,後に緑色になり革質,無毛

,長さ15～20cm,幅10～12cm。

花は頂生の円錐花序に多数着生し,花序の長さは15

～25cm,花梗は短く,花は淡赤褐色にして径8mm,萼は

5裂,花弁は5箇,やや肉質,線状披針形,花は両性花

と単性花を混生し,雄芯は7～10本,普通は9本で

花中にある,子房は倒卵形で,花柱は側面につき,花上

に抽出する。

花後,花托(Hyocarp)が膨大して,肉質の洋梨形とな

り,長さ5～7 cm,皮薄く,外面は光沢ある鮮紅色か橙

黄色にして,肉質は淡黄色で,多汁,酸味と渋味があり

リンゴの芳香を有す。これをマッサン・デ・カジュー

(maca ｄe Caju)英語で(Cashew appleまたはCashew



pear)という。真の果実はその先についている堅い痩果で,腎臓形をしていて,灰褐色

に熟し,長さ2～3cmで下垂する。その中に勾玉状の仁があるが,これをカスターニャ・

デ・カジュー(Castanha de Caju,英語でCashew nut)という。

摘 要

熱帯アメリカ,西インド諸島に広く分布しているが,真の原産はブラジルといわれる。

ヒューバ(Jacques Huber)によると下部アマゾンから北部ブラジルの海岸に分布するとい

うが,筆者の見た範囲では内陸のゴヤス州やマット・グロッソ州のサ バンナ(セラード)

にも沢山見られた。海岸地方には勿論多いが,パラナ州の奥地以南では低温の時があるた

めに見られない。

種名は「西方の」という意のラテン語に由来するが,欧州から見ての西方で,新大陸の

産であることを示す。

ブラジル名では果実をカジュー(Caju)といい,その木をカジュエイロ(Cajueiro)とい

う。カジュの語源はブラジルの海岸地方に広く住んでいたツピー(Tupi)族が呼んでいた

名称で,アカジュー(Acaju)と呼んでいたが,ブラジルに来た初期のポルトガル人が,そ

れを訛ってカジューと称したものである。この習慣はブラジルのポルトガル語によく見

られることで,例えばアメンドイン(Amendoim,ナンキンマメのこと)をMendoimといった

り,アバカテ(Abacate,アボカドのこと)をBacateと俗に呼んだりする。英語のカシュー



(Cashew)もカジューから来ており,その他も大半はカジュー,アカジューから来ている。

スペイン語系に多いマラニョン(Maranon)の名は , ブラジル北部にあるマラニオン

(Maranhao)州から来ており,この地方から来たものと思われたのでこの名がついた。モ

ルッカ諸島でのボア・フランジ(Boa Frangi)は「ポルトガルの果実」という意であると

いう。

沿 革

カジューは新大陸発見以前から広く米大陸のインジオによって果実として利用されて

いたものであるが,ブラジルに於ける古い記録では16世紀の種々の著作者によって述べ

られている。例えばPadre Joseph de Anchieta, Pero de Magalhaes de Gandavo, Gabriel

Soares de Souza等がある。ことにアンシェッタ(Anchieta)の記述は古く,正確である。

アンシェッタは1534年カナリア諸島(Canaria Is.)で生まれ,ポルトガルで教育を受け

,イエス教団の神父として1553年にブラジル来,土人の教化に一生を捧げ, 1597年にヱ

スピリット・サント州で亡くなっている。多くの著作の中の一つ,「記載式によるサン・

ビセンテ地方(現在のサンパウロ)の多くの天産物に関する書翰」(Epistola quam pluriam

rerum naturalium quae S.Vicentii (num S. Pauli) provinciam incolunt, systens

descriptionem)の中で,果物について述べている中に,アカジユーの説明として,「その

形リンゴの如く,先端に1種クリの如きものを生じ,ポルトガルのものよりもうまい」と



のべている。

次いで最も詳細に記述しているのは1637年の始めペルナンブーコに来たドイツの博物

学者マルクグラーフ(Georg Marcgraf, 1610～ 1644)で ,その著,「ブラジル博物誌」

(Historia Naturalis Brasiliae, 1648)の中には図と共に科学的に記述して いる。

ポルトガル人は早い頃ブラジルからインドに伝えたが, 1650年以後にはインドのゴア

(Goa)に, 1653年にはマラバル地方の海岸に少しあったものが今日では野生化している

という。その後セイロン,マライ地方,アンダマン諸島,東アフリカ,フィリピン,ハワ

イ等に広まった。英国には1699年始めて紹介されたが,日本には昭和のはじめに紹介さ

れた。米国ではフロリダ地方で生育する。

ブラジルの乾期の終り頃ゴヤス州を旅行するとよく,カジューの雨(Chuva de Caju)と

いうのにあうが,これは8月2日頃で,パラパラと降る雨である。この雨は乾期の終りを

告げ,雨期の近づいたことを知らせるもので,決して激しくは降らない。この頃からカ

シューの花が咲き出すから,この様にいったものである。

利 用

カジユーの花托の発達した部分にはマルチーナ(Martina)によると,水分86%,グルコー

ゼ8.4%,タンニン3.06%を含んでおるという。又,真の果実即ちカシューナットには次の

成分がある。窒素9.7%,澱粉5.9%,黄色油47.13%,このほか仁にはカルドールやアナカル



ディア酸等の有毒物質があるため,火で焼いて除く必要がある。ハワイのトンプソン

(Alice R.Thompson)によると仁の中には蛋白質が14.43%,灰分2.58%,脂肪4.56%,繊維

1.27%を含むという。

果托の部分のCashew appleは生食するが,充分に熟したものは甘いし,数片に切って

,砂糖を加えるとよい。ブラジルで特に多い利用法は,この汁を清涼飲料として用いるこ

とで,カジュアーダ(Cajuada)の名で呼ばれており,大都市ではどこでも売っている。こ

の外,ジャム,砂糖菓子,洋酒やアイスクリームの味付に用い発酵させてカシュー酒や酢

に作る。ブラジルに普通のサトウキビから作った酒,ピンガ(Pinga)に加えたものはカ

ジュイーナ(Cajuina)といわれている。

カジュアーダはブラジル北部の住民の特に好むもので,これは,興奮,発汁,利尿,浄

血,駆黴の効があるとされている。ことに駆黴剤としてはペルナンブーコ州の土着人が賞

用したもので , このためにカシューの別名にサルサパリーリャ・ドス・ポーブレス

(Salsaparrilha dos Pobres)の別名が生れているほどである。サルサパリーリャとはユ

リ科のサルトリイバラ属の有名な駆黴薬の原料植物で,Smilax Salsaparrilha Martius

やS.officinalis Poiretをさすものである。

カジュー酒はブラジルのインジオが昔から作っており , これを彼等はマコロロー

(Macororo)といい,時にムコロロー(Mucororo)とも呼んでいた。



次にカシューナットは果実全体の約25%を占めており,仁をとり出すには果実を焙れば

果皮が裂けるので剥皮するのに容易となる。果皮に含まれる油分は非常に刺戟性で,眼や

顔面を傷めるので,焙る際に注意しなければならない。仁は塩炒りにしたものを菓子とし

て利用し,カン入りとして広く市場に出ており,これをカスターニャ・デ・カジュー

(Castanha de Caju)とブラジルでは呼んでいる。強壮剤,精力剤となるという。

果実が小さくて,花托が肥大しない時のものをムツリ(Muturi,またMaturi, Maturim

ともいう)といい,皮を剥いだだけで食べられるし,魚やエビと共に揚げた料理にも用い

る。

仁からとれる黄色の油はその質緻密で,甘味があり,比重0.916で,甘扁桃油に似てい

るので,薬用として苦味を消すのに用いる。

材はバラ色で,ニスを塗るのに適し,耐久力があり,建築材,実具材として賞用せられ

,旋盤,農具の柄,箱材にも用いられる。材を焼いて得た灰はカルシウムを多く含み,歯

みがきの代用となる。樹皮はタンニンを多く含み,フランスの薬局法ではこれをEcore

anti-diabetiqueと称し,糖尿病,多尿病,衰弱,手足のむくみに用いている。ローショ

ンにしたものはうがい薬ともされる。タンニンは皮なめしや染料にも用いる。

樹皮を傷つけると樹脂がとれるが,これをブラジルではカジュシィッカ(Cajucica)英語

でCashew-gumといい,少し水を入れてアラビアゴムの代用とし,製本用



に賞用せられ,薬用としては浄血剤,きょ痰剤に用い,昔の土人は咳や肺の炎症に用いた

という。

種子の硬い殻からは黒い油液がとれるが,ウルシ同様にかぶれることがあり,白蟻その

他の害虫を防ぐために器具に塗るし,近年工業的に利用の途がひらけている。

• •@ @栽 培

カシューは純熱帯性の果樹で,低温の地帯では生育しない。土地はあまり好まず海岸地

帯の砂地でもよく生育する。

繁殖は主として種子により,ブラジルでは10mの間隔に直接2箇を播き,後に生育のよ

い株を残す。3年目から花が咲き, 5年目から生産に入る。接木も3角接によると70～

90%の活着率であるといわれる。

開花はインドでは3月頃,収穫は6～8月が最盛期であるが,ブラジルでは8～10月頃

が開花期で,収穫は12～2月頃が盛んである。

品種は果実の大きさ,果托の色や形,仁の品質,熟期による区分により,地域的に認め

られたが,明瞭な品種として命名されたものはない。インドでは20世紀になってから,

主として米国にナットの輸出がはじまり, 1935～36年には7,000tに及び,英国はじめ

欧州への輸出も1,000tを超えた。このインドの輸出用ナットは,東アフリカから殻付き

のものがインドの工場に運ばれ,除殻されて輸出されたものも多く混っている。最近は食



品としての重要性がますます考えられて来ているが,宇宙食の中にもこれが入っていると

いう。

ブラジルでその栽培の多い地方はES,BA,CE,GO,AM,PA等の諸州で,1955年には面積

358,136ha,生産は161,606tに上っており,その後もふえつゝある。

殊にセアラ州には自生木が500万本あって,これが州の産額の80～85%を占めており

,その面積5万haといわれる。同州は1975年に6～7万haの植付けを終って大いに生産

を奨励しており,欧米にも輸出している。収穫の最盛期には600～800kgをha当り生産

する。

カシューの同属で,果実が同様に食べられるものに,尚,次の種類がある。

『 226.カジュー・アッスー

Anacardium giganteum Hancock

ブラ ジル-Caju-acu, Acaju-acu, Caju da Mata.

(pA州)-Caju.

(BA州)-Ariru, Mariru.』

性 状

高さ25mに達する森林中の大木。葉は互生し,倒卵形にして表面は平滑,裏面は細毛が

ある。花は長い円錐花序に着く。花托は暗赤色で,小形である。



摘 要

アマゾン地方, MT,MG,BA,MAの諸州に分布しているが, PA州のベレンでは3月頃熟す。

花托は主に清涼飲料とし,所謂カジュアーダ(Cajuada)として使用される。その色イチゴ

の如く,風味がある。樹皮の乾かしたものには7.7%のタンニンを含み,利用される。

種名は「巨大な」という意のラテン語に由来する。ブラジル名も「大きなカジュー」の

意である。

『 227.ヒメカシュー(新称)

Anacardium humile St. Hilaire

Syn. : Anacardium subterraneum Liais

ブラ ジルーCaju do Campo, Cajueiro do Campo.

(MT州)-Caju』

性 状

小潅木で,茎は地下にかくれ,時には長く伸長している。葉は卵状披針形,若い時は帯

紅色で有毛。花は頂生の円錐花序に着き,白色～バラ色～黄白色等,花弁の基部に紫色の

条線がある。果実の形状はカシューに似て小形である。

摘 要



SP, MT, MG, GOの諸州のサバンナ(セラード)地帯特有の植物で,茎は地下を這い水分

を貯えている。花は7～10月頃,果実は10～12月頃に見られる。果実はカシューと同

様に利用される。

種名は「低き,地面の」という意のラテン語に由来する。ブラジル名は「原野のカ

ジュー」の意である。

『 228.コミノカシュー(新称)

Anacardium microcarpum Ducke

ブラ ジルーCaju do Campo, Cajui.

性 状

高さ4～6mの小木で,カシューによく似ており,葉,花序すべて小形である点が異っ

ている。PA州, MT州の木の多いサバンナ(セラード)に自生しており,果托は主として

カジュー酒(Vinho de Caju)に利用される。

種名は「小さい果実の」という意のギリシア語に由来する。ブラジル名は「原野のカ

ジュー」の意である。



『 229.ハイカシュー(新称)

Anacardium nanum St. Hilaire

Syn. : Anacardium humile Martius, Monodynamus humilis Pohl

ブラジルーCaju rasteiro, Cajueiro do Campo, Cajui, Cajurana.』

性 状

小潅木にして,茎は地下にあり,屈曲し,長く伸びる。葉は長楕円形,鋭頭,平滑。花

は頂生の円錐花序に着き白色。果実の形はカシューに似て小形。花托の肥厚した部分は

肉質多汁で,表面は黄色,甘味が多く,生食又はカジュアーダに作られる。

SP, MT, MGの諸州のサバンナ(セラード)特有の植物で,茎は地下にあり,水分を貯え

ている。

種名は「矮小の」という意のラテン語に由来する。ブラジル名は「匍匐するカジュー」

の意である。

マンゴウ属 Mangifera Linn.

熱帯アジアに30余種ある常緑の喬木。属名は「マンゴウを生ずる」という意のラテン

語から来ている。



『 230.マンゴウ (図128)

Mangifera indica Linn.

ブラジルーMangueira(木), Manga(果)・

英 一Mango, Mango-tree, Indian Mango.

独 -Mangobaum, Mangofrucht, Mango Pflaumebaum.

仏 -Manguier, Mangue.

スペイ ン Mango.

イ タリ ア-Mango.

オランダーMangga.

ポルトガルーMangueira, Manga.

セ イ ロ ンーAmba.

イ ン ドーAm, Aam, Amm, Ambi, Ma, Mahu, Mamada, Mamid,

Manga-maram, Mankay, Mangas.

ビ ル マーThayet.

マ ラ イーManga, Mangga, Mango, Mampelam, Memp巨Iam.

コ一チンシナーCay-xuci.

ジ ャ ワーMangga.



フィリピンーManga, Mangga.

グ ア ムーMango,

ザンジバル-Muembo.

ハ ワ イーMango Tree, Mango, Manako.

カナリア諸島-Ambo.

ペ ル シ ャーAmbi.

ア ラ ビア-Ambassano.

メ キシコーManglar.

キ ュ 一バーMango.

ド ミ ニカーMango.

アンチル諸島-Hooplum.

グァダル一プーMango, Mangotine.

ベネズェラーMango.

スリ ナ ム-Bobbie Manja, Kajanna Manja.

アルゼンチン-Mango, Mangoyina, Palo de Mango.

パラグアイーMango.

中 国ー檸果,蜜望,奄羅果.



台 湾-〔ソワヤ,恒春〕ー様仔, 〔アミス族〕ーナグス, 〔パイワン族〕

ロイイン, 〔ピュマ族〕-ラクトヒ.』

性 状

高さ20mに達する喬木で,時にはそれ以上に達す。枝はよ

く開張し,樹皮は暗灰色。葉は互生し,有柄で,長楕円形,

全縁,鋭頭,濃緑色,平滑,長さ15～30cm, 幅6～10cm,

若葉は帯紅色。花は頂生の円錐花序に多数着き,無毛にして

,花軸は帯赤色,花は黄緑色で径8mm,花弁5～6箇,単性花

と完全花を混生し,単性花は普通雄花で,発生率は完全花よ

り多い。雄芯は1本のみ完全。核果は品種により種種異るが

,普通は卵状又は稍腎臓形をなし,頂点近くが嘴状をなす。

果皮は平滑で緑,黄,赤色を呈する。種子は1箇,紡錘形で

扁平,外面は銀白色の細くて硬い繊維に被われていて,果肉

は黄色で,適度に甘酸く,やや樹脂臭がある。

摘 要

マンゴウは熱帯アジアの原産で,北インドとマライ半島に発祥したと考えられている。

アッサム地方やチッタゴン高地(Chittagong Hills)には現在でも野生マンゴの林がある



という。北インドのマンゴウは単胚性(Monoembryony)で , マライ糸のものは多胚性

(Polyembryony)で,インドネシア,南インド,ハワイ,フロリダなどに分布し,ブラジル

のものもこれが多い。

インドでは4千年以前から栽培されており,釈迦（5C.B.C）が北ビハール(Bihar）を訪

れた時,マンゴウの樹下に野宿したと伝えられ,仏教徒にとっては聖なる木とされ,経典

の中にしばしばAmra(菴摩羅迦)の名で現われている。ヒンズーでは万物の支配者プラジャ

パチ(Prajapati)の化身として尊敬している。唐の玄奘三蔵がインドを旅行中(629～645)

の日誌には,しばしばマンゴウのことに言及しけンスクリット語Amraの転訛とみられる

An-mo-loの名を用いているが,これによってマンゴウは広く世に知られるに至った。

紀元前327年にインダス渓谷に侵入したアレキサンダー大王の遠征軍はヨーロッパ人で

はじめてマンゴウを知った人々で,その後インドのマンゴウは14世紀に欧州に紹介され

た。アフリカの東海岸ソマリーランド(Somaliland)では1331年以前に栽培され,英国で

は1690年以前に温室内で栽培されていた。カナリア諸島には19世紀に,アソーレス諸島

には1865年,イタリアには1905年に導入された。

米大陸には,ポルトガル人によってインドから苗をブラジルに輸入したが,それは1700

年頃といわれ,最初バイア州のイタマラカー(Itamaraca)に植えられてから各地に繁殖し

た。マンゴウの種子の発芽保存期間は短いからである。1768年にキャプテン・クック



(Captain Cook)がリオ・デ・ジャネイロに寄った時には沢山実っていたという。西イン

ド諸島ではバルバドス(Barbados)島にリオ・デ・ジャネイロから1742年頃に輸入されて

から広まり, 1782年にはジャマイカ(Jamaica)島に入り,次いで各地に広まった。米国

には1861年と翌年に,フレッチャー(Fletcher)によってフロリダに導入され1880～1885

年の間に南カリフォルニアに移入され,ハワイには,恐らくメキシコから入ったといわれ

るが, 1865年以後である。オーストラリアにも栽培があるが,最初1870年にクイーン

スランド(Queensland)に伝わっている。

現在は熱帯各地に広く栽培されているが,インドが最も多い。

種名indicaは「インド産の」という意のラテン語に由来する。

ブラジル名のマンガは,南インドのタミル(Tamil)語のman-kay又はman-gay から,ポ

ルトガル人が使用したもので,それから英語やスペイン語のmangoが転訛したといわれて

いる。

利 用

果実は生食するが,熱帯の果実として大いに珍重されているものである。又,カン詰と

もされる。タイでは花を食とするといい,ジャワでは若い葉を野菜とするという。

薬用として,種子を駆虫,下痢,痔に用い,樹皮はリウマチスに,樹皮の粘液を赤痢に

用いる。樹皮からは黄褐色の染料をとり,樹液はアラビアゴムの代用にする。



樹姿が美しいため,庭園樹や並木とするが,アマゾン下流のベレン(Belem)市の並木は

有名であるし,ブラジル中南部でも,古い耕地には大木があって,よい日蔭を作ってい

る。

栽培と品種

マンゴウは熱帯果樹であるが,最低4.4℃までは堪えるというが,ブラジル南部の例で

は軽い降霜には堪える。生育の適温は24～27℃で,割合乾燥を好む。

繁殖は実生が普通だが,良い品種は呼接ぎを普通行っている。呼接ぎの苗は約5年で結

実にいたる。北米やハワイでは芽接が行われているという。

栽値の距離は10～12mを必要とする。

花は8～10月に亘って咲き,収穫は11～3月頃と,品種によって異る。花の時に雨が

多かったり,寒さが来ると結果が悪い。

品種として次のものが経済的栽培の主なものである。

米国より出たヘーデン(Haden)はムルゴーバ(Mulgoba)の系統で卵形で大きくアンズ色

をなし,赤色と黄白色の斑点がある。この系統に入るコラソン・デ・ボイ(Coracao de

Boi)も大形で赤色を呈している。

フロリダのサンダーシャ(Sandersha)の系統に入るものにブルボン(Bourbon)があるが



,果実は長形で嘴が明瞭で,黄色に熟し味は良い。この仲間にエスパーダ(Espada)という

のも入る。繊維のない品種にノン・プルス・ウルトラ(Non Plus Ultra)というのがあっ

て優良品とされている。

パエリ(Paheri)というのはアルフォンス(Alphonse)の系統で,インドから出ており,こ

の内ボンベイから米国に入ったのがパエリで米国ではパイリ(Pairi)といっているもので

,卵状腎臓形で嘴が明瞭で,黄緑色で基部は赤味を帯びている。

この外にはカルロッタ(Carlota),エストレーマ(Extrema)そして古くからの品種にイタ

マラカー（Itamaraca)等がある。

トネリバハゼノキ属 Pistacia Linn.

地中海からアジアにかけて20種,カナリア島に1種,台湾に1種,メキシコからテキ

サスにかけて1種ある木本で,属名はギリシャ語のpissa (樹脂)とakeomai(治癒する)

の合成語からなり,薬効ある樹脂を意味するという。一説には古代ペルシャ名のPistaよ

り間接に由来するともいう。

『 231. ピスタシオノキ

(ピスタチオ,フスダシウ,フスダス,フシタシウ,シンノウコウ)



Pistacia vera Linn.

ブラ ジルーPistacheira, Pistacha, Pistache, PistAcia, Pistacho.

英 一Pistachio, Pistache.

独 -Echte Pistazie.

仏 -Pistachier, Pistache.

イ タリ ア ーPistAcchio.

スペイ ンーPistacho, Alfoncigo.

ポルトガル-Pistacia.

ラ テ ンーPistacium.

ギリ シ ャ-Pistakion.

ト ル コーPista, Pistakion, Fistik.

イ ン ドーPisteh.

中 国一阿月渾子,真獲香.』

性 状

高さ6～10mの落葉性の小木。葉は奇数羽状複葉で,小葉は3～5箇,卵形で長さ5～

10cm,はじめ有毛で,後に平滑となり革質。雌雄異株。花は葉に先立って開き,雄花は密

な総状花序に着き, 5の数よりなり,雌花は疎に着き,萼は3～4裂し,子房は1～3室



あり,柱頭は3。花は帯緑褐色である。核果は卵形,長さ2.5cm,概形はオリーブに似る。

内果皮は白色革質で硬く,熟すと一端が自然に割れる。内種皮は緑褐色で,一部は黒褐色

の斑がある。仁は緑色～黄色で,油分を含み,食用となる。

摘 要

トルキスタン(Turkestan,現ソビェット領)の南部丘陵,または山地帯の原産で,その栽

培は古く, 3千年に遡るという｡聖書にもパレスチナに生育することが出ている｡

紀元1世紀にシリアよりローマに伝わり,その後スペインから北アフリカ,欧州各地に

拡がったが,英国には1770年に渡来し,米国には1853-1854年に連邦特許局が初めて輸

入したが,当時は殆ど顧みられなかった。1876年に南フランスからベレイ(L.H.Bailey)

氏がカリフォルニアに輸入して栽植されてから注目されるに至った｡

ブラジルには欧州から輸入されたが,まだ余り注目されるに至っていない｡

現在栽培の盛んなのは米国とイタリアで,栽培と輸出の行われているのはイラン,イタ

リア,シリア,チュニジア,アフガニスタン等である｡

和名フスダシウ,フスダスは江戸末期の本草書によるものであるが,ピスタチオの音訳

と思われる｡

種名veraはラテン語で｢真正の｣という意である｡

ブラジル名は｢ピスタシオの木｣の意である｡



利 用

種子を殻果として利用する｡

妙って塩味をつけ,殻から取り出すが,仁の緑色のものほど上等とされている｡

小アジア地万の市場(Bazzar)やコ-ヒ-店ではPista,又はPistakionと称して大量に消

費される｡

インドでもその嗜好は強く,塩妙りピスタチオ(Khara pisteh)として売り歩くといい,そ

の他砂糖菓子ともするし,菓子の香りつけ,アイスクリ-ムの材料ともする｡

コショウボク属 Schinus Linn.

熱帯アメリカに30種ある木本で,属名はギリシャ語のSchinosより来ており,これは

以前Pistacia Lentiscus L.(テレビンノキ)に与えられたものである｡

232.モーリョ

Schinus dependens Ortega

Syn.: Amyris polygama Cavanilles, Duvana dependens (Ortega)Kunth,

Schinus Huynan Molina



ブラ ジル-Molho, Arvore do Assobio, Assobieira, Pau de Espinho.

(S P州)ーAroeira.

(RS州)ーAssovieira, Catinga de Porco.

アルゼンチンーIncienso, Molle de lncienso.

チ リーHuinghan.

性 状

4-6mの小木にして,枝は屈曲し,枝の先端は1-2cmの刺となっている｡

典は長楕円形-倒卵形,鮮緑色,平滑,楔k脚、鈍～鋭頭,細鋸歯縁又は全縁にてやや革

質,短柄あり｡

花は腋生の総状花序に着き,萼片は卵形にて縁毛あり,花弁は倒卵状長楕円形にて白色

,帯黒色の脈理がある｡

核果は球形,径4-5mm,果皮は紙質で光沢あり,青色｡

摘 要

チリ,ブラジル,ペル-,ボリビア,アルゼンチン,ウルグアイ,パラグアイに分布し

,ブラジルでは南部に分布する｡

花は1-2月に咲き,果実は3-5月頃に見られる｡

果実を発酵させて酒を作るが,チリのチチヤ(Chicha)は有名で,強い酒である｡



種子の浸剤は利尿,ヒステリに用いられ,皮の煮たものと樹脂は創薬となり,関節炎に

用いる｡葉にはタンニンを多く含み,皮なめしに用いる｡

葉にはよく虫痩がつき,円形,木質で, 一方に虫の出た穴があって,子供はよくこれ

を笛に利用するので,アソビオ(assobio,呼子)といわれ,アソビェイラ(assobieira,呼

子の木)の名がついている｡

モーリョ(molho)とはソ-スのことである｡

種名 dependens は｢傾下せる｣という意のラテン語に由来し,枝が下垂す性を言った

ものである｡

233.コショウボク(胡椒木,モレノキ,ペル-コショウ)

schinus Molle Linn. 図129)

ブラ ジルーAroeira mansa, A.do Amazonas, A.Molle, A.Salso,

Anacuita, Aroeira do Brasil, Aroeira, Aguari-iba-uagu,

Corneiba, Falsa-pimenteira, Pimenteira do Peru.

英-Californian Pepperラtree, Peruvian Mastictree, Weeping Willow.

独-Kalifornischer Pfefferbaum, Mollebaum.

仏-Poivrier de Perou, Schinus a folle dentees, Schinus mou.



スペイ ンーAguaribay, Gualeguay, Molle, Muelle, Pimiento de nolivia,

Piru, Pirul, Terebinto.

ポルトガルーPimenteira bastarda.

メキシコ-Aguaribay, Arbol de la falsa Pimienta, Arbolde laPirnienta, A.del

Peru.

コスタリカーPimiento de California.

ペ ル ーーMolle.

アルゼンチンーAruera, Balsamo, Pimiento, Sanabo tudo, Terebinto.

ウルグアイ-Aruera, Aguaribay, Anacahuita, Arbol de la Pimienta,

BaIsamo, Gualeguay, Terebinto.

性 状

高さ6mに達する常緑木で,樹冠は円く,枝は下垂し優美である｡

葉は互生し,長さ25cm位に達し,羽状複葉で7-13対の小葉より成り,小葉は互生し,線

状披針形,全縁又は細鋸歯があり,尖頭,長さ4 -6.5cmc花は項生の円錐花序に多数着き

,小形黄白色｡果実は核果にしてブドウ状の果房となり,紅色に熟して美しい｡

コショウの香りがする｡



摘 要

メキシコ以南の中南米に広く分布し,ブラジルでも全

土に見られる｡

米国ではカリフォルニアにて広く植えられ,観賞用とし

ている｡

果実は前種と同じく,発酵し酒を作ることが出来,殊にチ

リでは広く用いられる｡

又,コショウの香りがするので,コショウの模造品を作る

によく用いられる｡

材は辺材は白,心材は赤褐色で,比重1.187-1.219あり

,船舶材,杭,旋盤に用いる｡

皮にはスキノキシタ-ゼ(Schinoxydase)を含み,収斂性が

あり,強壮,通経,利尿,創薬に用い,タンニンもとれる｡

樹脂はテレビン臭があり,白色で,空気にふれて少し青昧を帯び後に褐色に成るが,リ

ウマチに多く用い,内服して呼吸器病に用いる｡

昔イエスズ会の神父達は｢ミッションのバルサムBalsamo de missoes,スペイン語で

Balsamo de misiones｣を手製して薬用に使ったので,その名が残っている｡



今日でも泌尿器系統の病気に使われている｡

種名のMolleはペル-の土名から来ており,ブラジル名はアロエイラが普通である｡

土語から来ており, ｢よく永続するもの｣の意である｡

ニンメンシ属 Spondias Linn.

約12種あり,大半は熱帯アメリカの原産であるが,その内1種はソサイティ諸島に, 1

種はインドに産す｡複葉を有する喬木｡

属名はギリシャ語から出ており,テオフラストスがスモモに用いたもので,果実がそれに

似ているのに由来する｡

234.タマゴノキ(タヒチモンビン,クドンドン)

Spondias cytherea Sonnerat

Syn.: Spondias dulcis Forster f.,S.macrocarpa Engler, S. mangifera

Bello (図130)

ブラ ジル-Caja-manga, Caia-agu, Caja-acu, Cajazeira de Fruta gran- de,

Taperiba-acu, Taperiba do Sertao.

(C E州) -Cajarana.



英-Ambarella, Great Hog Plum, Heir, Jew Plum, Tahiti Mombin, Tahitian Quince,

Otaheite Apple, Vi, Vi'applo.

独-Cythera, Tahiti-apfel.

仏 -Arbres de cythere, Evi, Pomme cythere, Prunier d'amerique.

オラ ンダ-Kedongdong.

イ ン ドーBilati-amra, Gwe-bin.

タ イーMa-kok-farang.

マ ラ イーKedongdong, Kedongding, Kedungdong.

フイリピンーHevi.

フイラジラーIvi.

ポリネシアーEvi, Vi.

タ ヒ チーEvi, Vy.

ハ ワ イーWi.

キ ュ ーバーJobo de la lndia.

スリ ナムーFransi mope.

性 状

高さ12mに達する喬木で,時に18mに達する｡



樹皮は灰色で平滑｡葉は枝端に群生し,奇数羽状複葉で小葉は4 -12対あり,長楕円形に

して細鋸歯縁か全縁,長さ5 -8cm,無毛で光沢がある｡花は頂生の円錐花序に多数つき,

小形で緑白色｡果実は核果で,楕円形,長さ5-10cm,径4-8cm,房状に着き下垂する｡黄色

に熟し,褐色の斑点があり, 5条線がある｡果肉は白一淡黄色,核は長さ3cm, 5室に分

かれる｡

摘 要

太平洋東部のソサイティ諸島の原産で,現在は熱帯各地

に栽培される｡

17世紀には西インド諸島に導入され,ブラジルでも中北

部に多く栽培されている｡

種名はギリシャ神話の美と愛と豊穣の女神アフロディ

テ(Aphrodite)の姓である｡

ブラジル名はカジャ- (Caja Sgondias lutea Linn.)

とマンガ(マンゴウ)の結合語で,マンゴウに似たカジャラ

の意である｡

利 用

果肉は多汁で甘く,テレピン油の匂のあるのもあり,香



りのよいのもあり,生食するが,マンゴウよりは劣る｡その他清涼飲料,ソラス,プレー

ザーブに作り,果実酒ともするが,タヒチ島ではミカンと共に発酵させた酒を賞用すると

いう｡

又,ス-プやカレーの実として用いるし,ジャワでは新芽を食用とするが,新芽を混ぜる

と硬い肉が軟化するという｡樹脂はアラビアゴムの代用になるといい,皮と根は鎮痛,下

痢止めに用いられる｡

235.コガネモンビン (図131)

Spondias lutea Linn.

Syn.: Spondias Mombin Jacquin (non Linn.)

ブラジルーCajazeira, Acaiba, Acaia-mirim, Acaja, Acajaiba, Aca.

ja-mirim, Acajazeira, Acajou, Ambolo, Arvore de Teperas, Caja amarelo,

Caja do Sertao, Caja mimoso, Caja-miudo, Caja-mirim, Cajazeiro, Cajazeiro-

miudo, Cereja da America, C.da Espanha, Imbameta, Imbuzeiro, Munguengue, Porno

de Venus, Tabuia, Taperaba, T.do Sertao, Taperiba, Tapiriba.

英-Golden Apple, Hog Plum of West lndies, Thorny Hogplum‥ Yellow Mombin.



独 -Gelbe Mombinpflaume, Schweinpflaumenbaum.

仏 -Ambolan, Mombin a fruits jaunes, Mombin jaune, Prunier d Espagne.

スペイ ンーCiruelo campechano, Jobo, Mombin amarillo.

オランダ-Geele prumien.

メ キ シ コ-Ciruela amarilla.

コスタリカ-Jobo.

仏領ギアナ-Prunier mombin.

アンゴラーMunguengue.

フイリピンーSpanish Mombin.

性 状

高さ25mに達する喬木にて樹皮は灰白色,幹にコル

ク質の刺または突起がある｡

葉は互生し,奇数羽状複葉で5 -9対の小葉よりなり,

小葉は長楕円形一楕円形一卵状披針形,先端は尖り,

全縁又は細鋸歯縁,長さ6 -12cm,幅2.5-4cm,対生し

,策柄は桃色を帯び有毛｡

花は頂生の円錐花序に多数着き,小形で黄白色,花序は18-25cmありて有毛｡



核果は卵円形,長さ2.5-4cm,橙黄色で房をなして下垂する｡

果肉は黄色,多汁｡

摘 要

熱帯アメリカの原産で,ブラジルではSP, MG, RJの諸州以北に産し,又栽培もされ

る｡

果実は生食して甘味多く,酸味は少いが,刺戟性の芳香がある｡

多くは菓子に作り,砂糖漬にし,清涼飲料やアイスクリラムに用いたり,ジェリ-も作る｡

メキシコでは果実から酒を作るが,生果から作ったものをAttoleといい,煮て干した果

実から作ったものをAloteといっている｡

薬用としては皮は収斂性があり,下痢止めに用いられ,葉は腹痛,胃痛,目や咽喉の痛

みに用いる｡

生育が早いので,バイア州ではカカオの日蔭樹と事して用いられる｡

アマゾンでは果実の形で3種に分けており,又,バイア州辺では果肉の甘酸により2種

に分けている｡しかし固定した品種というものはない｡

種名は｢黄色の｣という意のラテン語に由来し,果実の色から来ている｡

ブラジル名は,土人が元来Acajaといっていたものが,ポルトガル人によりCajaと転

訛され,それに木を意味するポルトガル語の接尾語eiraが着いたものである｡



その他ブラジルの異名は多く,古くから各地で利用されていたことを示している｡

236.モンビン(レッドモンビン) (図132)

Spondias Mombin Linn.

Syn.・Spondias purpurea Linn.

ブラジルーUmbuzeiro, Cajavana, Cajavarana, Fava de Sertao da Bahia, Ambu,

Ibamitara, Imbu, Imbuzeiro, Jiqui, Mombina, Ombふzeiro, Samara, Umbu, Ciriguela.

(A M州) Tapereba.

英ーBrazilian-plum, Hog-plum, Purple Hog-plum, Leather-coat plum, Red Mombin,

Spanish Plum, Yellow Mombin.

独-Mombin-Pflaumenbaum, Pflaumenbaum, Mombinpflaume.

仏ーMonbin a fruits rouges, Monbin batard, Monbin marron,

Monbin rouge, Prunier de Chili, Prunier d Espagne.

スペインーCiruela agria, C.de Castilla, Ciruelo amarillo, Jobo,

Jocote, Pitarillo.

メ キ シ コーJocote.

コロンビアーCiruelo, Hobo.



グアテマラーJocote, Xocotl.

フイリピンーSiniguela.

性 状

高さ18mに達する喬木｡

葉は奇数羽状複葉で7 -17箇の小葉よりなり,小葉は卵状披針形

,長さ6.3-10cm,鋭尖頭で,少しく細鋸歯があり,葉柄には軟毛

がある｡

花は頂生の円錐花序につき,花序は長さ15-30cm,花は小形にて

黄白色｡

核果は単生または2-3箇密生し,楕円形の外,長卵形,卵形,

洋梨形等があり,その長さ2.5-5cm,黄色一濃赤色,粗面にして

,種子は長楕円形,長さ1.5-2cm。

摘 要

熱帯アメリカの原産で,中米に多く栽培され,ブラジルにも栽培される｡東洋ではフイ

リピンに試作されている｡

果実は生食するほか,ジャム,ジェリー等に利用される｡

果肉はカシューナットに似た香気があり,爽快であるが酸味を欠く｡



種名はアメリカの土語から来ており,プラジル名のウンブーゼイロは土語のウンブ-と

ポルトガル語の木を意味する語の結合語よりなる｡

237 インブー

Spondias tuberosa Arruda

ブラ ジルーImbu, Umbuzeiro.Imbuzeiro.

英 ーImbu, Umbu.

ス ペ イ ンーImbu.

性 状

高さ7 -8mの小喬木で,根は膨大して塊茎状をなす｡

葉は長さ10-15cm,奇数羽状複葉にして,小葉は7-15箇よりなり長楕円状卵形,心脚,鋭

尖頭,全縁,長さ2.5-4.5cm,花は頂生の円錐花序に着き,花序は長さ10-15cm,花は白色

の小花｡

核果は卵形,長さ4cm｡

果皮はやや厚くて硬く,赤色,多汁で,項部に4箇の突起がある｡

種子は長楕円形にて長さ2cm。



摘 要

ブラジルの東北部のサバンナ(セラード)の乾燥地特有のものである｡

花は11月頃咲き,果実は9月頃に熟す｡

果肉はその風味オレンジに似ており,生食する外,菓子や砂糖漬とし,又,清涼飲料と

するが,これをウンブ-ザーダ(Umbusada)という｡

根には塊根を生じ , 乾期に難民はこれから粉を作って食べるが , これをクマンガス

(Cumangas)と呼んでいる｡

種名は「塊茎状の｣という意のラテン語に由来し,根の状態を示している｡

ブラジル名は前種と同じ意味から来ている｡

ウンブー(Umbu)といえば南米の南部に多いヤマゴボウ科のPhytolacca dioica Linn.と

いう大木も同名で呼ばれているが,果樹ではなく,アルゼンチンではオンブラ(Ombu)と呼

ばれ,パンパスにも植える有名な木である｡

ムクロジ科 Sapindaceae

アカギモドキ属 Allophylus Linn.

アメリカ,アジア,アフリカの熱帯地方に約180種ある木本,属名はギリシャ語のAllo



他の) phylus.(国民,種属)の合成語より成る｡

238.フルータ･デ･パボン

Allophylus edulis (St.Hilaire) Radlkofer

Syn.: schmiedelia edulis St.Hilaire, Nassavia terminalis Velloso, urvillea

Seriana Grisebach, Schmiedelia guaranitica Grisebach

ブラジルーFruta de Pavao, Alfavaca, Chalchal, Fruta de Pombo, F.do Parao, Tres

Folhas.

パラグアイーCochinilla, Cocu, Cocum.

アルゼンチンーChalchal, Conhu, Frutilla, Picazu-rembiu, Pitanga, Vacu.

ウルグアイーChalchal.

性 状

高さ8mに達する小喬木｡

樹皮は暗褐色で縦に割れ目がある｡

薬は互生し, 3小葉より成り,小葉は長楕円状披針形,頂片は側片より少し大きい,模脚

,鋭尖頭,粗鋸歯縁,緑色にして裏面には少しく毛がある,長さ6-10cm,帽2-3cm｡

花は新らしい枝に擬生する円錐花序に着き,花序の長さ3-6cm,花梗は細毛あり,長さ



2mm, 1小萄あり,花は緑白色,径2.5-3mm,専は4片,不同大,卵状,縁毛あり,花弁は

4箇,白色,倒卵形,有毛,雄芯は5-8本,花糸は有毛, 3花柱あり有毛｡

雑性花にして,雄性花にては花柱は基部まで分岐し,子

房なく,雌性花にては花柱は上方にて3岐す｡子房は3

箇の緑色の球形にして,時に2箇に退化する｡

果実は3箇時に1-2箇の分果にして,核果様で,熟し

て赤色,光沢あり,倒卵状球形,長さ8-9mmc種子は長

さ4-5mm,倒卵形,淡黄緑色で,硬い｡

摘 要

ギアナ,ブラジル,ボリビア,パラグアイ,アルゼン

チン,ウルグアイに広く分布し,ブラジルでは殆ど全土

に産し,山林中に普通である｡花は8-9月に開き,果実

は10-11月に熟す｡

果肉は甘くて生食されるが,アルゼンチンではこれか

ら発酵酒を作り, aloja de chalchalと呼んでいる｡

パラグアイではマテ茶を水で飲む時-これをテレレ

(Terere)という-本種の葉を少し加えて清涼剤とする｡



種名は｢食べられる｣との意のラテン語に由来している｡

ブラジル名は｢クジャクの果実｣の意である｡

アキー属 Blighia Koenig

熱帯アフリカに6種ある大木である｡

属名は英国の航海家プライ(Capt William Bligh)に因んだものである｡

239.アキー(アキノキ) (図134)

Blighia sapida Koenig

Syn.:Akeesia africana Tussac, Akea solitaria Stokes, Bonannia nitida

Rafinesque, Cupania edulis Schumacher et Thoun, Sapindus obovatus Wight et

Arnott, Cupania Akeesia Spach, C.sapida Voigt

ブラ ジルーCastanheiro da Africa, Aquce.

英 -Akee, Akee apple, Akee tree.

独- Akee, Akeebaum, Akibaum.

仏ー Akee, Akee d'Afrique, Lachee, Riz de veau vegetal, Yeux crabes.

ア フリカーAtia-tjo.



西アフリカーAmaji-chianin, Finzan, Gougou.

ト ー ゴーAdja, Peso.

パ ナ マーHuevo vegetal.

性 状

高さ30-40mに達する直立性の喬木｡葉は3 -4対の小葉からなる

羽状複葉で,小葉は対生し,上方の小葉は倒卵状長楕円形,長

さ17cmに達し,下方のものはより小さく,全縁,楔脚'鋭頭,

無毛にて少し粗渋｡花は腋生の総状花序に着き,花序は長さ7-

8.5cm,緑白色｡

朔果は卵状で純3角状を呈し,長さ7-10cm,黄色にして熟すと真

紅色になり'3裂する。各室に1種子があるが,時に1-2種子の

こともある｡

種子は長楕円形,黒色,下部にクリーム色の仮種皮があり食

用となる。

摘 要

アフリカのギネア地方の原産であるが,アフリカ及び西インド諸島,ブラジルに栽培さ

れ,又,フイリピンでも栽培されている｡



ブラジルには恐らくアフリカの奴隷と共に入ったものであろう｡

食べられる部分は仮種皮であるが,果実が裂開して永くおくと食べられなくなるし,末熟

のものや,過熟して落果したものは有毒であるし,仮種皮裂片間の桃色の薄皮部も有毒で

あるから注意を要する｡

生食のほか,フライとしたものも食べられる｡

種名は｢風味がよい｣という意のラテン語に由来する｡

ブラジル名は｢アフリカのクリ｣の意である｡

リュウガン属 Euphoria Commerson

アジアの熱帯及び亜熱帯に14種ある木本で,属名はギリシャ語のeuphoreo,よく結実

する,の意から来ており,美味の果実を多数生ずるに由来する｡

240.リュウガン (図135)

Euphoria longana Lamarck

Syn.: Dimocarpus Longan Loureiro, Euphoria sinensis Gmelin, Sapindus

longifolius Vahl, Euphoria verrucosa Salisbury, Scyta 1ia Longan Raeusch,

S.Longan Roxburgh, Dimocarpus longum Loddiges, Euphoria Longan Steudel,



Dimocarpus pupulla Moon, Nephelium Longana Cambes.,N.Longanum Don, N.bengalensis

Don, Dimocarpus undulatus Wight, Nephelium hypoleucum Kurz

ブラ ジルーLongana, Boboa, Long-yen, Olho de Boi, ulho de Dragon, Pitomba.

英 ーLongan, Lungan, Dragon's eye.

仏 -Longanier, Longane, Oeil de dragon.

オランダ ーLengkeng.

セ イ ロ ンーMora, Rasa-mora

(タミル) -Nurai.

イ ン ド-Ash-phul.

タ イーLam yai, Ma iam yai.

ビ ル マーKyetmauk, Tawthayet.

マ ラ イーLengen, Lengen betoel.

ス ン ダーLengkeng.

マ ズ ラーKelengkeng･

コ-チンシナ-Laongnhan, Lengkeng, Lingkeng.

ト ンキンーLonghan.

アンナンーCous-naan, Caynhon.



ボルネ オーBoekoe.

中 国一龍眼,亜茘枝,茘枝奴,桂円,益智,

台 湾ー龍眼(リエンゲン),ギエンギェン,ゲンゲン,キンキン,ヒンヒン.

性 状

高さ12mに達する常緑喬木で,若い枝には鮮紅色の斑点があり,樹皮は灰黒色で粗い｡

葉は互生,長さ7 -30cm,羽状複葉で小薬は4 -10枚,楕円形一披針形で,全縁,鈍頭,

対生又は互生し,表面は平滑,裏面にはしばしば毛があり,若葉は赤色を帯び下垂する｡

花は黄白色で,肢生又は項生の円錐花序に着き,径6mm許,萼は5深裂,花弁は5-6枚で

雄花と完全花とがある｡

果実は球形,径2.5cm,表面は淡褐色で網状紋なく,粗で薄いがやや硬く,中に1箇の

大きい暗褐色で光沢のある種子を有し,これを包む果肉(種衣)は白く,多汁で,ゼリー状

で甘い｡

摘 要

古くから東亜熱帯に栽培されており,原産は中国南部と普通いわれているが,ドゥ･カ

ンドル(A.de Candolle)はインドであるという｡

インドからビルマを経て中国南部が原産地とされることもある｡中国南部に大栽培があ

り,台湾-は古く中国より入り,中南部に多い｡



米国ではカリフォルニア,フロリダ,ハワイに栽培されている｡

ブラジルには仏領ギアナのカイエンヌ(･Cayenne)に植えられていたものがルイス･デ･ア

ブレウ(Luiz de Abreu)によって1809年にリオ･デ･ジャネイロに送られ,植物園によく

繁殖し,これが元になって今日でもブラジル各地に見られる｡

リュウガンは熱帯よりも亜熱帯的な気候によく適し,レイシよりも低温に耐え,ブラジ

ルではPR州以北によく育つ｡PR州に於ける筆者の観察では花は9-10月に咲き,果実は2-

3月に熟す｡

種名は中国名の｢龍眼｣から来たものである｡

ブラジル名はLongana (龍眼)といわれるが,その外にOlhode Boi (牛の眼), Olho de

Dragao (龍の眼)という名が用いられる｡

利 用

果肉は生食する外,乾果とすることもある｡

果肉だけを取出したものを中国で龍眼肉,福円肉,福羽と呼び,中国人の好むところであ

る｡

果実を陽に乾したものは龍眼乾,福円,福殻といい,その味レイシに劣らないといい,

南中国から華僑向けに輸出される｡その他果肉を砂糖漬,カン詰にもする｡

乾果は中国の婚儀に用いる盤担に不可欠のものである｡



果肉にはブドウ糖の外にアルカロイド類のアデニン仏denine, C5H5Ns )とコリン

(Choline, CB H,502H)を含んでおり,滋養強壮剤とし,漢方では保温薬とし,花,根,葉

もそれぞれ民間薬とする｡

材は赤褐色で硬く,緻密で,建築材や各種の器具を作るに用いる｡

又,観賞用としても植えられ,街路樹ともする｡

レイシ属 Litchi Sonnerat

中国,フイリッピンに2種あり,常緑の小喬木である｡

属名は中国名｢茘枝｣より来ている｡

241. レイシ

Litchi chinensis Sonnerat

Syn.: Scytalia chinensis Gaertner, Sapindus edulis Aiton, Eupho

na punicea Lamarck, Dimocarpus Litchi Loureiro, Lilchi sinensis Gmelin, Corvinia

Litschi Stadtn., Euphoria Litchi Desfontaine, Scytalia Litschi Raeuschel, Nephelium

Lilchi Cambessedes, N.dimocarpum Hooker f.et Thomson, N.chinense Druce, Lite



hi Litchi Britton

ブラジルーLechia, Alexia, Alixia, Lichi, Lichia, Lixia.

英 -Litchi, Leechee, Lychee.

独 -Zweillingspflanze.

仏 -Litchi de Chine, Li-tschi.

オ ラ ン ダーLitch.

セ イ ロ ンーLitchi, Rata-mora.

イ ン ドーLichi, Litchi.

タ イーLin-chi, Lam yai.

ビ ル マーKyetmauk.

マ ラ ヤ-Lengkeng, Kelengkeng, Lentji, Litji, Laichi, Lichi.

コーチンシナ-Cay Bai.

ア ン ナ ンーVai.

ジ ャ ワーKlengken.

ス ン ダーLengkeng, Ramboetan Kalengkeng.

マ ズ ラーKalenkeng.

フイリピンーHalopag一amo, Lechia.



マダガスカルーLetisy, Litchy.

ハ ワ イーLitchi Nut Tree.

キ ュ ーバーMamoncillo chino.

中 国- 茘枝(ライチー,リーチー).

性 状

高さ7-10mの小喬木で,樹皮は灰色で粗く,分枝多く,円形の樹冠をなす｡

葉は互生し,羽状複葉で 2-3対の小葉からなり,小葉は披針形一長楕円形で鋭頭,

革質,表面は緑色で光沢あり,裏面は灰色｡

花は雑性花で, 30cm位の頂生円錐花序に数百箇を着生し,淡緑色で,等は小さく盃状で

花弁を欠き,雄芯は8本｡

果実は核果で,球形一倒卵形,径3cm内外,六角形の鱗片に被れ,熟して鮮赤色になり

,中に大形の1種子がある｡

種子の外側の果肉(種衣)は白色半透明,多汁でゼリー状を呈し,香気があり,甘味と酸味

が適度にあって食用となる｡

摘 要

中国南部の原産で,インドシナ半島からビルマにかけても見られるという｡

中国のレイシの栽培は古く, 2千年を超えるといい,中国人の最も好む果実の一である｡



熱帯アジアには広く栽培されているが,その他南アフリカには1869年導入後栽培が盛ん

で,ナタ-ル,トランスバ-ル地方に多く,中国に次いで生産されている｡

西インド諸島ではジャマイカ島に1775年以前に入り,仏嶺ギアナには1800年以前に入

り,ハワイには1873年,米国のフロリダには1883年に輸入された｡

ブラジルにはリ-ウガンと同時に,仏領ギアナのカイエンヌ(Cayenne)からルイス･デ･

アブレウ(LuizdeAbreu)により1809年にリオ･デ･ジャネイロの植物園に送られたものが元

になって繁殖されたが,リュウガンよりはより熱帯に通するため,ブラジル南部では生育

出来ない｡

台湾では福建から輸入されて,古い木があるという｡

種名は｢中国の｣という意のラテン語に由来している｡

ブラジル名はすべて,茘枝から来ており,種々の転訛がある｡

因に中国では南部でライチ-,北部ではリチーと言う｡

利 用

生食を主とするが,乾果,カン詰に加工もされる｡乾燥品は茘乾といって,中国では婚

礼や宴会の引出物とする｡

中国人の極めて好む果物で,中国の詩に, ｢之を剥けば凝りて小品の如く,之を食えば

降雪の如し｣と,レイシを讃えた詩句がある｡



唐の玄宗皇帝(685-762)が,楊貴妃(719-756)のために,騎馬を嶺南に遣わし,首都長安

まで数千百里を8日8晩で輸送させ,ために人馬ともに多く倒れたという故事は有名であ

る｡

その輸送方法は,レイシの数枝を篭に入れ,これを背に負ったもので,枝付きのまま収

穫する習慣があるところから,茘枝の名が出たといわれる｡

葉は子供らが好んで噛むが,唇は鮮桃色に染る｡根,樹皮,花はウガイ料とし、種子は煎

じて咳止めとする｡

樹姿が美しいので,観賞用としても植えられる。

栽 培

リュウガンもレイシも種子の発芽力は2週間位であり,実生の場合は採り蒔きにする｡

その他繁殖には切接,取木が行われるが,仲々困難である｡生育が遅く,移植は困難であ

る｡栽培距離は7-10mの距離とする｡ 結実の樹令には7 -8年を要し,時には15-16年を

要する｡中国では30-50年の盛樹で, 1本当りの収量は30-50kgである｡ブラジルに於い

てはレイシは開花が平均せず,時には数年に亘って開花しない事があるといわれる｡



メリコッカ属 Melicocca Linn.

南米に2種を産する中喬木で,属名はギリシャ語のmeli(蜜)とkokkos (小水将果)の

結合語で,果肉の状態を示す｡

242. マモンチロ

Melicocca bijuga Linn.

Syn. : Sapindus Melicoccus. Linn. , Melicoccus bijugatus Jacquin,

Melicocca carpodea Jussieu, Stadmannia bijuga D. Dietr.

ブラ ジルーArvore de Doce, Papamundo.

英 -Canopy-tree, Genip-tree, Guayo-tree, Kanappy-tree,

Hon′ey-berry tree, Mamon tree, Mamoncillo.

ス ペ イ ン-Mamon.

オラ ンダーKnippelboom, Knippen, Tackboom, Tackeboom.

トリニダド-Maco.

キ ュ-バーMamoncillo, Quenipa.

ポルトリコ-Mamoncillo, Quenipa.

ベネズェラ ーMamon.



コロンビアーMamoncillo, Quenipa.

ギ ア ナーKnepier.

パラグアイーIbapono, Ibapovo, Guapomo.

性 状

高さ10-15mに達し,樹皮は灰褐色｡葉は互生し,長さ16cm,幅12cm, 4小葉より成り,

小葉は楕円形一楕円状披針形,長さ8 -11cm,全縁平滑｡花は頂生の円錐花序に多数着生

し,雌雄混生又は異株に生じ,小さく,白緑色で,径6-8mm,芳香がある｡

果実は小核果で,卵形,緑色,長さ3cm,幅2cm,種子の周りの栄肉は帯黄色,透明多汁

で甘味と共に酸味が強い｡

摘 要

西インド諸島及び南米のベネズェラ,コロンビア,スリナム等に生じ,又,広く熱帯ア

メリカの各地に栽培され,ブラジルにも栽植されている｡キュ-バやポルトリコでは普通

の果樹となっている｡セイロンやシンガポールにも栽培され,欧州に入ったのは1778年で

ある｡ 果肉は生食されるが,蒸焼きにしても食べられるという｡特異な風味があって,爽

快な味がする｡樹皮はタンニンを含み,収斂剤とする｡種名は｢2対の｣という意のラテン語

に由来し,葉の有様を表したものである｡ブラジル語は｢菓子の木｣という意である｡



グアラナー属 Paullinia Linn.

アメリカの熱帯地方に150種ばかり分布している藤本で,属名はコペンハーゲンの医師

で植物学者であったパウリ(Simon Paulli, 1608-1680)に因んだものである｡

243.グアラナー (図136)

Paullinia cupana Kunth

ブラ ジルーGuarana, Guaranazeira, Naranazeiro, Uarana.

ス ペ イ ンーGuarana.

ベネズェラーCupana, Yocco.

コロンビアーCupana, Yocco.

性 状

やや直立性の藤本で,高さ10mに達す｡葉は5-7小葉より成り,葉柄は長さ7 -15cm,托

葉は卵形,小葉は有柄にして,下葉は卵形,円脚,頂葉は楔脚にして鋭頭,多くは粗歯牙

がある｡葉は全長20-40cm,小葉は長さ10-20cm,幅4.5- 9cm。

花は腋生の円錐花序に密生し,花序の長さ6 -20cm,花に芳香ありて白色,萼は5裂し

,花弁は4簡,雄芯は8本｡

朔果は洋梨形,長さ14-20mm,径10mm,上部は赤色,下部は黄色で,後に黒紫色となる｡



種子は1-2箇にして,卵状,径12mm,種皮は淡黄-黒色,基部に仮種皮がコップ状に着い

ている｡

摘 要

南米の熱帯地方,ベネズェラ,コロンビア及びブラジ

ルのアマゾン地万の上流に原産するもので, 2変種が

あり,次の如く分つ｡

a) var. typica Ducke 基準種で,巻ひげがなく,

花と果実はより大きく,果実は次の変種の2-3倍にし

て,光沢のない赤色を呈する｡オリノコ川の上流,ネ

グロ川(アマゾンの上流)の上流地万で,ベネズェラ,

コロンビア,ブラジルに亘って分布する｡

b) var. sorbilis (Martius) Ducke

Syn. : Paullinia sorbilis Martius

成長せるものは必ず巻ひげがあり,果実は小形で,

光沢ある赤色を呈する｡ブラジルのアマゾナス州のマ

ウエス(Maues)及びパリンチンス(Parintins)地方に産

す｡ グァラナラはアマゾン地方の土人の間では早く



から知られていたが,土人はこの種子を飲むことによって飢餓の感じを弱めることから用

い出したものといわれるが,ポルトガル人が入ってから強壮剤として盛に誇張されて広く

知られるようになったのである｡1816-17年フランスに入,つてから,欧州に知られるに

至った｡日本でも戦前から輸入されていて,清涼飲料を製し,ゴロナ(五六七)と称して販

売していたことがある｡ 種名cupanaはベネズェラの土名に由来し,変種名のtypicaは

｢基本の｣, sorbilis は｢飲料になる｣という意のラテン語に由来する｡

利 用

グアラナーの種子は清涼飲料としてブラジルでは大いに消費しているが,又,精力増進

剤としても広く用いられ,シロップ,チンキ,錠剤ともし,酒にも入れる｡

清涼飲料としてはエッキスを亮っているが,自家用として薬用に飲むには普通円筒形の

ものにしめ固めたものを用いる｡これを作るには,種子を干し,火で妙り,袋に入れて打

ち,種皮を除き,前もって暖めてある木の臼で挽いて粉にしたものを1晩おいてから,少

ししめらして,必要型に仕上げる｡これを最後に薪で燻蒸して仕上げるのであるが,この

製造に約15日はかかるという｡

製品は非常に硬く,これを粉にするために,やすり,又はアマゾンの大魚ピラルクー

Pirarucu Arapaima gigas Cav.)の舌骨を用いる｡この舌骨は非常に硬く,長さ15cmば

かりの楕円形で,表面にあらい刺がある｡これでグァラナ-の固めたものをおろして,少



量づつ茶として飲むのである｡ グァラナーの成分中にはカフェイン(Caffeine, C8HwO2N4

)とテオブロミン(Theobromine, C7 Hs O2N2)が多く含まれており,その他にサポニンや

油脂が含まれている｡ グァラナーの栽培は原産地以外では困難で,他の場所では殆ど行

われず,その生産は大体年に250 t位である｡

タリシア属 Talisia Aublet

主として南米の北部熱帯地方に41種を産する木本で,ブラジルに特に多い｡属名は本属

の基本種に対するギアナの土名に由来する｡

244.ピトンベイラ

Talisia esculenta (St. Hilaire) Radlkofer

Syn. : Sapindus esculentus St. Hilaire

ブラジル-Pitombeira, Olho de Boi, Pitomba, Pitomba de Macaco, P. da Mata.

パラグァイーCaraya-vola.

性 状

高さ12mに達する常緑木｡葉は2-4対の小葉より成り,小葉は卵形一長楕円形,鋭脚,鈍

又は鋭頭,膜質,無毛｡花は小形にして頂生又は厳生の円錐花序に着き,径6-8cm,桃白色



にして芳香がある｡雌雄異株｡果実は核果様にて球形,径2.5cm,果皮は硬くして灰黄色,

中に1-2種子あり｡種子は長楕円形にて,白色透明の仮種皮に被われる｡

摘 要

ボリビア,パラグアイ,ブラジルの原産で,ブラジルではMT, MG, RJ. BA,PE, GO, CE

の諸州に分布しPA州に栽培あり｡果肉は甘くて酸味あり,風味が艮い｡ 皮と葉にはタン

ニンを含み,樹液は魚毒に用いられる｡生長の早い木である｡ 種名は｢食用となる｣という

意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢ピトンバの木｣という意味で,ピトンバは土名か

ら来ている｡ 本属には果肉の食用となるものが他にも数種あり,ブラジルには次のもの

が分布している｡ブラジル名はすべてピトンベイラと呼ばれる｡

1) -Talisia acutifolia Radlkofer 分布 アマゾナス州

2) -Talisia cerasina (Bentham) Radlkofer Syn. : Sapindus cerasinus Bentham

分布 アマゾン地方

3) -Talisia cupularis Radlkofer 分布 アマゾナス州

トチノキ科 Hippocastanaceae

トチノキ属 Aesculus Linn.

北半球の温帯に25種あり,落葉の喬木で掌状複葉を有す｡属名は｢カシワ｣の種に付けら



れた古名より来る｡

245.ウマグリ

(馬粟,ヨウシュトチノキ,オウシュウトチノキ,マロニエ)

Aesculus Hippocastanum Linn.

ブラ ジル ーCastanheiro da lndia.

英 -Common Horse-Chestnut.

独 -Gemeine Rosskastanie.

仏 -Marronnier commun, Marronnier d'Inde.

ス ペ イ ンーCastfio de lndias.

イ タリ アーCastagno d'India.

オランダ-Indiaansche Kastanjeboom.

デンマークーHestekastanie.

スエ-デンーHoeste Kastanie.

ソビェットーKonskoi Kastan.

ト ル コーJabani Kestane.

ウルグァイ-Falso Castafio.



性 状

高さ25-30mに達する喬木で,枝は無毛｡葉柄は長さ15-20cm,上面に溝があり,小葉は

5-7片,無柄で長さ10-25cm,倒卵状披針形,鋭頭,鈍重鋸歯縁｡花は頂生の円錐花序に着

き,葛は簡状鐘形で5裂し,花弁は5,稀に4片,円形一卵形,白色で基部に黄色一赤色の

斑点があり,稀に肉色～黄赤色を呈する｡雄芯は7本｡果実は朔果で,球形にして刺があり

,径5cm｡帯緑色,中に1又はそれ以上の白い肉質の種子があり,種皮は赤褐色で,その形

状クリに似る｡

摘 要

トルコ,ギリシャ,アルバニア,バルカン半島の原産で, 1615年にフランスのパリに植

えられてから有名になり,マロニエと呼ばれ,文学にもよく出て来る様になった｡ ブラ

ジルにはヨーロッパから早く輸入され,主に観賞用として植えられている｡

種子はそのままでは苦くて食べられないが,これは種々のサポニン系の物質があるから

で,充分水洗をすれば17%の澱粉がとれ,パンその他の食品として利用できる｡ 種名は

｢馬グリ｣の意で,古く属名に用いられたものである｡ブラジル名は｢インドのクリ｣の意で

ある｡



ツルウメモドキ目 Celastrales

ヒポクラテア科 Hippocrateaceae

ペリタッサ属 Peritassa Miers

熱帯アメリカに19種ある木本である｡

246.バクパリー･ド･カンポ

Peritassa campestris (Cambessedes) A. C. Smith

Syn. : Calypso campestris Cambessedes, Sarcocampsa campestris

Miers, Salacia campeslris Walpers

ブラジルーBacupari do Campo, Capicuru, Capirucu, Japicuru, Laranja

do Campo, Tapicuru, Saputa, Uvacupari.

性 状

低い灌木にして根は肥厚する｡葉は多く互生し,稀に対生し,長楕円形一倒披針形,鈍

鋸歯縁,革質にして帯黄色,長さ15cm｡花は短い腋生の円錐花序に着き,小さく,渋黄色｡

核果は洋梨形一楕円形にて,橙黄色,サクランボ大にして,果肉は粘質にて甘く,中に1

種子がある｡



摘 要

ブラジルの中部, BA, GO, MG, MT, SP, PRの諸州のサバンナ(セラ-ド)に自生し,花

は 11月,果実は1月に見られる｡果肉は食用となる｡ 種名は｢原野に生ずる｣という意

のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢原野のバクパリー｣の意で,バクパリーは土名に由

る｡

サラシア属 Salacia Linn.

熱帯地方に広く分布し,約80種ある木本｡属名はギリシャ神話の女神の名から来ており

Salacia又はAmphitriteといいNereusとDrosiの子でPoseidonの妻で海の神である｡

247.サプター･グランデ

salacia arborea (L. Sacramento) Peyritsch

Syn. : Raddisia arborea L. Sacramento, Anthodon undulatum Martius,

Salacia undulata Cambess占des, Tonlelea undulata Spruce.

ブラジル Saputagrande, Bacupan. Cansa-queixo.

性 状

小木にして,葉は対生し,有柄,楕円形にして鋸歯縁,無毛｡花は腋生の散房花序に着



き,淡褐色で短梗あり,花弁は長さ6mm,卵状円形にて鋸歯縁｡核果はリンゴ大にして3室

あり, 1又はそれ以上の種子がある｡

摘 要

ブラジルのRJ州, SP州に産し,山林中に自生し,花は10-1月に咲き果実は2-3月頃

に熟す｡果肉は甘くて食用となる｡ 種名は｢木性の｣という意のラテン語に由来し,ブラジ

ル名は｢大きなサプター｣の意で,サプターは土語から来ている｡

248.バクパリ-

salacia paniculata (Martius) G. Don

Syn. : Anlhodon paniculata Martius

ブラジル-Bacupari.

性 状

濯木にして,葉は対生し,有柄,卵状一卵状長楕円形,円脚,鋭頭,波状鈍鋸歯縁 5-

7cm長｡花は腋生の円錐花序に着き,花序は葉とほぼ同長｡核果は類球形にしてリンゴ大｡

摘 要

RJ州に分布し,山林中に自生する｡果肉は白くて甘味あり,生食せられる｡

種名は｢円錐花序の｣という意のラテン語に由来し,ブラジル名は土名より来ている｡



249.ボシェシヤ･デ･ベ-リョ

Salacia polyanthomaniaca B. Rodrigues

ブラジルーBochecha de Velho, Taiue-tipi.

性 状

蔓性の木本で,長く伸長し,皮は灰色｡葉は対生し,有柄,長楕円形,円脚,鋭頭,全縁

,革質,無毛,中肋は裏面に顕出する｡花は葉腋に散形に5-7簡着き,有梗である｡時に奇

形として,径10cm位の球状に集った,極小さい花の集団として出ることがある｡核果は球

形,皺あり,橙色又は黄金色にして,果肉は白く,綿状で, 3室あり,各1種子を含む｡

摘 要

アマゾン上流の湿地に自生し,果肉は食用となるが少し渋い｡

種名は｢狂気の多花の｣というギリシャ語に由来し,その奇形の花の状態を示す｡ブラジ

ル名は｢老人の頬｣という意のポルトガル語である｡

250.バクパリー･デ･シッポー

Salacia sylvestris Walpers

Syn. : Calypso sylvestris Martius, Clercia clusiaefola Miers,

C. retusa Miers



ブラジルーBacupari de Cipo, Cipo Carijo, Cipo de Copacabana, Sapu

ta, Tapicuru.

性 状

藤本でよく分枝する｡葉は対生し有柄,無毛にして楕円状倒披針形,狭脚,先端は噴状

に尖り,薄い革質,長さ 9cm,幅2-3cm,縁は少しく良曲する｡花は腋生の総状又は円

錐花序に着き,花序は葉の半長,花は小さく帯緑色,花弁は倒卵形｡核果は倒卵形,クル

ミ大にして,暗紫色,白粉に被われる｡果肉は白色｡

摘 要

ブラジルのRJ, MG, SP諸州の山林中に自生し,果肉は甘くて生食せられる｡

花は12-1月頃咲き,果実は3-4月頃に熟す｡

種名は｢森林生の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢蔓性のバクパリー｣と

いう意で,バクパリ-は土語より来ている｡

クロタキカズラ科 Icacinaceae

ポラケイバ属 Poraqueiba Aublet

南米の熱帯地方に数種ある木本｡属名はアマゾン地方の土語から来ておりPoraque〔デ

ンキウナギ,電気鰻 Electrophorus electricus (Linn.)〕,とiba 木)の合成語で,



デンキウナギの好きな実のなる木を意味している｡

251.ウマリー･アマレーロ

Poraqueiba guianensis Aublet

Syn. : Borreria guianensis Raeusch, Heisteria anonyma Scopoli,

Poraqueiba surinamensis Miers

ブラジルーUmari amarelo, Umari bravo.

性 状

高さ16mに達する喬木｡葉は互生し,有柄,楕円形,鈍脚、鋭尖頭,全縁,脈上に毛あ

り,やや革質｡花は小形にて頂生の総状花序に着き,帯黄色｡核果は長楕円形,黄色,果肉

は粉状で黄色｡

摘 要

アマゾン地方の原産で,ギアナ及びブラジルに産する｡川に沿って浸水地域ではないが

湿地に生ずる｡果肉は甘くて食べられる｡ 種名は｢ギアナ産の｣という意のラテン語に由

来する｡ブラジル名は｢黄色いウマリー｣の意で,ウマリーは土語から来ている｡



252.ウマリ-･ゴルド

Poraqueiba paraensis Ducke

ブラジルーUmari gordo, Umari, Umari comum, Mari, Mari gordo.

性 状

小木又は20-25mに達する喬木で,全株無毛であるが,芽及び花序には白毛がある｡葉は

有柄,長楕円形,円一鈍形,短尖頭,全縁,長さ10-20cm,幅6-15cmc 花は腋生の総状

花序に着き,花弁は長さ 4ram,外面有毛｡核果は卵状長楕円形,長さ7cm,幅3.5cーn,

縦に隆起条あり,平滑で光沢あり,黄色又は褐色｡果肉は黄色,池性肉質,種子は大きな

胚乳あり,澱粉質｡

摘 要

アマゾン下流のパララ州の産にして,湿潤な森林中に生じ,果肉及び胚乳は食べられる

が,果肉には12%の黄褐色の油脂を含む｡ 種名は｢パララ州の｣の意のラテン語に由来す

る｡ブラジル名は｢脂肪多きウマリー｣の意で,ウマリーは土語より来ている｡

253.ウマリー･ロッショ

Poraqueiba sericea Tullasne

Syn. : Poraqueiba acuminata Miers



ブラジルーUmari roxo, Marf, Umari.

性 状

喬木にして,葉は互生し,有柄,長楕円形,円脚～浅心脚,短尖頭,波状縁,表面は無

毛,裏面は脈上に毛あり,長さ17-25cm,幅10-15cm,革質にて裏面は黄色を呈す｡花は小

形にて腋生の総状花序に着生し,黄色,花序は長さ8cm,花弁は長さ2.5mmにて,外面帯

白色,内面黄色｡核果は長さ3.5cm,幅2cmにて帯青紫色,果肉は黄色｡

摘 要

アマゾン上流の産｡果肉は甘く,油脂を含み,食用となる｡

材は黄褐色にて細工物に用いる｡

種名は｢絹毛ある｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢紫色のウマリー｣の意

で,ウマリーは土語から来ている｡

クロウメモドキ目 Rhamnales

クロウメモドキ科 Rhamnaceae

ケンポナシ属 Hovenia Thunberg

日本,中国,ヒマラヤに1種ある落葉喬木｡属名はオランダの日本事務官で,ツンベル

ク(C.P.Thunberg)氏の採集助手であった,アムステンダムのホーウェン(David Hoven)氏



に因む｡

254.ケンポナシ (図137)

Hovenia dulcis Thunberg

ブラジル-Caju japones, Cajueiro japnes, Chico magro, Hovenia, Pa-

ssa do Japso, Uva do Japao, Uva japonesa.

英 -Japanese Raisin-Tree.

仏 -Hovenieえfeuilles glabres.

ネパ-ルーMun-kokoshee.

中 国一癩漢指頭

性 状

高さ17m,径60cmに達する喬木｡樹冠は拡張し,枝条はよく伸び,樹皮は灰褐にして粗

造｡葉は互生し,有柄で,広卵形,円脚,短尖頭,鋸歯縁,長さ12-15cm,幅10-12cm,無毛

,平滑にして基部より3脈が出る,早落性で,披針形の托葉がある｡ 花は枝端に集散花

序をなして着き,白色,萼片,花弁,雄芯共に5箇,花柱は3裂｡果実は球形の核果で,径

6mm,短梗をもって肉質に肥大した果柄につき,果実の中は3室で,各室に1種子がある｡

種子はレンズ形で,褐色,硬く光沢あり,径4mm｡



摘 要

日本,中国,ネパールに分布し,ブラジルには今世紀の

はじめに輸入され,栽培されているが,ブラジル南部では

鳥によって運ばれ野生化したものを見る｡花は10-12月に咲

き,果梗の肥大したものは俗に果実とよばれ,棒状で湾曲

し,帯赤褐色で, 4-6月頃に熟す｡甘い汁を含み,熟梨の風

昧があり,食用とする外,果酒を醸すこともできる｡ その

成分は庶糖13%,ブドウ糖11%,果糖5%を含む｡ 果梗と果

実に毛のあるものは変種で , ケケンポナシ( v a r .

tomentella Makino)という｡

ブラジルで時に街路樹として植えられている｡ 種名

dulcisは｢甘味ある｣の,変種名tomentellaは｢密細綿毛あ

る｣の意のラテン語に由来する｡ブラジル名は種々あるが

Caju japonesは｢日本のカシュー｣の意, Uva do Japaoは

｢日本のブドウ｣の意であり,中にChico magro (シッコ･マグロ)とあるは｢痩せたシッコ｣

の意で,シッコは人名フランシスコ(Francisco) を縮少した愛称であり,面白い形容で

ある｡ 日本名は｢手棒梨｣の意であるという｡ 材は家具,彫刻材に用いられる｡



ナツメ属 Zizyphus Miller

世界の熱帯,亜熱帯から温帯に約40種あり木本｡属名はギリシャの古名zizyphon より

来る｡

255.ジュアゼイロ (図138)

Zizyphus Joazeiro Martius

Syn. : Zizyphus Gardneri Reisseck

ブラジル-Juazeiro, Joazeiro, Jua, Jua da Caatinga.

性 状

高さ10m内外,幹の直径60cmに達し,樹皮は灰色でたてに溝が走り,枝には直生の刺

がある｡葉は互生し,有柄にして,広卵形,円卿,鋭頭,細鋸歯あり,表面は平滑,裏面の

脈上は有毛,濃緑色,長さ5-8cm,幅5cm。花は腋生の総状花序に着き,花序は殆ど球形,

多くの花あり,萼は5裂し外面有毛,花弁は5箇,広卵形で基部有爪,無毛,雄芯は5本

,花柱は2岐する｡核果はサクランボ大で,黄色に熟す｡

摘 要

ブラジルの東北地万のカアアチンガ(caatinga)地帯,即ち乾燥地帯で,刺多い潅木の生



えている地方特有の木で,CE.PIよりBA, MG諸州の北

部に分布している｡ 乾期に於ける主な果実で,人や

動物(牛,馬)の好むものである｡ その他,材の灰は

カリウム分が多く,石鹸の製造に用い,又,杭や細工

物に用いる｡皮は収斂性があり,駆 剤に用い,皮膚

病や頭髪に用いる｡ ブラジルの東北の風物詩によく

出て来る木で,詩や歌にもよく歌われている｡

種名はブラジルの土名から来ている｡ Juaというの

は果実で,これは土語のJu (刺)とua (果実)の合成

語であり,それに木を意味するポルトガル語の接尾語

zeiroが更についたものである｡

256.サネブトナツメ (図139)

Zizyphus Jujuba Miller

Syn. : Rhamnus Zizyphus Linn. , Zizyphus vulgaris Lamarck,

Z. saliva Gaertner

ブラ ジルーJujuba.



英 ーCommon Jujube, Chinese Jujube, Chinese Date, Indian

Jujube.

独 ーJudendorn.

仏 ーJujubier commun.

イ タリ アーGiuggiolo, Giuggiola.

ポルトガルーAgofeifeira.

ス ペ イ ンーAzufaifo.

イ ン ドーTitni-ber, Kandiari, Sanjit.

マ ラ イーBedera china.

フイリピンーManzanas, Manzanitas.

ア ラ ビアーUnab.

ペルシ ャーSinjid-jilani.

中 国一酸棗.

性 状

高さ10mに及ぶ灌木,又は小喬木で,枝は無毛,葉腋に直生

及び外由する2種の刺がある｡葉は互生し,有柄にして,卵形-



卵状披針形,長さ2-3cm｡楔脚-円脚,鋭頭-鈍頭,鈍鋸歯縁,無毛にして基部より3脈を

出す｡花は黄色で2-3箇腋生し,五数性｡栄実は球形の核果で約1cm,無毛にして光沢あり

,熟して褐色｡核は硬く, 2室,果肉は白色｡

摘 要

原産はインドといわれているが,古くから広く分布し,南欧からソ連領トルキスタン,

パキスタンのバルチスタン,インド,インドシナ半島,揚子江沿岸および北支に及んでい

る｡又,ハワイにも及び,ブラジルにはインドから早く輸入され, B A州からSP州の海

岸地帯では野生化している｡

中国では古くから重要な果樹で,殊に黄土の乾燥地によく適し,多くの品種がある｡朝

鮮にも多く栽培され,日本にも古くから渡来し,万薬集に棗の歌がある｡

サネブトナツメの栽培改良された変種をナツメ

Zizyphus Jujuba Miller var. inermis Rehder

Syn. : Zizyphus vulgaris Lamarck var. inermis Bunge, Z. saliva

Gaertner var. inermis Schneider 中 国 名一棗,大棗.

といい,葉は長さ6cm,刺がなく,果実は大形で,広楕円形一楕円形で,長さ2.5-4cm,

褐色に熟す｡ 又,長刺を有するものがあるが,これは Zizyphus Jujuba Miller

var. spinosa Bunge として区別している｡



種名のJujubaはアラビア名Zizufより来ており,変種名のinermisは｢無刺の｣,spinosa

は｢刺ある｣という意のラテン語に由来する｡ 日本名のナツメは｢夏芽を生ずる｣意である

という｡

利 用

果実は生食される外,加工し,乾果ともする外,薬用としても広く用いられる｡ 中国

人は胃を養うために,乾果を素湯に加えて飲む｡蜜又は砂糖を加え,かきまわして蒸すと

更に甘くなる｡これを乾かしたものは蜜棗という｡この外薬用として,利尿,強壮に用い,

不眠症,多眠症に効がある｡ 材は淡黄褐色で,重く徹密で工作し易く,古くから彫刻や

諸種の細工物に用いられた｡

257.グラウン･デ･ガ-ロ

Zizyphus undulata Reisseck

ブラ ジルーGrao de Galo, Joazeiro, Maminha de Cabra.

(CE州)ーJoa mirim.

小喬木で若い枝は有毛,葉腋には2本の曲った刺がある｡葉柄は有毛で,葉身は卵状楕

円形,鋭頭,鋸歯縁にして無毛,草質で,基部より3脈が出る｡花は葉腋より束生し,小

形にして帯緑色一黄白色｡核果は卵形にして果肉は食用となる｡



摘 要

ブラジルのCE州からRJ州にかけて分布し,乾燥地に生える種類で,果実は生食される

外,加工される｡ 種名は｢波状の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢オンド

リの穀粒｣という意である｡外の植物にもこの名のつくものが多くある｡

ブドウ科 Vitaceae

ブドウ属 Vitis Linn.

世界の温帯に分布し,殊に北半球に多く,その種類は分類の基準により異るが,トゥル

ヌフォラル(Tournefort)氏によると32種であり,ベイレイ(Bailey)氏によると60種位と

なる｡藤本で落葉し,常に巻鬚がある｡属名はギリシャ語のvieo (結ぶ)から来ており,本

属の値物が他物に巻鬚によって巻きつくことによる｡ ブドウは重要な果樹で,約8種が

直接間接に,雑種因子として,生産業に利用されているといわれる｡ここにはブラジルに

栽培のブドウに重要なヨーロッパブドウとアメリカブドウのみについて述べる｡

258.アメリカブドウ(ラブルスカ種ブドウ)

Vitis Labrusca Linn.



Syn.: Vitis Blandii Prince, V. taurina Walter, V. bracteata Le

Conte

ブラジルーVideirada America, V. americana.

英 -Fox Grape, Skunk Grape, Northern Muscadine Grape.

性 状

よく伸長する藤本にして,皮は濃灰褐色,一年生の枝には時に刺毛がある｡葉は厚く粗

剛で濃緑色,角張った長円形で鋸歯は浅く鈍く,裏面には厚い綿毛がある｡若葉は深く綿

毛に包まれ,初期には多く美紅色を呈する｡巻鬚は連続性｡果穂は多く円簡状で中位,果粒

は円形,時にやや偏円形,果皮厚く,紫黒色を普通とし,黄白色又は紅色のものもある｡

摘 要

米国の中央部,ニューイングランド,サウスカロライナ,ジョラジア州の地方の原産で

,アメリカブドウと称する品種群の基本種である｡ 種名は｢野生ブドウ｣のラテン名に由

来している｡

259.ヨーロッパブドウ(ブドウ) (図140)

Vitis vinifera Linn.



ブラジルーVideira, Parreira (木), Uva 果).

英 ーWine Grape, European Grape, Grape.

独 -Echte Weinrebe (木, Traube (果)

仏 ーVigne, Raisin.

イ タリ アーVite(木), uva(果).

スペイ ンーVid(木), Uva 果).

ロ シ アーVinograd.

ル-マニアーVita.

エジ プトーInab.

アビシニアーUoina-saf.

バルチスタンーAnghur.

イ ン ドーAngur-gach.

中 国ー葡萄.

性 状

長命な落葉性藤本で,樹皮は薄く細裂性で,淡褐色の

ものが多い｡規則的間絶性の巻鬚を有する｡葉は円形,.

鋸歯は鋭いが長くはない, 3裂片又は5裂片葉を普通と



し,成葉の裏面に灰白色の毛を有するものと,殆ど無毛のものがある｡果穂の大きさは長

短さまざまである｡果粒は円形,長円形,卵形等変異が多い｡色は緑,黄より紫黒色に至る

,果皮は薄くして果肉に密着し,芳香性がある｡

摘 要

正確な原生地は不明であるが,アジア西部の裏海沿岸地方及びコーカサス地方であると

いわれる｡ 地中海沿岸地方を栽培の中心地帯として,全世界に分布栽培される｡16世紀

になって米国ブドウが発見せられる以前は,ブドウという果樹はこのヨーロッパ種1種に

限られたものであった｡

その栽培は極めて占く,欧州に於ける湖棲民族の時代の遺物として,ブドウの種子が見

出されるが,これは青銅器時代のものである｡そして少くとも紀元前3,500年頃には,ブ

ドウの栽培及びブドウ酒の醸造が完全に行われていたという｡

エジプト及びギリシャ地方には主として,フェニキア人によって伝えられ,それが次い

で南欧に広く伝播されたが, -万ではペルシャ,インド北部に入り,紀元前2世紀の終り

には中国に伝わり,華北にて特殊な品種群を形成した｡ 米国には17世紀の始めより栽培

が各地で試みられ,後にカリフォルニア地方で大産業となるに至った｡

ブラジルには欧州からポルトガル人によって既に16世紀にもたらされ,各地に植えら

れていたことは記録に残っている｡しかし産業的に大栽培されるに至ったのは20世紀に



なってからで, SP州, MG州以南の地方に於いて著しい｡

種名は｢ブドウ酒を生ずる｣という意のラテン語に由来する｡ 日本語のブドウは中国か

ら伝わった当時の中国語ブーダウから来ており,これは「張サイ」が中国に伝えた時の

フェルガーナ(ウズベック)語のBudawに由来するという｡ 又, -説にはギリシャ語の

Botrusの音訳であるともいう｡

栽培と品種

1535年にブラジル植民第-回探検隊長として来たマルチン･アフォンソ･デ･ソウザ(Martim

Afonso de Souza)はポルトガル領のマデイラ(Madeira)島からもって来たブドウをサン

パウロ州の海岸のサンビセンテ(Sao Vicente)にもたらし,後にサンパウロに移植された｡

これがブラジルに入ったブドウの最初の記録であるが,これはその後各地に自家用として

広まって行った｡1626年頃,ブラジル南端のRS州にゴンザガ･ジャエジェル神父(Padre

Gonzaga Jaegel)らによって,スペインのブドウが取り寄せられ,同州のパラドレ･ゴン

ザガ,ベント･ゴンサルベス(Bento Gonealves)の地方に植えられ,次いで,ポルトガル

,フランス,イタリア,ドイツの品種が次々と導入された｡それ等が更に州内のカシアス･

ド･ス-ル(Caxias do Sul),グアポレ(Guapore),アントニオ･プララド(Antonio Prado)

,ファロピ-リァ(Farroupilha),フロラレス･ダ･ク-ニャ(Flores da Cunha)ノ-バ･プ

ラッタ(Nova Prata)の地方に増殖された｡その後1870-1875年頃にイタリア移民の移住に



より,今日の同州の膨大なブドウ栽培が決定的なものとなった｡1650-1680年にMG州には

ブラジル奥地探検隊として当時盛んであったバンデイランテス(Bandeirantes)の人達に

よって, Dedo de Dama, Moscatel, Ferral,Isabelなどの品種が持ちこまれた｡1720年

頃にはSC州にポルトガル人によって欧州ブドウの系統が導入された｡ PR州に於いては

1868-1869年頃クリチーバ(Curitiba)にフランス人によってアルゼリアから導入されたが

,その時の指導者がミゲル･アンジェロ･ポプラ-デ(Miguel Angelo Populade)で, Moscatel

de Hamburgo, Frankenhal, Alphonse Lavallee* Olivette Blache* Ugui Blancheなど

の品種が入った｡1816年米国のニューヨ-ク州から入った系統不明のものからIsabelと

いう品種､が出来,その後この品種はサンパウロ市の郊外に広まった｡1888年頃イタリヤ

移民がサンパウロ,モジ･ダス･クル-ゼス(Mogi das Cruzes),サンロッケ(Sao Roque),

ジュンジァイ(Jundiai)地方に移住するにつれて,サンパウロ州のブドウ栽培は飛躍的に

発達した｡ その頃ブラジルにおけるブドウ栽培技術指導の創始者であったペレイラ･バ

レット(Pereira Barreto)はブレスラウ大学で医学と自然科学を修めて帰っており,彼の

サンパウロ市郊外のピリツ-バ(Pirituba)の耕地にフランス,ポルトガル,イギリス,エ

ジプト,シリア,ドイツ等から400種のブドウの品種を集めて,種々の方面から研究して

発表している｡1894年サンパウロ州のベネジット･マレンゴ(Benedito Marengo)氏は米国

からニアガラ(ナイアガラ)ブランカ(Niagara branca)の穂木をとり寄せ, 1910年に生食



用として市場に出し好評を得,それから,ニアガラの栽培が増加した｡1933年にSP州の

ロウベイラ(Louveira)でアントニオ･カルボナリ(Antonio Carbonali)氏のブドウ園で,ニ

アガラ種の中にロザーダ (Rosadaバラ色の意)の突然変異が発見されてから,ニアガラ

系では市場の人気が上った｡1940年イタリア人ルシア-ノ･ホレンチ氏が本国からブドウ

苗を多数輸入し,苗木生産業を目的に, SP州中央線のフェララス･デ･バスコンセーロス

(Fe de Vasconcelos)に圃場を開いた｡たまたま同圃場に籍をおいていた臼井普氏は試作

原種中の白眉ピロバ-ノ65番(イタリア種)に興味をもち,これを研究し,自園を開いて

からもこのイタリア種に取組み,今日のイタリア種ブドウの先駆者となった｡この後この

品種は異常に広範囲に栽培され,サンパウロ,パラナ,サンタ,カタリ-ナ,に広く植え

られ,日系人の最も植える品種となった｡

1965年のブドウの栽培面積は次の如くである｡

生食用としてはこの外に,最近日本から輸入された,巨峰,オリンピア等があり,巨峰

は大粒のために市場に進出しつつある｡

用途により生食用と醸造用に分けることができるが,中には両方に用いられるものも

あってその区別は時に困難であるが,大体次の如く大別される｡

生食用品種



欧州系としてはイタリア種

が多く,アメリカ系としては,

ニアガラ,(ブランカ 及びロ

ザラダ)ド-ナ･バルバラ,マリ

エッタ,パトリシア,

醸造用品種

イザベルが大半を占め,そ

の他コンコラド,イザベル,ヤ-

ラ,アラモン等がある｡

繁殖は主に割り接ぎで行っ

ている｡ 棚はいろいろの式が

あるが,ブラジルで行われてい

る式は垣根仕立,片屋根式,Y字型及び水乎棚である｡

ブドウの花は9月頃咲き,収穫は11月から5月に亘り,品種により異る｡この外,イタ

リア種では温度の高い地帯で,普通作の外に薬品処理により,テンポロン(Temporao)と

いって極早生に7-8月もう一度果実を実らせる方法も行われている｡



ブドウ属の野生種にはブラジルに次のものがあり食用になる｡

260.ウ-バ･ド･カンポ (図141)

vitis salutaris (Kunth) Baker

Syn. : Cissus salularis Kunth

ブラジルーUva do Campo.

性 状

藤本にして,葉は3小葉より成り,小葉は卵状長楕円形

,鋭頭,鋸歯縁にして少しく毛がある｡花は腋生の散房花序

につき,淡褐色｡菜果は小形,倒卵形, 1種子あり｡

摘 要

ブラジル中部のGO, BA, MG, SPの諸州の原野に自生し

ている｡果実は生食とし,又,酒を造ることもある｡根は水

腫病に用いられる｡種名は｢健康上必要な｣という意のラテ

ン語に由来し,薬用になることを示す｡

ブラジル名は｢野原のブドウ｣の意である｡



ゼニアオイ目 Malvales

ホルトノキ科 Elaeocarpaceae

ホルトノキ属 Elaeocarpus Linn.

インド,オーストラリア等から熱帯アジアにかけて60種を産する常緑の喬木｡属名はギ

リシャ語のElaion(オリーブ)とKarpos (果実)の合成語で,オリーブ状の果実を生ずる

に由る｡

261.セイロンオリーブ (図142)

Elaeocarpus serratus Linn.

ブラ ジルーOliveira de Ceilao.

英-Ceylon Olive, Wild Olive.

独-Gesagtblattrigen Olfruchtbaum.

仏-Eleocarpe dentelees.

セイロン ーVeralu;〔タミル〕Verali-pallam.

性 状

高さ7-10mの常緑小喬木で,幹は黒褐色,枝は褐色｡葉は有柄

,卵状楕円形,鋸歯緑,鈍脚,鋭頭,無毛,表面緑色にて光沢あ



り,長さ15cm,幅6-7cm｡花は新梢の基部から側出する穂状花序に15-16箇着生し,径1cm,

花弁は白色で,先端は分裂する｡ 果実は核果にして,卵状楕円形,オリーブ状,長さ8cm,

幅4cm,緑色,熟してやや白味を帯び光沢あり,中に1箇の長楕円形褐色の核があり,そ

の表面に6条の疣がある｡

摘 要

インド及びセイロンの原産で,山林中に生ずる｡現在熱帯各地に広く栽培されており,

欧州には1774年に紹介された｡ブラジルには近年南部地方に輸入されて栽培されている｡

繁殖は種子により 5-6年目から結実する｡種名は｢鋸歯ある｣という意のラテン語に由来

する｡ブラジル名は｢セイロンのオリ-ブの木｣の意である｡

利 用

果実はオリーブのようにピクルとし,果肉は酸味が強いのでシロップを作り,活涼飲料

としても用いられる｡酸味は拘縁酸で,果肉にはビタミンCを多く含むという｡種子から池

をとり,又,観賞樹としても植えられる｡

シナノキ科 Tiliaceae

ナンヨウザクラ属 Muntingia Linn.

熱帯アメリカに1種ある常緑喬木｡属名はドイツの生理学者A. Munting (16261683)に



因んだもの｡

262.ナンヨウザクラ(ニホンミザクラ) (図143)

Muntingia Calabura Linn.

ブラ ジルーCalabura, Curumi, Pau de Seda.

英 -calabura, Cherry Tree, Indian Cherry Tree, Japanese Cherry, Jamfruit,

West lndian Cherry.

スペイ ンーChitoto, Mahanjo.

アンチル諸島 -calabura.

仏領ギアナ-Bois de soir, Bois ramier.

マ ラ イ-Buah cheri.

フイリピンーCerezas, Datiles, Manzanita, Ratiles.

性 状

高さ13m,径20cmに達する小喬本｡葉は互生し,短柄あり,長楕円状披針形,基部は不

斉形で浅心形,鋭頭,鋸歯縁,枝葉ともに細毛がある｡花は腋生の散房状に着き,白色に

して径2cm,雄芯は多数,花梗は長く下垂する｡将果はサクランボ大で下垂し,赤色に熟し

て軟かい｡中に多くの黄色の種子がある｡



摘 要

果肉は食用となり,魚卵を噛む感があり,甘い｡原産は

メキシコといわれるが,熱帯アメリカに広く産し,西イ

ンド諸島から,南米の北部に亘り,ブラジルではアマゾ

ン地方に見られるが,低地に多い｡

東洋ではフイリピンを経て比較的新らしく導入され,

タイ,マライ,東インド諸島,セイロンなどに栽培され

ている｡ 果実からはその他,パイやジャムを作り,幹の

繊維は絹糸様でロープに用いられ,この皮はアンチル諸

島旅行の土産物としても売られている｡ベネズェラのカ

ラカスでは葉を煎じて茶として用い,花は薬用として痙

攣性の病気に用いられる｡木は又,観賞用としても植え

られる｡ 種名のCalaburaは西インド諸島の土名より来ている｡

アオイ科 Malvaceae

フヨウ属 Hibiscus Linn.

全世界の熱帯,温帯に約200種を産し,草本,濯木又は小喬木である｡属名はギリシャ



語から導かれたラテン名で,エジプトの神Hibisと, iSSO(似る)という意昧からなる｡

263.ローゼリソウ (ローゼル,ロゼルソウ,ロゼラ,ソレルノキ) (図144)

Hibiscus Sabdariffa Linn.

ブラ ジルーQuiabo azedo, Azeda de Guine, Azedinha, Azeda vermelha,

Caruru azedo, Quiabeiro azedo, Caruru de Guine, Mela Bode, Quiabo roxo, Quiabo

de Angola, Quiabo roseo, Rosela, Rosela Sorrel, Vinagreira.

英ーJamaica Sorrel, Red Sorrel, Roselle.

仏-Ketmie acide, Oseille de Guinee.

スペイ ンーAgrio de Guinea, Aleluya, Flor de Jamaica, Rose!la, Ro

selle, Serenil, Vifia, Rosa de Jamaica.

オラ ンダーRoselle, Amerikaansch zuur.

セ イ ロ ンーRata-bilincha.

(タミル) -Pulincha-kira.

イ ン ドーPundibija.

ビ ル マーChimbaung.

マ ラ イーAsam susur , Asam wolanda, Polecki.



ス ン ダーGamet blanda, Garnet walanda, Ki soedjen.

キ ュ - バ-Vina.

ポルトリコーAgrio de Guine, Vifia.

メ キシコ-Flor de Jamaica, Jamaica.

パ ナ マーVinuela.

セ ネ ガルーBissa-bouki.

ア ン ゴラ-Husa.

性 状

高さ2-3 mに達する1年草で基部より叢生する｡茎

は赤色を帯び,殆ど無毛｡根葉は卵形で無裂し,茎葉

は掌状に3裂し,裂片は披針状長楕円形,鈍鋸歯又は

歯牙縁をなし,幅7.5-10cmで,裂片は幅2.5cm内外｡

花は径4～5cm,萄は肉質で10深裂し,暗赤色,長さ

5～7mm｡萼は5深裂し,長さ2cm,肉質,暗赤色で,苞

と共に外面に粗毛があり,花後増大する｡花弁は5片,

淡黄色,倒卵状で長さ4cm,幅3cm,基部に暗赤色の斑

がある｡雄芯筒は長さ13mmで暗赤色,多くの雄芯あり｡子房は卵形,綿毛を密生する｡果実



は朔果にして卵形,長さ2.2-2.4cm,径1.7cm,絹毛を密布し,長さ 5cmに成長した萼

に包まれる｡種子は多数あり,腎臓形,偏平で,褐色,長さ5mm,幅4mm｡

摘 要

ウルバン(Urban)によると熱帯東アフリカの原産という｡エジプトのナイル河畔では古

くから栽培されていて,その種子を炒って食べ,茎の繊維を紐に用い,又,葉を食用にし

ていた｡ これを欧州やインドに伝えたのはアラビア人で , 彼等はサブドリッファ

(Sabdriffa)と称したが,これはトルコ語の転訛であるといわれる｡欧州では文献にあらわ

れたのは1576年で,英国には1596年に輸入された｡東方にはアラビア人によってインダ

ス河畔に達し,セイロン,インド半島に広まり,次いで熱帯アジアー帯に広まった｡

ハワイにおいては1658年頃に萼を野菜として用いたという記録がある｡

新世界では西インド諸島のジャマイカに伝わったのが17世紀末とされ, 18世紀の始

めには同地にて萼の調査が行われている｡リンネの｢植物の種類｣(1753)にはジャマイカの

原産としている｡ 1870年代にジャマイカから米国のフロリダに伝わり,カリフォルニァ

にはオ-ストラリアからの種子が送られて伝播した｡

ブラジルにはアフリカからの奴隷と共に輸入されており,その歴史は古く,今日でも各

地に栽培され,時には半野生の状態で見られる｡花は10-3月,果実は45月に見られる｡



種名はアラビア人によって使われたトルコ語起源の Sabdariffaに由来したといわれる｡

プラジル名では多くの異名があり,カルルー･アゼラド(caruru azedo)が普通であるが

,｢酸っぱいカルルー｣という意味で,カルルーはブラジルの土語で,「束になった草｣とい

う意昧である｡又 ,ビナグレイラ(Vinagreira)もよく用いられるが,これは｢ビナグレ

Vinagre,酢の意｣を生ずる草という意である｡

利 用

肉質の萼および苞を生食するほか,ジャム,ゼリー,清涼飲料の原料とする｡ブラジル

の日系人はこれを塩漬けにして,梅の代用として広く用いている｡サンパウロの市場には

時期には売りに出される｡米国では.これを少し発酵させて,ローゼル酒を作る｡葉はサラ

ダ用,煮食用とし,インド,ジャワではカレーに入れる｡若い果実は種子と共にサラダや

酢の物とするが,その味はオクラに似ている｡種子の成熟したものはコ-ヒ-の代用とな

り,薬用として緩下剤,利尿剤,強壮剤ともする｡茎からはトロロアオイと同じく,粘液

がとれ,製紙用の糊料とする｡ 茎の繊維はロ-ゼル麻といって,硬くて光沢があり,綱

索や袋用の布を作る材料となる｡ 本種に似た種類に

Hibiscus acetosella Welw.

ブラジルーVinagreira.

がある｡熱帯アフリカの原産で1-2mの高さになり,濯木状｡全体は暗赤色でブドウ酒色｡葉



は全縁又は3-5浅裂し,縁には鋸歯あり,無毛,苞と萼は多肉で暗赤色｡花は腋生,単出

し,花弁はバラ色で,基部は濃赤色となる｡花は11-6月,果実は7-9月頃に熟す｡ ブラ

ジルには早くから輸入され,果実の宿存萼と苞及び葉を,ジャム,ゼリに用い,塩漬とし

ても利用する｡

観賞用としても植えられ,生垣用にも用いる｡種名はラテン語のacetosa(酸い)の縮少

形である｡

パンヤ科 Bombacaceae

バオバブノキ属 Adans｡nia Linn.

熱帯に10種を産する木本で,属名はフランスの植物学者Michel Ada,nson(17271806)

に因んだものである｡

264.バオバブノキ (図145)

Adansonia digitata Linn.

ブラ ジルーBaobab, Fruta-pEo de Macaco.

英 -Baobab, Baob Tree, African Calabash, Cream of Tatar Tree, Ethiopian-

sour-gourd, Monkey-bread Tree,



独 ーApfenbrotbaum.

仏 -Gros Mapou, Poire de singe, Calabassier du Senegal.

イ タリ ア -Baobab.

ス ペ イ ンーBaobab.

ポルトガル ーImbondeiro.

アビシニアーDina.

セネガルーChoui, Goui,

モサンビッケーImputeiro, Molambeira.

トランスバ-ル-Kremetelboom.

アンゴラ-N'bondo.

アラビア-Hijid

セイ ロ ンラAliha gaha.

(タミル) -Purunku.

イ ン ドーChoyarichich, Gorak amli, Gorak chinch,

Goram linchora.

ベルデ岬諸島-Baobab, Cabeceira, Clabaceira.



性 状

落葉性の喬木で高さ20mに達し,その幹は時に径10-17mに達し,樹皮は灰色で平滑｡葉

は掌状復葉で, 5-7の小葉よりなり,小葉は卵状披針形で,長さ7.5･10cm,全縁または波

状縁｡花は長い花梗により下垂し,単生し,白色,長さ20cm,径10cm,萼はコップ状で厚

く革質, 5片,花弁も5片で,雄芯は筒状をなして突出し,無数に分岐する｡

果実は紡錐形の朔果で長さ40cmに達し,黄緑色の毛を密生し,木質｡中は8 -10室に分

かれ,果肉は白く,中に卵状の種子がある｡

摘 要

熱帯中央アフリカの原産で,インドや南米に栽植せられており,ブラジルでもサンパウ

ロ州以北に栽培がある｡

世界中で最も幹の太くなる木として有名で,アフリカには樹令3,000-6,000年に達する

ものがあるという｡

果肉は酸昧を有し,生食または氷菓,清涼飲料に作られ,種子からは食用油がとれる｡

葉は若い内に食べられるし,乾いたものはもんで食物に混ぜて食べるが,セネガル地方

ではラロ(lalo)といって珍重している｡果皮は2つに割って器とするが,これをアンゴラ

ではマクア(macua)),モサンビックではモランバ(molamba)という｡

材は軽く柔かで,現地では舟を作り,樹皮の内部から繊維をとって,縄,紙などを作る｡



この他,各部は薬用として広く用いられる｡

種名は｢掌状の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名はアフリカの土名より来て

いる｡

ドリアン属 Durio Adanson

インド洋諸島,マライ,ボルネオに13種を産する常緑の喬木｡属名はマライ名Durianか

ら出たもので, duriはマライ語の刺, anは接尾語で,伺なにするもの,したがって刺

のある果実の意である｡

265.ドリアン (図146)

Durio zibethinus Linn.

ブラ ジルーDuriso.

英 -Durian, Civet-cat fruit.

独 -Durionbaum, Zibethbaum.

仏 ーDourian, Durian, Durio des zibeths.

オラ ンダ ーDoerian.

マ ラ イーDurian, Durien, Duriyan.



ジ ャ ワーDoerian, Doeren.

ビ ル マーDuryin.

タ イーDu-rian, Rian.

セ イ ロ ンーDurian.

フイリピンーDurian, Duian, Dulian.

マライ華僑一麝香猫菓,留連.

性 状

高さ20-30mに達する常緑の喬木で,ピラミッド状の樹冠

をなす｡枝は細長く灰白色｡葉は互生し,有柄,革質で,長楕

円形,全縁,長さ9-15cm,幅4-6cm｡表面は暗緑色で光沢があ

り,裏面は銀白色で,帯褐色,円形細粒状の鱗片を密布する｡

花は大輪の鐘形完全花で,黄白色,径5cm｡熟枝又は幹に直生

し,長い花梗によって群生し苞に囲まれる｡萼は鐘状で5浅裂し,花弁は3箇,雄芯は多

数で雄芯筒をなす｡

果実は球形-卵形,人の頭大で,重さ1-3kg,外皮は厚さ1cm前後の柔かい革質である

が,表面は不正五角錐形の鋭い剛刺におおわれている｡完熟すると灰褐色から褐色になり

,先端が5裂して独特の臭気を発散する｡果実は5片に分かれ,各片に2-6箇の種子を包む



乳白色の仮種皮がある｡種子は大きく灰褐色,不正球形｡

摘 要

ボルネオから西部マレイシアの原産とされている｡現在マライ,ビルマ,スマトラ,

ジャワなどに最も多く栽培され,その他フイリピンのミンダナオ島,セイロン,ハワイに

植えられており,インドには殆ど栽培がない｡ブラジルには100年位前に輸入されたが,

あまり栽培は広まっていない｡

ドリアンは東亜熱帯の果物を代表するもので,古くから果物の王といわれている｡

ドリアンは純熱帯性の気侯に適し,沖積または洪積層の深い土質がよく,繁殖は実生ま

たは取木によるが,種子の発芽力は7-8日にすぎないために,栽培が他の地方では思う様

に行かない｡新鮮な種子は1週間で発芽し, 8-9年経って開花結実するにいたる｡

種名zibethinusはイタリア語の麝香すなわちZibettoまたはCivitから出たもので,強

い香気があるとの意である｡

利 用

熟果の果肉(仮種皮)を生食するのが普通であるが,この強烈な香りと,その味はこれに

慣れると終生これに淫するという不思議な魅力がある｡

生食のほか,いろいろに調理加工もする｡ジャムや砂糖菓子とし,果肉に米粉,砂糖,

鶏卵等をまぜて独特の菓子を作る｡種子は焼いたり,刻んでヤシ油で揚げて食べる｡末熟果



は野菜として煮て食べる｡

果皮は皮膚病に外用し,媒染剤ともする｡

パキラ属 Pachira Aublet

熱帯アメリカに約20種あり,掌状複葉の喬木｡属名はギアナ地方の土名より来ている｡

266.ギァナグリ(新称)

Pachira aquatica Aublet

Syn.: Carolinea princeps Linn. f., Pachira nitida Kunth, Bombax

aquaticum (Aublet) K. Schumann

ブラジル-Cacao selvagem, Aca,Cacau da Praia, Cacau falso, Castanha da Costa de

Espanha, C. do Ceara, C. do Maranhso, Castanheiro da Guiana, Embirucu, Manguba,

Mamoerana,Monguba, Paina de Buba, Paineira de Cuba, Sapote grande, Tacoara.

(PA州) -Mamorana. (C E州)ーEmbiratanha.

英 ーGuinea Chestnut, American Chestnut.

スペイ ンーCacao cimarron, Ceibon de agua, C. de arroyo, Sapote largo.

メ キシコーZapote Bobo, Z. de agua.



ホンジュラスーSapot6n.

英領ホンジュラスーProvision Tree.

キュラバーCastano de agua, Castafto silvestre, Ceib6n de agua, C.de arroyo.

アンチル諸島-Chatagnier de la Guyane.

ガイ ア ナーKonahen.

スリ ナ ムーBosch Cacao.

仏領ギアナーCacao sauvage.

性 状

高さ10-15mの小喬木でよく茂り,樹皮は灰色にて軟かく海綿状｡葉は掌状複葉にして5-

7小葉より成り,葉柄は10-17cm,小葉は全縁,革質,無毛にして,長楕円状披針形,狭脚

,短尖頭又は微凹頭,長さ15-21cm,幅 7cmc花は葉腋に単生し,花梗は長さ5ram>花

の長さ24-35cm,淡紅色一帯紫色,外面に柔毛がある｡萼は管状,載頭,長さ12-15mm,時

に基部に小症がある｡花弁は条裂し,長さ2430cm,幅9mm,雄芯は多数にして,筒は長く,

花糸は紅色-緋色,花弁と同長で美しい｡朔果は木質で,赤褐色の械毛あり,卵形,若い

時はオリラブ色,熟して暗褐色, 5凹条あり,長さ20-30cm,径7.7-12.5cm｡中に多くの

褐色の種子あり,稜ある円形にして,疎に絹毛がある｡



摘 要

西インド諸島及び南米北部の産にして,ブラジルではアマゾン地方からMA州まで分布

している｡中米にも広く植えられている｡ 元来湿地に自生し,時には横臥して灌木状を呈

するが,又よく乾燥地にも堪え,時には街路樹としても植えられる｡ 種子は妙って食用

とするが,又,粉にしてコ-ヒ-やカカオの代用ともされる｡ 種名は｢水生の｣という意

のラテン語に由来している｡ブラジル名は｢野生のカカオ｣の意である｡この外に多くの異

名がある｡

267.マラニオングリ(新称) (図147)

Pachira insignis Savigny

Syn. : Bombax insigne (Savigny) K. Schumann

ブラジルーCastanha do Maranhso, Cacao selvagem, Castanheiro das

Guianas, Mamorana, Mamorana grande.

メ キ シ コーXiloxoxhitl.

マルチニークーChataignier de la cote d'Espagne, Pachira marronier.

性 状

高さ10mの内外の小喬木で,樹皮は緑色で薄い｡葉は掌状複葉で5 - 7小葉より成り,



葉柄は基部ふくらみ,若い時は赤褐色の星状毛に被われ,後無毛となり,長さ16cm｡小葉

は短柄を有し,楕円形一卵状長楕円形,全縁,鈍脚,先端は鈍形

又は少しく鋭形にて凹頭,裏面には時に微細な星状毛が散生する

,長さ10-28cm,幅3.5-10c 花は葉腋に単生,時に双生し,大形

,長さ15cmで,花梗は長さ2cmで星状毛がある｡

萼は筒状で,淡緑色, 5浅裂し,基部には5筒の円形の蜜腺が

あり,外面に屋状毛がある｡花弁は線形,淡緑色,外面には細毛

あり,ラセン状に曲る,長さ17.5cm,幅23mm｡雄芯は多数にして

白色,無毛にして花糸の下方は筒状をなし,花弁より少し短い｡

朔果は木質, 5条の凹線があり,帯褐色｡倒卵形一球形にして

,長さ10cm,径7cm｡種子は大きく,帯褐色,稜角があり,粗に白

色絹毛を有する｡

摘 要

メキシコからアマゾン地方に分布し,湿地を好んで生育するが,又,広く観賞樹として

植えられ,街路樹ともされる｡

花は1-4月頃開き,果実は4-8月頃に見られる｡ 種子は妙るとラッカセイの味がして

美味であり,又煮ても食すし,粉にしてコーヒラやカカオの代用とする｡ 種名は｢著名



な｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢マラニオンのクリ｣の意味であるが,そ

の他の異名には前種との混同がある｡

アオギリ科 Sterculiaceae

コラナットノキ属 Cola Schott

熱帯アフリカに約100種ある喬木｡属名はアフリカの土名goro又はguroより来る｡

268.コラナットノキ (図148)

Cola acuminata (Beauvois) Schott et Endlicher

Syn. : Sterculia acuminata Beauvois

ブラジルーColeira, Cafe de Sudso, Cola africana, Colateira, Guru,

Manzone, Obi, Oubi, Orobo, Ombene.

英 ーCola Nut, Kola, Goora Nut.

仏 ーcolatier, K｡Iatier.

スペイ ンーColatero, Moscadero.

ベルギー-Colatier, Kolatier.



スーダンーGoro.

アンゴラーRiquezu.

セ イ ロ ンーBissy.

ベネズエラーEcla.

性 状

高さ12mに達する常緑喬木で,樹皮は灰白色にて厚い｡

葉は互生し,倒卵形,狭脚,鋭頭,全縁,革質,長さ2.5-

7.ー5cmの葉柄あり,葉身は長さ10-15cm,幅35｡mで,若

葉には星状毛があるが後に無毛となる,濃緑色｡花は黄色

にして雑性｡腋生の円錐花序に着き,しばしば葉の落ちた

古い枝より生じ,芳香ありて径1.3cm,萼は鐘状をなし無

弁｡ 果実は長楕円形,長さ12.5-15cm,径 7cm,木質,

褐色,内に4-10箇の種子を有す｡種子は殆ど4角形で,淡紅色で乾けば褐色となる｡

摘 要

熱帯西アフリカの原産にして,熱帯各地に栽培される｡

アフリカの西海岸の地方では古くより知られ,その種子は,興奮,消化,精力,強心,

緩下剤として広く用いられていた｡この種子が英語のCola nut.仏語のnoix de cola又



はCafe du Soudan,ブラジルではnoz de colaといわれるもので,ポルトガル人は16世

紀に既に西アフリカを航行してその貿易に従っていたが,アフリカの奴隷が入ると共にブ

ラジルにも入って来た｡現在BA州,ES州に多く見られる｡ 種子には2%のカフェイン

0.023%のテォブロミン,澱粉,タンニン等を含み,有名な清涼飲料の原料とする｡

排水の良い砂質壌土によく生育し, 5-6年で結実し, 100年位つゞくという｡繁殖は実

生,挿木によるが,移植はきらうという｡ 種名は｢鋭尖の｣という意のラテン語に由来し

,葉の形から来ている｡ブラジル名は｢コラの木｣の意である｡ この他に類似の種類として

,ブラジルのBA州に栽培されているものに Cola vera K、Schumannと C. nitida A.

Chevalierがある｡同様に種子を用いる｡

グアズマ属 Guazuma Adanson

中南米の熱帯地方に5種を産する喬木｡

属名はメキシコの土名より来ている｡

269.ムタンバ

Guazuma ulmifoia Lamarck

Syn.: Theobroma Guazuma Linn.



ブラ ジル-Mutamba, Ata brava, Buxuma, Embira, Embireira, Embi

reira do Campo, Imbiri, Imbiriba, Matamba, Matambo, Ma

tombo, Motamba, Nfotambo, Natombo.

(P A州)ーCamacan, Mutamba verdadeira, Periquiteira, PojO.

(MT州) -Envireira, Mutambo, Pau de Bicho.

(B A州) -Camba-acaIaca, Piriqueira.

(S P州) -Araticum bravo, Guaxima macho, Guaxima torcida.

(RS州) -Embiru.

英 -Bastard-cedar, Bay-cedar, West lndian Elm.

仏 ーBois d'orme, Cedre de la Jamaique, Orme d'Amerique.

スペイ ン-Caulote, Chicharron, Guacimo, Guacimo bianco, Tapaculo,

ジャマイカーBastard-cedar.

キ ュ ーバーGuacima de caballo.

メ キシコラGuacima, Guacimilla, Majaqua de toro, Tablote.

ホンジュラスー Guacimo.

エル･サバドルーChicharron, Guacimo.

ニカラグアーGuacimillo.



コスタリカ-Guacimo bianco.

ポルトリコーGuacima, Jococalalu.

マルチニークーOlmero piramidal.

グアデル-プ-Bois de hetre, Hetre gris, Hetre vert, Mahot-tetre.

ド ミ ニ カーGuacima cimarrona.

トリニダドーBastard-cedar, West lndian Elm, Bois d'orme.

ベネズェラ-Guacimo.

コロンビアーCaulote.

ペ ル ーーIumanasi, Papavillo.

ボリ ビア-Coco.

アルゼンチンーCambaaca, Guazuma.

性 状

中喬木にして枝の先には星状毛がある｡葉は互生し,有柄,長楕円形,基部は不斉形に

心脚,鋭頭,鋸歯縁,星状毛あり,長さ13cm,幅5cm｡花は腋生の総状花序に着き,花弁は

白色小形｡ 朔果は黒色,果肉はゼラチン質で甘味がある｡

摘 要

果肉は食用となり,葉は家畜の飼料になる｡材は白色にして,比重0.40,槽や箱材に用



いられる｡又,製紙の原料となるがセルロ-ズの分止りは43.8%である｡樹皮の浸剤は収斂

性があり,浄血剤として皮膚病に用いる｡

種名は｢ニレの葉状の｣という意のラテン語に由来する｡ 中南米に広く分布し,ブラジ

ルではアマゾン地方からSP州に亘り,又,他の地方でも植えられている｡

ピンポン属 Sterculia Linn.

世界の温帯及び熱帯に100種以上を産する喬木である｡属名はローマ神話の便所の神

Stericuliusの名に因み,ラテン語のStercus(糞)より由来し,本属中の或種の葉及び果

実が悪臭を有するによる｡

270.パナマノキ(新称)

Sterculia apetala Karsten

Syn.: Helicteres apetala Jacquin, Sterculia carthaginensis Cavani1ies

ブラ ジル-Chicha, Panama-camajondura.

英 ーPanama-Tree.

メ キ シ コ-Bellota.



キ ュ ー バーCamaruca.

ポルトリコーAnacaguitas.

ホンジュラスー Castano.

グァテマラーMano de leon.

エル･サルドバル-Castano.

コスタリカ-Panama.

パ ナ マーPanama.

ベネズエラーCamoruco.

コロンビアーCamajon duro, Pinom

性 状

高さ30-40mに達する大喬木で,樹皮は灰色にして,枝は四方に広がりよく茂る｡葉は互

生し,長さ10-13cmの葉柄を有し,葉は5,時に･3深裂し,掌状を呈す｡長さ10-15cm,幅

18-24cm,質軟かく,基部には密に星状毛を有す｡深'b蜘で,裂片は鋭頭,脈理は裏面に顕

出する｡花は腋生の円錐花序に着き,無弁にして,萼は広鐘形, 5裂し,径25-30mr丘,

帯赤色にして外面は羊毛を有し,内面は汚黄色で,紅紫色の斑点及び条線がある｡ 果実

は袋果(follicle )で, 5筒の分離した心皮よりなり,心皮は長さ10cm,内部は刺毛に被

われ, 2-4箇の種子がある｡種子は卵形で,褐色,径2cm許り｡ .



摘 要

メキシコ,中米より南米の北部に分布し,ブラジルではアマゾン地方に見られる｡

ジャマイカやフロリダにも導入されている｡種子には油を含み,煮て食用とされる｡

時には日蔭樹として植えられる｡

種名は｢花弁なき｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土語より来ている｡

同じくシシャ-の名のもとに,ブラジルには尚次の種類が見ら

れる｡

271.シシヤー (図149)

Sterculia Chicha St. Hilaire

Syn.: Manetia curiosa Velloso, Mateatia robusta Velloso

ブラ ジルーChicha, Araxixa, Boia, Boia Unha d'Anta,

Castanha do Para Coaxixa, Pau de Boia, Pau de Cortica,

Xixa,

性 状

高さ30mに達する喬木で,樹皮は灰褐色でコルク質｡葉は枝の先

に集り,互生,葉柄は円筒形で無毛,長さ20cmに達す,葉身は広



卵形,深心脚で, 3-5掌状裂をなし,長さ27cm,幅40cmに達す｡裂片は卵形で,鈍-鋭頭

,全縁,表面平滑,裏面は赤褐色の絨毛を有す｡花は腋生の円錐花序に着き,無弁,前者に

似る｡ 袋果は5心皮に分かれ,長さ13cm,幅12cmに達し,中に7-8箇の種子を有し,種

子は卵状一長楕円形で大形｡

摘 要

ブラジルの中北部の原産にして,時に観賞用として植えられる｡種子は煮て食用とする

外,材はパルプ材として利用される｡

種名はブラジルの土名から来ている｡

272.ヤツデアオギリ

Sterculia foetida Linn.

ブラ ジルーChicha, Amendoeira de arvore, A. de Pau, Arachicha,

Arvore fedorenta, Boia, BoiaUnha de Anta.Canela fetida, Chichafedorenta.Castanha

da Africa, Pau de Boia, Pau de Cortiga, Unha de Anta, Xixa.

英-BastardPoonTree, Great Sterculia, Hazel BottleTree, Java Olive,

Sterculia- nut Tree.

仏 -Calavam a feuilles digitees, Sterculier fetide.



セ イ ロ ンーTelambu.

(タミル) -Pinau-marum.

イ ン ドーJangli-badam, Ran badam.

マ ラ イーKelumpang.

コラチンシナーChim-chimrung.

フイリピンーBangar, Kalumpang, Calompan, Bobog.

グアデループーDoux blanc.

性 状

高さ30mに達する落葉性の大喬木で,樹皮は灰褐色｡全株殆ど無毛で,若葉のみ有毛｡葉

は枝の先に集って出て互生する,葉柄は円筒形,中空で,長さ16-24cm,葉身は掌状複葉

で 7 -9の殆ど無柄の小葉より成る｡小葉は楕円状披針形,鋭尖頭,全縁,長さ10-18cm,

成葉は無毛｡花は上方に腋生の円錐花序に着き,花序の長さ15-20cm,単性花を雌雄異株に

生じ,花の径2-2.5cm,萼は内面有毛,花弁は暗紅色で意臭がある｡ 袋果は赤色で大きく

,長さ7.5-10cm,木質舟形で,果梗の先に2-5個を着生し,中に数箇の種子を含む｡種子は

楕円形で長さ2.5cm,紫黒色で平滑｡

摘 要

東アフリカから熱帯アジアを経てオラストラリアのクィ-ンスランドに亘って分布す



る｡主として海浜地帯に多く,米国ではフロリダに生育し,ブラジルには早くから輸入さ

れ,主として観賞用,日蔭樹として栽培されている｡

種子は原産地で広く食用にされるが,生食か妙ったり煮たりして食べる｡油分があるた

め大量にとると下痢や頭痛を起すことがある｡

カカオの香りがあり,その代用品とすることもある｡ジャワではオリーブ油の代用とす

るが,その油は黄色,不乾性で,.又,薬用や灯用ともする｡

種名は｢悪臭ある｣とのラテン語に由来し,本種のどこを傷つけても悪臭を発するところ

から来ている｡

ブラジルには尚この外にゴヤス州産のSterculia goyazensis Glaziouや,ギアナ産の

S. frondosa Richard,ジャワ,中国産のS. lanceolata Cavanillesが見られ後の2種

はリオ植物園に植えられている｡

カカオ属 Theobroma Linn.

熱帯アメリカに約20種を産する常緑の小喬木である｡属名はギリシャ語のtheos (神)

とbroma (食物)の合成語に由来し,当初は頗る貴重なものであったからこの発想を得た

と思われる｡



273.カカオノキ (図150)

Theobroma Cacao Linn.

ブラ ジルーCacaueiro, Cacau, Cacau comum, Cacau verdadeiro, Cacauzeiro, Cacaoeiro.

英 -Cacao, Cacao Tree, Chocolate Tree.

独 - Kakaobaum.

仏 -Cacaoyer, Cacaoyer cultive.

イ タリ アーCacao.

ス ペ イ ンーCacao.

メ キ シ コ-Cacauatl.

エ ジ プトーKakaw.

セ イ ロ ンーCokowa, Chocolath-gas.

(タミル) -Coco-maram.

タ イーKoko.

マ ラ イーKakao, Pokok-tjokelat.

インドネシア-Kakao, Pokok-tjekelat.

フイリピンーCacao.

中 国一可可樹,巧克力樹.



性 状

高さ５～8mに達する常緑の小喬木で,よく分枝する｡葉

は互生し,短柄あり,卵形一卵状長楕円形,円脚,鋭頭,

全緑,無毛,表面は濃緑色,長さ35cm,幅15cra に達す｡

花は幹又は枝に直接生じ,小形で,帯黄色に赤褐色の条線

がある｡

朔果は卵状楕円形にして長さ30cm,径10cm, 10条の縦

溝がある｡果皮は厚くて硬く,赤,黄,帯紫,又は褐色を

呈し,内部は5室に分れ,各室に白色又は淡紅色の果肉に

包まれた5-12箇の種子がある｡種子は長さ2cm位にして,

多汁にして粘質,少し酸昧がある｡

摘 要

熱帯アメリカの原産で,殊にアマゾン及びオリノコ両川

の沿岸地帯が原産地といわれるが,アメリカ大陸発見以前に北はメキシコまでその栽培が

広まり,古くから利用され,種子は甚だ貴重なものとして扱われていた｡

ヨーロッパにはコロンブスの第4次航海, 1502年にホンジュラスから種子を入手して

スペインに持ち帰ったのが最初であるという｡ 20世紀になってからカカオはアフリカに



栽培されはじめ,現在ではアフリカが約70%の生産をし,南米が20%位でその他が中米,

北米,アジア,大洋洲の噸になっている｡ 1519年にスペインのへルナンド･コルテス

(Hernando Cortez )が隊長としてメキシコ遠征を行った時に土人はChocolatlと名づけ

て飲用していたというが, Chocoはカカオ, latlは水の意で,これがチョコレートの語

源になっている｡ヨ-ロッパで飲料として-般に流行するに至ったのは17-18世紀以来の

ことである｡

ブラジルでカカオの栽培の中心はバイア州で,ブラジル生産の95%を占めており,1975

年のバイア州からの輸出は4億8,300方ドルに上った｡最近ブラジル政府はカカオ生産の

新計画を発表し,バイア州以外に,パラー,アマゾナス,エスピリット･サント,ロンド

ニアの各州にも広げ, 30万haの面積に栽培することにした｡現在バイア州では1ha当り

450kgの生産が普通であるが,試験栽培では3,000kgの収穫を上げている｡

種名のCacaoはメキシコの土語から転訛したスペイン語である｡ ブラジルでは果実を

カカウ(Cacau )といい木はCacaueiroと呼ぶのが普通である｡

利 用

種子は-般にカカオ豆といい,発酵,洗源,乾燥によってカカオ豆の調整を行う｡

カカオ豆を妙り,種皮を除き,粉末にし,砂糖,香料,澱粉などを混ぜ,圧して固めた

ものがチョコレラトであり,粉末を圧搾して脂肪を去ったものがココアで,ともに食料,



飲料として重要なものである｡

カカオ豆は妙ると特有の芳香を発し,蛋白質,脂肪,燐,カルシウムなどの成分を多量

に含み,又,テオブロミン(Theobromine, CフH802N4) 1%位を含み,アルカロイドで刺

戟興奮剤の作用があるが,カフェインの如く激しいものではない｡

カカオ豆からとれる油はマ-ガリン,ポマ-ド,その他の医薬用として用いられる｡

カカオノキの近縁のものには尚次のものがブラジルに見られる｡

274.クプアスー

Theobroma bicolor Humboldt et Bonpland

Syn.: Cacao bicolor Poiret, Theobro仇a ovatifolia De Candolle,

Triborma bicolor Cook

ブラ ジルーCupuacu, Cacau de Nova Granada, Cacau do Peru, Cacau de Caracas,

Macambo.

英 ーMountain Cacao.

ス ペ イ ンーPataste.

メキ シコーCacao bianco, Pataste.

グァテマラーPataste.



コスタリカ Cacao silvestre, Pataste, Testa negra.

パ ナ マーCacao bianco.

コロンビアーBacao.

スリ ナ ムーLupu.

性 状

高さ3-6mに達する小木で,樹皮は灰白色｡葉は2形あり,枝の先端のものは長柄を有し

, 心円形にして深心脚,大形にして時に長さ50cmに達す｡下方の葉は短柄を有し,卵状

楕円形で短尖頭で,浅心脚,長さ15-30cm,表面は濃緑にて平滑,裏面は白色の繊毛あり

, 7脈がある｡花は新梢に族生し,円錐花序をなし,赤紫色にして縁は白色で,暗紅色の

条線がある｡ 朔果は楕円状で,長さ15cm,径10cmで,果皮は硬く,暗色で皺あり, 10

条の肋線があり, 4-5室に分かれ,果肉は白色で種子を包む｡

摘 要

中南米の原産で,アマゾン地方に多く,ブラジルではR J以北の州に栽培される｡又,

グァテマラの高地にても栽培されている｡ 果肉は芳香あり,清涼飲料とされる｡種子はカ

カオの代用に用いられる｡

種名は｢2色の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名から来ている｡



275.オオバナカカオ(新称)

Theobroma grandiflorum K. Schumann

ブラジルーCupuagu, Cupucu.

スペイ ンーCupuassu.

性 状

中喬木にして枝には赤褐色の絨毛がある｡葉は2列生で,短柄あり,葉柄は肥厚して,

赤褐色の械毛を被る｡葉身は楕円状披針形一卵状楕円形で,長さ58cm,幅14cmに達し,全

縁にして裏面に赤褐色の絨毛あり｡花は枝より2-4箇生じ,花梗は長さ5cmあり,大形に

して暗赤色｡

朔果は大形にして卵状,時に楕円状,平滑,やや木質｡

摘 要

ブラジルのアマゾン地方からMA州にかけて分布し,殊にPA州に多く,又, B A, RJ,

SPの諸州で栽培されている｡

果肉は多肉で,芳香あり,清涼飲料,アイスクリラムに利用され, PA州ではこれで菓

子を作りカン詰として輸出している｡

種子はカカオの代用品となり,又,その豆からは48%に上る白い芳香性の油がとれ,マ-

ガリンに用いられる｡



種名は｢大きな花の｣という意のラテン語に由来し,本種はカカオ属中で花が最も大き

い｡

276.コミノカカオ(新称)

Theobroma microcarpum Martius

ブラ ジルーCacau Jacare, Cacaui, Cacaurana, Macacaaca, Macaco-aca.

(B A州) -Cacau Maracuja.

スペイ ンーCacao Jacare, Cacao Maracuja, Jacare.

性 状

高さ10mに達する小喬木｡葉は互生,有柄で,楕円状披針形,鋭尖頭,全縁,裏面は淡

色,長さ17cm,幅5cm｡花は腋生し,族生し,短梗あり,小形｡ 朔果は楕円形,鱗片で被

われ,小形,縦に条溝がある｡

摘 要

アマゾン地方の産で, BA州にては栽培される｡種子はカカオの代用となり,人によっ

てはその品質が良いといわれている｡

種名は｢小さい果実の｣というギリシャ語に由来する｡ブラジル名は｢鰐カカオ｣の意で,

その果実の形状から来ている｡



277.カカウイー

Theobroma speciosa Willdenow

Syn.: Herrania guyanensis Sagot, Theobroma subincana Spruce

ブラ ジルーCacaui, Cacaurana, Cacaurana de Fruto amarelo.

ス ペ イ ンーCacao de Para.

ペ ルー ーCacaoillo.

性 状

高さ8mに達する小喬木で枝は短い｡葉は互生し,長柄あり,全縁にして楕円状披針形,

長さ25cm,幅10cmに達し,時には長さ50cmにも達す｡表面は平滑にして,裏面には赤褐

色の械毛がある｡花は枝に簾生し,黄色又は暗赤色｡ 朔果は5角稜あり,楕円形にて長さ

25cmに達し,赤褐色の絨毛がある｡

摘 要

アマゾン,ギアナ地方の原産で,ペル-にも及ぶ｡種子はカカオの代用品となる｡

種名は｢美形の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名から来ている｡

278.キミノカカオ(新称)

Ｔｈeobroma subincanum Martius



ブラジルーCupuai,Cacau Chimarrao, Cupai.

ペ ル -ーCacao cimarron, Palo baton.

性 状

高さ15mに達する喬木にして,樹皮は暗灰色-帯黄色にして厚く,硬くてこわれ易い｡

葉は互生し,有柄にして全縁,鋭尖頭,裏面は帯灰褐色を呈す｡花は1-4箇,有梗,枝に

生ず｡朔果は裂開せず,黄色,楕円形にして長さ10cm,径6cm｡

摘 要

アマゾン及びギアナ地方に原産し,果肉は肉質にて,菓子に作られる｡種子はカカオの

代用品となるが質は劣る｡ 種名は｢やや灰白色の｣という意のラテン語に由来する｡ブラ

ジル名は土名より来る｡

ヂンチョウゲ目 Thymelaeales

グミ科 Elaeagnaceae

グミ属 Elaeagnus Linn.

北半球に約60種ある灌木｡属名はギリシャ語のElaios (オリーブ)とAgnus(セイヨウ

ニンジンボク)の結合語よりなる｡



ブラジルには次の種類が導入されていて,主にS P州以南に栽培を見るが,果実とし

て重要視されていず,特殊の人の栽培に止っている｡

279.ホソバグミ

Elaeagnus angustifolia Linn.

Syn. : Elaeagnus hortensis Bieber

ブラ ジルーOliveira da Boemia.

英 -Oleaster, Russian Olive, Jerusalem Willow.

独 ーGemeine Olweide.

仏 -Chalef a feuilles etroites.

性 状

高さ7m内外の喬木状灌木で枝に往々刺あり｡葉は銀白色の鱗片あり,披針形一長楕円状

披針形｡花は1 -3筒宛腋生,花被裂片は3角形で尖り,内面は黄色で筒部より短い｡果実

は小さく汁液あり｡

摘 要

地中海地方よりアジアの西部に亘って分布する欧州グミである｡果実を食用とする｡

種名は｢狭葉の｣という意のラテン語に由来し,ブラジル名は｢ボへミアのオリ-ブ｣の意



である｡

280.アキグミ

Elaeagnus umbellata Thunberg

Syn. : Elaeagnus crispa Thunberg

英 -Autumn Elaeagnus, Masiro Gumi.

独 ーDoldige Olweide.

形 状

高さ3m許の落葉灌木｡葉は互生し,灰白色で,長楕円状披針形,全縁,銀白色の細鱗片

を布く｡花は新葉腋に数花を散状に着け,萼は筒状にして4裂し,白色にして黄変する｡花

は初夏に咲き,秋漿果様の円い実を結ぶ｡

摘 要

日本,朝鮮,中国からヒマラヤにかけて分布する｡果実は赤く熟し,酸味があるが食用

となる｡花は11月,果実は2月頃見られる｡

種名は｢散形の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジルには日本移民によりもたらさ

れ, SP州, PR州に植えられている｡



281.マルバグミ(オオバグミ,オオバツルグミ)

Elaeagnus macrophylla Thunberg

英 -Broadleaf Elaeagnus.

独 -Grossblattrige Olweide.

性 状

高さ2m位の藤本性の灌木で刺はない｡枝には淡褐色の鱗片が密布し,新相は長く伸びて

逆向の小枝がある｡葉は互生し,広卵形一卵円形,全縁で,長さ5-10cm,表面は濃緑色,裏

面には銀白色で細鱗状の毛を密生する｡花は秋,短枝の葉腋に生じ,花被の筒部は鐘形,

果実は楕円形にて下垂,春熟す｡

摘 要

日本の中部以南の暖地に原産する｡ブラジルではリオ･デ･ジャネイロ植物園に入ってい

るが,余り普通ではない｡果実は紅熟して食用となる｡ 種名は｢大葉の｣という意のギリ

シャ語に由来する｡

282.ナツグミ

Elaeagnus multiflora Thunberg

Syn.: Elaeagnus longipes A.Gray, E. edulis Siebold



英 -Gumi, Goumi.

独 -Langgestielte Olweide, Reichbliihende Olweide.

性 状

高さ２～4mに達する落葉灌木で,枝は赤褐色｡葉は互生し,長楕円形,全縁,

長さ2.5-7. 5cm,上面ははじめ星毛を布く,裏面は銀白色にして放射状の小鱗片を密布

し,褐色の斑点を散生する｡花は小さく,芳香あり,外面銀白色,内面淡黄色｡果実は漿果

状で広楕円形,紅熟し,銀白色の斑点があり,長さ2cm許り｡

摘 要

日本の原産,ブラジルにはSP州にて時に栽培されている｡果実は大形で食用となる。

種名は｢多花の｣という意のラテン語に由来する｡

283.ナワシログミ(ハルグミ)

Elaeagnus pungens Thunberg

Syn. : Elaeagnus ferruginea Dippel

英 -Thorny Elaeagnus, Natsu Gumi.

独 ーStechende Olweide.

中 国一胡頽子.



性 状

高さ2-3mの常緑灌木で小枝に刺がある｡葉は互生し,長楕円形,鈍頭,質厚く,縁は波

状をなし,長さ 9cm,表面は無毛にて光沢あり,裏面は銀白色或は褐色の鱗片を密生

す｡花は腋生し,黄白色で下垂し,花筒は長い｡果実は長楕円形,長さ1.7cm｡

摘 要

日本の中部以南の原産｡ブラジルではS P州に日本移民により導入されたのが所々に見

られる｡花は2-3月に開き,果実は11-12月頃に見られる｡果実は赤く熟して食用となる｡

果実と根は収斂性があり,止潟の効があり,樹皮は虫下しに用いる｡その他生垣用とし

,庭木としても植えられる｡

種名は｢刺針ある｣という意のラテン語に由来する｡

スミレ目 Violales

イイギリ科 Flacourtiaceae

フラクウルチア属 Flacourtia L.Heritier

熱帯アフリカとアジアに15種あり,灌木又は小喬木,属名はマダガスカル島史の著者

,仏人E.de Flacourtに因む｡



284.テンジクイヌカンコ(ラモンチ)

Flacourtia indica (Burmann f.) Merrill

Syn.: Gmelina indica Burmann f. , Sligmarota africana Loureiro,

Flacourtia Ramontchi L. Heritier, F. sapida Roxburgh

ブラ ジルーAmeixa de Madagascar, A. Mombin, Ameixoa.

英 -Batoko Plum, Governor's plum, Indian Plum, Ramontchi, R. Uguressa.

独 -Achte Flacourtie.

仏 -Grosse prune cafe, Flacourtie a feuilles ovales, Pruniar

de Madagascar.

スペイ ンーCiruela governadora, Ramontchi.

オ ラ ンダーRemontchi.

レウニオン島-Prunier da Madagascar, Prunier meale.

セイ ロ ン-Ugressa ;タミル) Katu-Kali.

イ ン ドーSwadu-Kantaka, Bincha, Bilangra.

マ ラ イ-Lesser Krekup.

ジ ャ ワーBogo.



性 状

高さ7mに達する小木にして,細長な刺を有す｡葉は広卵形で長さ5-7cm,鈍鋸歯縁を有

し,尖頭｡花は小さく,数箇を総状花序に着け,雌雄異株で,雄花にては萼片は反転して

繊毛があり,雌花にては萼片はきわめて小さく,円盤状で繊毛がある｡子房は球状｡

果実は漿果で,球形,径1.3cm,外観はスモモに似,赤一褐色で,熟して暗黒色となる｡

果皮厚く,肉質軟かく多汁, 4-6箇の小さい種子がある｡

摘 要

アジア南部からマダガスカルにかけて分布し,又栽培され, 1775年欧州に紹介された｡

ブラジルにも導入され, RJ州, BA州にて栽培される｡

果実の完熟したものは果肉が甘く,生食される｡又,ゼリラ,ジャム等を製す｡又,生垣

用ともする｡種名は｢インド産｣という意のラテン語に由来し,ブラジル名は｢マダガスカル

のスモモ｣の意｡

トケイソウ科 Passifloraceae

トケイソウ属 Passiflora Linn.

大部分は熱帯アメリカに産し,少数はアジア,オ-ストラリア,マダガスカルに産し,

約400種を含む｡多くは蔓性で巻鬚がある｡属名はラテン語のpassio (病)とflos (花)



の結合語で,南米に於けるスペイン人の宣教師により名付けられた｡またキリストの受難

に困んで名づけられた英名のパッション フラワ-に由来するともいう｡

285.マラクジヤー･グランデ (図151)

Passiflora alata Aiton

Syn.: Passiflora multiformis Velloso, P. mascarensis Presl,

P. Mauritiana Du Pet., P. oviformis MRoemer, P. pysiformis DC. , P. sarcosepala

B. Rodrigues, P- tedradena Vand.

ブラジル-Maracuja grande, Maracuja, Maracuja-agu,M-guacu, M.do Grande, M. Mamao,

M. comprido, Murucuia, Maracuja amarelo, M,comum, M. Melao.

キ ュ ーバ-Pasionaria.

エクアドルーQuadrilla.

ペ ル ーQuadrilla.

チ リーQuadrilla.

性 状

蔓性の多年草で,茎は四稜形,狭い翼があり,平滑｡葉は卵状楕円形一卵形,乎滑にし

て先端は尖り,長さIl-18cm,幅8 -10cm,葉柄は長さ２～3cmにして上面に深い溝あり



,縁には･2-4箇の蜜腺がある｡托葉は小形｡花は葉腋に単生し,下垂し,径11-17cm,萼片

はやや多肉にて長楕円形,外面の先瑞に角状突起あり,外面緑

色にして内面は赤色,花弁は萼より長く,外面は白色で内面は

赤色,副花冠は糸状にして,多輪で,外輪は長く,紫斑がある｡

果実は卵形-倒卵形一梨形で,平滑,長さ8 -11cm,径5cm｡

摘 要

ブラジルの原産にしてアマゾン地方よりSP州まで分布し,

又観賞用としても栽培される｡花は10-11月頃咲き,果実は12-

3月頃に熟す｡果実は生食され,又,ジュースに利用される｡

種名は｢翼ある｣の意のラテン語に由来し,茎の形状より来

る｡ブラジル名は｢大きなマラクジャー｣の意で,マラクジャー

は土語より来り,トケイソウ属に通じた名である｡

286.トケイソウ(ボロンカズラ,時計草)

Passiflora caerulea Linn.

Syn. : Granadilla caerulea Madicus, Passiflora glaucophylla

G.Don, P. glauca Masters, P. imbricala Masters, P. Regnellii



Masters

ブラジルーMaracuja azul, Maracuja,(RS州 Macacuja de Cobra.

英 -Blue Crown Passionflower, Blue Passion Vine.

独 -Blaue Passionblume.

仏 -Fleur de la Passion, Grenadille bleue, Passiflore bleue.

スペイ ン-Granadilla, Pasionaria.

パラグァイ-Murucuia quarano.

アルゼンチンーMurucuya.

ウルグアイーMburucuya, Mbiricuya Flor de pasion, Pasionaria.

中 国一西蕃蓮.

性 状

蔓性の常緑灌木で,茎は細長く,長さ4m内外,円柱形,平滑で,多少白粉を被る｡葉は

互生,無毛,広心形で5-7脈を有し,掌状に5-9深裂し,裂片は披針形一長楕円形,全縁

,鋭尖頭をなし,下方の2裂片は時に更に分裂する｡葉柄は長さ4cm,先端には1-2対の有

柄腺体がある｡托葉は長さ1.3-1.8cm,腎形｡花は鐘形,径7-10cm,僅かに芳香を有し,萼

片は5片で,内面は白色または淡紅色,花弁も5片で内面は淡紅色,副花冠は多くの糸状

体よりなり, 2列生,先端及び基部は紫色で,中央は白色｡



果実は卵形,長さ5cm,黄色に熟す｡

摘 要

ウルグァイ,アルゼンチン,パラグアイ,ブラジルの産にして,ブラジルでは,CE, MG,

PR, RSの諸州に知られる｡ 1699年欧洲に知られ,日本にはオランダより享保8年(1723)

に入る｡現在では広く各国に栽培されている｡

果肉は多汁で甘味があり,生食し,又,ジュースとして利用される｡ 種名は｢碧青色

の｣という意のラテン語に由来し,ブラジル名のマルクジャ-･アズ-ルは｢青色のマラク

ジャー｣の意で,花色を示している｡

287.クダモノトケイ (図152)

(ショクヨウトケイソウ,マルミクダモノトケイ,パッション フルート)

Passiflora edulis Sims

Syn.: Passiflora diaden Velloso, P. iodocarpa B. Rodrigues, P.pomifera

M. Roemer, P. rigidula Jacquin, P. vernicosa B. Rodrigues

ブラ ジルーMaracuja roxo, M. comum, M. da Bahia, M. de comer, M. de

Macaco, M. mirim,



M. miudo, M. pequeno, M. Pera,

M. Peroba, M. preto, M. redondo,

M. suspiro, Murucui丘, Murucuja, Surucuja, Surucur丘.

英-Passion Fruit, Purple Granadilla.

独-Essbore Passionblume, Granadillas.

仏-Granadilla, Grendille, Passiflores a fruits doux.

スペイ ン-Granadilla, Parcha.

オラ ンダーEiervrucht, Lian Appel, Passievrucht.

スリ ナ ムーMarkoesa, Kappoeweri-markoesa.

ベネズェラーParcha.

タ イーLinmangkon.

マ ラ イラBoeah negri,Pasi.

ス ン ダーBoeah magri.

ハ ワ イーLilikoi.

中 国一西蕃果.

台 湾ー時表仔花.



性 状

蔓性の木質化した多年草で,茎は角ばって溝があるが,後には丸昧を帯びる｡節に巻鬚

と托葉を具え,葉は互生し,長柄があり,全体は無毛,葉柄は長さ3cmに達し,上面に溝

あり,上方に1･対の腺体がある｡葉身は掌状に3裂し,

長さも幅も6-13cm位,裂片は広楕円形,鋭頭,鋸歯縁

,表面濃緑色｡花は葉腋に単出し,花梗は長さ･2.5cm,上

方に3箇の大きな苞がある｡苞は葉状卵形にして長さ

25-27mm,平滑にして重鋸歯あり,下方の鋸歯の先には

腺体がある｡花は径6-7cm,白色で少し紫色を帯びる｡萼

は5片,長楕円形,長さ3cm,外面緑色,内面は白色で

,中肋の先は外面にて噴状突起をなす｡花弁は5片,白

色,膜質,長楕円形にして長さ25-28mm,無毛にして鋭

頭,副花冠は糸状で,数輪に並び,基部は紫色で,上半

は白色｡雄芯は花糸の下半が筒をなし,子房柄を包み,

先は5分岐せる花糸の先に下向した大きな荷を着ける｡

子房は卵形,白色で細毛あり,花柱は3岐し,分岐は水

平に出て柱頭は球形で緑色｡



果実は漿果様で,球形またはやゝ楕円形で長さ5-7.5cm,熟すと濃紫色で下垂する｡果肉

は樫色をおび酸味あり,内果皮は仮種皮をなし多くの種子を包む｡種子は3箇所に集合着

生し,偏平,広楕円形,凹頭,灰黒色にして長さ8mm｡

摘 要

ブラジル及びパラグアイの原産にして,ブラジルでは中南部の諸州に広く分布し、日当

りの艮い疎林や原野に多い｡

花は10月頃咲き果実は12月頃から4月頃まで見られる｡

ブラジルのトケイソウは16世紀に既にヨーロッパ人に注目され,例えば｢1587年のブ

ラジル記載｣を書いたソウザ(GabrielSoares de Souza)によると,その書第56章にこの

クダモノトケイのことが出ている｡Maracujaという名はMara(食物)とCuia(ヒョウタン)

の合成になる土語で,｢ヒョウタンの形で中が食べられるもの｣の意であるという｡これを

キリストの受難に見立てたのは1610年頃南米を歩いたスペインの宣教師達で後のことで

ある｡

現在世界各地に栽培されているが,オーストラリアでは古くから栽培されて,その産額

も多い｡ハワイには1880年オーストラリアから伝わり1923年には黄色の果皮のものがオ-

ストラリアから伝わったが,これは紫果系の芽傑変異によって出現したものと考えられて

いる｡ブラジルにても現在この黄色系統のものが多く栽培され, BA, SPの諸州を中心に



広まっている｡

種名は｢食用となる｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名のMaracuja roxoは｢紫

マラクジャ-｣の意である｡

利 用

果汁は砂糖と重曹を加えてジュ-スとして飲用されるが,半割りにしてそのままサジで

掬って食べることもある｡近年は冷凍品がジュ-スとして売り出されてもいる｡

その他キャンデー,ジャム,ゼ.リー,砂糖漬にも用いられるし,洋酒,洋菓子の香り

つけにも利用される｡

果実には,脂肪,糖分,澱粉の外,ビタミンCをも含んでいる｡

栽 培

亜熱帯性の気候に適する植物で,繁殖は種子又は挿木による｡播種したものは苗が30cm

以上になったものを列間3 m,株間５～6 mに定植し,垣根仕立か棚仕立とする｡

ブラジルでは1本から1年にトマト用の箱1杯が収穫されるのが普通で,花から70日

で収穫に入る｡

288.ヤサイトケイ(野菜時計)

Passiflora foetida Linn.



Syn.: Granadilla foelida Gaertner, Passiflora polyaden Velloso,

P. variegata Miller, Tripsilina foetida Rafinesque

ブラ ジル-Maracuja de Cheiro, Maracuja, M. de Estalo, M. de Estrada, M.

fedorento, Micatinga.

英 -Wild Water Lemon, Wild Passion Fruit.

仏 -Passiflore fetide.

スペイ ン-Amapola, Bombillo, Colorada, Granadilla, G. montes, Ju

jito peludo, Norbo, Parchita.

メ キ シ コーFlor de Granadita, Pepe.

キ ュ ーバ-Tagua-tagua.

ウルグァイーMburucuy丘hediondo.

性 状

多年生蔓草でよく茂る｡茎には黄褐色の毛を密生する｡葉は互生し,広卵形, 3浅裂し

,長さ7-12cm位で,絨毛があり,悪臭がある｡ 3苞葉は羽状をなし宿存する｡花は径3.5-

5cm,萼は淡緑色,花弁には白色の縞があり,副花冠は白色及び董色をなす｡

果実は球形で,径2-2.5cm,黄色を帯び有毛｡



摘 要

中南米に広く産し,ブラジルでも北部の諸州に産す｡果実は生食し又,ジュ-スとして用

いられる｡

種名は｢悪臭ある｣という意のラテン語から来ており,葉に悪臭あるによる｡

289.タマゴトケイ(キミノトケイソウ,ラウレルトケイソウ,ミズレモン)(図153)

Passiflora laurifolia Linn.

Syn.: Passiflora linifolia Jussieu, P- oblongifolia Pulle, Granadilla

laurifolia Medicus.

ブラ ジルーMaracuja Laranja, Maracuja, M. doce, M. Folha de Louro

M. suspiro.

英 ーBell-apple, Jamaica Honeysuckle, Sweet-cup, Water-lemon,

Yellow Granadilla, Yellow Passion Fruit.

仏 -Passiflore a feuilles des Laurier, Pomme-1iane.

スペイ ンーMaracuja, Ostras vegetales.

オラ ンダ-Makoesar, Passievrucht.

ポルトリコーParcha.



マルチニ-クーPomme Liane.

ガイ ア ナ-Seimitoo.

スリ ナムーMarkoesa, Paramarkoesa, Sasopora.

仏領ギアナーPomme Liane.

タ イーSa-Wa-rot.

マ ラ イーBuah beleber, Buah belewar, Buah

selaseh, Buah susu.

性 状

多年生の蔓性植物で茎は円筒形で全株は無毛｡托葉は線状

,緑色,葉は卵状長楕円形一長楕円形,全縁,長さ9-14cm,

幅4～6cm,円～心脚,鋭尖頭｡葉柄の上部に2箇の腺体があ

り,葉は中肋を境に折りたたんだ形をなす｡花は葉腋に単生し,径6-10cm,萼は5片,淡

緑色で,先瑞は尖る｡花弁は5片,白色で,赤色の班点または汚点がある｡副花冠は糸状で

, 3重に排列し,董色の地に黄と白の横縞がある｡

果実は楕円形で,長さ7-8cm,幅5cm,白斑ある黄色または橙黄色で,ビロド様の手ざわ

りがある｡

摘 要



西インド諸島及び熱帯アメリカの原産で,ブラジルにも栽培されている｡

果肉は白または帯黄色で,果汁多く,甘くて芳香があり,トケイソウの仲間では優品と

されている｡17世紀頃から既に栽培が行われ,現在では世界の熱帯各地に広く栽培されて

いる｡マライには2世紀余り前に導入され,シンガポ-ルやペナン市郊外では野生化した

ものが見られるという｡インドシナ半島,ジャワにも見られ,台湾にも見られるが,欧州

には1690年,はじめてフランスに紹介された｡

果実は生食する外,ジュースとしても用いられ,ビタミンCに富むといわれる｡花が美

しいので観賞用としても栽培される｡

繁殖は種子または挿木により,柵作りに仕立てる｡種名は｢ゲッケイジュの如き葉を有す

る｣という意のラテン語に由来する｡

290.マラクジャー

Passiflora ligularis A.Jussieu

Syn. : PassiJlora serratistipulaDC., P. 1iliaefolia Sesse et Mocina,

P. Lowei Heer

ブラジル ーMaracuja.

英 -Sweet Granadilla.



仏 -Passiflore ligulaire.

メキシコからペルーーGranadilla.

ベネズェラーParcha.

性 状

長大な蔓性植物で,無毛にして茎は円筒形｡葉は広卵形,心脚,全縁,長さ815cm,幅6-

13cm,鋭頭,膜質,葉柄は長さ4-10cm, 4-6筒の糸状の腺体がある｡花は腋生し,単生又

は双生し,径7.5cm,萼と花弁は帯緑色,長楕円形にて長さ3cm内外,副花冠は5-7輪に

配列した多くの糸状体より成り,花弁と同長にて,白地に赤紫色の条斑がある｡

果実は卵形,長さ7.5cm,径4 - 5cm,黄褐色一帯紫色で,硬い果皮を有し,仮種皮は

多汁で,乳白色にて透明,芳香と酸昧がある｡種子はやや心形にして偏平,頂に3突起が

ある｡

摘 要

中南米の熱帯に広く分布し,又栽培される｡欧州に紹介されたのは1819年である｡果皮

は硬くて輸送に堪え,その味もクダモノトケイに次ぐ優品で,同じく利用される｡ 種名

は｢舌状の｣という意のラテン語に由来する｡



291.マラクジャー･マモン

Passiflora maliformis Linn.

Syn. : Passiflora ornata Kunth

ブラジル ーMaracuja-mamao, Maracuji.

バハマ諸島 ラConch Apple.

アンチル諸島-Sweet Calabash, Sweetcup.

キューバ ーGranadilla de Mono, Ceibey cimarron, Guerito.

ハイチ ーCalabassie.

ドミニカ ーCalabiso de los lndios.

グアデループーPomme calabas.

ポルトリ コ -Parcha cimarrona.

コロンビア ーCulupa, Curuba, Kuruba.

エクアドル -Grandillade hueso.

性 状

蔓性植物で全体は平滑又は細毛あり,若枝は4稜形であるが後には円筒形となる｡托葉

は線形で長さ9 -15cm,全縁又は細鋸歯がある｡葉柄は長さ2～5cmで, 2箇の腺体を具

える｡葉身は卵形一卵状披針形にして,長さ6-12cm,幅4-1Ocm,円脚,鋭頭にして膜質｡花



梗は長さ5cm,苞は卵形にして長さ4-6cm,萼筒は鐘形,長さ1cm,萼片は多肉質,緑色,長

楕円形で,長さ4cm,先端に嘴状突起あり｡花弁は線状披針形,長さ3cmで,緑色にして,

内面には暗紅紫色の斑点がある｡副花冠は数輪に配列する糸状体より成り,外輪の2列は

長く白色にして長さ1.5cm,董色の条斑がある｡内輪のものは棹状で緑色にして先端が紅紫

色｡果実は球状にして径3.5～ 4cm,果皮は極めて硬く,緑色一橙緑色｡種子は偏平で倒

心形,長さ5～6mm,網紋がある｡

摘 要

西インド諸島,中南米の熱帯地方の産にして,アマゾンにも産し,又,栽培される｡果

肉は食用となるが,ブドウに似た味がある｡果皮は硬くて,槌にて割る位である｡

種名は｢リンゴ状の｣という意のラテン語に由来している｡ブラジル名,マラクジャラ･マ

モンは｢パパイヤ状のマラクジャー｣の意である｡

292.マラクジャー･ススピーロ

Passiflora nitida Kunth

Syn. : Passiflora nymphaeoides Harst.

ブラジル-Maracuja-suspiro, M. de Cheiro.

ガイアナーBell apple, Maracuia, Semite



性 状

丈夫な蔓性植物で,茎は円筒形であるが若い時は稜角がある｡托葉は針形,長さ5-6mm,

葉柄は長き3cm,上方に2筒の腺体がある｡葉身は卵状楕円形～広卵形,長さ9-17cm,幅6-

10cm,円脚,鋭頭,全縁又は波状鋸歯縁にして革質,表面濃緑にて光沢あり｡花は葉腋に

単生し,花梗は長さ3.6cm,苞は楕円状卵形,長さ3.5cm,両端は円形｡萼片は楕円状披針

形,長さ4 -4.5cm,肉質にして,内面は白色｡花弁は同形,同長にして膜質,白色｡副花冠

は数輪の糸状突起より成り,外輪は長さ2～3.5mm,白色にして基部はバラ色で,青色の

斑がある,内輪は短く,白色｡

果実は球状にして径3～4cm,種子は偏平にして倒心形,長さ5mm,先端に3歯がある｡

摘 要

ギアナ,アマゾン,ベネズェラ,コロンビア,ペルーに分布し,ブラジルではGO州,BA

州にまで分布する｡

果肉には芳香あり,食用とされる｡

種名は｢光沢ある｣とのラテン語に由来する｡

293.オオミノトケイソウ(オオナガミクダモノトケイ,グラナジラ) (図154)

Passiflora quadrangularis Linn.



Syn. : Granadilla quadrangularis Medicus

ブラジル ーMaracuja-melso, Maracuja-acu, Maracuja de Caiena, M.de quatro

Pernas, M. de quatro Quinas, M. gigante,M.gr ande, Maracuja-guagu, Maracuja-

mamao, Maracuja-uagu, Maracuj ina, Maracunam.

英ー Granadilla, Common Granadilla, Giant Granadilla, Square-stalked Passion

Flower.

独-Granadillas, Vieriliigelige Passionblume.

仏-Barbadine, Passiflore quadrangulaire.

スペイン ーGranadilla.

オランダ ーMarkiza, Markoesa.

メキシコ ーGranadilla real.

中米 ーGranddilla real.

仏領アンチル諸島-Barbadine, Sandia de la Pasion.

ベネズェラ Parcha granadina.

スリナム ーGivote markoesa, Marcekoeja.

コロンビア-Badea.

エクアドルーBadea, Tumbo.



ペルー Tumbo.

ボリビア ーQuijon.

セイロン -Rata-puhal. (タミル)Seemaisora-kai.

タイ ーSu-khontha-rot, Sao warot.

マライ ーAker mentimum, Gendola, Telur dewa,

Timum beIanda, Timum hutan.

ジャワ ーMarkeesa, Markisa, Marquesa.

スンダ -Erbis, Markisat.

フイリピン-Kasaflora, Parola.

性 状

茎の丈夫な蔓性植物で,全株無毛,茎は4稜形をな

し,狭い翼がある｡托葉は卵形一卵状披針形,長さ2-3.5cm,全縁又は僅かに鋸歯あり｡葉

柄は長さ2～5cm,溝あり, 3対の腺体がある｡葉身は全縁で,卵形一卵状楕円形,長さ10-

20cm,幅 8～ 15cm,短尖頭にして基部は浅心形一円形｡花は葉腋に単生し,花梗は長さ

1.53cm, 3稜形,苞は心状卵形,長さ3-3.5cm,花径は10-12cm,萼片は5筒にて長楕円形

,長さ3～4cm,先端は嘴状,外面は緑色又は帯緑赤色,内面は董白色｡花弁は5箇にて長

楕円形,長さ3-4.5cm,鈍頭にして帯白赤色,副花冠は五輪の鬚状に配列し,外輪の2列



は長さ6cmにて基部は白色で,上方は紅紫色と青色の斑になる｡

果実は大形,長円形,長さ20-30cm,幅12-15cmに達す｡果皮は薄く平滑,緑白色一淡黄

色,ときに桃色を帯びる｡種子を包む仮種皮は白質透明で多汁,種子は偏平で,倒心形-

類円形,長さ7-10mm,基部に3歯あり,中央に網紋がある｡

摘 要

熱帯アメリカの原産で,中南米に広く栽培され,叉,世界の熱帯地方に広まっている｡

本種はトケイソウ属で果実の最も大きいもので,熱帯の温暖多湿の気候に適す｡

果実内部の仮種皮は芳香があって甘く,燐酸およびビタミンAを多く含み,食卓用果実

としてすぐれている｡牛乳や砂糖を加えても食すし,清涼飲料ともする｡果肉は糖蔵したり

,煮て食することもできる｡葉には青酸があるので食べてはならない｡

種名は｢4角形の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名｢マラクジャー･メロン｣は

｢メロン形のマラクジャー｣の意である｡果実の大形による｡

べニノキ科 Bixaceae

ベニノキ属 Bixa Linn.

熱帯アメリカに1種ある小木｡属名はギアナの土名に由来する｡



294.べニノキ(アケノキ,ビキサ) (図155)

Bixa Orellana Linn.

Syn. : Bixa acuminata Bojer, B. americana Poiret, B. orleana No ronha,

B. platycarpa Ruiz et Pavon, B. tinctoria Salisbury, B.urucurana Wi l ldenow

ブラ ジル-Urucu, Agafrao bastardo, Agafroa, A. da Bahia, A.do Brasil, A. indigena,

Acafroeira da Terra, Achiote, Anoto, Arnoto, Arnote, Atole, Bixa, Bixe, Detique,

Olerana, 0 rucu, Rucu,Uanacu, U. bravo, Urucuba, Urucui, Urucum, urucurana,

urucuuba, Uruqueira, Ururu,

英-Annatto, Anatto, Annatta, Anatto Tree, Arnotto, Arnatto, Roucou.

独-Arl eanbaum.

仏-Cocou a teintur, Rouxouyer de l′ Orellanda.

イ タリ ア･-Oriana.

スペイ ンーAchiote, Acote, Anato, Bija, Onoto.

メ キ シ コーAxiotl.

キ ュ -バーAtole, Achiote, Bija.

ホンジュラスーAnalto.

英領ホンジュラスーAtta, Kushub.



ポルトリコーAhiote, Achote, Anatto, Bija.

エル･サルバドルーGuajachote.

サント･ドミンゴーAchiote, Achote, Anatto, Bija.

トリニダドーRoucou.

ベネズェラーOnotto, Onotillo.

スリナ ムーRoucou, Koessewee.

ギ ア ナーBixa.

ペ ル -ーAto16, Achiote, Bija, Shambu.

ボリビア ーAhiote, Urucu.

アルゼンチンーUrucu.

アンゴラーDiteque, Kisafu.

イ ン ドー(ヒンズー,ベンガル ーLatkan, Watkana.

(カンダナ) -Rangamali.

(マラタ,ボンベイ)ーShendri.

(アッサム) -Jarat.

(チッタゴン)ーPowas'i.

(タミル) -Japhramaran.



(マラヤラム)ーKorungoomunga.

タ イーKam tai, Kam s∂t.

マ ラ イーKesumba, Kesumbakeling, Kesum.

ジ ャ ワーGaluga, Kasumbakling, Pacharkling, Sombakling.

ス ン ダーGalinggem, Galuga.

フイリピンラAchiot, Achuete.

サ モ アーLoa.

台 湾ー姻脂樹.

性 状

高さ4-8mに達する常緑の灌木または小喬木で,枝は多く分岐し,密な樹冠をなす｡樹皮は

赤褐色で,若枝と花序には褐色の毛がある｡葉は互生し,長柄を有し,卵状心形,心脚-載

脚,鋭尖頭,全縁,平滑,長さ10-20cm,掌状脈及び斑点がある｡花は項生の円錐花序に着

き,径5cm,淡桃色,萼片及び花弁は5枚,萼片は早落性で,基部に腺がある｡雄芯は多数

で分離するか,基部が僅かに合生する｡花柱1,子房は1室で,多くの卵子がある｡ 崩果

は卵形,赤褐色,長さ4-5cm,表面に軟かい刺が密生し,巾に多くの種子がある｡種子は

20-30箇あり, 4面体をなし,その周りは粘液質の種皮で被われている｡



摘 要

熱帯アメリカの原産であるが,占くからアメリカの

土人によって利用されていたものである｡ヨ-ロッパに

は,はじめメキシコから伝えられたが,これにはアス

テカ族の呼び名のAxiotlがそのまま伝わり,東洋には

スペイン人によってフイリピンに伝えられ,その後,

イント,マライ,ジャワに入った｡

ブラジルに於いては16世紀の種々の記録に既に出て

いるが,主として,土人がその色素を身体に塗ること

について記している｡

種名はアマゾンを最初に探検したスペイン人オレ

リャ-ナ(Francisco de Ore1iana, 1505-1550)に因ん

だもので,ペル-の地名Ore11anaもこれに因んだもの

である｡ブラジル名Urucuは土名から来ている｡

利 用

種皮ははじめ粘液質であるが , 後に乾いてよく染る｡全く無毒であり , ビクシン

(Bixin,Cz5 H30 04)と称するカロチノイドの-種で,チ-ズ,バター,肉,麺類を染め



るのに用いる｡その他羊毛,綿,絹,木材,皮,ニス,蝋を染めるにも用いた｡アメリカの

インジオは昔から身体を染めるのに用いたが,その赤い色が,土人にとっては血であり,

生命であり,力を示すものとして日常広く用いたし,又,特別の儀式にも一用いた｡

食品を染めることは,スペイン人の植民者が,ペル-,エクアドル,ポリビアの土人か

ら習ったのが伝えられたという｡この種皮をとったものをブラジルではコロラウ(Colorau)

といって市場で販売しているが,欧州の市場では Urunu とか,Urucuといい,イタリア

と北米ではAnnato,昔のイギリスの植民者はFaroh,スリナムではOrleans,メキシコその

他中米ではAchioteの名で知られているが,これはアステカ語から来たものである｡

樹皮から繊維をとり,索条を作る,根は肉の香りつけに用いるが,サフランと同じ様な

色と味がある｡その他葉や樹体の各部が民間薬として用いられている｡

チチウリノキ科 Caricaceae

チチウリノキ属 Carica Linn.

熱帯及び亜熱帯アメリカに約25種あり,柔い木質を有する小木で乳液を含む｡属名は小

アジア南西部の古代国家Cariaに産したと誤認されたことからついたものである｡



295.パパヤ(チチウリノキ,チチウリ,モクカ,パパイヤ) (図156)

Carica Papaya Linn.

Syn. : Papaya Carica Gaertner, P. communis Noronha, P. cucumerina

Noronha, P. edulis Bojer, P. Papaya Karsten, P. sativa Tussac, P. vulgaris DC,

Carica hermaphrodita Blanco, C. Mamaya Velloso

ブラ ジル-Mamoeiro (木),Mamao (果),Chambure, Chamburi.

英 -Papaya, Papaw, Pawpaw, Tree Melon.

独 ーMelonenbaum, Gemeiner Melonenbaum.

仏 -Figuier des iles, Papaye, Papayer.

イ タリ ア-Mammone.

スペイ ン-Papayo (木),Papaya (果), Lechosa, Lechoza, Papayero,

Papayo morado, P. macho, Mamon.

オラ ンダ-Papaja.

キ ュ-バーFruta bomba, Lechosa, Papaya.

メ キシコーLechosa, Melon zapote.

英領ホンジュラスーPut.

ポルト･リコーLechosa, Papaya.



ド ミ ニ カ-Lechosa.

ベネズエラーLechosa.

コロンビアーPapaye calentano.

パラグアイーMamon.

アルゼンチンーPapaye, Mam6n.

セイ ロ ンーPopel;(タミル ・Pappali.

イ ン ドーPapiya-amba, Pepe.

タ イーMa-la-ko, Lawkaw.

ビ ル マーThimbaw, Thimbawthi.

マ ラ イーBetek, Betak, Kstelah, Kstela, Kepaya.

ジ ャ ワーKates.

フイリピンーCapayas, Capayo, Papaya.

ポ ナ ペ-Mamia.

ハ ワ イ-He′i, Mikana, Papaya, Pawpaw.

中 国一蕃瓜樹,万寿果,蕃木瓜,逢生果,乳瓜.

台 湾一蕃仔木瓜(ホアヌアボクコエ)木瓜(ボクコエ).



性 状

草木様の常緑小木で,幹は単一で直生し,高さ7-10m

位,若い幹は中空で緑色であるが,後に灰色になる｡

葉は幹の上方に集り,長柄を有し,大形で掌状に7探

裂し,長さ70cmにも達す｡裂片は更に羽状に分裂し,

表面は鮮緑で裏面は淡緑色 , 葉柄は中空で長さ60-

100cm｡花は雌雄異株であるが,両性花も生ずる｡雄花は

長さ1 mに及ぶ下垂した総状花序に多数着き,無梗で

,筒状又は漏斗状で長さ2.5-3cm,淡黄色で士方は5裂

し,雄芯は筒部に着き, 10筒で短い花糸がある｡雌花

は葉腋に普通単生し,時に2- 3箇集って着くことがあ

る, 短梗があり, 花弁は5 片で , 広披針形 , 長き 4-

4.5cra,花径4cm,雄芯はなく,子房は球形一円筒形で

,上方に5本の掌状に分かれた柱頭がある｡両性花は無

梗で,筒部があり,長さ3cm,上方に5裂する花弁は広

披針形で反巻する,雄芯は10箇で,短い花糸で咽喉部に着き,雌芯は中央に顕出し, 5

分岐する柱頭は小形である｡



果実は肉質大形の漿果で,球形または長楕円形で,鈍5稜形をなし,大きさは品種に

よって異り,通常20-3世m,重さ２～4kgで,熟すと鮮黄褐色又は帯赤色になる｡内部に

5角形の大きい空所があり,内壁に半透明の外皮に包まれた長円形の黒灰色の種子が多く

着く｡種子は長さ６～7mmで表面に深い皺がある｡

摘 要

パパヤは現在中南米に広く野生状態に見られるが,真の原産は熱帯アメリカのどこであ

るかはっきりしないJacques Huberはパパヤが属するEupapaya節がメキシコ産であると

ころからパパヤもメキシコの原産と見ているし,この科の種類誌を書いたHermann Solm-

Laubach伯によると,メキシコ産のパパヤ属中の種間雑種であろうという｡兎に角米大陸

発見以前から,広く土人によって広められ利用されていた｡今日では広く熱帯各地に栽培

され,重要な果実となっている｡

ブラジルにおけるパパヤの最初の記述はソウザ(Gabriel Soares de Souza)の｢1587年

のブラジル記載｣中にあるもので,その書の第51章に詳細に述べている｡

インドには早く16世紀に伝わり, 17世紀の初期には中国にも入った｡

種名Papayaは現在最も広く知られているが,インドのマラバル地方の名から来たとい

い,或は,西インド諸島の-部にあるカリブ語のAbabaiの転訛であるといい,マルチウ

ス(K. P. Martius)はブラジルの土語の一,ツピ-語のAmbapayaからの転訛であるといっ



ている｡

ブラジル名のMamaoはポルトガル語のmama(乳房),または同義のスペイン語のmamaか

ら由来したものといわれ,その果実の形から来ている｡

利 用

熟果を果物として生食する｡若い果実は日系人はよく漬物として利用する｡肉を葉で包

み,または果実と共に煮ると,肉が柔かくなるので料理材料とするが,これはパパヤの乳

液に蛋白質分解酵素パパイン(Papain)を含んでいるからで,パパインは若い果実や幹に傷

をつけて出る乳液から製造するものである｡種子や葉に含まれるカルパイン(Carpain)は

強心剤としてジギタリスの代用とす｡

栽 培

パパヤは熱帯性の果樹であるが,ブラジルではパラナ州以北でよく生育する｡大郡市を

控えているサンパウロ州の奥地のモンテ･アルト(Monte Alto)地方は営利栽培地域として

有名であるが,この地方だけでおよそ400万本がある｡

繁殖は種子によるが, 1gに約40粒がある｡種子は薄板の箱に播くが,この箱は24×

14cmの大きさのを用い, 1箱に6-8粒を播き,発芽してから間引して3-4本を残す｡播種

は8月末から9月にかけて行い, 10月になって雨のあとに定植をする｡ 4-5月で花が咲

くが,この時に間引きをして1本を残す｡雄の木は10-20%



位を残す様にする｡植付けから大体1年たって収穫に入るが,収穫した果実は石油箱に詰

めて出荷する｡

パパヤの品種はブラジルではこれといった改良種がなく,果肉の色から黄色のものと,

赤または桃色の2種に大別される程度である｡

296.マモンジーニヨ (図157)

Carica quercifolia (St. Hilaire) Solms-Laubach

Syn. : Vasconcellea quercifoliα St.Hilaire,Papaya quercifolia Bai 1ion,

Carica quercifolia Bentham et Hooker

ブラ ジルーMamaosinho, Barriguda, Figueira do Monte, Jaracatia, Mamao macho,

Mamoeirinho, (RS州) Umbuzeiro.

独人コロニヤーKohlrbbaum.

アルゼンチン-Higuero del monte, Higuerita, Orubu.

ウルグアイーHiguera del monte.

パラグアイーYracatia.

性 状

枝の多い小木で,幹は柔軟｡葉は落葉性で,互生し,有柄,長楕円形で全縁又は 不



規則に分裂し,長さ15cm許り,平滑にして表面は濃緑

色｡花は雌雄異株にして,葉腋に少数集って生じ,黄緑

色,小形,無毛｡果実はパパヤ状にて小形,楕円形,熟

して橙色｡

摘 要

ウルグアイ,アルゼンチン,パラグアイ,ボリビア及

びブラジルのMG,SP,PR,SC, RSの諸州に分布し,山林中

に生ずる｡果実はパパヤに似て生食せられる｡

種名は｢カシ属の葉に似たる｣という意のラテン語に

由来する｡ブラジル名は「小さいパパヤ｣の意である｡

ジヤカラチア属 Jacaratia A.DC.

メキシコからアルゼンチン北部,ブラジルに亘って分布し, 8種あり,小木である｡属

名はブラジルの土語から来ており, A.De Candolleが1864年に設けたものであるが,彼

はマルクグラーフ(J. Marcgrave)のブラジル博物誌(Historianaturalis Brasiliae1648)

からこの名をとったが,その時Jaracatiaとあるのを誤ってJacaratiaと記して,そのま

まになったのである｡



297 クルマバパパヤ(新称) (図158)

Jacaratia dodecaphylla (Velloso) A. DC.

Syn. : Carica dodecaphylla Velloso, Papaya dodecaphylla Baillon

ブラ ジルーJaracatia, Barrigudo, Chamburu, Mamao de Veado, Mamao

do Mato, Mamsorana, Mamaosinho da Mata, Mamaosinho do Mato,

Mamoeirinho, Mamoeiro bravo, Mamoeiro de Espinho, Mamoeiro do Mato,

Mamota, Mamso barrigudo.

パラグアイーYacaratia.

アルゼンチンーNacoratia.

性 状

高さ10mに達する小喬木にて幹と枝には刺があるが,材は柔かい｡薬は長柄あり,8～12

の小葉よりなる掌状複葉で,小葉は無柄,全縁で,披針形一長楕円形,狭脚にして鋭頭｡

雌雄異株にして, ､花は腋生し,雄花は円錐花序に着き,帯緑色,雌花は長梗ありて単生

する｡果実は卵形又は卵状楕円形にして長さ8cm,径6.5cm,熟して橙黄色になる｡

摘 要

パラグアイ,アルゼンチンの北部からブラジルの東南部-帯に分布し,山林中に普通で

ある｡花は11月頃咲き,果実は3月頃熟す｡果実は生食されるが,多く食べると消化不良



を起して発熱するという｡それを防ぐためにはオキビの上で

軽く炙れば, 刺戟性のものが無くなっておいしくなるとい

う｡

樹脂は駆虫剤に用いられるし,幹の髄は軽く炙って食べ

られるが,トウモロコシの昧がし,アルゼンチンにて用いら

れる｡

種名は｢12の葉の｣という意のギリシャ語に由来し,葉の

形状をいったものである｡ブラジル名は土名から来ている｡

同じ俗名で呼ばれる,よく似たものに,次の種類がある｡

298.モミヂバパパヤ(新称) (図159)

Jacaratia heptaphylla (Velloso) A. DC.

Syn. : Carica heptaphylla Velloso

ブラ ジルーJaracatia.その他前種と同じ異名がある｡

性 状

前種に似た性状の木で,葉は3-7の小葉より成り,小葉は倒卵形,大形にして平滑,花

は異株に生じ,腋生し,白色｡果実は前種に酷似する｡



摘 要

ブラジルのRJ州,SP州の山林中に自生し,果実を生食する｡

種名は｢7つの葉の｣という意のギリシャ語に由来し,葉の

形状を示している｡

299・マモン･ブラーボ

Jacaratia spinosa (Aublet) A. DC.

Syn. : Carica spinosa Aublet, Papaya spinosa DC.

ブラ ジルーMamao bravo, Chamburu, Mamao do Mato,

Mamaorana.

性 状

10mに達する小喬木で,幹や枝には刺がある｡葉柄は無刺で 13cm,葉は57箇の小葉より

成り,小葉は倒披針状楕円形,短柄あり,波状縁,鋭頭にして長さ5-10cm｡雌雄異株にし

て,花は腋生し,雄花は総状花序に着き,雌花は単生｡果実は楕円形,下垂し,長さ5～

8cm,熟して黄褐色になり, 5条溝がある｡種子は球形｡

摘 要

アマゾン地方の原産にして,仏領ギアナにも分布する｡よく熟した果実は生食せ



られるが,末熟果の乳液は下剤になる｡

種名は｢刺ある｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢野生のパパヤ｣の意であ

る｡

フトモモ目 Myrtales (Myrtiflorae)

フトモモ科 Myrtaceae

アベビレア属 Abbevillea Berg

ブラジルに数種を有する木本で,属名は人名から来ている｡

300・グァビローバ･デ･ミナス

Abbevillea Fenzliana Berg

Syn. : Campomanesia Fenzliana Glaziou

ブラ ジルーGuabiroba de Minas.

性 状

高さ10-12mに達する小喬木｡葉は有柄にして卵状楕円形,鈍脚,長さ8cm,幅5cm,全縁

にて脈理は表面にて凹み,裏面に顕出する｡花は大形にてバンジロウに似,白色,大形,

葉腋に単生する｡漿果は偏円形で,径2.5cm,橙黄色に熟し,宿存萼を具える｡



摘 要

ブラジルのMG州, RJ州の山林中に生じ,時に栽培され,米国のフロリダに1914年と

1922年の2回にわたって導入され,よく生育しているという｡ 果肉は黄色で,中に多く

の種子があるが,その味はバンジロウに似るが少し劣る｡ 種名はオラストリアの植物学

者Eduard Fenzl (18O8-1879)に因んだものである｡ブラジル名は｢ミナス･ジェライス州

のグァビロ-バ｣の意で,グァビローバはブラジルの土名より来る｡

301.グァビローバ

Abbevillea maschalantha Berg

Syn. : Campomanesia maschalantha (Berg) Kiaerskou

ブラ ジルーGuabiroba.

性 状

小木にして葉は有柄,卵形一卵状楕円形にして鈍脚,鋭頭,軟骨質にて波状鈍鋸歯あり

て芳香があり,脈理は裏面に顕出する｡花は白色にして葉腋に単生し,花梗ありて葉より

も短い｡漿果は球形にて少し偏圧される｡多くの種子あり｡

摘 要

ブラジルのRJ, SP, PRの諸州の産にして山林中に生じ,時に栽培される｡果実は甘く



生食される｡

種名は｢葉腋の花の｣という意のギリシャ語に由来する｡ブラジル名は土名より来る｡

ブリトア属 Britoa Berg

ブラジルに約8種ある木本｡属名はブラジル人Paulo Jose Miguel de Brito に因ん

だもので,サンタ･カタリーナ州に関する著作がある｡

302-アラサ-･ド･パラー

Britoa acida Berg

ブラジルーAraca do Para.

英 - Para Guava.

性 状

高さ8～10mに達する小喬木で,若枝は4稜形で狭翼がある｡葉は対生し,短柄を有し

,卵状楕円形一楕円状披針形にして長さ5-10cm,平滑,鋭尖頭,やや革質｡花は葉腋に単

生し,白色,大形にて花梗は4稜形,萼片は不同大で,花弁は5片｡漿果は卵形又は球状

で長さ5-7cm｡黄色に熟し,果肉は白質にて,バンジロウの種子よりも大きい少数の種子



がある｡

摘 要

アマゾン下流のパラー地方の原産で,米国のフロリダに導入されてよく育ち,ブラジル

の他の地方でも栽培されている｡果実は生食されるが,少し酸味とジャコウ様の芳香があ

る｡種名は｢酸味ある｣との意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢パラ-のアラサー｣の意

で,アラサーは土名から来る｡

303.グァビローバ･デ･サンパウロ

Britoa guazumaefolia (Cambessedes) Legrand

Syn. : Psidium guazumaejolia Cambessedes, Campomanesia guazu

maefolia Berg,Britoa Sellowiana Berg

ブラ ジルーGuabiroba de Sao Paulo, Guabiroba da Mata, Sete Capotes,Sete

Cascas.

性 状

小喬木にして枝はよく茂り絨毛がある｡葉は有柄にして,長楕円形,基部は相心形,網

脈は顕著にして,裏面には褐色の毛を密布する｡花は葉腋に単生し,白色に,してバラの

芳香あり｡漿果は球形,有毛にして黄色に熟す｡



摘 要

アルゼンチンの北部,パラグアイ及びブラジルのMG, SP, PR, SC, RSの諸州に分布し

,山林中に生ずる｡果実は甘く生食される｡

種名は｢シナノキ科のGuazuma属に類する葉の｣という意のラテン語に由来する｡

ブラジル名は｢サンパウロ産グァビロ-バ｣の意である｡

304.チリメングァビローバ(新称)

Britoa rugosa Berg

Syn. : Campomanesia rugosa Berg

ブラ ジルーGuabiroba.

性 状

灌木にして樹皮はコルク質にして,枝は赤褐色の毛を有す｡葉は短柄あり,卵状楕円

形,鈍脚,鋭頭,網脈顕著にして . 皺面にて粗渋,裏面には赤褐色毛を密布する｡花は

葉腋に単生し,白色｡漿果は球形にて偏圧され,褐色毛と疣状突起がある｡

摘 要

ブラジルのRJ州, SP州の山林中に自生する｡果実は生食される｡

種名は｢皺ある｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名より来ている｡



305・イバビラ-バ

Britoa triflora Berg

Syn. : Campomanesia triflora Baillon

ブラ ジルーIbabiraba, Ubucaba.

性 状

小木にして,枝は四稜形,新梢には毛を密生する,葉は卵状楕円形,鈍脚,短尖頭,長

さ3cm,幅2cm,平滑,紙質にして長柄を有す｡花は長さ1cmの花梗を有し,下方のものは

単生するが,上方のものは3箇出て,中央のものは殆ど無梗｡萼は鐘形,5裂,内面に絨毛

あり,花弁は白色,倒卵形,長さ6mm,子房は6室あり｡漿果は球形,サクランボ大,褐色｡

摘 要

ブラジルのアマゾン下流のパラ-地方に原産し,その他の地方にも時に栽培される｡

果肉は赤味を帯びて柔かく,甘くて生食せられる｡葉をもむと,マンネンロウとハナハ

ツカの香りを混じた様な芳香がするが,足を洗ったり,或は頭の痛みをとるに用いる｡

種名は｢3つの花の｣という意のラテン語に由来し,ブラジル名はアマゾンの土名より来

ている｡



カンポマネシア属 Campomanesia Ruiz et Pavon

南米に約100種を産する木本｡属名は人名より来ている｡

306 グァビローバ･ミリン

Campomanesia aprica (Velloso) Berg

Syn. : Psidium apricum Velloso

ブラ ジル ーGuabiroba-mirim.

性 状

灌木にして茎はやや草質,枝多く,平滑｡葉は対生し,有柄にして卵状披針形,鋭頭｡花

は腋生し,有梗にして単生または双生し,白色にして小形｡漿果は黄褐色に熟し小形｡

摘 要

ブラジルのMG州, RJ州の草原に産し,果実は酸味があるが生食せられる｡皮と葉は芳

香を有す｡

種名は｢乾陽の地に生ずる｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢小さいグァ

ビローバ｣の意で,土名より来ている｡



307.ノハラグァビローバ(新称)

Campomanesia aurea Berg

ブラジルーGuabiroba do Campo, Araga rasteiro.

ウルグァイーGuabinabo.

性 状

高さ1mの小灌木で,枝多く,下方より葉が多い｡枝は円筒形,コルク質で腺点あり,樫

色を呈す｡葉は短柄あり,葉柄に腺体がある,葉身は卵形-長楕円形,長さ3cm,幅18mm,

革質,濃緑色,網脈は顕著にして裏面は帯黄色,無毛｡花は葉腋に単生し,花梗の長さ3cm,

花は白色,花弁には縁毛と腺がある｡漿果は球形,径10-l2mm, 5～7室にして,淡黄色,

宿存萼あり,中に少数の種子あり,種子に疣状突起あり｡

摘 要

ブラジル南端RS州及びウルグアイの草原に生じ,果実は生食せられる｡葉にはキハツ性

の油を含み,花には蜜が多い｡

種名は｢黄金色の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢原野のグァビローバ｣

の意である｡



308.グァビローバ･ブランカ

Campomanesia caerulea Berg

ブラ ジルーGuabiroba branca, Guabiroba lisa.

性 状

灌木にして,枝は円筒形で,皮は薄片となって剥がれ,小枝は青色を帯びる｡葉は無柄

,卵状楕円形, 心脚,鋭頭,若芽の時は有毛にして,光沢あり,網脈は明瞭｡花は葉腋に

単生し,花梗あり,白色｡漿果は球形,少しく偏圧され,有毛,宿存萼を具え,少数の種

子を有す｡

摘 要

ブラジルのMG, SP, PRの諸州に分布し,時に栽培される｡果実は甘味あり,食用とな

る｡

種名は｢青色の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢白いグァビロ-バ｣の意

である｡

309.グァビローバ･ド･マット

Campomanesia chrysophylla (Berg) Niedenzu

Syn. : Abbevillea chrysophylla Berg, Psidium chrysophyllum F. Mueller



ブラ ジルーGuabiroba do Mato.

性 状

高さ10mに達する小喬木にして,枝は暗色,偏圧され,腺点あり,先端は有毛｡葉は有

柄,卵形,鋭脚,鋭尖頭,鈍鋸歯縁,無毛にして表面は黄緑色,裏面は淡色にして網脈顕

著｡花は葉腋に単生し,花梗あり,漿果は球形,サクランボ大にして,中に少数の種子あ

り｡

摘 要

ブラジルのMG州, SP州の産にして,果実は生食せられる｡

種名は｢黄金色の葉の｣という意のギリシャ語に由来する｡ブラジル名は｢山のグァビロ-

バ｣の意である｡

310・フサザキグァビローバ(新称)

Campomanesia corymbosa (Cambessedes) Berg

Syn. : Psidium corymbosum Cambessedes

ブラ ジルーGuabiroba, Guabirobeira, Uvalha.

性 状

高さ1 mに達する小灌木にして,枝は黄色で有毛｡葉は短柄あり,長楕円形で両瑞狭ま



り,鋭又は鈍頭,全縁,膜質,鍛面,表面は有毛,僅かに明点あり,網脈をなす｡花は散房

花序状に着き,白色｡漿果は長楕円形または偏圧せる球形,黄色,有毛,反巻せる宿存萼

を具える｡

摘 要

ブラジルのMG 州の原野に自生し,果実は芳香あり,生食されるが,美味である｡ 種

名は｢散房花序の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名グァビローバは土名より来

ている｡

311・グァビローバ･ド･セルトン

Campomanesia desertorum Berg

ブラ ジルーGuabiroba do Sertao.

性 状

灌木にして全体は無毛,枝は帯白色｡葉は有柄にして,対生又は互生し長楕円形一披針

状楕円形,両端狭まり全緑又は鈍鋸歯縁にして若葉には縁毛があり,膜質にて明点があ

る｡花は白色で,有梗,葉腋に単生する｡漿果は黄色｡

摘 要

ブラジルのMG州の産で,果実は生食せられる｡



種名は｢荒蕪地生の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢山奥のグァビロ-

バ｣の意である｡

312・ウラゲグァビローバ(新称)

Campomanesia fusca Berg

ブラ ジルーGuabiroba, Uvalha.

性 状

高さ6mの小木で枝は屈曲す｡葉柄,葉の裏面,花梗と共に褐色の絨毛がある｡葉は卵状

楕円形一楕円形,基部は心形又は楔形で裁形,先端は短鋭尖形で,光沢あり,時に疎毛が

ある｡花は葉腋に単生し,白色｡漿果は黄色｡

摘 要

ブラジルのMG州の産にして,果実は食用となる｡

種名は｢褐色の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名に由来する｡

313.グァビローバ･デ･カショーロ

Campomanesia Guaviroba (A. DC. ) Kiaerskou

Syn. : Psidium Guaviroba A.DC, Abbevillea Guaviroba Berg



ブラ ジルーGuabiroba de Cachorro, Guabiroba, G. do Campo, G.preta,

Guabiraba.

性 状

高さ12mに達する小木で,枝は円筒形,帯白色で裂け目があり,小枝は褐色にして芽は

帯赤色の毛を被る｡葉は有柄にして卵状楕円形,鋭脚,長尖頭,長さ5cm,表面は光沢あり

,明点が散在する｡花梗は葉柄と同長にして葉腋に単生し,花は白色｡漿果は球形で,径2

～3cm,橙黄色で宿存萼を具う｡

摘 要

ブラジルのPE州からSP州にかけて分布し,果実は生食せられる｡根の煮出したものは

肝臓に,葉を煮出したものはレウマチに用いる｡時に栽培される｡

種名はブラジルの土名から来ているが,グァビローバは時にGuavirobaとも記される｡

ブラジル名は｢犬のグァビローバ｣の意である｡

314 グァビローバ･ド･カンポ

Campomanesia Klotzschiana Berg

Syn. : Abbevillea Klotzschiana Berg

ブラ ジルーGuabiroba do Campo.



性 状

高さ7mに達する小木にして枝は円筒形｡葉は対生し,長柄あり,卵形一卵状楕円形にし

て,鋭脚,鋭頭にして縁は全縁にして少しく反巻し,明点あり,網脈は顕出し,長さ10cm,

幅6cm｡花梗は葉柄の倍長あり,葉腋に単生し,花は白色にして大形｡漿果は球形,径2cm,

10-14室あり,蜜槽を具える｡

摘 要

ブラジルのMG州, SP州の原産にて山林中に生ず｡果実は食用となる｡ 2変種が認めら

れている｡ 種名は人名より来ている｡プラジル名は｢原野のグァビローバ｣の意である｡

315・アミメグァビロラバ(新称)

Campomanesia Martiana (Berg) Berg

Syn. : Abbevillea Martiana Berg

ブラ ジルーGuabiroba.

性 状

小木にして,枝,蕾には褐色の絨毛がある｡葉は対生し,短柄あり,楕円形で,基部は

不整形に裁形をなすが鋭形で,先端は鋭一鈍形,長さ6cm,幅3cmで表面は有毛で皺あり

,明点が散布し,裏面には網脈が顕出する｡花は葉腋に単生し,白色｡漿果は球形,黄色｡



摘 要

ブラジルのBA, SP, PRの諸州に分布し,果実は食用となる｡

種名はK. F. P. von Martius(1794-1868)に困んだものである｡ブラジル名は土名より

来ている｡

316 アラサー･ド･カンポ

Campomanesia mediterranea (Velloso) Berg

Syn. : Psidium mediterraneum Velloso

ブラ ジルーAraca do Campo, Cumati.

性 状

高い灌木にしてよく枝を分つ｡葉は対生し,有柄,披針形にして小形,両端尖る｡花は葉

腋に族生し,白色にて芳香あり｡漿果は褐色,球形｡

摘 要

ブラジルのRJ州の山林中に生じ,果実は美味にして生食される｡

種名は｢地中海の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢原野のアラサー｣の意

で,アラサーとはブラジルの土語より来ており,その意は｢目を有つ物｣であるという｡



317.アラサー･デ･フエスタ

Campomanesia multiflora Blume

Syn. : Psidium mulliflorum Cambessedes

ブラ ジル-Araca de Festa, Guabiroba dos Gerais.

性 状

灌木にして全体に白色絨毛を被る｡葉は有柄,楕円形,両端は鋭形で,明点あり,表面

は光沢を有す｡花は葉腋に簾生し,白色｡漿果は球形｡

摘 要

ブラジルのMG, SP州の原産で,果実は生食せられる｡花に蜜が多く,ミツバチがよく

訪れる｡

種名は｢多花の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢祭りのアラサ-｣の意で

,アラサーは土語より来ている｡

318.グァビローバ･リーザ

Campomanesia obscura Berg

ブラ ジルーGuabiroba lisa.



性 状

高さ120cmの小灌木にして,よく分枝し,枝は円筒形にて褐色,裂け目が多く,枝の上方

は有毛｡葉は有柄にして楕円形,円脚,先瑞は鋭尖頭,無毛にして膜質,淡緑色にして表

面は光沢あり,裏面は明点あり,脈理は細い｡花は葉腋に単生し,有梗にして白色｡漿果は

球形｡

摘 要

ブラジルのSP州, PR州の産にして,原野に自生し,果実は食用となる｡

種名は｢日蔭の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢滑かなグァビローバ｣の

意である｡

319.ツヤグァビローバ(新称)

Campomanesia obversa (Miquel) Berg

Syn. : Psidium obversum Miquel

ブラ ジルーGuabiroba.

パラグアイーGuabira-mi.

性 状

小灌木にして,枝は円筒形,小枝,葉柄,葉の裏面,花梗には灰色の繊毛がある｡葉は



倒卵形一披針状楕円形一線形等にして両端は尖り,明点がある｡花は葉腋に単生し,白色｡

漿果は芳香あり,球形にしてオリーブ色｡

摘 要

ブラジルのMG, SP, PRの諸州及びパラグアイの原野に自生する｡果実は美味で食用と

される｡

種名は｢反巻せる｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名より来ている｡そ

の意味は｢輝ける果実｣という意であるという｡

320.アツバグァビローバ(新称)

Campomanesia reticulata Berg

ブラ ジルーGuabiroba, Uvalha.

性 状

灌木にして,枝は円筒形にて偏圧され,裂け目あり,若い枝と葉は黄赤色の絨毛があ

る｡葉は対生し,短柄あり,卵状楕円形,長さ7cm,幅3cm,両瑞は鋭形,表面は暗色,裏面

は有毛にして敏あり,網脈が顕出し,革質｡花は白色にして,葉腋に単生し,有梗｡漿果は

球形,径1cm許り, 6-7室あり黄色｡



摘 要

ブラジルのGO, MG, SPの諸州のサバンナ(セラード)に自生し,果実は芳香あり,美味

で生食する外,菓子や乾菓を作るに用いられる｡ 種名は'｢網状の｣という意のラテン語

に由来する｡ブラジル名は土名より来る｡

321.アラサー･カゴン

Campomanesia rufa (Berg) Niedenzu

Syn. : Abbevillea rufa Berg, Psidium rufum Martius

ブラ ジルーAraca Cagao, Araca Perinha, Guabiroba.

性 状

灌木又は小木｡葉は有柄で,楕円形,粗渋にして長さ9cm,幅6cm,褐色の絨毛を被る｡花

は白色で,葉腋に単生する｡漿果は卵形,緑褐色で有毛12-13室あり｡

摘 要

ブラジルのBA, MG, RJ, SP, GOの諸州のサバンナ(セラ-ド)に自生し,場所によって

は多量に産するので,生食する外,糖蔵してアラサーザ-ダ(Aracasada)を作るに用いる｡

樹皮には20%のタンニンを含み皮なめしに用いる｡

種名は｢赤褐色の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢腹下しアラサ-｣の意



であるが,果実は多量に食べると下痢を起すことからいわれたものである｡アラサーとは

土語から来ている｡

322.グァビロビーニヤ

Campomanesia salviaefolia Berg

ブラ ジルーGuabirobinha.

性 状

低い灌木で,枝は稜角があり有毛｡葉は対生し,短柄あり,長楕円形｡両端は鋭形,長さ

7cm,幅3-4cm,はじめ裏面は有毛なるも後に殆ど無毛となる｡花は白色にして径2cm,葉腋

に単生又は族生する｡漿界は球形で,径1cmにして6-7室がある｡

摘 要

ブラジルのMG州, SP州のサバンナ(セラ-ド)に自生する｡ 2変種がある｡果実は少し

渋味があるが生食される｡

種名は｢サルビヤ様の葉の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢小さいグァ

ビロ-バ｣の意である｡



323.ヤマグァビローバ(新称)

Campomanesia transalpina (Velloso) Berg

Syn. : Psidium transalpinum Velloso

ブラ ジル Guabiroba.

性 状

大木にして全株無毛｡葉は対生し,披針状心形,鋭頭,網脈は明瞭｡花は葉腋に単生し,

白色,有梗｡漿果は芳香あり,球形｡

摘 要

ブラジルのRJ州の山林中に自生する｡果実は美昧にして食用とする｡

種名は｢アルプス山脈の向にある｣との意のラテン語に由来するが,リオ州の山地にある

ことをいったものである｡ブラジル名は土名から来る｡

324.ミドリグァビロラバ(新称)

Campomanesia virescens Berg

ブラ ジルーGuabiroba.

パラグアイーGuavira, Ybayba.



性 状

高さ120cmの灌木で,枝は円筒形で無毛｡葉は互生又は対生し,有柄にして披針形｡両端

は鋭形,明点あり,表面は脈上のみ有毛,裏面は絹毛を有す｡花は白色にして有梗,葉腋

に単生する｡漿果は球形｡

摘 要

パラグアイ及びブラジルのMG州, MT州に分布し,果実は甘く生食せられる｡

種名は｢緑色になる｣の意のラテン語に由来し,ブラジル名は土名より来る｡

325.キミノグァビロ-バ(新称)

Campomanesia xanthocarpa (Martius) Berg

Syn. : Eugenia xanthocarpa Martius, Psidium eugenioides Miquel,

P. puncululatum Miquel

ブラ ジルーGuabiroba do Mato, Guabirobeira.

パラグアイーGuavira pihta.

性 状

高さ10mに達する小喬木で全体は無毛｡葉は対生し,長柄あり,卵形一卵状楕円形,両

端は鋭形｡明細点あり,紙質にて裏面は葉脈の腋に毛がある｡花は白色にて葉腋に単生し,



葉柄の倍長の長梗を有す｡漿果は球形,径1-2cm,黄熟す｡

ウルグアイ,アルゼンチン,パラグアイ及びブラジルの南部, SP州よりRS州にかけて

分布し,山林中に生ず｡

果実は生食せられる｡材は楽器の製造や農具の柄に用いられ,薪としてはマテ茶を火力

乾燥する時に使用されるが,芳香があって良いという｡葉にはタンニンを含み,薬用とし

て用いられる｡

種名は｢黄色い果実の｣という意のギリシャ語に由来する｡ブラジル名は｢山のグァビロー

バ｣の意である｡

ピタンガ属 Eugenia Linn.

熱帯及び亜熱帯に約600種もある大きな属で,常緑の木本｡属名はフランス領サボイエ

公国皇子ユ-ジン(Prince F. Eugene, 1663-1736)に因んだものである｡

本属の-部はフトモモ属(Syzygium)に移されて,かなりの異動がある｡

326.ウバイア･ド･カンポ

Eugenia Arrabidae Berg



Syn. : Eugenia campestre Velloso

ブラジル-Uvaia do Campo, Cambui da lndia, Pessego do Campo.

性 状

灌木にて葉は対生し,有柄にして長楕円形,毛を有する｡花は白色で,葉腋に単生する｡

漿果は小形,球形にして黄熟する｡

摘 要

ブラジルのMG州, SP州に生じ,原野に多い｡果実は生食する外,発酵させて,上質の

酢がとれる｡皮は芳香と収斂性がある｡

種名は人名より来ている｡ブラジル名は｢原野のウバイア｣の意で,ウバイアは土名より

来る｡

327.グルミシヤーマ (図160)

Eugenia brasiliensis Lamarck

Syn. : Myrtus Dombeyi Sprengel, Eugenia Dombeyi Skeels, Stenocalyx

brasiliensis Berg

ブラジルラGrumixama, Grumixameira., Gurumixama.

英 -Brazil Cherry.



仏 -cerisier du Bresil.

性 状

高さ6mに達する小木で,樹皮は灰色を帯びたオリ-ブ

色で平滑｡葉は対生し,有柄で,倒卵状楕円形一楕円形,

基部は狭まり,先瑞は鈍頭,全縁で厚く,革質で平滑,

長さ10-20cm,幅2-10mm,細脈がある｡花は葉腋に単生し

,長い花梗があり,萼片,花弁共に4箇,萼片は著しく反

巻し,宿存して果実の頂に残る｡漿果はサクランボ大で,

球形,上下に偏圧され,やや4稜形をなし,熟して濃紫

,赤色,黄色等をなす｡中に1-2箇の種子がある｡

摘 要

ブラジルのPE州からSC州に至る地帯の山地に自生す

るが,ブラジルでは果樹としてよく栽培される｡米国にも導入されカリフオルニャ,フロ

リダ,ハワイ等に育っている｡

花は10月頃咲き,果実は12-2月頃に見られる｡果実はグルミシャーマで,木はグルミ

シャメイラである｡グルミシャ-マはブラジルの土名で｢子供の食べ物｣という意であると

いう｡ポペノウ(Wilson Popenoe)はその｢熱帯及び亜熱帯果実便覧｣ (Manual of Tropi-



cal and Subtropical Fruits, 1932)に於いてGrumichamaを用い, Grumixamaをポルト

ガル語の古い綴りとしているが,発音は全く同じであるが,現在のポルトガル語ではすべ

て後者を用いている｡

果実は少し酸昧があるが,美味にして,生食される外,糖蔵されたり,発酵酒を作った

りする｡

材は黄白色で,褐色の縞があって美しく,種々の細工物,箱材に用いられる｡比重は

0.670-0.757である｡樹皮と葉はタンニンを含み,皮なめしに用いられ,薬用としてはレ

ウマチに用いられる｡

樹形が美しいので観賞用としてもよく栽培される｡

種名は｢ブラジル産の｣という意のラテン語に由来する｡

328.カンブイー･デ･カショロ

Eugenia crenata Velloso

Syn. : Eugenia Velloziana Berg

ブラジルーCambui de Cachorro, Cambui da Restinga, Cambui verdadeiro, Goiabeira

do Mato.



性 状

小木で時には灌木状をなす｡葉は対生し,短柄あり,楕円形-披針形,長さ6cm,幅2cm,

両端は鋭形,全縁又は鈍鋸歯縁で平滑｡花は白色,小形にして葉腋に総状に集って着く｡漿

果は球状,小形にして紫色に熟す｡

摘 要

ブラジルのRJ州, SP州の海岸の叢林(レスチンガ)の植物で,果実は美味で生食され

る｡材は杭,薪,炭に利用され,葉と樹皮にはタンニンを含み,民間薬に使われる｡

種名は｢鈍鋸歯ある｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢犬のカンブイラ｣の

意で,カンブイーは土名から来ている｡

329.カガイテイラ

Eugenia dysenterica DC.

Syn. : Myrtus dysenterica Martius, Stenocalyx dysenterica Berg

ブラジル-Cagaiteira.

性 状

中喬木にして枝は屈曲し,コルク質が発達す｡葉は対生し,短柄あり,卵状楕円形,光

沢あり,全縁,革質｡花は白色,大形にして,葉腋に単生する｡漿果は球状にて偏圧され淡



黄色で,中に1-3箇の種子を入れる｡

摘 要

ブラジルのBA, GO, MG, SPの諸州に産し,果実は少し酸味があり,生食せられる｡材

は建築,杭,薪炭に用いられ,葉はGO州にては家畜の飼料とする｡果実は薬用としては赤

痢に用いられ,酢やアルコ-ルの製造にも利用される｡

種名は｢赤痢病の｣という意のラテン語に由来し,本種が薬用にされることを示してい

る｡

ブラジル名は｢下痢に効く木｣という様な意である｡

330.ピタンガツーバ

Eugenia edulis Bentham et Hooker

Syn. : Phyllocalyズedulis Berg

ブラジルーPitangatuba.

性 状

小木にして,葉は対生し,有柄,卵形,全縁にして有毛｡花は白色,小形にして,葉腋

に単生する｡漿果は大形にして黄色又は白色に熟す｡



摘 要

ブラジルのRJ州に産し,果実は酸味が強いが生食される｡

種名は｢可食の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名より来る｡

331.ペーラ･ド･カンポ (図161)

Eugenia Klotzschiana Berg

ブラ ジルーPera do Campo, Cabacinha do Campo,

Pereirado Campo.

性 状

高さ2-3mの灌木｡葉は対生し,短柄あり,卵状楕円形で,若葉

には白色絨毛があり,両端は鋭形にして長さIOcm｡花は白色,葉

腋に単生する｡漿果は洋梨形で,長さ5-10cmあり,黄金色に熟す｡

種子は1-4箇あり,卵形で小さい｡

摘 要

ブラジルのMG州の中央高原の原産で,米国にも導入されてい

る｡果実は11月頃に熟し,芳香あり,酸味があって美味で食用と

される｡ 種名はドイツの植物学者Johann Friedrich Klotzsch



(1805-1860)に因んだもの｡ブラジル名は｢原野の梨｣の意である｡

332.グァビロラバ･ド･パラー

Eugenia myrobalana DC.

Syn. : Myrtus myrobalanus Martius

ブラジルーGuabiroba do Para; (PE州) Guabiraba.

性 状

灌木にして枝は円筒形にて扇圧される｡葉は太い葉柄を有し,卵状楕円形,鋭尖頭にし

て長さ33cm,幅9cm,無毛にして粗渋｡花は白色にして葉腋に少数集って出て,花梗は短く

,萼は4裂する｡漿果は長楕円形にて長さ25mm,両端は鈍形,中に1種子がある｡

摘 要

ブラジル北部の産にてアマゾン地方に多い｡果実は少し酸昧と渋味があるが生食せられ

る｡

種名は｢Myrobalan (モモタマナ,シクンシ科)に似たる｣という意のラテン語に由来す

る｡ブラジル名は｢パラーのグァビローバ｣の意である｡



333.ニャニカ

Eugenia Nhanica Cambessedes

ブラ ジルーNhanica.

性 状

小木にして全株無毛｡葉は対生し,短柄あり,披針形,両端鋭形にして表面光沢あり｡花

は白色にして葉腋に単生する｡漿果は卵状球形,スモモ大である｡

摘 要

ブラジルのMG州, SP州に産し,果実は生食せられる｡

種名はブラジルの土名より来ている｡

334.ナシノミウバーリヤ(新称) (図162)

Eugenia pyriformis Cambessed.es

ブラジル-Uvalha do Campo, Ameixa preta, Uvaia do

Campo.

性 状

小木にして,枝は4稜形｡葉は対生し,長楕円状披針形に

して,明点あり,鋭頭,全縁にして裏面は有毛｡花は白色,



葉腋に単生する｡漿果は洋梨形で,黄色,細毛がある｡

摘 要

ブラジルのSP州の産にして,果実は生食せられる｡

種名は｢洋梨形の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢原野のウバリャ｣の意

で,ウバラリャは土語より来る｡

335.フルータ･デ･タツー

Eugenia supra-axillaris Spring

Syn. : Eugenia axillaris Velloso

ブラ ジルーFruta de Tatu, Tatu-caa.

性 状

小木にして,葉は有柄,卵状楕円形一楕円状披針形,全縁,鋭頭,表面は光沢あり,厚

い革質｡花は白色にして薬腋より少し上に散房状に着く｡漿果は球形にして大形,中に1種

子を有す｡

摘 要

ブラジルのRJ州の産にして,山林中に生ず｡果実は生食せられる｡

種名は｢葉腋上に生ずる｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢タツーの果実｣



の意で,タツーは哺乳類の貧歯目に属するブラジル産動物の総称である｡

336. カベル - ダ

Eugenia tomentosa Cambessedes

Syn. : Phyllocalyx tomentosa Berg ,Syzygium tomenlosum Tanaka

ブラ ジルーCabeluda, Cabeludeira, Cabeludinha.

性 状

高さ3～8mに達する小木にして,枝には械毛がある｡葉は対生し,有柄にして,楕円形

,長さ5-10cm,両瑞は鋭形にして,全面に絨毛があり,表面は濃緑色にして光沢あり｡花

は葉腋に単生し,白色にして,萼片,花弁は共に4箇,花は多数つく｡漿果は球状にして

黄色に熟し,径2-3cm,械毛があり, 1種子がある｡

摘 要

ブラジルのRJ州, SP州の産にして,米国に導入され,カリフオルニア及びフロリダに

よく生育する｡果実は生食されるが芳香がある｡

観賞用としても栽培される｡ 種名は｢絨毛ある｣という意のラテン語に由来する｡ブラ

ジル名は｢毛の多い果実｣という意から来ている｡



337. タチバナアデク(ピタンガ ,カボチャアデク)

Eugenia uniflora Linn.

Syn. : Plinia pedunculata Linn.f., P. rubra Velloso, Eugenia Mi-

chelii Lamarck, E. indica Michaux, E. Parckeriana DC.

ブラジルーPitanga, Ibipitanga, Pitangueira, P. de Jardim, P. do Campo, P.

vermelha, Pitangatuba.

英 -Brazil Cherry, Cayenne Cherry, Florida Cherry, French Cherry,

Pitanga, Pitanga Cherry, Surinam Cherry.

独 -Cayennekirsche, Michelische Eugenie.

仏 -Eugenia de Micheli,

オ ラ ンダーGeribdeKers, Surinaamsche Kers.

キ ュ -バーCerezo de Cayenne.

グァデル-プ及びマルチニークーCerise-cotes,Cerise a c6tes, Cerise de

Cayenne.

アルゼンチンーNangapiru, Mato.

パラグアイーNangapiri-me.

セ イ ロ ンーGoraka-jambu.



タ イーMa-yom-farang.

マ ラ イ ーAsam seIong, Chermai belanda, Tjermeh blanda, Pgtanga,Petangi.

性 状

高さ8mに達する小木であるが, -般にはより小木

である｡小枝は円筒形にして褐色,平滑にて皮は薄く

剥がれ易い｡葉は対生し,短柄を有し,若葉は暗赤色,

卵形一卵状披針形にして長さ3.5- 5cm,幅2- 4cm,全

縁,円脚で先は細まって鈍頭,表面濃緑色にして光沢

あり,裏面は淡緑色｡花は葉腋に単生し,新葉と同時に

開き,白色で細長の花梗の先に径1.3cm許り,萼は緑

色, 4裂し,裂片は緑毛がある,花弁は4片で広楕円

形,長さ5mm,縁毛がある｡雄芯は約40本｡漿果は球形

,径2.5cm,外面に縦に8条の稜角と,果頂に宿存萼を

具え,果皮は光沢ある赤紅色となる｡中に1箇の大形の

種子を有す｡

摘 要

ブラジルの中南部, BA, GO, MG, RJ, SP, PR, SC,



RSの諸州並びにパラグアイ,アルゼンチンに分布する山林中の木にして,海岸地帯にも

多い｡

米国ではカリフオルニア,フロリダによく生育し,欧州には1759年に紹介され,地中

海沿岸に栽培されている｡東洋ではインド,セイロン,マライ,フイリピン,台湾にも栽

培され,この他ハワイや西インド諸島にも導入されている｡

花は9月に咲き11月に実が見られるが,他の時期にも開花結実を見ることもある｡

繁殖は実生により,播種後2-3過間で発芽するが,種子の発芽力は1ケ月位である｡

種名は｢1花の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土語の-,ツピー語で｢赤い

果実｣という意味から来ている｡木はピタンゲイラという｡日本名は,台湾や沖縄の産で,

本種に酷似している'アデク(Eugenia microphylla Abel)からでたものである｡

利 用

果実は生食用として広く用いられるが,鉄やカルシウム分を含み,ジャム,ゼリラ,ア

イスクリラムの原料と,清涼飲料にも用いる｡

樹形が美しいために庭木や垣根用としてもよく用いられる｡

338. ウバーリャ

Eugenia Uvalha Cambessedes



ブラ ジルーUvalha, Uvaia, Uvaia do Campo,

Ubacaba, Uvaiado Mato.

性 状

高さ５～6mの小木,又は小灌木のこともある｡樹皮

は褐色｡葉は対生,披針形,

全縁,両端は鈍形,短柄あり,長さ2.5-3cm,幅5-8mm｡

花は白色にして葉腋に単生し,長い花梗がある｡漿果

は卵形一洋梨形,黄色にして中に1- 2箇の褐色の種

子がある｡

摘 要

ブラジルの南部, SP, PR,SC,RSの諸州及びウルグ

アイ,パラグアイに分布し,原野に多いが,又,山林

中にもある｡果実は芳香あり,酸昧が強いが,生食さ

れる外,清涼飲料,ジャムに利用され,酢も作る｡酒石

酸,りンゴ酸,ペクチンを含む｡

花は9-10月,果実は11月頃見られるが,他の時期にも見られる｡

種名はブラジルの土名から来ている｡



フェイジョア属 Feijoa Berg

南米東南部と米国南部に3種ある常緑灌木｡属名はスペインのサンセバスチアンの博物

館長J. da Silva Feijo氏に困んだものである｡

339. フェイジョア (アナナスガヤバ)

Feijoa Sellowiana Berg

Syn. : Orthostemon Sellowiana Berg, Psidium Sellowianum Berg,

Orthostemon obovatus Berg

ブラ ジルーGoiabeira serrana, Araga do Rio Grande, Goiaba-abacaxi,

Goiabeira do Mato, Feijoa.

英 -Feijoa, Pineapple Guava.

ウルグアイーGuayabo del pais.

アルゼンチンーGuayabo del pais.

性 状

灌木又は小木にして,高さ 6 mに達し,幹の直径30cmに達す｡樹皮は灰緑色で薄く

極めて平滑,枝には白色の密綿毛がある｡葉は対生し,短柄あり,卵形一卵状楕円形にし

て長さ6cm,幅3cm.全縁,革質で鈍頭一尖頭,表面は緑色で光沢あり,裏面には白色の綿



毛がある｡花梗は2cmあり,葉腋に単生するか,枝の先瑞

に族生する｡花は大形にして美しく,花弁は肉質,外面白

色,内面はバラ色で基部は紅紫色｡雄芯は多数あり,血赤

色｡子房は4室｡

漿果は球状一長楕円形,長き 6cm,径3～5cm,初め

綿毛があるが後に無毛となる｡果皮は瘤状の凹凸があり,

厚くて硬く,濃緑色であるが熟すと淡緑色の地に赤昧を

おびて果粉を被る｡先端に宿存萼がある｡種子は20-30箇

で極めて小さく, 口中にほとんど感じない｡

摘 要

パラグアイ,アルゼンチン北部,ウルグアイ及びブラジ

ル南部のSP, PR, SC,RSの諸州に自生する｡1890年フラ

ンスのベルサイユ園芸学校のアンドレ- (Edouard Andre)

教授が,ウルグアイから持ち帰って,フランス南東のリビェラ地方に栽植し,次いでイタ

リアに移入されたが,地中海地方でよく育ち,多くの品種が出来た｡米国にはフランスか

ら1900年に導入されカリフオルニアに植えられ,よく育った｡その他,セイロンやインド

シナ半島にも栽培されている｡日本にも昭和になってから米国より輸入され,暖地に栽培



されている｡フェイジョアは現地よりも外国に於いてよく栽培され有名になった植物であ

る｡

果肉は外部に白層があり,内部は半粘状で肉質轍密で,甘味に富み,パイナップルの強

い芳香がある｡生食の外,ジャム,ゼリー,糖菓,シチュー料理などに用いられる｡花弁は

肉質で甘いので子供がよく噛む｡

花と葉は美しいので,観賞用としても栽培される｡

種名はドイツ生れの植物採集家で,ブラジル中南部を広く歩いたFriedrich Sellow

(1789-1831)に因んだものである｡

ブラジル名は｢山地生のゴヤバ｣の意で,ゴヤバはバンジロウのことである｡

ヘクサクラミィス属 Hexachlamys Berg

南米の南部に6種ある常緑樹｡属名はギリシャ語の｢6つの花被｣という意である｡

340. セレジェイラ･ド･リオ･グランデ

Hexachlamys edulis (Berg) Kausel de Legrand

Syn. : Myrianthes edulis Berg, E. myrcianthes Niedenzu

ブラジル-Cerejeira do Rio Grande, Cereja do Rio Grande, Cereja do Uruguai,



Ibaibai, Ivai.

(RS州) -Pessegueiro do Mato.

アルゼンチンーUbajay.

ウルグアイーUbajay.

パラグアイ-Ubajay.

性 状

高さ8mに達する小喬木で樹皮は灰色を呈し薄い｡葉は対生し,有柄にして楕円状披針形

,長さ7cm,幅3cm,革質,表面は潰緑にて光沢あり,若い葉には下面に毛がある｡花は葉腋

に単生し,白色にして小形｡漿果は卵状,果梗は短く,サクランボ大で,黄色又は紅色に

して果頂に宿存萼がある｡

摘 要

ウルグアイ,アルゼンチン,パラグアイ及びブラジルのSP, PR, SC.RSの諸州に分布

し,山林中に自生する｡果実は生食せられる外,加工されて,ジャム,ジェリラに作られ

る｡花に芳香あり,香料をとる｡

樹形が美しいために庭木としてもよく植えられる｡

種名は｢可食の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢リオ･グランデ･ド･ス-

ル州の桜桃｣の意である｡



341. ウバイアジーニヤ･ド･カンポ

Hexachlamys humilis Berg

Syn. : Eugenia humilis Loefgren

ブラ ジルーUvaiasinha do Campo, Uba-pepa.

性 状

小灌木で,時に伏臥する｡葉は対生し,無柄にして線形,基部は尖り,先瑞は鈍形,革

質で裏面に毛がある｡花は白色大形で,葉腋に単生する｡漿果は球状,黄色に熟す｡

摘 要

前種と同じ分布をする種類であるが,原野に自生する｡果実は甘味ありて生食せられる｡

種名は｢丈低き｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢原野の小さいウバイア｣

という意で,ウバイアは土名から来る｡ウバペーバは｢這う植物｣という意の土名である｡

マルリエレア属 Marlierea Cambessedes

熱帯アメリカに約60種ある常緑樹｡属名はGuido Thomaz Marliereに因んだものであ

る｡



342. カンブカ -･ベルダデイロ

Marlierea edulis (Velloso) Niedenzu

Syn. : Eugenia edulis Velloso, Rubachia glomerata Berg

ブラ ジル-Cambuca verdadeiro, Cambucaseiro.

性 状

高さ8mに達する小木で,よく茂り,枝は屈曲し,小枝,葉柄,葉脈上には褐色の長軟

毛がある｡葉は対生し,披針形一長楕円状披針形にして両端は鋭形,葉縁は全縁にて反巻

し,裏面は有毛｡花は白色にして葉腋に族生し,殆ど無梗｡漿果は大形,黄色にして, 1-

2個の種子あり｡

摘 要

ブラジルのRJ州の山林中に自生し,果実は生食するが美味で,この外,清涼飲料とし

たり糖菓とするし,市場にも出る｡生長のおそい木で, 10年以上経たねば果実を見ない｡

種名は｢可食の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢真物のカンブカ-｣という

意で,カンブカーはブラジルの土名で｢割れ易い木｣という意である｡

343. グァポロンガ

Marlierea tomentosa Cambessedes



ブラジルーGuaporonga, Guaporanga, Guaparonga, Guapuranga, Vapuronga.

性 状

高さ8mに達する小喬木にして,樹皮は薄く,灰白色｡葉は対生し,有柄にして,長楕円

形,短尖頭,全縁,密綿毛あり,長さ40cm,幅15cmに達す｡花は褐色にして,腋生又は頂

生の円錐花序に着き,萼は4裂,花弁は4-5片で多くの雄芯がある｡漿果は大形,濃紫色

,密綿毛あり, 1-2筒の種子を有す｡

摘 要

ブラジルのRJ, SP, PR, SC, R白の諸州に分布し,山林中に生ずるが,海岸地帯に多

い｡果実は美味にて生食せられる｡

種名は｢密綿毛ある｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土語から来ているが

｢美しい果実｣という意である｡

ジャボチカバ属 Myrciaria Berg

中南米に約40種分布する常緑木｡属名はフトモモ科のMyrcia属から導かれた縮小形で

ある｡

344. ジャボチカバ (図 166)

Myrciaria cauliflora (Martius) Berg



Syn. : Myrtus cauliflora Martius, Eugenia cauliflora DC, Plinia

cauliflora Kausel

ブラ ジル-Jaboticaba(果, Jaboticabeira(木), Jabuticaba, Jaboticaba Sahara,

J. do Mato, J. Murta, J. de Sao Paulo.

アルゼンチンーYaboticaba.

パラグアイーYhvapuru.

性 状

高さ8-10mの小喬木で,幹は滑らか｡葉は対生し,長卵形,全縁

,短柄あり,

円脚,短尖頭,長さ3-10cm｡花は白色小形にして,幹及び枝に族生

し,短い花梗がある｡漿果は球形,径2.0-2.5cm,暗紫色で外皮厚く

,果肉は白色,半透明,多汁｡中に2-3箇の種子がある｡

摘 要

ブラジルの中南部, RJ, SP,MG,PRの諸州及びパラグアイに分布

し,山林中に多い｡米国や東亜熱帯にも栽培されている｡

果肉はブドウ酒様の香気があり,生食する外,酒も造ることがあ

る｡



生長がおそく,結実するには12-20年位かかる｡

種名は｢茎に生ずる花の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土語の一,ツ

ピー語でJaboti (陸亀) caa(果実) aba (場所)の合成語である｡

345. ムルタ

Myrciaria floribunda (West) Berg

Syn. : Eugenia floribunda West ex Willdenow, E. disticha Bello, E.

prostrata Steudel, E. Salzmanni Bentham, Myrtus floribunda Spruce, Myrciaria

axillaris Berg

ブラジル-Murta, Camboim, Cereja.

性 状

小木にして,枝には細毛が密生するが後に無毛となる｡葉は対生し,有柄,楕円形一披

針形,鋭脚にて先端は尾尖頭,軟骨質にてはじめ毛あるが後に無毛となり,側脈は やや

不明瞭｡花は白色にして, 2-5箇族生し,小苞は合著し,花弁は倒卵形にて有毛｡子房は

上方に毛あり｡漿果は球形,径8 -15mm,黒色-赤色又は黄色に熟す｡

摘 要

アンチル諸島から南米の中北部に分布し,ブラジルではSC州以北に広く見られる｡



果実は酸昧と芳香あり,美味で生食される｡

種名は｢花多き｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は種々の植物に付けられた

俗称である｡

346. カベルード

Myrciaria glomerata Berg

Syn. : Eugenia Cabelludo Kiaerkou, Plinia glomerata Amahoff

ブラジル-Cabeludo, Cabeluda, Peluda.

性 状

灌木又は小木で,よく茂り,全体に長軟毛がある｡葉は対生し,有柄で,披針形,両瑞

尖り,葉縁は反巻する｡花は白色,小形にて殆ど無梗にて2-3族生する｡漿果は球形｡

摘 要

ブラジルのMG, RJ, SP, PRの諸州に分布する｡果実は生食せられ,時に栽培される｡

種名は｢団衆の｣という意のラテン語に由来し,花の集り咲くことを示す｡ブラジル名は｢髪

多き｣の意で,全体に長毛があることから来ている｡



347. ジャボチカバ･アッスー

Myrciaria Jaboticaba (Velloso) Berg

Syn. : Myrtus Jaboticaba Velloso, Myrcia Ja-

boticaba Baillon, Plinia Jaboticaba Kausel

ブラジルーJaboticaba-acu, Jaboticaba, Jaboticabeira,

Jaboticaba grauda, Jaboticabatuba, Jaboticatuba.

パラグアイーYhvapuru guazu.

性 状

高さ10mに達する常緑樹で,枝多く分岐し,樹皮は薄く

滑かで,毎年代る｡葉は対生し,短柄あり,若葉は赤色を帯

び有毛なるも後に無毛となる,披針形,全縁にして基部は

円～鈍脚で,先端は鋭尖頭,長さ7cm,幅2.5cra｡花は白色

, ･小形にして,幹又は古い枝に短梗をもって族生する｡漿

果は熟して黒紫色となり,径3-3.5cmで,ジャボチカバの

中では最も大きい｡果肉は白色,半透明,多汁で中に1-3箇の種子がある｡

摘 要

ブラジルのMG, RJ, SP, PRの諸州及びパラグアイに分布し,山林中に生ず。



果実は主として生食されるが,又,ジャボチカバ酒を造ることもある｡

花は8-9月頃に咲き,果実は10-11月に見られる｡

ジャボチカバと通称されるものには普通3種あり,本種の外にMyrciaria cauliflora

Berg, M. trunciflora Bergがそれである｡原産地では昔から耕地(ファゼンダ)にこの木

を植え,果実が熟す頃には,木の下にテ-ブルを据えて,ここで食べるのが楽しみの一つ

であった｡生食する時に,水洗してから塩をパラパラとかけてから食べると,甘昧が逆に

増して美味である｡

種名はブラジルの土語の-つツピー語から来ている｡ブラジル名は｢大実のジャボチカ

バ｣の意である｡

348. カンブカー

Myrciaria plicatocostata Berg

ブラ ジルーCambuca.

性 状

常緑樹にして,枝は帯白色にして褐色の鬚毛がある｡葉は対生し,有柄で,線状披針形

,鈍脚にして先瑞は長く尖る,褐色の軟毛あり,裏面はより密に毛がある｡花は白色,葉

腋に生じ,殆ど無梗,萼は4裂,花弁は4箇｡漿果は球状,大形にして暗赤色,果肉は白質



にて中に1-4箇の種子あり｡

摘 要

ブラジルのRJ州の産にて山林中に生ず｡果実は甘くて生食される｡

種名は｢摺畳とした肋線ある｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土語より来

ている｡

349. カンブイー･プレート

Myrciaria tenella (DC.) Berg

Syn. : Eugenia tenella DC, Myrtus tenella Martius

ブラジルーCambui preto, Cambui miudo,

(MG州) -Murta do Campo.

(RS州) -Cambuisinho.

高さ6 mに達する小木で,枝と葉柄には軟毛がある｡葉は対生し,長楕円形一卵形,楔

脚にして先瑞は鈍形,粗渋にして光沢あり,成葉は無毛にして明点あり,長さ3cm｡花は

白色,小形にして族生する｡芳香あり｡漿果は球形,暗紫色にして径3cm,果肉は暗赤色に

して1- 2箇の種子がある｡



摘 要

ブラジルのBA州から南端のRS州まで,更にウルグアイに亘り分布する｡果実は生食に

適す｡材は重く,赤く緻密で,枕木として重用され,その他細工物,農具の柄に用いられ

,樹皮からはタンニンがとれる｡ 5変種が認められている｡

種名は｢繊細な｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名

は｢黒いカンブイ-｣の意で,カンブイ-は土名から来ている｡

350. ジャボチカバ･ミウーダ (図 168)

Myrci aria trunciflora Berg

Syn. : Plinia trunciflora (Berg) Kausel

ブラ ジルーJaboticaba miuda, Jaboticaba de Cabinho,

J. rajada.

性 状

高さ8～10mに達する常緑木にして,枝を多く分ち,樹皮

は滑かで薄い｡葉は対生し,披針形にして両端は鋭形,無毛,

全縁にして若葉は赤昧を帯びる｡花は白色,小形にして,幹又

は古い枝に直接生じ,長い花梗にて数筒づつ族生する｡漿果は



3-10箇づつ集合して生じ,球形にて径2cm以下,黒紫色にして,果肉は白色で半透明,多

汁にして,中に2-3箇の種子あり｡

摘 要

ブラジルのMG, RJ, SP, PR, SCの諸州及びアルゼンチンの北部に分布し,山林中に自

生するも,又よく栽培される｡果実は他のジャボチカバに比して最も小形であるが,昧は

美味である｡生食する外,酒も作る｡

花は8-9月に咲き,果実は10-11月に見られる｡

種名は｢幹に生ずる花の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢小さい果実の

ジャボチカバ｣の意である｡

ミルシアリオプシス属 Myrciariopsis Kausel

ブラジル南部,パラグアイ,ウルグアイに唯1種ある小木｡属名は｢Myrciaria (ジャボ

チカバ属)に似たる｣との意のギリシャ語に由来している｡

351. バポレチー

Myrciariopsis Baporeti (Legrand) Kausel

Syn. : Myrciaria Baporeti Legrand



ブラ ジルーBaporeti, Ivaporeti.

パラグアイーYvaporeih-tih.

性 状

高さ6～8mの常緑樹｡樹皮は灰褐色にして滑らかで,枝多く,平滑｡葉は対生し,広披

針形,両端鋭形,無毛｡長さ4～5cm｡花は白色,小形にして,葉腋に生じ,花梗あり｡漿果

は球形,径1.5-2cm,黒紫色に熟す｡果肉は白色,多汁にて中に2ー3箇の種子あり｡

摘 要

ブラジルのSP州, PR州と,パラグアイ,ウルグアイに分布し,山林中に生ず,畢実は

ジャボチカバに似て小形で,美味である｡

種名はパラグアイのグァラニ-語の土名による｡

ギンバイカ属 Myrtus Linn.

熱帯,亜熱帯に約100種あり,主として南米,オ-ストラリアに分布する常緑木｡属名

はギリシャ語のMyrtos テンニンカ)で,バルサム又はミルラ樹脂の意から来ている｡

352. ギンバイカ(銀梅花,イワイノキ,祝の木)

Myrtus communis Linn.



ブラ ジルーMurta, Murta verdadeira, Murta cheirosa, M. das Noivas, M.

vulgar, Mirto.

英 ーTrue Myrtle, Myrtle.

独 -Gemeine Myrte, Myrte.

仏 -Myrte commun.

イ タリアーMortella, Mirto.

ス ペ イ ンーMurta.

性 状

高さ３～5mに達する半耐寒性の常緑灌木｡葉は対生又は3枚輪生し,卵形一披針形,短

柄あり,長さ2.5-5cm,無毛,革質で芳香あり｡花は葉腋に単生し,長梗あり,白色又は帯

赤色にして径2cm｡漿果は球形,黒青色に熟し,長さ1.3cm,宿存萼を具う｡

摘 要

欧州の南部,西南アジア,北アフリカの原産にして,観賞用として各地に栽植せられ

る｡

ブラジルには欧州から導入されたものが南部に広く植えられている｡ 果実は甘くて,

生食又は漬物にする｡

この木はミルテンエ-ル(Myrtenol)を含み非常に香気に富むのでエジプトやギリシヤの



昔から愛され,ローマ人はこれを愛の神ビーナスの花としたといわれる｡

この木は又聖書にも現われており,ユダヤの住民はこれを乾かして細末とし,油に和して

,小児の皮膚に塗ったという｡結婚式の花環にも用いられ,｢祝の木｣の名もそれによってつ

けられたものである｡薬効としては,防腐,鎮痙,気管支炎,扇桃腺炎等に効ありとされ

,その花からは香料をとり,これを｢天使の水 eau d′ange｣と称して昔はよく用いられ

た｡その他,果実には揮発油,種子には脂肪油を含んでいる｡

種名は｢普通の｣という意のラテン語に由来し,ブラジル名のムルタはポルトガル語から

来ている固有名詞である｡

353. ヒメグァビローバ(新称)

Myrtus mucronata Cambessedes

ブラ ジルーGuabirobinha, Guabiroba do Campo, Guabiroba do Rio Grande.

ウルグアイーAlpamato, Guabinabo.

性 状

高さ60cmの小灌木にして枝多く無毛｡葉は無柄,対生し,披針形一長楕円形,鋭頭,長

さ5cm,幅1cm,粗渋にして腺点あり｡花は葉腋に単生し,長い花梗は25mm に達す,白色

にして萼は緑色, 5裂,花弁は5片｡漿果は長円形,サクランボ大にて黄緑色に熟す｡



摘 要

ウルグアイ及びブラジル南瑞のRS州の原野に自生する｡果実は甘く,生食される｡2変

種が認められている｡

種名は｢微凸頭の｣というラテン語に由来する｡ブラジル名は

｢小さいグァビローバ｣の意である｡

パイバエア属 Paivaea Berg

次の1種を含むのみ｡属名は人名より来る｡

354. カンブシー

Paivaea Langsdorffii Berg

ブラ ジル-Cambuci.

性 状

常緑の小木にして,若枝には褐色の毛がある｡葉は短柄あり

,卵形一卵状楕円形,全縁,鋭頭,若薬には少し毛があり,表

面は緑色にして光沢あり,裏面には脈理が顕出し,長さ５～



8cm,幅２～3cmc花は白色にして葉腋に単生し,径2.5cm,萼は5裂,花弁は5片,多くの

雄芯がある｡漿果はソロバン珠を大きくした,特殊な形をしており,横径4-5cm,黄緑色に

して軟かく,多汁で中に少数の種子がある｡

摘 要

プラジルのSP州の海岸山脈地帯にのみ知られた種類で,花は10-11月頃咲き,果実は

4-6月頃に熟す｡ 果実は酸味があるが,清涼飲料として特殊の風味があり,昔はサトウ

キビより作った酒(ピンガ)に加えて飲み,サンパウロの名物であった｡

種名はGeorg Heinrich von Langsdorff (1774-1852)に因む｡ドイツ生れで,ロシアの

総領事としてブラジルに1813-1820の間おり,植物学者を援助した｡

ブラジル名は土語より来ている｡

フイロカリックス属 Phyllocalyx Berg

ブラジルに約20種ある常緑樹｡属名はギリシャ語のPhyllos (葉)とCalyx (萼)の合成

語よりなり,或種が葉状の萼を有するによる｡



355. クルイリー

Phyllocalyx Luschnathianus Berg

Syn. : Eugenia Luschnathiana Klotzsch

ブラジル-Curuiri,Pitomba da Bahia, Pitombeira, Pitombeiro da Bahia.

性 状

小木にして,葉は対生,有柄にして披針形,淡緑色,無毛｡花は白色,葉腋に単生し,花

梗あり｡漿果は倒卵形又は球状にして,橙黄色に熟し,中に1-4の種子を含む｡

摘 要

ブラジルのBA州の原産であるが, RJ州まで栽培されている｡果皮は薄く,果肉は軟か

で多汁,酸味と強い芳香があり,生食又はジュースとする｡

樹皮は魚毒に用いることがある｡樹形が美しく観賞樹として植えられる｡

種名は人名より来る｡ブラジル名はブラジルの土名に由る｡

オールスパイス属 Pimenta Lindley

熱帯アメリカに5-6種ある常緑樹｡属名はスペイン語より来ている｡

356. オールスパイス (図 170)



Pimenta officinalis Berg et Lindley

Syn. : Myrtus Pimenta Linn., Eugenia Pimenta DC, Pimento. Pirnenta Cock ,

P. dioica Merrill

ブラジルーPimenta de Jamaica, Murta-pimenta, Pimenta de Coroa.

英 -Allspice, Jamaica Pepper Tree, Pimenta, Pimento.

仏 -Poivre de la Jamaique.

スペイ ンーPimientadeJamaica, P. de Chiapas, P. de Mejico, P. de Tabasco,

Jamcia.

メ キ シ コーPotololote.

キ ュ ーバ-Pimiento.

ジャマイカーAllspice Tree.

性 状

高さ10mに達する常緑樹で,樹皮は灰色で平滑,全株に芳香が強い｡葉は対生し,有柄

にして,楕円状披針形,革質,長さ5-12cm,葉柄は12mm｡花は白色,小形,枝の先に腋生

又は頂生の3出集散花序に着き,萼は4裂する｡漿果は球形,径6mm 許りで,中に1-2種

子がある｡



摘 要

キューバ,ジャマイカ,メキシコ並びに中米の原産で,時

に熱帯地に栽培される｡ブラジルにも導入されて栽培されて

いるが,まだ多くない｡果実はその香り,丁字,肉桂,肉豆

莞を混じたものに似るといわれ,食用とされるが,主に料

理の味付けとし,薬用としては興奮剤とする｡その果実から

は緑色の揮発性の油がとれる｡

種名は｢薬用の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル

名は｢ジャマイカのピメンタ｣の意である｡

バンジロウ属 Psidium Linn.

熱帯,亜熱帯アメリカに主として産し,約150種ある木本｡属名はギリシャ語のザクロ

(Psidion)より来ている｡

357. アラサラ･ピランガ

Psidium acutangulum DC.



ブラジル-Araca piranga, Aracandiva, Aracanduba, Aracatunga, Goiabarana.

性 状

高さ12mに達する幹の真直な木で,樹皮は白色｡葉は対生,有柄にして長楕円形,鋭尖

頭,無毛にして膜質,全縁で淡緑色,網脈が明瞭｡花は白色で葉腋に単生する｡漿果は卵形

で,宿存萼を具え赤色｡

摘 要

ブラジルの海岸地帯に広く分布し,海岸から山地まで及ぶ｡果実は美味で食用となる｡

材は桃紅色の心材で耐久性があり,建築,船舶材と用いられ,薪炭材としても優良であ

る｡比重は0.997-1.049,樹皮は30%のタンニンを含み利用される｡

種名は｢鋭角の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢赤いアラサ-｣の意で,ア

ラサーは土名より来る｡

358. アラサー･ブランコ

Psidium albidum Cambessedes

ブラ ジルーAraca branco, Araca Catso, A. do Mato, Cumati.

性 状

灌木にして,葉は対生し,楕円形,明点あり,光沢を有し,表面は軟毛あり,裏面には



白色の綿毛が密生する｡花は白色,小形にして葉腋に単生し,花梗がある｡漿果は卵形,白

色の密綿毛を被る｡

摘 要

ブラジルのMG州, SP州以北RN州までの原野に産し,果実は美味で生食せられる｡

種名は｢類白色の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢白いアラサー｣の意で

,アラサ-はブラジルの土名より来る｡

359. アラサー･ペーバ

Psidium arboreum Velloso

ブラ ジルーAraca-peba, Aracazeiro grande, Goiabeira brava, Goiabeira do

Mato.

性 状

高さ10mに達する常緑の小木で,樹皮は褐色で赤斑あり,薄く滑らかである｡葉は対生

し,短柄あり,披針形にして平滑,革質｡花は白色,葉腋に単生する｡漿果は洋梨形,ミカ

ン色で大形｡

摘 要

ブラジルのRJ, SP, PRの諸州の山林中に自生し,果実は美味で食用となる｡又糖果と



しても利用される｡材は微密にして心材は桃赤色で木目は黒く,家具,天井板,カノア等

に用いられ,樹皮にはタンニン35%を含み,皮なめしに使用される｡

種名は｢木状の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名はブラジルの土名より来て

おり,｢偏たいアラサ-｣の意である｡

360. アラサー･シンゼント

Psidium cinereum Martius

ブラ ジル-Araca cinzento.

性 状

高さ2mに達する灌木にして枝は4稜形をなす｡葉は長柄あり対生,長楕円形,楔脚,鋭

頭にして粗渋,淡緑色にし表面は光沢がある｡花は白色にして,単生又は数箇族生する｡漿

果は卵状にして灰白色｡

摘 要

ブラジルのMG, SP, PRの諸州に産し, 4変種がある｡果実は美味にて食用となる｡

種名は｢灰色の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢灰色のアラサー｣の意で

ある｡



361. アラサー･ベルメーリョ

Psidium coriaceum Martius

ブラ ジルーAraca vermelho.

性 状

灌木にして,葉は対生,有柄,卵形,全縁,平滑にして革質で,厚し｡花は白色にして

葉腋に単生する｡漿果は球形にて暗赤色に熟す｡

摘 要

ブラジルのRJ州, SP州よりRS州に亘って分布する｡果実は酸味があるが,美味にし

て食用となる｡葉と樹皮にはタンニンを含む｡ 2変種が認められている｡

種名は｢革質の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢赤いアラサ-｣の意であ

る｡

362. アラサ -･ベルデ

Psidium cuneatum Cambessedes

ブラ ジルーAraca varde.

性 状

灌木にして枝多く,無毛｡葉は対生し,短柄あり,長楕円形にして革質｡花は白色にして



小形,葉腋に単生し,花梗あり｡漿果は洋梨形にて平滑,熟して帯緑色となる｡

摘 要

ブラジルのMG州の原野に自生し, 2変種が認められている｡果実は甘く,生食される｡

種名は｢楔形の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢緑のアラサ-｣の意であ

る｡

363. オオバアラサー(新称)

Psidium grandifolium Martius

ブラ ジルーAraca de Folha grande, Araca de Minas.

性 状

高さ1mの灌木で根は肥厚し,枝は白色の綿毛を被る｡葉は対生し,短柄あり,倒卵状楕

円形,鋭脚,短尖頭にして大形,平滑,革質にして腺点あり,裏面には白色の密綿毛があ

る｡花は白色,葉腋に出る花梗に1-3箇づつ着く｡漿果は洋梨形一球形である｡

摘 要

ブラジルのMG州, SP州からRS州に亘って分布し,原野に多い｡6変種が認められてい

る｡果実は美味で食用とされる｡

種名は｢大きな薬の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢大葉のアラサ-｣の



意である｡

364. バンジロウ(蕃石榴,バンザクロ,グワバ) (図 170)

Psidium Guajava Linn.

Syn. : Psidium Guayava Raddi, P. pumilum Vahl, P. sapidissimum Jacquin

ブラジルーGoiabeira (木), Goiaba 実),Arag丘 Goiaba, Araca-guagu,

Araga-uacu, Goiaba-aQu, Guaiaba, Guaiava, Guajaba, Purui，

英ーGuava, Common Guava, Guava Tree.

独- Guaj ava.

仏-Goyave, Goyavier.

イ タリ アーGoiaba.

スペイ ンーGuayabo (木), Guayaba (実), Enandi, Guava, Jacolote, Pi-chi, Sabinto.

オランダ-Guajava, Gujave.

バハマ諸島ーBay Plum, Guava.

キュ -バーGuayava pera, Goyabo del Peru, Guayabo cotorrero.

ド ミ ニカーGuayavapera.

メ キシコーGuayaba, Xalxocotl.



英領ホンジュラスーPichi, Purah.

ホンジュラス-Guayabo de Sabana.

グァテマラーGuayabo de Sabana.

ニカラグアーGuayabo.

コスタリカーGuayava.

ポルトリコーGuayava pera.

パラグアイーAraza.

アルゼンチンーAraza puitan.

セイ ロン -Pera. (タミル) -Koiya-pallam.

イ ン ドーAmrud, Amrut, Piyara, Safariam, Zetoon.

タ イ -Ferang, Ma-pun, Ya-mu.

ビ ル マーMankala-bin.

マ ラ イーJambu batu, Jambu bije, Jambu Patang, Jambu biawas, Jambu burong.

ベトナムーoi.

ジ ャ ワーDjambo.

フイリピン-Arrayan, Bayabas, Calibagin.

イ ラ ン-Amrud,Amrut.



ベルチスタン-Amrut.

中 国ー〔広東〕八仔〔パラ〕.

台 湾一蕃石榴〔バンジロウ〕,利仔菱,榴仔〔パラ〕,榔抜〔ナポア〕.

性 状

高さ8mに達する小喬木で,径30cmにも達するが, -般にはより小形で,数mで,よく

枝が広がる｡樹皮は平滑で,剥がれ易く,赤褐色を帯び,新しい枝は4稜形で,対生し,細

毛がある｡葉は2年生で対生し,葉柄は短く,長さ4～5mm,細毛があり,上面は広い溝を

なす｡葉身は広楕円形,時に卵状披針形で,長さ5-14cm,幅4-6cm,円脚,先瑞は円形一鈍

形,極めて短き突端に終る｡全縁または極めて細き波状をなし,表面は濃緑にして光沢を

有し,細毛あるも古き葉はやや平滑｡裏面は淡緑色にして密に細毛ありて明点を有す,革

質にして脈理は裏面に顕出する,側脈は13-16｡

花は腋生し,単出するも時に3出する｡花梗は円筒形,緑色,細毛あり,長さ12-13mm,

花托の基部に2小苞がある｡花托は緑色,細毛を密布し,長さ6nun,萼は緑色,細毛に被

われ, 3-5裂し,花時には反曲し,内面は白色,細毛ありて宿存性｡花は径3.5cm,花弁は

5片,時に6片｡白色,膜質,全縁,倒卵形に近きも種々変形す,長さ16-18mm｡雄芯は多数

,白色｡子房は2-8室なるも通常は4-5室にして,各室に多数の腫珠がある｡

果実は漿果にして,球形または洋梨形で,果皮は平滑,熟して黄色～一白色,果肉は白



色～桃紅色で,強い芳香がある｡果実は野生のものは通

常直径5cm内外｡種子は腎臓形にて極めて硬く,淡黄色

,扇平にして,長さ3mm｡

摘 要

バンジロウはブラジルでゴヤ-バの名で呼ばれてお

り,フトモモ科の中では最も重要な果樹である｡熱帯ア

メリカに広く分布しており,ドウ･カンドル(Alphon-se

de Candolle)はその著,栽培植物の起原(1883)の中で

,｢最も古いその生育地城は,メキシコからコロンビア

及びペルラに至る間にあったのではないか,そして、

おそらくアメリカ発見以前にはブラジルの海岸で,そ

してこの時代以後には西インド諸島で大きくなったの

ではないかと推測している｡｣と述べている｡16世紀の

はじめ西インド諸島に旅したスペイン人のオビェード

(Gonzalo Hernandez de Oviedo)は1526年に書いた著

書の中で次の如く述べている｡ ｢葉はクワに似てより小さく,美しい木で花には芳香があ

る｡リンゴに似た果実がなり,それはスペインのリンゴよりはじょうぶで,中に沢山の種



子がある｡これは小さい硬い石の如くで食べられない｡この種子は邪魔になるが,慣れた者

にとっては食慾をそそる｡種類によって中が赤かったり,白かったりする｡われわれはダリ

エン地峡やその付近の大陸の土地でも見たが,島のものはあまり良くない｡しかし慣れた

者にとってはリンゴよりもおいしい果実として珍重されている｣｡

ブラジルではバイアに来たポルトガル人,ソアラレス･デ･ソウザ(Gabriel Soares de

Souza)がその著｢1587年のブラジル記述｣の中ではじめてAraga Guassu の名でゴヤラバ

の事を記している｡ ゴヤ-バはその種子の発芽力が旺盛で, 3年で果実がなり,又,鳥

によってもたやすく運ばれるので中南米には早くから広まっていたのである｡

東洋ではフイリピンに早くスペイン人によって運ばれ,ここから各地に伝えられ,17世

紀にはインドのゴアに輸入されてから,インド各地,イラン,アラビア方面にも伝わり,

マライ方面にも広まった｡台湾には17世紀末には既に存在したといわれ,南中国にも伝

わった｡現在ではその他,米国のカリフオルニア,フロリダ,ハワイに広く栽培され,地

中海沿岸のフランスやアルジェリアなどにも見られる｡

種名は南米に於けるスペイン名から来ている｡ゴヤラバの名はハイチの土語から来てい

るともいわれるが , ブラジルの博物学者バルボラザ･ロードリーゲス(Joao Barbosa

Rodrigues)は,ブラジルの土語の一,ツピー(Tupi)語のKoiab (たくさん集っている種子

の意)から来るといっている｡



利 用

ゴヤ-バは果皮のついたまま生食するのが普通であるが,時には薄く切ってクリ-ムを

かけて食べる｡ 加工品としてはブラジルでは羊かん様のものに作ったゴヤバーダ

(Goiabada)が最も普通で,各地に製造工場があり,市場にはどこでも見られる｡この他,

ジャムも作られるし,ジュースとしても用いるが,ビタミンA, B,cがあり栄養に富む｡

樹皮は13-17%のタンニンを含み,皮なめしに用いられ,薬用としては葉とともに収斂

剤とし,赤痢,アミ-バ赤痢,種々の潰壕の洗浄に用いる｡材は轍密で,美しく,種々の

加工用として利用される｡

栽 培

ブラジルのゴヤラバは殆ど野生のものを利用し,加工用ともしていた｡青果用として栽

培をはじめたのはサンパウロ市郊外イタケーラ(Itaquera)の沢辺作蔵氏が1939年頃開墾

地にあった自然木を管理して市場に出したのがはじめてである｡

最適気温は年平均20-23℃,湿度が平均62-65%位の場所で,海岸地帯では自然生えが多

いが,高温高湿のためサビ病が発生し易く,営利栽培には余り適していない｡

ゴヤ-バは実生繁殖が多いので品種は実に沢山あり,世界で150位あるといわれるが,

ブラジルではその品種の統一もなく,命名もされていない｡ 一般には白色と赤色の2つ

に大別している｡



繁殖は普通実生であるが, 1箇月位で発芽する｡この外に接木が行われるが,芽接,切

接の方法があり,切接の方が活着後の発育が艮好である｡定植の距離は,土地の肥沃か香

かによって異り, 5×5mから10×10mの間とし,その寿命は30-50年位である｡

花は10-2月,果実は2-4月頃が普通であるが,この他の時期にも見られる｡市場で最も

値の上るのは出荷の少い9 -12月頃である｡

365. アラサー

Psidium guineense Swartz.

Syn. : Psidium Araca Raddi, P. minus Martius, Guajava guineensis

O.Kuntze, G. poycarpa O.Kuntze.

ブラ ジルーAraca, Aracazeiro, Araca-mirim, Araca-iba, Araca verdadeiro,

Aracai Aracasinho, Araca do Campo, Aui, Uva do Campo.

英 - Brazilian Guava.

パラグァイーAraza mbaga.

性 状

灌木にして高さ2-3m,若枝は円筒形にて届圧され,細毛がある｡葉は対生,有柄にして

長楕円形-卵形,両端は鋭形一鈍形,革質にて裏面に細毛がある,長さ10cm,幅5cm｡花は



白色,葉腋より花梗を単生し,その上に1-3花を着ける｡漿果は卵形,径2.5-3cm,黄緑色

3-5室あり,中に小さい種子が多数ある｡

摘 要

西インド諸島より,ギアナ,ブラジルのSP州まで広く分布する｡本種を最初に命名した

シュワルツ(Olof Swartz)はアフリカの原産と見なして学名をつけたが,元来熱帯アメリ

カのものである,米国のフロリダ,その他の熱帯地方にも栽培される｡

果実は美味にして,生食したり,糖菓に作られ,その味はイチゴに似,羊かん状に作っ

たものはアラサザ-ダ(AraQasada)と呼ばれて珍重される｡

種名はアフリカの｢ギニア産の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名より

来ており｢目のある物｣という意であるという｡

366. テリハバンジロウ(イチゴグヮバ) (図 172)

Psidium littorale Raddi

Syn. : Psidium Caltleyanum Sabine, P. variabile Berg, P. indicum

Bojer, Guajava Catlleyana O. Kuntze.

ブラジルーAraca da Praia, Araca do Campo, Araca vermelho, Aracasinho,

Araca de Coroa.



英 ーStrawberry Guava, Calcutta Guava, Cattley Guava, Chi

nese Guava, Purple Guava.

仏 ーGoyavier fraise.

ジヤマイカーPurple Guava.

グァデルラプーGoyavier de St.Martin.

マルチニークーGoyavier prune.

アルゼンチンーGuayavo amarillo.

ウルグァイーAraza.

性 状

高さ5mに達する灌木であるが,時には伏臥することが

ある｡枝は屈曲し,樹皮は薄く灰色を呈し,若枝は円筒形｡

葉は対生し,長楕円形一倒卵形,有柄にして鋭臥鈍頭,乎

滑にして長さ5-8cm｡花は白色,径2.5cm許り,葉腋に単生

し,花梗は葉柄と同長｡漿果は倒卵形又は球形,径 2.5-

3.5cm,紅紫色にして果肉は白色又は紅紫色にして,中に

多数の硬い種子がある｡

摘 要



ブラジルのRJ州以南の諸州から,ウルグァイ,アルゼンチン,パラグアイに亘って分

布するが,海岸地帯には殊に多い｡

南中国にはポルトガル人により早くもたらされたのが欧州に入り, 一時は中国の原産

と思われていた｡インドやセイロンには19世紀の初めに導入されマライ地方まで広まって

いる｡欧州では地中海沿岸に広まり,フランス,スペイン,アルジェリア等に見られる｡米

国でフロリダやカリフォルニアに栽培されハワイにもある｡メキシコ,中米や西インド諸

島にも時に栽培がある｡

果実はイチゴに似た味があるといわれ,美味で生食せられ,又,ジャム,ゼリにも作ら

れる｡

種名は｢海岸性の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名アラサー･ダ･プライアは

｢海浜のアラサー｣という意である｡

ステノカリックス属 Stenocalyx Berg.

南米に50-60種あり,常緑の木本である｡属名はギリシヤ語のStenos (狭い)とCalyx

(萼)の合成語よりなる｡



367. ピタンゲイラ･コムン (図 173)

Stenocalyx Pitanga Berg

Syn. : Eugenia Pitanga Berg

ブラジルーPitangueira comum, Pitanga, Pitanga comum.

ウルグァイーNangapire.

性 状

高さ2mに達する灌木で,時には海浜に伏臥してい

る｡葉は対生し,楕円形にして短柄あり,無毛にして

光沢あり,鈍脚にして鋭頭｡花は白色,小形にして,

有梗の花を葉腋に単生する｡漿果は赤紫色にして球形

,角あり,果面に8稜条がある｡

摘 要

ウルグァイ及びブラジルのSP州よりRS州に亘り,

海岸地帯に分布する｡果実は酸味のある甘さで,爽快

な味があり,生食される外,清涼飲料,ジエリ,糖菓

として用いられる｡葉と枝は芳香あり,リューマチに

用いられ , アルカロイドの 1 種ピタンギン



(Pitanguine)があり,キナの代用として熱病に用いる｡樹姿美しく,生垣用としても用い

られる｡

種名はブラジルの土名より来て｢赤い実｣の意である｡ブラジル名は｢普通のピタンガの

木｣の意｡

368. ピタンガ･セルバ - ジェン

Stenocalyx sulcatus(Spring et Martiusj Berg

Syn. : Eugenia sulcata Spring et Martius

ブラジルーPitanga selvagem, Pitanga, Pitangui.

性 状

小木,葉は対生し,有柄,披針状長楕円形,鋭頭,無毛にして表面は光沢あり｡花は白

色,小形,葉腋に単生し,芳香あり｡漿果は球状,赤色, 8稜条あり,平滑,芳香がある｡

摘 要

ブラジルのRJ, SP, PRの諸州に産し,果実は生食せられる｡ 4変種が認められている｡

葉の煎剤は子供の熱冷し,下痢止めに民間薬とする｡

種名は｢構ある｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢野生のピタンガ｣の意で

ある｡



フトモモ属 Syzygium Gaertner.

熱帯に広く分布する木本で,数百種を有す｡属名はギリシヤ語のSyzygos (対をなす)に

由来し,花が対をなすことより来ている｡

369. ミズレンブ(ミズフトモモ,ミズジャンボザ)

Syzygium aqueum ( Burmann f. ) Alston

Syn.: Eugenia aquea Burmann f., Cerocarpus aqueus Hasskarl, Jambosa

aquea Roxburgh.

ブラジルーJambo branco, Jambeiro aguado, Jambeiro branco, Jambo d'agua.

英 -Rosewater Apple, Water Apple, Water Rose Apple, Watery Rose

Apple.

独 -Wasseriger Rosenapfel.

オランダ-Djamboe aer.

セ イ ロ ンーWall-jaimbo gaha.

マ ズ ラーDihambhoe wir.

タ イーChom-phu-pa.

マ ラ イーJambu ayer,Jambu chili, Djamboe air.



フィリッピン-Tambis.

スリ ナ ムーPommerak.

ジ ヤ ワーJambu bol, Jambu melaka, Jambu bubul.

性 状

高さ10mに達する小喬木で,樹皮は灰梶色,平滑で若枝は緑色｡葉は対生,長楕円形,全

縁,長さ15-3Ocm,円脚,鈍頭,革質,表面に光沢あり｡花は頂生又は上方の葉腋に出て4-

5花づつ着生する,白色時に緑色で径2cm,花弁は4片,花柱は黄色｡

漿果はコマ状で,径3cm,桃紅色または白色の蝋質で光沢あり,果項には4枚の肉片に

囲まれた凹入部がある,果肉は白質｡ 1-4箇の褐色の種子がある｡

摘 要

インド,マライの原産,熱帯アジア各地に栽培され,欧州には1820年に紹介された｡米

国にもハワイ,カリフォルニア,フロリダで栽培されているが,ブラジルにはインドから

導入されて栽培されている｡

果実はその味淡白であるが, 1種の香気があり,生食したり,ジュースとして利用さ

れる｡果実が美しいので観賞用としても植えられている｡

種名は｢水の如く透明な｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢白いジャンボ｣

の意で,ジャンボはインド諸島の土名schambuから出たものである｡



370. ジャンボラン(ムラサキフトモモ ,ジャンブル)

Syzygium Cuminii Skeels

Syn. : Myrtus Cumini Linn. , Eugenia Cumini Druce, Eugenia Cumini

Merrill, Eugenia jambolana Lamarck, Syzygium jambolanum (Lamarck) DC.

ブラ ジルーJambolao, Jalao, Jamelao.

英 ーJamabolan, Black Plum, Indian Allspice, Indian Black-berry,

Jambol, Jambolan Plum, Java Plum.

独 ーJambol ana- Pflaume.

仏 -Jamelongue.

スペイ ンーJambolan, Jambolon.

セ イ ロ ンーMahaden; (タミル)ーNa-val.

イ ン ドーJam, Jaman, Jambhul, Jambul, Jamoa, Kalajam, Phalani.

Phalinda, Neredu.

タ イーMa-ha.

ビ ル マーThebyebu.

コ-チンシナーCay-do.

ジ ャ ワーJamar, Jambu.



ス ン ダーJamblang.

フ イリ ピンーDuat, Duhat , Lomboy.

バルチスタンーJa mum.

メ キ シ コーCiruela delJapon.

キ ュ ー バーMirto del Rio.

ジ ャ マ イ カーJambolin.

マルチニ-クーTete negresse.

アルゼンチンーPuma rosa.

性 状

高さ10-15mの喬木,樹皮は厚く,灰色で不規則に剥がれ粗渋｡葉は対生し,長さ25cm位

の葉柄あり,葉身は倒卵形-広楕円形-長楕円形｡楔脚-円脚,先瑞は鈍形-円形又は凹

形,全縁,革質,平滑で葉縁は薄くて半透明,若葉は紫色を帯びるが成葉は深緑色｡花は

小形で,白色-淡緑色,葉腋から出る花序に3花以上を密集する,萼は殆ど全縁か不規則

に分裂し,花弁は4-5片,子房は2室で,各室に少数の腫乳がある｡

漿果は卵形-楕円形一円形,長さ2-2.5cm,光沢ある紫黒色｡種子は1箇で大きく長楕円

形｡



摘 要

インド,セイロン,マライの原産にして,広く熱帯アジアに分布栽培され,北部オ-ス

トラリア,アルジェリア,熱帯アメリカにも輸入され,ブラジルにも輸入されて,海岸地

帯に多く植えられている｡欧州に入ったのは, 1796年である｡

果実は生食するが,渋味の多い時は果皮に傷をつけて,塩でもんで1時間ばかり放置し

ておくと渋昧が抜ける｡その他酒を造るし,酢も作られる｡

樹皮には13-19%のタンニンを含み,皮なめしに用いられる｡種子は赤痢や糖尿病の特効

薬として用い,またマチンの解毒薬としても用いられる｡

種名はラテン語のCuminumまたはCyminum即ちエジプト産の香料植物CuminI学

名Cuminum Cyminum Linn.)の種子(クミン子)から来たものである｡

ブラジル名はポルトガル語から来たものである｡

371. フトモモ (図 174)

Syzygium Jambos (Linn.) Alston

Syn. : Eugenia Jambos Linn. ,Jambosa vulgaris DC. , Myrtus Jambo Kunth,

Jambosa Jambo Millsp. , Caryophyllus Jambos Stokes

ブ ラ ジ ルーJambeiro rosa, Jambo, Jambo amarelo, Jambo cheiroso, Jambo



comum, Jambo da lndia, Jambo moreno, Jambo rosa, Jambo vermelho.

英 -Rose-apple, Jambos, Malay･apple.

独 ーJambusenbaum, Rosenapfel.

仏 -Jambosier commun, Pomme rose.

ス ペ イ ンーJambolero, Manzana rosa, Pomarrosa.

セ イ ロ ンーVilijambu(タミル)-Seeni-jambu.

イ ン ドーGulab-jaman.

タ イーChom-pu, Chom-pha-mum-mai, Frang-nam.

ビ ル マーThabye.

マ ラ イーJambu aer mawar, Jambu kelampok, Jambu mawar, Djam

bu ayer mawar.

ジ ャ ワーDjambo aer mawar, Djambo kraton.

フ イリ ピンーBalacbac, Yambo.

バ ハ マーVeli Jambo.

キ ュ ー バーPomarrosa.

ポルトリ コーPomarrosa.

ハ イ チーPomme rose.



マルチニ-ク Pomme rose.

グァデル-プーPomme rosier.

ホンジユラスーManzana, Rose apple.

ド ミ ニ カーPorno.

グァ テマ ラーManzana.

コ ス タリ カーManzana.

スリ ナ ムーPommeroos, Appleroos.

ベネズェラーPorno, Pomarosa.

コ ロ ンビア -Pomo, Pomarosa.

パラ グア イーPomarrosa.

台 湾一蒲桃〔ブ-タオ〕,香果〔ヒヨンコオ〕,風

鼓〔ホンコオ〕.

性 状

高さ10mに達する常緑の小喬木で,樹皮は淡褐色,新梢

は赤味をおびる｡葉は対生し長楕円状披針形,全縁,革質,表面は濃緑,油胞があって芳

香あり｡花は頂生の総状花序に2-6箇を着け,緑白色,萼は4-5裂,花弁は4-5片,杓子状

,雄芯は極めて多数で長さ4-5cmあり,黄白色で抽出し美しい,芳香がある｡



漿果は卵形一球形で,長さ3-5cm,径2.5-5cm,果頂に宿存萼あり,果皮は黄白色か桃色

がかった白色,果肉は白色海綿状で果汁は少い｡中に1-2箇の褐色球形の種子がある｡

摘 要

イラン,インド,ビルマ,東インド諸島の原産で,古くから東亜熱帯にひろく栽培され

,現在世界の熱帯に広く見られる｡ハワイ,西インド諸島,南米の熱帯にもひろまり,ブ

ラジルにはインドから導入されて,海岸地帯に広く見られる｡

果実は生食されるが,味淡白である｡ゼリーやプレザーブには適し,リンゴ様の風味を

ラム酒の芳香をつけるに利用する｡

薬用として果実は下痢止め,種子は下痢,赤痢,腸カタルの治療に用い,葉は熱さまし

に用いる｡ 種名はフトモモ属のインド名Jambosaに由来する｡ブラジル名のジャンボは同

じ起源でRosaはばら色の意｡ジャンベイロはジャンボの木の意である｡

372. マレイフトモモ

Syzygium malaccense (Linn.) Marrill et Perry

Syn. :Eugenia malaccensis Linn. , Jambosa malaccensis DC. , Euge

nia macrophylla Lamarck, Caryophyllus malaccensis Stokes



ブ ラ ジ ルーJambeiro vermelho, Jambeiro da lndia, Jambeiro de Malaca,

Jambo encarnado, Jambo vermelho, Jambo cha.

英 ーMalay apple, Large-fruited Rose Apple, Malay Rose

apple, Pomerack, Jambos.

独 -Rosser Rosenapfel, Malabarischer Rosenapfel.

仏 -Jambosier de Malacca, Jamelac, Poirier de Malaque.

ス ペ イ ンーManzana de Oatiti, Ohia, Pomarrosa de Malaca.

ポルトガルーJambolao, Jambo de Malaca.

セ イ ロ ンーParia-jambu.

イ ン ドーMalaca Jambul.

タ イーChom-phuラdaeng, Chom-phu-saraek.

マ ラ イーJambu bol, Jamabu melaka, Jambu bubul.

ジ ャ ワ-Djamboo dersama, Djamboo tersama.

フ イリ ピンーMacupa, Tersana.

タ ヒ チーHeiva.

フ イ ジ イ-Kavide-damudamu.

サ モ ア ーNonufi afia, Nomula.



ハ ワ イーOhia ai, Mountain Apple.

バ ハ マ 島ーRose Apple.

ジャマイ カーMalay-apple, Otaheite.

マルチニークーPomme de Taiti.

コスタリカーManzana de agua.

ポルトリ コ-Manzana malaya.

ド ミ ニ カーCajuilito suliman.

トリ ンダドーMalay Apple, Pomme malac, Pomerac.

ベ ネ ズ ラーPomagas.

スリ ナ ムーDjamboe bol.

キ ュ ー バーPomerrosa de Malaca, Pera.

エルサ･ルバドルーMaraNon japoes.

パ ナ マ-Maranon de Curasao.

ガ イ ア ナ-Malay Apple, Ohia.

グァデループーPomme de Malaise, P｡mme de Taiti.

性 状

高さ10m-15mの喬木で,時に20mに達し,幹は径50cmにも達する｡樹皮は褐色で縦に裂



け目があり,古いものは鱗片状に剥脱する｡葉は対生,､有柄にして,楕円形-長楕円形-

倒卵形,全縁,楔脚,鋭頭,革質で厚く,長さ20-30cm,幅10-14cm｡花は短枝に単生また

は数花が群生し,径3 -4cm,花弁は4枚で深紅色,雄芯は多数で,同色で突出して目立つ｡

漿果は楕円状球形-倒卵形-洋梨形,長さ5～8cm,時には更に大きい｡果皮は淡黄色の

地に紅縞を分布するが,時には全面紅色のものや,紅縞のないものもある｡果頂は大きく

陥入し,残存花柱がある｡果肉は白色,多汁でリンゴ様の風味がある｡中に1箇の褐色の種

子があり,径2-3cm｡

摘 要

マライ地方の原産で古くから栽培され,熱帯アジアに広まり,太平洋の諸島,ハワイに

も古くからあり 1793 年には西インド諸島にパンノキその他と共にプロビデンス

(Providence)号の船長ブライ(Captain Bligh)によってもたらされたものといわれる｡欧

州には1768年に紹介された｡ブラジルにはインドから輸入されたのが,今日海岸地帯に広

く植えられ,ジャンボの仲間では最も普通のものとなっている｡

果実の甘味は淡白であるが,リンゴ状の風味が強く,生食または煮食されるし,ジャム

やシロップにも用いる｡

民間薬としては,果実,葉,種子を熱病に,根を利尿に用いる｡ 種名は,旧海峡植民

地マラッカ(Malacca)産のという意である｡ブラジル名のジャンボレイロ･ベルメーリョは



｢赤いジャンボの木｣の意である｡

373.レンブ(蓮霧,オオフトモモ,大蒲桃,ジャワフトモモ)

Syzygium samarangense (Blume) Merrill et Perry

Syn. : Myrtus samarangensis Blume, Jambosa samarangensis DC ,

Eugenia alba Roxburgh, Jambosa alba Wight et Arnott, Eugenia

Javanica Lamarck

ブ ラ ジ ルーJambo branco, Jambeiro branco.

英 -Java Apple, Wax Jamboo, Wax Jambour, Wax Jambu, Jambu, Mountain

Apple, Pini.

仏 -Jamelac.

オ ラ ン ダーDjamboe samarang, Boewansali.

セ イ ロ ン-PiniJambu.

マ ラ イーJambu ayer rhio, Boewah sali, Mawar.

ジ ャ ワ-Djamboe semarang.

フ イリ ピンーManquil, Makopa, Yambo.

ジ ャ マ イ カーWaxJambo.



グァデル-プーPomme de Malacca.

マルチニークーPomme d'amour.

中 国-連霧.

台 湾-蓮霧〔リエンブウ〕,漣霧.

性 状

高さ10-18mに達する中喬木で,樹皮は褐色平滑である｡葉は対生し,殆ど無柄,楕円形

で基部は浅心形,先瑞は鋭頭-円頚,薄い革質,無毛で,全縁で表面は暗緑色｡花は短集

散花序に着き,径3-4cm｡萼片は4,白色の4花弁があり,多くの雄芯と長さ2.5cmの花柱

がある｡

漿果は洋梨形で数箇が房状に集る｡果頂は陥入して花柱が残存し, 4枚の果肉片がお

おっている,長さ3-5cm｡果皮は乳白色一紅色,果肉は白色で海綿質,中に1-3箇の褐色の

種子がある｡

摘 要

マライ半島,ベンガル湾のアンダマン諸島の原産といわれ,東亜熱帯各地では古くから

栽培され,ジャワでは半野生の状態となっている｡中国の南部,広東,広西地方にも栽植

され,その他,ハワイ,熱帯アメリカにも栽培があり,欧州に紹介されたのは1823年で

ある｡ブラジルにはインドから導入され,海岸地帯にあるが余り普通ではない｡



果実は甘い酸味と香気があり,果汁の少ない下等のリンゴの感がある｡生食されるが,

塩水や砂糖水に漬けてから食するがよいといわれる｡又,糖菓やソラスにも適する｡観賞樹

としてもよく植えられる｡

種名はジャワ島の港町｢サマラン(Samarang)産の｣というラテン語に由来する｡ブラジル

名は｢白いジャンボ｣の意味である｡

ザクロ科 Punicaceae

ザクロ属 Punica Linn.

地中海沿岸よりヒマラヤに至る地方に 2 種ある落葉木である｡属名はラテン語の

Punicus,カルタゴのPunisck即ち現今のTunisに由来する｡

374. ザクロ

Punica Granatum Linn.

ブ ラ ジ ル -Romazeira(木), Roma(実), Romeira, Romeira da lndia.

英 - Pomegranate.

独 ーGranatbaum, Granatapfel, Granatapfelbaum.

仏 -Grendier, Grenade.



イ タリ ア-Granato, Melagrana, Melagrano, Melograno, Melogranato,

ス ペ イ ンーGranado, Granada, Magrano.

ロ シ アーOsnoe derevo.

エ ジ プトーRoumman.

ア ビシニ アーRoman.

ベルチスタンーAnar.

セ イ ロ ンーDalin, Dalun. (タミル)-M.adalankai.

ビ ル マーTale-bin.

マ ラ イーDelima.

キ ュ ー バーGranada.

ド ミ ニ カーPomogranado.

アルゼンチンーGranado.

中 国一石榴,安石榴.

性 状

高さ5-10mに達する落葉木で,多くの枝を分ち,若枝は4稜形をなし,先端は多く刺に

変る｡葉は対生し,葉柄は短く帯赤色,葉身は長楕円形一狭長卵形,平滑,全縁,円脚,先

端は円頭にて凸頭をなす,脈理は裏面に顕出し,長さ4～5cm,幅1.5-2cm,表面に光沢あ



り｡花は橙赤色,径2.5-3.5cm,,小枝の先瑞に項生又は腋生し, 1-5箇,有梗の硬質の萼

は筒形で,先瑞は6裂し,外面は黄赤色で光沢あり,花弁は6片で,多少皺があり鮮赤色

,雄芯は多数あり約は黄色,子房は萼筒に癒着す｡

果実は球形,径6cm内外,果頂に宿存萼を有し,果皮は黄赤色,厚い黄質で,熟すと不

斉に裂開する｡黄色の隔膜によって上下2段の数室に分れ,中に淡紅色の多くの種子があ

り,種子は透明で多漿な外種皮に包まれる｡

摘 要

ペルシャからインド西北部の原産で,漢以後に西域を通じて中国に入った｡中国では果

樹として,又花木としても重要なもので,果実は特に仲秋明月祭に欠くべからざるもので

,その需要多く,高価である｡果実に多くの種子があるので,蓮仔(ハスノミ)と共に子孫

繁栄の標徴とされ,結婚式の祝宴に使用するという｡果樹としてはこの他地中海沿岸地方

,南欧や北アフリカの諸国に多く,米国ではフロリダ,ジオルジア,ルイジアナ等の南部

諸州に多い｡ブラジルには16世紀の末には既に入っており,バイア州ではよく栽培されて

いたという記録がある｡ 欧州ではギリシャ時代にペルシャより輸入し,テオフラストス

(Theophrastus,372-288B.C)は果実としての重要性を説いている｡昔カルタゴ人によって

欧州に輸入されたものと信じられ,ローマ時代にはMalus punicum即ち｢カルタゴのリン

ゴ｣の意で,カルタゴ人をラテン語でPunicusといっていたのである｡



日本名のザクロは石榴の音読で,石榴は安石榴の略で,安石は安息とも書いたペルシャ

地方のことである｡榴は瘤也で,果実の形容で,ペルシャより伝来の榴の木ということ

になる｡ブラジルに於いては果樹として営利栽培されるに至っていない｡

外種皮は多漿で,甘酸っぱくて渋昧があり,生食する｡幹,枝,根の皮を剥いで乾した

ものが｢石槽皮｣でアルカロイドを含み,駆虫剤として広く用いられる｡

種名は｢粒状の｣という意のラテン語に由来し,その種子の形状を云ったもので,欧州の

国では固有名詞に使っている｡ブラジル名はポルトガル語から来たもので,果実はロマン

,木はロマンゼイラという｡

サガリバナ科 Lecythidaceae

アラントマ属 Allantoma Miers

アマゾン流域に12種ある喬木｡属名はギリシャ語の｢腸詰に似た｣との意にて,果実の形

から来ている｡

375. シュルー （図１７５）

Allantoma lineata (Martius) Miers

Syn. : Couratari lineata Martius, Goeldinia riparia Huber



ブラ ジルーChuru, Castanheiro da Serra, Ceru,

Cheru, Tauau.

性 状

高さ15mに達する落葉喬木にして樹皮は暗赤色,縦に

条溝がある｡葉は互生し,楕円状披針形,基部は円形,先

瑞は狭尖形,長さ22cm,幅5～8cm,全縁,やや革質,葉

柄は長さ1.5cm｡花は短梗あり,帯白色にして,上方の葉

腋に長さ7-14cmの総状花序をなして着く,萼は5裂,花

弁は5片にて長さ1cm｡果実はがい果(Pyxidium)で硬い木

質,筒形で,長さ6～7cm,径3.5cm, 4-5室あり｡種子は

偏平で,長さ４～5cm｡

摘 要

ブラジルのアマゾン流域の低地に自生するが, 4月頃

新葉の出る時は美しい紅紫色に染るので,遠くからも判

別されるという｡ 種子は脂肪を含み,英語でSkittle-nutといい食用とするが,美味で

ある｡

種名は｢線形の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名による｡



パラーグリ属 Bertholletia Humb. etBonpl.

アマゾン地方に唯-種ある喬木｡属名はフランスの化学者L.C.Berthollet(1748-1822)

に困んだものである｡

376. パラーグリ(ブラジルナットノキ) (図 176)

Bertholletia excelsa Humboldt et Bonpland

Syn. :Bertholletia nobilis Miers

ブラジルーCastanheiro do Para, Amendoeira da America, Castanha do Maranhso,

Castanha do Para, Castanha verdadeira.

(初期のポルトガル人-Touca.

(Curuahes族-Erai.

(Chipayas族-Ina.

(Parecis族) -Tocari.

英-Brazil-nut Tree, Cream-nut Tree, Juvia-nut Tree, Para-nut Tree, Savoury-

nut Tree.

独-Juvianussbaum, Paranussbaum.

仏ーAmande de Bresil, Amandier d′Amerique, Bertholletie gigantesque.



スペイ ンーCastana americana, Castana de Para, Castana del Brasil,

Juvia, Negro toe, Maranon, Nuez del Brasil.

ベネズェラーYuvia.

性 状

大喬木にして50mにも達するが,普通は30m位,基部

の直径は2mに達し,枝は円筒形で平滑にして先瑞は多

少下垂する｡葉は互生し葉柄は長さ2 -3.5cm,葉身は長

楕円形～卵状楕円形,円脚,短尖頭,波状縁,表面は濃

緑色にて光沢あり,中肋にはビロード状毛が少しある,

長さ20-50cm,幅9-15cm｡花は黄白色,頂生の長さ20cm

に達する円錐花序に25-40箇を着ける,花梗は殆どなく

2小苞がある,

萼は合体するが開花時に2分裂する,花弁は6片で,

卵状楕円形,長さ3cm,雄芯は頭巾状に合体し上部のも

のは無柄｡

果実はがい果(Pyxidium)で,多数房状に着き,暗褐色

,円形-卵形,径8～15cm｡果皮は木質で,硬く,中に12-24個の種子がある｡種子は褐色



で, 3面の半月形をなし, 3稜角があり,外種皮は極めて硬く,表面に多数の横鍛を有

す｡仁は純白色で蝋質にして油分に富む｡

摘 要

アマゾン流城の原産で,ギアナ(ガイアナ,スリナム,仏領ギアナ),ベネズェラ,ボリ

ビア及びブラジルのAM, PA, AC, MT, GO, MAの諸州及びAP,RR, ROの諸直轄州に分布し

,アマゾンの森林中で特に高くなる木としても有名である｡

その殻果としての重要性から,ヨ-ロッパには1633年から知られているが,現代でも

英国における最も重要な殻果とされて,大量に輸入されている｡

1880年,英国のキュラ植物園から配られた実生樹がセイロンのペラデニヤ植物園で開花

し, 1906年に結実した｡その後,シンガポール,マライ地方にも導入されたが,東亜熱帯

地帯では経済的大栽培は無理で,今日でもパラ-グリは原産地のブラジルに於いて天然の

ものを採収して輸出されている｡

アマゾンに於ける主な集散地はマナウス(Manaus)イタコアチア-ラ(Itacoatiara)およ

び下流のベレン(Belem)で, AM州ではマデイラ川(Rio Madeira)およびその支流地帯が多

く, PA州ではオビードス(Obidos)アレンケ-ル(Alenquer)およびアルメイリン(Almeirim)

が主な産地である｡採集は3-7人で組を作り行うが,果実は硬く高い所から落下するので

危険で,頭に当れば怪我をするし,時には死ぬことがある｡集めた果実は船で運ばれるが



,殻を割るのにはテルサード(Tercado)と呼ぶ山刀で割る｡

繁殖は実生によるが,栽植距離は10×12mとし,7～8年で結果樹令となる｡開花後果

実が熟するには14箇月を要する｡収穫は11月から6月に亘るが 1-3月が最も多い｡果実

は俗にオウリッソ(Ourico)と呼ばれ, 0.7-1.5kgの重さがあり,50kgのオウリッソから

は11kg位の種子(カスターニャ)がとれる｡

種名は｢そびえ立つ｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名Castanheiro do Para

は｢パララ産クリの木｣の意である｡

利 用

種子は硬い殻を除いて仁をとり出し,生食または妙って食べる｡欧米ではクリスマス用

としての需要が-般化し,キャンディ,チョコレ-トに混ぜて菓子の原料とし,砂糖煮と

もする｡可消化脂肪および油分66%,蛋白質17%,炭水化物7%,その他ビタミンBなどを含

む｡種子の油は淡黄色で芳香があり,香料,ペイント,石鹸製造,時計油などに使用する｡

種皮と仁との割合は51.4%と48.6%である｡ 果実の殻即ちオウリッソはカップその他

の器具に利用し,民芸装飾品を作り,燃料ともする｡

ホウガンノキ属 Couroupita Aublet

熱帯アメリカに19種ある喬木｡属名は仏韻ギアナの土名より来ている｡



377. ホウガンノキ(ホウガンボク,砲丸木)

Couroupita guianensis Aublet.

Syn. :Lecythis bracteata Willdenow, Pekea Couroupila Jussieu

ブラ ジルーCastanha de Macaco, Abrico de Macaco, Amendoa dos Andes,

Cuia do Macaco.

英 ーCannon-ball Tree.

仏 -Boulet de cannon, Couroupita de la Guyane.

キ ュ -バーBola de Canon.

ベネズェラーMucurutu.

ペ ル -ーAiauman, Avahuma.

フランス人植民者-Abricot de singe, Abricot sauvage, Arbre a bombes,

Boule, Boule de canon, Calebasse colin, Colin.

スペイン人植民者-Muco.

性 状

高さ20mに達する喬木で,幹の径は65cmに達し,材は軟い｡葉は互生し,枝端に集る,

葉柄は長さ1.5- 2cm,葉身は長楕円状倒卵形一広披針形,長さ15-30cm,幅6.5--10cm,全

縁又は不明瞭な歯牙縁をなす,楔脚,鈍頭｡花は幹又は大枝に生じ長さ60-90cmの総状花



序をなし,花径10cm,内部は濃紅藤色,外部は黄色で赤色を帯び,奇観を呈し,美しく,

芳香あり,萼は6裂し,多肉,花弁は6片にて長楕円形｡雄芯は多数で2組をなし, 1組

は花の中央で子房の囲りに環状をなし,他の1組は長くて1側に生ず｡

果実は球形,砲丸状で径15-20cm位で,赤色を帯び,外部は硬く,内部は軟かく,熟す

と不快な臭気を発する｡種子は長楕円形,翼あり,革質で長軟毛がある｡

摘 要

ギアナ及びアマゾン地方の原産で,河畔の浸水地帯に産す｡

果実は子供の頭大となり,その殻は種々の器に利用される｡種子には油に富む仁があり

,食用とされる｡

花も果実も奇観を呈するので,観賞用として熱帯に広く植えられる｡

種名は｢ギアナ産の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名カスタラニャ･ド･マカ

コは｢猿のクリ｣の意である｡ペルラ名のアイヤウマンは｢死人の頭｣の意の土名で,果肉が

腐ると悪臭を発するからいわれたものである｡

エシュバイレラ属 Eschweilera Martius

熱帯アメリカに95種を有する木本｡属名はドイツのレーゲンスブルグの医師で植物学者

であったF. G. Eschweiler(1796-1831)に困んだものである｡



378. サプカイア･ミリン

Eschweilera ovata (Cambessedes) Martius

Syn. -.Lecythis ovata Cambessedes, L. idatimon DC. , L. verrucosa

Hoffmann, Eschweilera idatium (DC. ) Martius

ブラジルーSapucaia-mirim, Ibiraba, Sapucainha.

性 状

高さ6 m,に達する小木で,枝は暗褐色又は淡褐色｡葉は互生し,葉柄は長さ1cm,葉身

は卵状楕円形にて,長さ10-11cm,幅5cm,基部は鈍形,先瑞は鋭形又は短尖形,全縁にし

て紙質,粗渋,無毛,表面はオリーブ色で,下面は淡褐色,脈理は少しく顧出する｡花は

頂生し長さ4.5cmの円錐花序に着き,花軸は細い｡萼は6裂し,裂片は卵形,縁毛がある

,花弁は6片で,長楕円形,長さ18mm,白色,花托は細毛がある｡果実は｢がい果｣で,木質

にして半卵形で小形である｡種子は4-8箇,半球形｡

摘 要

ブラジルのPA州から,大西洋岸をES州まで分布し,山林中に自生する｡種々の変異が

ある種類で,人によっては10変種を認めている｡

種子は脂肪分を含み,食用とする｡種名は｢卵円形の｣という意のラテン語に由来す｡ブラ

ジル名は｢小さいサプカイア→の意で,サプカイアはブラジルの土名から来ている｡



グスタビア属 Gustavia Linn.

熱帯アメリカに39種産する木本｡属名はリンネ(C. Linne)時代のスエ-デン王,グスター

フ3世(Gustaf I, 1771-1792)に捧げたものである｡

379. シューパ

Gustavia speciosa (Kunth) DC.

Syn. : Pirigara speciosa Kunth, Japarandiba speciosa (Kunth) 0.Kuntze

ブラジルーChupa.

性 状

高さ7-10mの小木｡葉は互生し,長さ3cmの葉柄あり'葉身は長楕円状披針形にして,楔

脚,鋭頭,全縁又は波状縁にて,革質,粗渋,長さ24-65cm,幅79cm｡花は白色にして,頂

生の総状花序に3-10箇を着ける,花梗には密綿毛あり,萼は6裂,花弁は6片にて倒卵

状円形,長さ3.5cm,外面は淡桃色｡果実は｢がい果｣にして球形,リンゴ大にして6室あり｡

摘 要

ペルー,コロンビア,ギアナ及びブラジルのAM州とPA州に分布し,森林中に生ず｡果

肉は食用となる｡しかしこれを食べた者は皮膚が黄色となるが, 2日の後にはそのまま元

に戻るという｡



種名は｢美形の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢吸う｣という意で,果実

を食べると皮膚がそれを吸って黄色くなると考えられてこの名が付いた｡

サプカイア属 Lecythis Loefling

中南米の熱帯地方西部に約50種ある木本｡

属名はギリシャ語のIekythos (油壷)から来ており,本属の果実が壷形であるのに由る｡

380. サプカイア･ブランカ

Lecythis lanceolata Poiret

ブラ ジルーSapucaia branca, Sapucaia pequena, Sapucaia-mirim.

(ES州 -Sapucaiu.

性 状

大喬木で枝は暗褐色｡葉は互生し,長楕円形一披針形,葉柄は長さ6～8mm,葉身は長さ

6-9cm,幅2-3cm,鈍脚,鋭尖頭,細鋸歯縁,無毛｡花は頂生の長さ5～7cmの総状花序に着

き,萼は6裂,裂片は卵形,縁毛あり,花弁は6片にて卵形,子房は4室｡果実は｢がい果｣

(Pyxidium)にて長楕円状卵形,長さ14.5cm,径11cm,硬い木質にてふたは高さ2cm,果殻

の厚さ2cm｡種子は多数,長楕円状卵形｡



摘 要

ブラジル南部の産で,山林中に生ず｡種子は脂肪分に富み,食用となる｡

種名は｢披針形の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢白いサプカイア｣の意

で,サプカイアは土名より来る｡

381. カサンバ･ド･マット (図 177)

Lecythis Pisonis Cambessらdes

ブラジルーCacamba do Mato, Castanha Sapucaia, Cumbuca de Macaco,

cubuca de Mato, Fruta Sapucaia, Marmita de Macaco, Sapucaia.

性 状

20-30mに達する喬木にして,幹の直径は50- 100cmにも達する｡葉は互生し,葉柄は長

さ1cm,葉身は卵状披針形,長さ15cm,幅7cm,楔脚一円脚,短鋭尖頭,鈍鋸歯縁,平滑に

して膜質,表面は緑色にして光沢あり｡花は葉腋に単生するか,多くは総状花序をなして

5-10花を着ける,時に項生することもある,花径7cmに達し,淡董色にして芳香あり,萼

は6裂し,有毛花弁は5-6片にして長さ22mm｡

果実は｢がい果｣にして半球形,高さ25cm,径15-20cm,殻果の厚さ2cm,木質にて硬い｡

種子は長楕円形,長さ4.5cm,幅3cm,不規則に肋線がある｡



摘 要

ブラジルのCE州からRJ州に亘って大西洋岸の山林中に自生するが,殊にBA,ES両州の

境辺に多い｡

花は9-10月,果実は翌年の8～10月に見られる｡種子は脂

肪に富み食用とされる｡又,接が好んで食ペることから,ブラ

ジルには｢老いた猿はクンブッカに手を入れない｣(Macaco

velho nao mete a mao em cumbuca)という諺がある｡若い猿は

果実の中の種子をつかもうとして手を入れても,種子を握る

と手が出ないので,あわてで怪我をする｡そこで,｢経験あるも

のは矢敗しない｣という意味に上の諺を用いるのである｡クン

ブッカは本種の別名である｡

種名はオランダの医者で,ブラジルに来て研究したものを

｢ブラジル医学｣ (De Medicina Brasiliae, 1648)として出し

たWillem Pisoに因んだものである｡ブラジル名は｢山のカサ

ンバ｣という意で,カサンバは土名から来ている｡



382. ポールサプカイア(新称)

Lecythis Pohlii Berg

ブラ ジル-Sapucaia.

性 状

中喬木にして高さ20mに達す｡葉は互生し,卵形-長楕円形,長さ7cm,幅2,5～3cm,楔

脚,鋭頭,鈍鋸歯縁,革質｡花は葉腋より出る長さ15cm許りの総状花序に6-10花を着け

る｡萼は6裂,花弁は6片で長さ17m,子房は3-4室｡果実は｢がい果｣にて球状,径12c恥角

質,硬い｡種子は長楕円形で長さ3.5cm｡

摘 要

ブラジルのGO, RJ, SP, SCの諸州に知られ,山林中に生ずる｡種子には脂肪を含み食

用になる｡ 種名はオーストリの博物学者で,ブラジルの植物を研究したJohann Emanuel

Pohl (1782-1834)に因んだものである｡ ブラジル名は土名より来ている｡

383. サプカイア (図 178)

Lecythis urnigera Martius

ブラ ジルーSapucaia.



性 状

高さ20-30mに達する喬木｡葉は互生し,葉柄は長さ1cm,菓身は卵

形一卵状長 楕円形,長さ10cm,幅5.5cm,,円脚,先端は鋭頭にて

凸端,鈍鋸歯縁,表面は濃緑色にして裏面は多く褐色｡花は頂生の

長さ9cmに達する総状花序に着き,萼は6裂,

花弁は6片あり長さ22-25m恥董青色｡

果実は｢がい果｣(Pyxidium)で卵状楕円形にて長さ17-26cm,径15-

18.5cm,基部の上方に6条の隆起肋線が走る,木質で硬く, 4室あ

り｡種子は卵状楕円形で,長さ4.5-5cm,幅2.5-3cm｡

摘 要

プラジルのBA, ES, RJの諸州の山林中に生じ,大木となり,果実も,本属中では最大

となる｡種子に脂肪分多く食用とされる｡ 種名は｢壷を生ずる｣の意のラテン語に由来し

,果実の形から来たものである｡ブラジル名は土名より来ている｡

384. パラダイスナットノキ

Lecythis usitata Miers var. paraensis (Ducke) R. Knuth

Syn. : Lecylhis paraensis Huber ex Ducke



ブラ ジルーSapucaia, Castanha Sapucaia.

英 Paradise-nut.

スペイ ンーCastana de Para, Sapucaya.

仏領ギアナーMarmite de singe, Quatele.

性 状

高さ30-40mに達する大喬木で,幹の直径60- 180cmに達す｡樹皮は殆ど平滑で薄く褐

色を呈す｡葉は互生し,葉柄は長さ8-10mm,葉身は卵円形で,長さ18cm,幅7cmに達す,基

部は円形,先端は狭尖形,.鈍鋸歯縁,紙質,平滑にて表面は暗緑色｡花は径7cmに達し,

淡董色,葉腋より出る長さ8cm許りの総状花序に少数を着ける,萼は6裂し,花弁は6片

にて長さ35mmあり｡

果実は｢がい果｣(Pyxidium)にて,鐘形,中央より上に突出した輪があり,径22cmに達

し,長さ25cmに達す,木質で硬く,種子は長楕円形にて長さ4.5cm｡

摘 要

アマゾン下流, PA州の浸水地帯に多く,同地方には他の変種var. tenuifolia R.Knuth

があり,葉が長楕円形である点が異る｡

種子は脂肪に富み,現地では市場に出るし輸出もされている｡国外ではマライに栽培さ

れている｡



材は橙褐色で,暗色の条線あり,硬く,撤密で,建築,車輸の材として用いられる｡

種名usitataは｢用いられている｣,変種名paraensisは｢パラ-州産の｣ tenuifoliaは

｢薄い葉の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名より来ている｡

385. サブカヨノキ(サプカヤナット)

Lecythis Zabucajo Aublet

ブラ ジル-Sapucaia.

英 ーMonkey-pot, Paradise-nut, Sapucaia-nut.

仏 ーNoix de Paradis.

スペイ ンーSapucaya, Castana de Para.

性 状

高さ20-25mに達する喬木｡菓は互生し,菓柄の長さは8mm,葉身は長楕円状披針形,長

さ17-18cm,幅5-5.5cm,円脚一楔脚,鋭頭,全縁,無毛にして,紙質,帯褐色オリーブ色｡

花は葉腋より総状花序をなして出て,長さ13cmに達す｡萼は6裂し,花弁は6片にして白

色,卵形にて長さ17mm｡雄芯体はバラ色｡｢がい果｣は卵円形で,長さ15cm,径12.5cmに達

し,基部には不明瞭な6条の肋線があり,木質で硬い, 4室あり,長楕円形,淡褐色の種

子がある｡



摘 要

仏領ギアナの原産で,同地の植物誌を著した仏人,オ-ブレ(J. B. C. F. Aublet,1723-

1778)がカイエンネに1760年にはじめて植えた｡その後,モーリシャス島,セイロン,マ

ライ,西インド諸島,ブラジルに栽培が行われたし,トリニダド島にもよく育っていると

いう｡

種子の仁は象牙色で軟かく,クリ-ム状で甘味があり,パラ-グリにその香昧はまさる

といわれる｡油分63%,蛋白質20%を含み,食用として優れており,近年その需要が増しつ

つある｡この外,石鹸,灯用ともする｡

果殻は長く木に残るが,その形が珍奇なので,ブラジル士産の工芸品となり,飾り物と

される｡樹皮は薄く剥ぎとることが出来るので,原住民はタバコの巻紙に用いる｡

サプカイアではパララグリの果実がそのまま落ちるのと異り,種子だけが内壁から分離

して,果頂の孔から落下する｡種皮が軟かいため,野生動物に食われることが多い｡

種名はサプカイアをスペイン語風に書いて転用したものである｡

ブラジル名のSapucaiaは土名で,ツピ-語にて,鶏のことであるが,種子を鶏の飼料

にするところから出たといわれる｡ブラジルには地名としても各地に残っている｡



ノボタン科 Melastomataceae

4,000種にも達する大きな科で,ブラジルにも多くの種類があり,花が美しくて観賞用

に供するものは多いが,果実として重要なものは殆どない｡ここには野生のもので,僅か

に食用となると記録されたものを略述するに止める｡

ベルシア属 Bellucia Necker

386. アラサー･デ･アンタ

Bellucia grossularioides Triana

ブラ ジルーAraca de Anta.

性 状

高さ3mの灌木｡葉は対生,長柄あり,卵状楕円形,長さ20cm,鋭頭,若葉は粗毛あり,

5脈あり｡花は白色,腋生,単生一双生,大形,雄芯は14-16本｡漿果は黄色｡ AMとMT州

に分布｡果実は美味で食用とされる｡樹は美しく観賞となる｡

クリデミア属 Clidemia D. Don



387. ムイ - バ

Clidemia blepharodes DC.

Syn. :Melastoma coccineum Velloso

ブラ ジル-Muiva, Anhanga-piri, Aninga-pari, Aninga-piri, Caaguiguio.

性 状

着生植物｡茎には疎長毛あり｡葉は対生,短柄,卵形,長さ4-6cm,殆ど無毛にして3-5脈

あり｡花は小さく腋生の総状花序に着き,帯黄白色又は紫色, 5花弁, 10雄芯｡漿果は小

形,赤色｡ MG, RJ, SP, PRの諸州に分布し,変異多し｡果実は生食し得る｡

388. アメリカクサノボタン

Clidemia hirta (Linn.) D. Don

Syn. :Melastoma hirta Linn.,M. elegans Aublet, Clidemia crenata

DC.,C. elegans D. Don, Maieta hirla Baillon, Staphidium pauci florum Naudin

ブラ ジルーPixirica, Anhanga-pixirica, Mexirica, Pixerica.

キュ -バーCamasey.

性 状

高さ1 mの灌木で枝には疎長毛がある｡葉は対生し,卵形一心形,有毛｡花は腋生の散



房花序に着き小形,白色又は桃色｡漿果は紫色｡ AM州からPR州に亘り,ブラジルの殆ど

全土に見られ,時にマライ地方や,西インド諸島にも栽培を見る｡果実は生食せられる｡

日本名は渡辺清彦氏による｡

レアンドラ属 Leandra Raddi

3 8 9 . ピシリカ

Leandra carassana (DC. ) Cogniaux

Syn. : Clidemia carassana DC. ,Melastoma carassanum Schr. et

Martius, 0xymeris carassana Triana

ブラ ジルーPixirica.

性 状

高さ3～5 mの灌木｡枝はやや4稜形で平滑｡葉は長楕円形,長さ15-20cm.,幅7-10cm,

表面濃緑にて光沢あり,裏面は灰黄色,葉柄は4-7cmにて疎長毛あり｡花は頂生の円錐花

序に着き,萼は汚灰色,外面に粗長毛あり,花弁は白色,反巻し,花軸には密毛がある｡

雄芯は紅紫色｡子房は3室｡ MG, RJの両州の山脈中に生ず｡漿果は球形で小さくて,食べ

られる｡



モウリリア属 Mouriria Jussieu

３ 90. アピランガ

Mouriria Apiranga Spruce

ブラ ジル-Apiranga, Tucunare-mereca, Mamaorana.

性 状

小木にして枝は節くれ立つ｡葉は対生,長楕円形,全縁,鋭頭,革質｡花弁は5片,有鋸

歯｡漿果は宿存萼を具え,大形の種子あり｡ アマゾン地方の産にして,果実は美昧にて食

用とされる｡

391. カムチン

Mouriria grandiflora DC.

Syn. : Mouriria macrophylla Chamisso et Schlechter, Petaloma

grandiflora Martius

ブラ ジルーCamutim, Tucunare-mereca.

性 状

小木にして枝は略円筒形｡葉は短柄あり,対生して大形,長楕円形～卵状長楕円形,円



脚又は浅心脚,鋭頭,革質,全縁｡花は葉腋に単生し, 2小苞あり, 5数性にして,本属

としては大形｡子房は5室,漿果は球形｡

アマゾン地方の浸水地帯に自生し,果実は生食せられ

る｡

392. プサー (図 179)

Mouriria Pusa Gardner

Syn. : Ciposia Mandapuqa Alv. Silveira

ブラ ジルラPuca,

(CE州)ーMoroso-cigano.

(GO州) -Jabuticaba do Campo.

(MT州MG州) -Manapuga, Mandapuga.

性 状

高さ5-7mに達する小木で上方の枝は4稜形｡葉は短柄あ

り,対生し,卵状楕円形,小形,鈍脚一円脚,円頭,革質

にて厚く且つ粗渋｡花は葉腋に単生又は小数集り生じ,白

色又はバラ色,萼は鐘形,裂片は卵状3角形,鈍一円頭,



花弁は狭倒卵形,雄芯は長く抽出する,子房は2室｡漿果は球状,黒色,乎滑,中に1-2種

子あり｡

pI, CE, PE, BA, MT, MGの諸州に分布し,果実は美味にして,ブラジル東北部の原住

民の好んだ果実の-である｡材は杭にする｡

ヒルギ科 Rhizophoraceae

オオバヒルギ属 Rhizophora Linn.

熱帯に広く分布し,海浜に特有の木にして5種を産す｡属名はギリシャ語のRhiz (根)

及びpherein(有する)より成り,種子が枝に着生したまま発芽するに由来する｡

393. アメリカヒルギ

Rhizophora Mangle Linn.

ブラジルーMangue vermelho, Mangue, Mangue bravo, M. Canoe, M.de Espeto,

M. de Pendao, M. preto, M. Sapateiro, M.ver dadeiro, Apareiba, Arvore de

Caranguejo, Canapauba, Can aponga, Candapuva, Guaparaiba, Guapariba, Guarapari,

Gua rapan, Guaraparaiba, Mangarabeira, Mangaribeira, Manga robeira, Mapareiba,

Pau de Caranguejo Paxiubarana, Ra timbo, Sapateiro, Tintureiro.



英-Mangrove, Red Mangrove, American M angrove.

仏-Manglier, Manglier nair, Paletuvier.

スペイ ンーMangle colorado, Mangle, Mangrove.

キュ-バーMangle rojo, Mangle colorado de una･

ハ イ チーMalgier rouge.

ポルトリコーMangle, M. colorado,､ M. de chifle, M. zapatero, Mangrove.

メ キシコーCandeflon, Mangle dulce, M. tinto.

英領ホンジュラスーRed Mangrove.

コスタリカーMangle gateador.

パ ナ マーMangle salado.

グァデループーMangle rouge, M. noir, Manglier rouge, M. candelle,

Paletuvier, P. rouge.

トリニダドーManglier rouge.

仏領ギアナーPaletuvier rouge.

スリ ナ ムーDuizenbeen boom, Mangro.

ガイ アナーBlack Mangrove.

エクアドルーMangle injerto.



性 状

高さ3-5mの小木でよく分枝する,樹皮は灰色で薄い｡托葉は披針形,鋭頭にて長さ2.5-

4cm,,葉は楕円形,狭脚,鈍頭,全縁,平滑,無毛,革質にして,長さ5-15cm,中肋は裏

面に顕出する｡花は淡黄色,腋生の房状花序に3-5花を着け,萼は4片,基部は少しく合

着,肉質で長さ1cm,花弁は4片,披針形,萼より小さい,内面は有毛｡雄芯は8箇｡子房は

2室｡果実は革質,倒円錐形,長さ3-3.5cm｡種子は卵形｡

摘 要

熱帯アメリカ全土に広く分布し,河口,島と他の島又は大陸が狭まった場所の海水の中

に繁茂し,ヒルギ林(マングローブ)を形成する｡ブラジルにては大西洋岸をSC州まで見ら

れる｡種子は木にある間に発芽して殖えるが,種子の発芽したものは又,海水によく浮い

て運ばれて繁殖する｡

果実はアマゾンの原住民が昔から発酵させて,酒を造り賞用していた｡

その他,樹皮には24.2%のタンニンを含み,皮なめしに利用され,又,薬用としては,

下痢止めに用いられる外,中米の諸国では,材の煎汁にアマニ油を混ぜて,床磨きに広く

用いられる｡材は又,薪炭にも用いられる｡

種名は中米の土名から来たものである｡ブラジル名もまた,土名より出ている｡



シクンシ科 Combretaceae

モモタマナ属 Terminalia Linn.

熱帯に広く分布する喬木で約150種を産し,特に熱帯アジアに多い｡属名はラテン語の

terminus 頂端)の意で,葉が枝端に生ずるに由来する｡

394.モモタマナ(コバテイシ,古巴梯斯,シマボウ) (図180)

Terminalia Catappa Linn.

Syn. -.Juglans Calappa Loureiro, Terminalia intermedia Bert, T. moluccana

Lamarck, T. subcordata Willdenow, T. paraensis Martius, T. maritiana Blanco.

ブラ ジルーAmendoim da lndia, Amendoa, Amendoeira, A. do Para, Arvore da Noz,

Castanhola, Chapeu de Sol, Guarda-Sol, Noz da Praia, Terminalia,

英 -Country Almond, Indian Almond, Malabar Almond, Malaya

Almond, Myrobalan, Sea Almond, Tropical Almond.

独 -Indischer Almond.

仏 -Almendier creole, Badamier de Malabar.

スペイ ンーAlmendro, A. de la lndia, Alcornoque, Almendron.

セイ ロ ンーKotamba; (タミル)-Kottai.



イ ン ドーBadam, Deschi badam, Hindi badam, Jungli badam, Taru.

マ ラ イーKetapang, Lingtak.

ジ ャ ワーRuke.

フイリピン-Almendro, Banilac, Salaisai, Talisay.

パ ラ オーAmiya, Tavola.

キ ュ ーバーAlmendron.

コスタリカ-Alcornoque, Almendro.

中 国-欖仁,枇杷樹.

性 状

高さ20-25mに達する落葉喬木であるが,普通は5～

6mで低い｡枝は水乎に開張し,樹皮は灰褐色で平滑であ

る｡葉は枝の先瑞に叢生し,倒卵形,楔脚,円頭一凹頭

時に凸端をなし全縁,革質,表面は平滑,裏面には細毛

がある,長さ15-30cm,幅7.5-15cm,落葉前に著しく紅

葉し,若葉もまた赤色で美しい,菓柄は長さ2.5cm｡花は緑白色にて長さ15cmの下垂せる

穂状花序を葉腋より下垂する｡雌雄同株｡雄花は上部,雌花及び両性花は下部に着く｡萼は

鐘状にて5歯牙あり,花弁を欠く,雄芯は10本｡



核果は偏圧せる卵形で, 2翼あり,長さ6cm,幅4cm,厚さ3.5cm内外,果皮は平滑で,

緑色又は黄色の地に赤紫色の斑点を布く,果肉は厚さ4 -5mm,果汁を含んで脆く,核は

大きく紅紫色にして,表面は横に繊維が並んでいる,中心には褐色の膜に包まれる胚があ

る,細長な4稜形で,白色｡

摘 要

マライ地方の原産といわれるが,旧世界熱帯には早くから分布して,海岸近くに野生し

ている｡又,現在は広く熱帯,亜熱帯の海岸に日蔭樹として植えられ,普通に見られる｡果

実は水に浮くため,海水によっても遠く運ばれる性質がある｡ブラジルに於いても,殆ど

全土の海岸近くに植えられており,時には内陸の地にも観賞木として植えられ,よく育っ

ている｡

花と果実は殆ど周年見られる｡

種名Catappaはモルッカ地方の現地名にもとずくという｡ブラジル名は｢インドのアメン

ドウ｣の意であるが Chapeu de Sol (太陽の帽子)の名もよく用いられる｡

利 用

仁はやや甘味があり,味は淡白で,少しく杏仁の香りがある｡

パラオ島にてはこの仁を無上の珍味とし,殊に酋長の就任披露の宴には欠くことのでき

ないもので,仁を砕いて,榔子からとった砂糖で煮詰め,ジュゴン(儒艮)の形に似せたデ



ベへルを作り,酋長がまずその頭部を切って食べ,残りの部分は細かく切って島民に配る

風習があるという｡

仁からは油が48.3%もとれ,これをIndian almond oil といい,扇桃油に似た風味が

あり,昔は薬用にも使った｡果実には20-40%のタンニンを含み,皮なめしに用い,樹皮と

葉には黒色染科を含み,墨の材料とする｡材は比重0.727-0.751にして赤褐色,轍密で耐

久性があり,建築,家具その他器具に使われる｡その他,街路樹,日蔭樹,海岸の防風林

としても広く利用される｡

アカバナ科 Oenotheraceae

フクシア属 Fuchsia Linn.

メキシコ,南米,ニュージ-ランド,タヒチ島に約100種を産する灌木｡属名はドイツ

の医者で植物学者のLeonhard Fuchs (1501-1566)に困んだもの｡

395. ブリンコ･デ･プリンセーザ

Fuchsia regia (Vandelli) Munz var. typica Munz.

Syn. : Quelusia regia Vandelli, Fuchsia inlegrifolia Cambess6des

ブラ ジルーBrinco de Princesa.



(MG州) -Lagrima.

(S C州) -Agrados.

性 状

高さ10mにも達する半攀縁性の灌木で,森林中で他の植物に椅って伸びる｡茎は円筒形

で,若枝は暗紅色で,平滑又は有毛｡葉は対生し,時に3葉輪生する,卵状長楕円形,円

脚,鋭頭,全縁又は微歯があり,革質にして無毛又は時に細毛がある,長さ4-10cm,幅2-

4cm,葉柄は長さ5-10mm｡花は上方の葉腋に単生し,花梗は長さ2-4.5cm｡萼は赤色にして

4裂して裂片は披針形,長さ10-15mm｡花弁は4片で,倒卵形,紫色にて長さ10-15mm｡雄芯

は8本,不等長｡漿果は長円形又は球状,長さ1.5-2.5cm,にして暗紫色に熟す｡

摘 要

ブラジルのMG, RJ, SP, PR, SCの諸州の海岸山脈及びその近くの山林中に自生する｡

本種には4変種が認められている｡

果実は食用となり生食せられる｡花が美しいので観賞用とされ1829年には英国に入って

いる｡種名は｢素晴らしい｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢王女の耳飾り｣

の意である｡ブラジルには外に3種の野生種がある｡



後生花被亜網 Metachlamydeae

サクラソウ目 Primulales

ヤブコウジ科 Myrsinaceae

ヤブコウジ属 Ardisia Swartz

熱帯及び亜熱帯に200種以上を産する常緑の多くは灌木｡属名はギリシャ語のardis

槍先,矢先)より来り,花弁の先瑞が尖るのに由来する｡

396. マンリョウ

Ardisia crenata Sims

Syn.. Bladhia crispa Thunberg, Ardisia crispa DC, A. crispa var.

Taquetii Lev, A. Taquetii (Lev.) Nakai, Bladhia lentiginosa Nakai,

B. crenala Hara, A. crenulata Loddiges

ブラジルーArdisia, Cerejinha do Jardim.

マ ラ イーMata Ayam.

中 国ー珠砂根.

性 状

高さ30-60cmに達する小灌木｡葉は枝端に互生し,長楕円形,鈍鋸歯緑でやや敏曲し,



革質,濃緑色,平滑,狭脚,鈍頚,長さ8-11cm,幅2.5-3.5cm｡花は白色,撒形花序を頂生

し,萼片,花弁,雄芯共に5｡核果は球形,径7-8mm,赤色｡

摘 要

マライ,中国,日本の原産で,ブラジルにも輸入,庭園に栽培されている｡

果実は甘く食用となる｡

種名は｢鈍鋸歯ある｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は属名より来ている｡

397 イカコレー･カァチンガ

Ardisia semicrenata Martius

Syn. : Icacorea semicrenata A.DC.

ブラジルーIcacore-caatinga, Icacorea.

性 状

灌木にして葉は互生し,楕円形,長さ7～9cm,幅3～6cm,やや膜質,鋭脚～楔脚,短

尖頭,無毛にして上方は細鋸歯がある,葉柄は長さ4～6mm｡花は上方の葉腋に又は頂生

する円錐花序に着き,花序の長さ3-5cm,花の径3-4mm,赤褐色,花冠裂片は萼片の倍長に

して反巻する｡核果は球形,平滑,赤色｡



摘 要

ブラジルのAM州西北部のジャプラ(Japura)川の沿岸の山林中に自生する｡果実は生食さ

れる｡ 種名は｢やや鈍鋸歯ある｣の意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢悪臭のあるイ

カコレ-｣の意にてイカコレ-はアマゾンの土名より来ている｡

カキノキ目 Ebenales

アカテツ科 Sapotaceae

サポジラ属 Achras Linn.

熱帯アメリカに唯1種ある常緑喬木｡属名はギリシャ語のachrasナシの木)の意で,果

実の形がナシに似ているに由る｡

398. サポジラ (図 181)

(チューインガムノキ,サポ-テ,メキシコガキ)

Achras Sapota Linn.

Syn. : Sapota Achras Miller, Achras Zapolilla Jacquin, Zapota Zapo dilla

Coville, Manilhara Achras (Miller) Fosberg, Manilkara Zapotilla(Jacquin) Gilly

ブラ ジルーSapotizeiro, Nespero, Ovo vegetal, Pero, Sapota, Sapote,



Sapoti, Sapotilha, (PA州)-Sapotilheiro.

英 -Sapodilla, American burry, Beef-apple, Burry tree, Chewing-gum-tree,

Chicle tree, Chiku, Marmalade-plum, Nase-berry, Sapodilla plum, Sapote, Tree

potato, Zapote.

独-Breisapfel, Gemeiner Breiapfel, Sapotapfel, Sapotilbaum.

仏-Boie de natte, Sapotillier, Sapotillier commun.

スペ イ ンーZapote, Zapote nispero, Zapote pequeno, Zapotillo, Capote blanco,

Chico Zapote.

オ ラ ンダーMispelboom, Sapotille, West-indische Mispelboom.

メ キ シコ Chiclezapok, Sapote, Teapotl, Cochit-zapotl.

英領ホンジュラス-Sapodilla.

キューバ,エルサルバドル,ドミニカーNespero.

ジャマイカーNaseberry.

ハ イ チーSapota, Sapotilla, Zapote.

スリ ナムーMespelboom.

仏領ギアナーSapodille, Sapotier.

セイ ロ ンーRita-mi;タミル) Shimai-eluppai.



イ ン ドーChiko, Chikoo, Chiku, Sapota.

タ イーLa-mut-farang, Shimai eluppai.

マ ラ イ-Boeah chiku, Chiku, Sauh menilla, Sawa manila.

ジ ャ ワーSawo manila, Sawo maneela.

マ ズ ラーSaboe menela.

フイリピンーChico, Sico, Tsicu, Zapote chico, Zapotillo

chiko.

性 状

高さ10-20mに達する常緑中喬木で,樹冠は円形または円

錐形,枝は水平に張り易く,全株に白汁を含む｡幹は暗褐色

で粗渋｡葉は枝端に集って着生し,長楕円形 で全縁又は多

少欠刻を有し,長さ4-15cm,幅2.5-6cm,楔脚,鈍頭,暗緑

色で質硬く,中肋は顕著で側脈は不明瞭｡花は小枝の上方の

葉腋から数花族生し,径812mm,萼片は2重で10箇,花弁は

簡状で,黄白色,中央部まで5-6裂する｡雄芯は花弁と対生

した5本の完全雄芯と,互生した5本の仮雄芯とがある｡子

房は5室,時に4-6室｡



果実は卵形～球形で,径6-10cm,果皮は灰褐色で薄く,果肉は赤褐色,種子はカキのそ

れに似て黒色,少しく肥大し,長さ1.5cm,果内の小腔に3-6箇を有す｡

摘 要

中南米,カリブ海沿岸の原産といわれ,メキシコ南部,アンチル諸島,ベネズエラ,コ

ロンビアに野生がある｡

昔から米大陸のインジオが,この木から採れる-種のゴムを噛んでいたといい,コロン

ブスが新大陸発見1492年)の後に知られ,又,果実としても知られていた｡果実としては

アカテツ科の中で最も重要なものの-である｡ 1570年にスペイン人がフイリピンを占領

してから,そこに導入したのが東方-伝播した最初で,その後東南アジアー帯に広まっ

た｡ 現在では熱帯アメリカー帯,北米のカリフォルニア,フロリダからブラジルまで広

く栽培され,その他ハワイ,フイリピン,インドシナ半島,マライ,ジャワ,からインド

,セイロン,台湾などに栽培され,欧州に紹介されたのは1731年のことである｡ブラジル

ではSP州以北,アマゾン地方にかけて栽培がある｡

種名は,メキシコの土名Cochit-zapotlに由来したスペイン語より来ている｡ブラジル

名は,果実はSapotiで,木を示す時にはポルトガル語の語尾を付してSapotizeiroとい

うのが普通であるが,異名が多い｡



利 用

果実は生食されるが,末熟果はタンニンとゴム物質を含むので,追熟させてから食べ

る｡水301に塩1 1を加え煮沸冷却した液に3-4日浸すとよく追熟する｡ジャワでは油に

掲げて食用とし,料理の原料やプレザ-ブとし,シャーベットの原料ともする｡ ゴムと

同じく樹皮に切付けて,惨出する液を加熱して塊状にしたものは,チクル(Chicle)といい

,主としてメキシコから大量に輸出され,チュラインガムの原料とされる｡

樹皮はタンニンを含み,下痢止め,解熱剤に用いられ,又,染料に用いられ,乳液は接

着剤として利用される｡

種子はサポニンやケルセチンの外,青酸カリを含み,有毒性であるともいわれる｡

栽 培

サポジラは温暖多湿の気侯を好み, その適温は11-34℃であるという｡雨量は年間

1,000-1,50mmが適当で,夏季乾燥する地帯は避けなければならない｡繁殖は実生,取木,

接木による｡種子は保存が艮ければ数年,発芽力を保つという｡腫子の発芽が揃うまでは6

箇月を要し, 3年生のものを8-12mの距離に定植する｡接木苗では定植後3年して結実し

,その後30年位まで生産量が増加する｡インドでの年間1本当りの収量は平均2,000箇で

ある｡



スイショウガキ属 Chrysophyllum Linn.

主として熱帯アメリカに多く,約60種ある常緑の喬木｡属名はギリシャ語のchrysos(黄

金)とphyllonI葉)より成り,葉の下面の色に由来する｡

399. スイショウガキ (図 182)

(ホシリンゴ,スタ-アップル,カイニット)

Chrysophyllum Cainito Linn.

Syn. Chrysophyllum Roxburghii Woodr., Cainito pomiferum Tussac

ブラ ジルーCaimito, Abio do Para, Aquai, Caiteiro, Caimito vermelho, Cainite,

Cainito, Camiquie, Folha dourada, Guaraito, Maqa estrelada, Ovo vegetal.

英-Caimito, Kamoti, Satr-apple, West lndian Star-apple.

独- Sternapfle, Sternapfelbaum.

仏-Cainitier dore.

ス ペ イ ンーCaimito, Palo de canela.

キ ュ ー バ-Caimito morado.

コロンビア-Caimo.

仏領ギアナーCaimitier, Cainitier.



セイ ロ ン-Rata-lawulu;タミル)-Seemaipala-pallam.

イ ン ドーHalimara.

マ ラ イーSawo doren.

ジ ャ ワーSawoidjo.

ス ン ダーSao h∂djo, Sao doren.

性 状

高さ15mに達する常緑喬木で樹皮は淡灰色,枝には銅色の

毛がある｡葉は互生し,長卵形一長楕円形,長さ8-18cm,

幅3-10cm,全縁にして鋭脚,鈍または短尖頭,表面は暗緑

色で光沢あり,裏面は銅黄色をなす｡花は葉腋に束生し,

花梗には褐色毛あり,花冠は帯紫白色で,萼片より2-3倍

長い｡

漿果はリンゴ大で,球形一卵形,径5～8cm,果皮は薄

くて平滑,紫色,青色,緑色,果肉は赤または白色 5-10

箇の大きい褐色の光沢ある種子がある｡果実を横断すると果心が星状をしているのが見え

る｡

摘 要



西インド諸島,中央アメリカの原産で,早くから熱帯アメリカには広まっていた｡セイ

ロンには1802年に導入され,その他の熱帯アジア,アフリカにも栽培されている｡欧州で

は1737年に英国に入っている｡

果実は成熟すると種子の周囲に白色半透明で寒天様の部分が甘昧を増し,香気を帯びて

来る｡生食する外,貯蔵果ともする｡

排水の良い肥沃な土地を好み,播種後8 -10年で結実する｡いくつかの品種がある｡

種名は西インド諸島の土名から来たものである｡ブラジル名も同様である｡

400. グァジャラ -

Chrysophyllum excelsum Huber

ブラジルーGuajara, Ajara, Sorva do Peru.

ペ ル -ーSorva, Sorvera.

性 状

高さ20mに達する中喬木｡若枝は節くれだち,赤褐色の密綿毛がある｡葉は枝の上方に集

り,有柄にして,卵状長楕円形,鈍脚,鈍頭,全縁にして縁は反巻する,表面は濃緑にて

光沢あり,裏面は淡緑色にて脈上に赤褐色毛があるが,後に無毛となる,長さ22cm,幅

12cmに達す｡花は黄緑色,径3-4由m,葉腋に東生する｡子房は半球形にて白色の長毛を密



生し, 5室｡果実は漿果にして黄色,球状にて径56cm,種子は5箇までで,卵状長楕円形

,偏平,黒色又は暗褐色｡

摘 要

ペルーの原産といわれ,早くからアマゾンに入り, PA州のベレン辺には栽培されてい

た｡ 1900年までは学名が判明せずにいたもので,当時のゲールジ博物館(Museu Goeldi)

長, Jacques Huberによって命名されたものである｡果実はそのままでは乳液が多くて美

味ではないが,煮て食べると美味となる｡

観賞樹,日蔭樹としても栽植されている｡

種名は｢丈高き｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名はアマゾン地方の土名より

来ている｡

401. パウ･ドーセ

Chrysophyllum inophyllum Miquel

Syn. : Glycoxylon inophyllum Ducke

ブラジルーPau doce, Abii.

性 状

灌木又は小木にして若い枝には褐色絹毛があるが,後無毛となる｡葉は有柄にして枝端



に集り,倒卵状楕円形～楕円形,鈍脚,鈍頭-凹頭,全縁,革質,表面は光沢ありo花は

小形にて,枝に族生し,萼には褐色毛がある｡果実は卵状-球状,小形,中に1～2箇の種

子がある｡

摘 要

ブラジルのAM州,PA州に産し,高地の草原に自生する｡果実は1-3月に見られ,甘くて

生食せられる｡材や皮にも甘味がある｡

種名は｢脈の顕著なる葉の｣という意のギリシャ語に由来する｡ブラジル名は｢甘い木｣の

意である｡

ルクーマ属 Lucuma Molina

熱帯アメリカに約60種ある常緑木本｡属名はペルーの土名に由来する｡

402. アビウラーナ

Lucuma lasiocarpa (Martius) A.DC.

Syn. : Labatia lasiocarpa Martius, Pouteria lasiocarpa (Martius)

Radlkofer

ブラジルーAbiurana, Abieiro da Mata.



性 状

高さ15mに達する常緑喬木｡葉は有柄で枝の上方に集り,互生し,倒卵状披針形,全縁

,平滑｡花は小形にて,葉腋に族生し,無梗｡漿果は球状～楕円状,黄金色にて表面には腺

毛が密生する｡中に暗褐色の種子がある｡

摘 要

アマゾン地方の侵水地域の山林中に自生する｡果肉は生食せられる｡

材は暗赤色で,耐久性あり,建築,杭,杖の材料とされる｡比重は0.938｡

種名は｢疎剛毛ある果実の｣という意のギリシャ語に由来する｡ブラジル名はアマゾン地

方の土名より来ている｡

403 フルータ･デ･マンテイガ

Lucuma ramiflora (Martius) A.DC.

Syn. :Labatia ramiflora Martius, L. elliptica Pohl, Pouteria ramiflora

(Martius) Radlkofer

ブラジルーFruta de Manteiga, Figo, Figo do Campo, Grａo de Galo, Fruta de

Veado, Joａo Criolo, Joａo de Leite, Leitosa.



性 状

常緑の中喬木にして,枝は円筒形,コルク質が発達し,灰褐色の密毛がある｡葉は有柄

で,卵状～楕円形,両端は鈍形,全縁にして表面は緑色,乎滑であるが,裏面には灰褐色

の密毛がある,長さ10cm,幅6cmに達す｡花は小形,淡褐色,葉腋に散房状に出で,花冠

は鐘形,子房は黄褐色の長毛あり,2室,稀に4室｡漿果は卵円形｡

摘 要

ブラジル中央のGO, MG, MT, SP諸州のサバンナ(セラード)に自生する｡果実は生食す

ることができる｡

種名は｢枝ある花の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢バタ-の果実｣とい

う意のポルトガル語より来る｡

404. クチチリバー

Lucuma Rivicoa Gaertner f.

Syn. : Chrysophyllum macrophyllum Lamarck, Richardella Rivicoa

Pierre, Vitellaria Rivicoa Radlkofer, Bumelia nervosa Vahl

ブラ ジルーCutitiribａ, Acarauba, Cutitituturaba, Guite-timbo, Guiti-to

roba, Oiti-tetuba, Tutiriba, Utitiribａ.



ス ペ イ ンーCanistel.

キ ュ -バーCanistel, Caniste, Macua.

メ キシコーCaca de Nｉｎo, Ciguapa.

コスタリカーCanistel, Siguapa.

グァテマラ-Yema de huevo.

コロンビアーCaimo.

仏領ギアナーJaune d′oeuf.

チ リーLucuma.

性 状

高さ30mに達する常緑喬木｡葉は有柄にして楕円状卵形-倒卵状披針形,鋭脚,鈍頭,全

縁,表面は平滑,裏面には多少毛あり,脈理には赤褐色毛がある,長さ20cmに達し,膜

質｡花は葉腋に1-3箇生じ,長い花梗がある｡萼は4-5裂し,花冠は筒状にて4-6歯裂し,

雄芯は花冠の裂片と対生する｡子房は有毛にして, 5室｡漿果は球形-長楕円形-洋梨形

,緑色｡種子は卵状球形,暗褐色にして光沢がある｡

摘 要

ギアナ地方及びブラジルのアマゾン地域からMT, GO, CEの諸州に亘って分布し,又,

熱帯アメリカの他の地方にも栽植されている｡



果肉は卵黄の色で,甘くて,美味で生食される｡薬用としては下痢止めとされる｡種子に

は油を含み,赤痢や中耳炎に用いられる｡ ブラジル名は土名から来ている｡

405. ホンマッサランヅーバ (新称)

Lucuma procera Martius

syn. : vitellaria procera (Mart.) Radlkofer

ブラジルーMaparanduba verdadeira, Apraju, Apraua, Leiteira, Macarandubarana,

Macaranduba branca, Macarandiva.

(BH州- Arvore da Vaca, Chaua, Enquirｉ Mucuri, Paraju, Pau de Vaca.

性 状

高さ24mに達する喬木にして,若枝は偏平にして角がある｡葉は楕円形一長楕円形,両

端は尖り,長さ9cm,幅2.5-5.5cm,革質｡花は腋生にして3-8箇束生する,萼片は類円形

にして,外面は鉄誘色に繊毛を被り,内面は白色の長毛を有す,花冠は萼の倍長,雄芯は

花冠の咽喉部に着き,約は卵形にして,両端は凹形,仮雄芯は花弁状にして,花冠裂片よ

り小さく,その縁は波状,子房は黄色｡果実は球形,黄褐色に熟す｡

摘 要

アマゾン地方の原産にして,果実は生食される｡



材は船舶材,細工物に便われ,乳液が多く出るが接着剤となる｡

種名は｢丈のある｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名マッサランヅーバはアマ

ゾン地方の土語により,ベルダデイロは｢真物の｣という意のポルトガル語から来ている｡

406. シロミノマッサランヅーバ (新称)

Lucuma torta A.DC.

Syn. : Labatia torla Martius, Guapeba torta Pierre, Pouteria lorta

Radlkofer

ブラ ジルーMacaranduba, Abiurana, Criola, Grao de Galo, Pessego do

Mato. (MG州 -Aca.

性 状

常緑小木にして枝はよく屈曲し,コルク質の樹皮があり,小枝には赤褐色の密毛を有

す｡葉は有柄,互生にして倒卵状楕円形,楔脚にて先は円頭,革質,表面は平滑,裏面は

灰褐色の密毛がある｡花は帯赤色,葉腋より短梗にて散形状に出て,萼には密毛がある｡果

実は核果様,卵状球形,白色,中に1種子あり｡

摘 要

ブラジルのアマゾン地方からMT, MG, GO, RJ, MAの諸州に広く分布し,果実は生食さ



れる｡

種名は｢挟れたる｣という意のラテン語に由来し,枝の顔れるによる｡ブラジル名は土名

より来ている｡

407. アビウラーナ･グランデ

Lucuma venosa (Martius) Baehni

Syn. :Achras venosa Martius, Sapota venosa A.DC.,Lucuma macro

carpa Huber, Lucuma Duckei Huber, Lucuma dissepala Ducke

ブラ ジルーAbiurana grande, Abiurana preta, Cutitiribarana, Cutitiri

ba grande, Guajara.

性 状

灌木又は20mに達する常緑喬木にして,枝は無毛で小さい皮目がある｡樹皮は灰褐色,

縦に條線あり｡葉は短柄あり,狭楕円形～倒卵状楕円形,両端は鈍頭又は鋭脚,長さ8～

14cm,幅38-46mm,革質一膜質,主要側脈は6-9｡花は黄緑色,葉腋より乗生する｡子房は卵

状円錐形,密毛あり｡漿果は小さいオレンジ大にて,球状,帯青緑色,果皮は薄く,果肉

は粉肉質にて淡黄色,長さ3～4cmの多くの褐色の種子がある｡



摘 要

アマゾン地方の原産にして, AM, PA両州の高地の砂質地に自生する｡果実は生食せら

れる｡ 種名は｢目立っ脈をもつ｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢大きなア

ビウラ-ナ｣の意にして,アビウラーナは土名より来ている｡

マニルカラ属 Manilkara Adanson

熱帯に広く分布する常緑樹で南米だけでも22種ある｡属名はマラバルの土名に由来す

る｡

408. マパラジューバ

Manilkara amazonica (Huber) Chevalier

Syn. : Mimusops amazonica Huber, M. Maparajuba Huber

ブラ ジルーMaparajuba, Macaranduba, Macarandubeira.

性 状

高さ20mの中喬木｡葉は有柄にして長楕円形～倒卵状楕円形,鋭脚,円-凹頭,全縁,無

毛にして長さ5-15cmc花は腋生,花梗は長さ10-20mmにして無毛｡果実は球状,径15mm,中



に1-2箇の種子がある｡

摘 要

アマゾン地域に普通の種類で AC, AM, PA, MAの諸州の森林中にあり,果実は食用と

なる外,樹から採るゴムはネグロ川(Rio Negro)地方では最大のチュ-インガム原料を提

供していた｡材は比重1.080にて建築に用いられる｡

種名は｢アマゾン産の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名はアマゾンの土名か

ら来ている｡

409.バラータ

Manilkara Balata (Gaertner f.) Dubard

Syn. :Achras Balata Aublet, Mimusops Balata Gartner f., M. Bal

ala Miquel, M. bidentata A.DC, M. Pierreana Baillon

ブラ ジルーBalata, Marapajuba, Muirapiranga, M.roxa, Pau de Estrela.

英 ーBullet-wood, Bully Tree.

仏 ーBalata franc, Balata rouge, Bois de Natte.

スペ イ ンーBalata, Acana.

メ キ シ コーGoma balata



スリ ナムーBolletrie, Paardflesh.

性 状

高さ20m内外の常緑喬木にして枝は灰色｡葉は有柄,倒卵形～楕円形,全縁,表面は平

滑,裏面は銀ビロ-ド状で,短い粗毛がある｡花は小形にして葉腋に束生し,淡白色｡萼は

6裂し,外面は灰褐色毛に被われる｡花冠は6-8裂｡仮雄芯は有歯｡漿果は卵状,長さ2.5cm｡

摘 要

西インド諸島,南米の北部,アマゾン地方の原産で,変化の多い植物であり,多くの変

種を認める人もある｡中南米に広く栽培されており,ブラジルではSP州まで栽培が見られ

る｡果実は甘く美味で食用となる｡ 本種の最大の利用価値はその樹皮よりグッタペルカ

(Gutta-percha)を採ることにある｡グッタペルカの木(Palaquium Gutta Burckアカテツ

科)はスマトラ,ボルネオ,マライ地方の原産であるが,バラータは新大陸においてそれ

に代るべきものとして有名である｡

バラータの樹液にはGuttaが50%,樹脂が44%を含んでおり,比重は1.044であり,天

然のグッタペルカとして広く利用されている｡材は赤紫色で,緻密で耐久力あり,建築材

,船舶材,枕木,杖として用いられ,比重は1.062-1.100ある｡

種名は南米の土名より来ている｡



410. アカミノマッサランヅーバ(新称)

Manilkara elata (Fr. Allemao) Monachino

Syn. : Mimusops elata Fr. Allemao

ブラ ジルーMacaranduba, Aparaiu, Gararoba, Macaranduba da Marinha,

M. de Leite, M. roxa, M. vermelha.

性 状

高さ35mに達する常緑の大喬木で,幹の直径は150cmにも達する｡樹皮は厚く,粗渋で

,赤褐色,縦に裂け目が走る｡葉は倒卵状楕円形,鈍～円脚,円～凹頚,全縁,有柄にして

長さ10cm内外,表面は平滑,裏面は黄色-銀白色にて有毛｡花は葉腋に族生し,小形,仮

雄芯は広く,縁は多数に分裂している｡子房は10室｡漿果は卵形にして小さく,赤色｡

摘 要

ブラジルのRJ,ES,BAの諸州の海岸山脈中に自生する｡果実は生食せられる｡

材は赤色～赤褐色で,重く,硬く,緻密で,船舶材,枕木,床,その他楽器に使われる｡

種名は｢高き｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名より来ている｡

411. セイタカマッサランヅーバ(新称)

Manilkara excelsa (Ducke) Standley



Syn. : Mimusops excelsa Ducke

ブラ ジルーMacaranduba, Maparajuba.

性 状

高さ30mに達する常緑喬木｡若枝,葉,花序には全体に赤褐色の綿毛を被る｡葉は枝の先

に集り,有柄にして長楕円形,全縁,両端は鋭形,長さ10-15cm｡花は長梗ありて,葉腋よ

り族生する,小形｡漿果は球状にて径1-2cm,黄赤色に熟す｡

摘 要

ブラジルのAM, PA, MTの諸州に分布し,河畔の平原の山林中に自生する大木｡果実は

生食される｡木からは樹脂が採れる｡

種名は｢高き｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名より来ている｡

412. マッサランヅーバ

Manilkara Huberi (Ducke) Standley

Syn. : Mimusops Hubert Ducke

ブラ ジルーMacaranduba, Macaranduba verdadeira.

英. -Bullet wood.



性 状

高さ30-40mに達する常緑の大喬木,樹皮は裾色で,縦に梨け目が走る｡葉は枝の先に集

り,互生し,倒卵状長楕円形,全縁,楔脚,円頭～凹頭,葉柄は3cm,葉身は長さ10-20cm,

幅6～8cm,表面は平滑,裏面は黄色綿毛を密生する｡花は葉腋に束生し,花梗は長さ3cm,

密綿毛あり｡漿果は球形,径3cm,黄緑色にして内側が少しく紫色を帯びる｡

摘 要

ブラジルのPA州からAM州の東半分, MT州の北部, MA州の西北部, RR,ROの直轄州

からスリナムに及ぶ｡果実は生食せられ,ベレンの市場にも出ることがある｡ 樹皮からは

グッタペルカが採れ,バラ-タ(Balata)として市場に出ている｡材は有用で種々の用途に

使われる｡

種名はベレンのゲールジ博物館(Museu Goeldi)長であったJacques Huber博士に困ん

だものである｡ブラジル名はアマゾンの土名から来ている｡

ミムソプス属 Mimusops Linn.

旧熱帯に約60種ある常緑木｡属名はギリシャ語のMimo(猿)とops(似る)との合成語であ

る｡



413. アブリコー

Mimusops coriacea (A.DC.) Miquel

Syn. : Imbricaria coriacea A.DC, Mimusops hexandra Bonton et Bojer, M.

Elengi Siebold non Linn.

ブラ ジルーAbrico, Abricoteiro, Abricoteiro do Mato, A. amarelo. A.do

Brasil.

性 状

高さ12-15mの小木にして,枝はよく茂る｡葉は有柄にして,互生し,卵状楕円形,全縁

にして縁は反巻し,表面は無毛,光沢ある緑色,裏面には散毛がある,長さ8～13cm,幅

5- 6cm｡花は葉腋に単生又は双生し,白色,萼片は外面赤褐色毛を被る,花冠は5-6裂,

不同大｡漿果は卵状一球形,平滑にして径2～3cm,黄色に熟す｡種子は通常1箇,時に3-

4箇,黄褐色｡

摘 要

マダガスカルの産にして,ブラジルに導入され,海岸地帯にて野生化している｡果肉は

白く,食用となる｡又,観賞用とし,日蔭樹としても植えられる｡

種名は｢革質の｣という意のラテン語に由来し葉を形容している｡ブラジル名は土名より

来ている｡



ポウテリア属 Pouteria Aublet

汎熱帯性の常緑樹で,約150種ある｡属名はギアナの土名より来ている｡

414. ア ビ ウ (図 183)

Pouteria Caimito (Ruiz et Pavon) Radlkofer

Syn. :Lucuma Caimito A.DC, Achras Caimito Ruiz et Pavon, Labatia Caimito Martius

ブラ ジルーAbiu, Abi, Abieiro, Abio, Abio-iba, Abiorama, Caimiteiro.

ス ペ イ ンーCaimo.

ペ ル -ーCaimito.

性 状

高さ5-7mに達する常緑木でよく茂る｡葉は互生し,有柄で,倒卵状披針形,全縁,平滑

,長さ10-20cm,革質で鋭頭｡

花は短梗あり,葉腋より3-10箇が族生,花冠は筒状で4浅裂し裂片は直立する｡子房に

は長軟毛がある｡

漿果は球状又は卵状楕円形,長さ5-10cm,光沢ある黄色,中に2-3の大きな長楕円形の

種子がある｡



摘 要

ペルーのアンデス山麓の暖地が原産といわれ,そ

の後アマゾン地域に入り, PA 州では普通の植物と

なったが,ブラジルでは海岸に沿って南下し, SP州

までは極く普通に見られる｡果実の末熟なものは乳液

を有し,空気に触れると固り,唇につくとねばって

うるさい｡よく熟したものは種子の周りに半透明の果

肉が出来,甘く,芳香がありサポジラに似る｡種子に

よって繁殖されるが,接木や取木も行われる｡pA州

ではその栽培が長いので果実の形,大小,果肉の質

に多くの品種が出ているが,それを系統立てたもの

はまだ無い｡

ペルーやブラジル以外では余り知られず,米国のフロリダに導入されて,少し栽培があ

るのみである｡

種名はペル-の土名より来ている｡

ブラジル名はアマゾンに於ける土名により,果実はAbiuで木はAbieiroという｡



415. グァペ - バ･ベルメーリャ

Pouteria laurifolia (Gomes) Radlkofer

Syn. : Guapeba laurifolia Gomes, Achras Guapeba Casar, Guapeba

brasiliensis Steudel, Lucuma laurifolia A.DC.

ブラ ジルーGuapeba vermelha, Guapebeira, Tapinhoa amarelo.

性 状

高さ12mに達する小木にして,樹皮は棺厚く,帯赤色,縦に條溝があり,若枝は稜があ

り,黄色の毛がある｡葉は有柄,互生し,枝の先に集る,倒卵状披針形にして両端は鋭形

又は先端鈍頭,長さ8cmに達し,平滑,波縁にて革質,網脈は両面に顕著｡花は褐色にて

,葉腋に1-3箇着き,花冠は筒状｡

漿果は球状,黄金色,密綿毛あり, 1種子を入れる｡

摘 要

ブラジルのRJ, MG, SPの諸州の山林中に自生し,果実は生食せられる｡

樹皮は赤痢に用いられ,ラテック(latex)を浸出する｡

種名は｢ゲッケイジュ様の葉の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢赤いグァ

ペ-バ｣という意味で,グァペ-バはブラジルの土語の-つ｡グァラニー語で｢平たい果実｣

という意である｡



416. フル - トン

Pouteria Pariry (Ducke) Baehni

Syn. : Lucuma Pariry Ducke

ブラ ジルーFrutao, Abiorana Guta, Pariri.

性 状

20-30mに達する常緑の中喬木｡樹皮は帯灰色にして薄片となって劉がれ,若枝には赤褐

色の密綿毛がある｡葉は枝の先に集り,葉柄は長さ3～5cmにて赤褐色

の毛を密生す,葉身は長楕円形,長さ15-25cm,狭楔脚,短尖頚,時に円頭又は凹頭,革

質,表面は平滑,裏面は若葉にては赤褐色毛を密生する｡花は緑色にて葉腋に束生する｡

漿果は球状にて偏圧され,少しく斜形にて,径10cm｡果肉は黄緑也,多汁,繊維質にて

芳香強く,中に卵形の2種子があり,長さ3.5cm,幅2.5cm,厚さ1.5cm｡

摘 要

ブラジルのPA州の産にして,果実は2月～4月に見られる｡酸味が強いが,砂糖を加え

ると美昧となる｡現地では栽培があり,賞用せられる｡

種名はアマゾンの土名より来ている｡ブラジル名は｢大きな果実｣という意味のポルトガ

ル語に由来する｡



417. プジャラー

Pouteria speciosa (Ducke) Baehni

Syn. : Lucuma speciosa Ducke ー

ブラ ジルーPujara.

性 状

高さ25mに達する常緑の中喬木で,若枝には赤褐色の毛がある｡葉は長楕円形にて,全

縁,有柄,両端は鋭形,長さ15-33cm,幅6-llcm｡花は菓腋に1-3箇着生し,有梗にして萼

片は5箇で,内側の3片はより長く,外側はすべて密毛がある,花冠は帯白色で,筒状,

先端4分の1が5裂する,子房には綿毛あり5室｡漿果は卵形,長さ12cm,径8cm｡中に大

きな,卵状で皺のある1種子がある｡

摘 要

アマゾン地方の原産にて,原生林中に多い｡果実は緑色にて-部は紫色のビロード状の

毛におおわれ,美昧にて,芳香あり,生食せられる｡種名は｢美形の｣という意のラテン語

に由来する｡ブラジル名は土名より来ている｡

シデロキシロン属 Sideroxylon Linn.

汎熱帯性の常緑木本で,約110種を産す｡属名はギリシャ語のSideros(鉄)とXylon (木



材)の合成語で,木質の硬いことを表している｡

418. マシエイラ･デ･ボイ

Sideroxylon rugosum (Swartz) Roemer et Schultes

Syn. : Chrysophyllum rugosum Swartz

ブラ ジルーMadeira de Boi, Maca de Boi.

ジャマイカ-Bull-apple Tree.

性 状

20-30mに達する常緑喬木で,幹の直径30-60cmに達し,若枝は赤褐色の毛がある｡葉は

有柄で,長楕円形,鈍脚,鈍頭一鋭頭,全縁にて波縁,平滑,長さ16cm,幅4～5cm,膜

質｡花は葉腋に単生し,小形にて白色-裾色,萼は5裂し,花冠は筒状, 5裂する｡漿果は

球形,先端尖る,長さ2-3cm,黄褐色｡種子は多数あり,卵状楕円形,黒色で光沢がある｡

摘 要

西インド諸島,ギアナ及びブラジルのAM州の上流に分布し,山林中に自生する｡果実は

食用とされる｡樹皮からはグッタペルカが採れる｡

種名は｢皺ある｣の意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢牛のリンゴの木｣の意のポル

トガル語に由来する｡



カキノキ科 Ebenaceae

カキノキ属 Diospyros Linn.

アフリカ以外の熱帯に約190種ある木本｡属名はギリシャ語のDios(神の)とPyros (穀

物)の合成語で,果実が食用になる事に因る｡

419. カキノキ (カキ ,柿) (図 184-185)

Diospyros Kaki Thunberg

Syn. : Diospyros Kaki Linn.f., Embryopteris Kaki (Linn.f. ) G.Don,

Diospyros Kaempferi Naudin

ブ ラ ジ ルーCaqui, Caqui do Japso, Caquieiro, Caquizeiro, Alperceiro do

Japao.

英 -Kaki, Japanese Persimmon, Date-plum, Chinese Date-plum.

独 - Kakipflaume.

仏 -Caque, Kaki, Kaki du Japon, Plaquemine, Plaqueminier.

イ タリ ヤーFico del Giappone, Kaki.

ス ペ イ ンーCaqui, Caqui del Japon, Caqui japones, Palo santo,Placa minera.

ビ ル マーKeg.



コ-チンシナーCay-houng.

レウニオン島-Coignassier de Chine.

アルジェリアーFigu-cacos.

メ キ シ コラPersimon japones.

キ ュ - バーKakidelJapon.

アルゼンチンーKaki del Japon.

ウルグアイーKaki del Japon.

中 国一柿.

性 状

高さ10mに達する落葉性喬木にして樹冠は円状卵形を

呈する｡樹皮は粗渋にして暗褐色,若枝は短毛がある｡葉

は互生し,有柄,全縁,相革質で,広卵形,狭脚,急鋭

尖頭,表面無毛,裏面には短毛が散生する,長さ8-15cm｡

花は雑性株(poly-gamous)にして,雄花,雌花の外に両

性花を生ずることはパパヤの如くである｡雄花は集散花序に3花を着けて腋生し,雌花は

単生し,両性花は雄花の如くに着く,花冠は淡黄色,壷形をなし,先は4裂,裂片は反巻

する｡雄花には16本の雄芯あり,雌花には8本の仮雄芯があり,完全花は雄花に似る,雌



花の萼片は大きく発達している｡子房は上位で8室｡

果実は大小,形状不定で,偏球形,球形,長球形等をなし,橙黄色又は赤色を呈す｡

摘 要

中国及び日本の原産で,その栽培は古く, 1千年以上の歴史を有する｡そして日本に於い

て特に発達し,現存する品種は800以上1,000以内といわれ, 一種の果樹でこの様に変

異性に富むことは他にその例がないという｡中国で

は現代において5060の品種があるといわれる｡

カキが欧州に紹介されたのは1789年のことであ

るが,主としてフランスの南部に栽培され,北ア

フリカのアルジェリアにも少し栽培される｡その他

インド,オーストラリアにも栽培があるが,米国

に於ける栽培は盛で,主としてカリフォルニア,

フロリダ,ルイジアナの諸州に作られる｡米国には

ペリ-提督(Commodore Perry)の日本訪問(1856)ま

ではカキは知られなかった｡そして1870年になっ

て始めて接木された優良品種が導入されたのであ

る｡



ブラジルへのカキの導入は1890年頃にペレイラ･バレット(Pereira Barreto)氏によっ

て,フランスの苗木業者シャルル･ナムダン(Charles Namdin)氏と種子の交換によって輸

入されたものが最初といわれている｡今日ではブラジルにカキの栽培はかなり普及してお

り,北はノルデステ(Nordeste東北伯)地方から,南端のリオ･グランデ･ド･スール(Rio

Grande do Sul)州まで栽培されている｡

種名は日本語のカキから来ている｡ブラジルでもカキ(Caqui)の言葉が普通であるが,木

をいう時はカキエイロ(Caquieiro)とかカキゼイロ(Caquizeiro)という｡

利 用

カキは普通生食されるが,ブラジルでは甘柿よりも渋柿がより普及しており,脱渋して

軟かいのを食べるのが普通となっている｡又,干柿も-部に生産され出して普及しつゝあ

る｡柿渋の利用はブラジルでは末だ見られない｡この外,カキの若葉は茶として飲んだり,

衣を着せて揚物とするが,ビタミンCを多量に含有するので有名である｡

カキの材は,辺材は黄色で後灰白色に変り,心材は淡黒色から真黒になる｡比重0.74で

,硬く,緻密で,工作は容易である｡家具として珍重され,定規,木櫛,彫刻,箸,将碁の

駒,算盤等,多くのものに利用される｡

栽培と品種

ブラジルへのカキの導入は前述の如く,ペレイラ･バレット氏がフランスから輸入した



ものであるが,最初は種子,後に苗木が入ったが,当時の品種としては禅寺丸,蜂屋,衣

紋,富士妙丹,美濃などで,原名が日本語であったために呼び方が混雑していた｡ 甘ガ

キは1916年に松本圭-氏により,富有,次郎が日本より輸入されたのが最初で,その後

の品種としては美濃,会津身不知,改良蜂屋,平核無などの渋ガキが日本から導入されて

いる｡現在ブラジルには20品種以上が栽培されている｡1952年,サンパウロ州果樹園芸協

会(Forum Paulista de Fruticultura)はブラジルのカキの品種を次の如く3つのグル-

プに分けて整理した｡

aーSibugaki 渋ガキ

果実の内の種子の有無に関係なく渋味のある品種で,以前はTaninosoといわれ

ていた｡次の品種がある｡

タウバテ(Taubate)ハチヤ,コラソン･デ･ボ-イ(Coracao de Boi),ヒラタネナ

シ,ミノ,アイズミシラズ等｡

b -Amagaki 甘ガキ

果肉に全く渋昧のないもので,以前はNao-taninosoといわれていた。次の品種

がある｡

ジロウ(次郎),フユウ(富有)



c-Variavel (バリア-ベル)

果実に種子の無い場合は渋味を有し,もし種子のある場合は,全体或は部分的一主と

して種子の周囲ーにごま状の斑点を生じ渋味のなくなる品種である｡次の品種がある｡

ラマ･フォルテ(Rama Forte), ギオンボウ , マゼリ -(Mazeli)ショコラーテ

(Chocolate)｡

カキの栽培は現在S P州を中心として行われているが, 1973年のブラジルの栽培面積

は3,450haで,収量は1億9,373方84箇である｡

甘ガキの内,富有はSP市郊外にて熟期は4月中旬-5月上旬で,次郎はこれより2週間

程早い｡栽培面積は富有の方が多いが,共に経済的甘ガキとして増植の傾向にある｡

祇園坊はブラジルでは豊産性で,普通は無種子果となるが,有種子果はゴマ斑点を生じ

半甘果となる｡熟期は5月中下旬が最盛期である｡

ラマ･フォルテ種はジョアキン･ラマ･フォルテ(Joaquim Rama Forte)氏がS P市のペ

ンニャ(Penha)区に在住時代, 1925年に,州の林業試験場(Horto Florestal)よりカキの

種子を入手して,モジダスクルーゼス(Mogi das Cruzes)郡のポンテ･グランデ(Ponte

Grande)地区に植えた品種が元で,当時はエストレ-ラ(Estre1a,星の意)という名称でRJ

の市場に出していたが, 1952年に州果樹園芸協会の提唱で,氏の名をとってラマ･フォ



ルテと改称されたものである｡果実は偏平で,4傑の溝ができる｡光沢あり,脱渋は容易で

,軟化が遅く,遠距離輸送に耐える｡熟期は4月上旬である｡

ダウバテ種は渋ガキ中の代表種で,果は大形の偏平で,種子は殆どない｡熟期は4月上

中旬である｡この品種はSP州中央線のタウバテ郡の原産で, 1919年タウバテ生れの農業

技師フェルナンド･デ･マットス(Fernando de Mattos)氏が日本からミカド(帝)種の苗を

入手して,自分の所有地であるカベイラス(Caveiras)地区に植えたのを,使用人が,その

隣人であるジョアン･ムラ-ト(Joao Mulato)に3本の穂木を与え,ムラ-トはそれを殖や

したが,台木にはマイゼ-ナ(Maizena)という品種を用いたという｡ 1921年には近くの知

人の苗木生産者のアニセット･マノエル･デ･サントス(Aniceto Manoel de Santos)と,エ

ウジェニオ･ダビ-(Eugenio David)に少し苗を分けた｡1923年には既に果実の生産があっ

て販売した｡この3人はその后の生産品を主としてRJの市場に送り, 1930年頃には｢タ

ウバテの柿｣と-般に呼ばれる様になった｡ジョアン･ムララトはイタリアのベニス生れで

タウバテに住んだアンジェロ･ムイラッチ(Angelo Muilatti)の子である｡ 1934年モジ･

ダス･クルラゼスの苗木商,本多慶三郎氏はタウバテよりこの品種を高値で購入して普及

に尽力されたのである｡

カキは普通接木で繁殖するが,割接が大半で, -部では芽接も行われる｡台木としては



カキの有核種,アメリカガキ,マメガキ等を用いている｡接木の時期は23月に行う｡定植

の距離は7×7mか8×8mにするのが普通である｡カキの花は南ブラジルでは8月下旬か

ら9月中旬に咲き,果実は2月-6月頃に収穫される｡

果樹としては重要でないが,カキノキ属には尚次の種類があり,果実は可食である｡

420. サ ポ テ

Diospyros Ebenaster Retzius

Syn. : Diospyros Ebenum Linn.f.,p.p., D. Ebenaster Roxburgh

ブラ ジル-Sapota preta.

英 -Black Sapote.

メ キシコ-Sapote negro, Zapote prieto. (アステカ)ーTliltzapotl.

ポルトリコーGuayabote, Guayabota.

ハ ワ イーBlack Persimmon.

フイリピンーSapote, Zapote.

性 状

高さ18-20mに達する常緑木であるが, -般には8-10m位,枝は暗色｡葉は長楕円形,全

縁,鈍頭,長さ8-15cm,表面は鮮緑色で光沢があるこ花は白色で芳香あり,カキの花に似



て雑性である｡果実は多少偏円形で径5-12cm,オリ-ブ様緑色,果肉は暗褐色のチョコレ-

ト色で軟かく,その香りはカキに似る｡種子は卵形で偏平 l-10箇ある｡

摘 要

メキシコ原産で,現地で賞味される以外には余り知られていない｡メキシコ以外では西

インド諸島に早く入り,その他米国のフロリダ,ハワイ,又,スペイン人により早くフイ

リピンに導入されている｡ブラジルには僅かにSP州に栽培を見るが,その輸入は百年前で

あるという｡果実は生食されるが,欧米人はオレンジかレモンのジュースを少し加えてデ

ザートに賞味するという｡

種名は｢やや劣れる黒檀｣との意である｡ブラジル名は｢黒いサポタ｣の意である｡

421. ケガキ(オオケガキ)

Diospyros discolor Willdenow

Syn. : Cavanillea philippinensis Desrouss, C. Mabolo Roxburgh, Diospyros

utilis Hemsley, D. philippinensis Guerke, Embryopteris discolor G.Don

ブラ ジルーPessego da lndia.

英 -Mabolo, Butterfruit, Velvet apple.

フイリピンーAmaga, Camagon, Kamagong, Talang.



マ ラ イーBueh mabola, Buah Mentega, Buah Saklat.

台 湾ー番柿,烏柿,毛柿,毛柿格｡

性 状

高さ10-12mの喬木｡樹皮は黒色の地に褐色の條斑があり粗渋で,若枝には茶褐色の密毛

がある｡葉は互生,楕円形,全縁,革質,長さ25-30cm,表面は暗緑色にて光沢あり,裏面

は灰白色で褐色の械毛がある｡花は雌雄異花で,径2cm,白色,雄花は腋生の花梗上に数花

密集して生じ,雄芯は24本｡雌花は葉腋に単生し,雄花より大きく,花柱は4分岐する｡

果実はリンゴ大,球形～偏円形,径10cmに達す｡果皮は朱紅色-紫赤色にて,ビロード

状の茶褐色の密毛あり,落ち易い｡中に4-8箇の大きい裾色の種子がある｡

摘 要

フイリピン,台湾の原産で,東南アジアに分布栽培されている｡ブラジルも輸入栽培さ

れているが少い｡フイリピンのものと台湾のものを別種とする説もある｡

果実は生食される｡材は緻密で硬く,心材は黒色で暗紫～蒼緑の縞があり,青黒檀とし

て利用される｡生育が早く,日蔭樹,街路樹ともされる｡

種名は｢雑色の｣との意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢インドのモモ｣の意のポル

トガル語より来ている｡



422. マメガキ(シナノガキ,コガキ,ブドウガキ)

Diospyros Lotus Linn.

Syn. : Diospyros japonica Siebold et Zuccarini

ブラ ジルーLoto, Arvore de Santo Andre, Guiacana.

英-Date-plum.

独-Echte Lotospflaume.

仏-Plaqueminier d'Europe，

スペイ ンーArbol de Santo Andres, Canomay, Guayacan africano, Palo santo.

ウルグァイーLodonero.

中 国一君遷子,黒棗,軟棗,羊棗.

性 状

10mに達する落葉木｡葉は有柄で,互生し,楕円形,急尖頭,全縁,膜質,長さ1015cm,裏

面には短毛を密生する｡確雄同株,花冠は小輸,壷形をなし, 3-5浅裂し,裂片は反巻す

る,雄芯は8本｡果実は球形-卵形にして藁熟し,軟かく,径1.5-2cm｡果中に種子多し｡

摘 要

小アジア,ペルシャ,アフガニスタンの原産にて,古くから中国より日本に亘り栽培さ

れていた｡果実は生果として脱渋して,或は乾果として食べるが,又,柿渋の原科ともす



る｡ブラジルで主として柿の台木として利用している｡ 種名は地中海地方に多いマメ科

の植物名で,昔のギリシャ名より来る｡ブラジル名も同一である｡

423. アメリカガキ

Diospyros virginiana Linn.

Syn. : Diospyros concolor Moench

ブラ ジルーCaqui de Virginia.

英 -Common Persimmon, Persimmon.

独 ーPersimmone, Virginische Dattelpflaume.

仏 -Plaqueminier d'Amerique.

スペイ ンーCaqui de Virginia, Guayacan de Virginia.

性 状

高さ5-20mに達する喬木｡樹冠は円形を呈し,枝は開出して下垂する｡葉は有柄,互生,

卵形～楕円形,鋭尖頭で上面は光沢あり,幼時は有毛であるが,後に無毛となる｡花は帯

黄緑色一帯緑白色,長さ1.3cm,雄花は3花宛葉腋に着き,噸花は単生する｡

果実は球形一倒卵形,径2.5cm,汚橙色｡



摘 要

米国東南部の原産で, 1620年に欧州に紹介される｡果実は熟すと甘味と芳香があり,食

用とされる｡ブラジルには主として,カキの台木用として栽培されている｡

種名は米国の｢バージニアの｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名はバージニア

のカキの意である｡

マーバ属 Maba J.R. et G.Forster

熱帯,亜熱帯に分布する木本で,約 70種知られる｡属名はポリネシアのトンガタブ

(Tongatabu)島の土名より来ている｡

424. フルータ･デ･ジャクー

Maba inconstans (Jacquin) Grisebach

Syn. : Diospyros inconstans Jacquin, Macreightia inconstans (Jacquin)

A.DC.

ブラ ジルーFruta de Jacu, Cinzeira, Fruta de Jacu do Mato, Frutade

Jacu Macho, Maria preta.



性 状

高さ5～7 mに達する小木で,若枝には密毛がある｡葉は有柄,互生し,倒卵状楕円形

～楕円形,鈍脚,鋭頚-凹頭,全縁,革質,平滑にして網脈は顕出する｡花は異株に生じ

,黄緑色,碓花は3箇腋生し,花冠は鐘形,花は3数性よりなる｡漿果は球状で,径2cm,宿

存萼を有し, 6室あり,汚黄色にして,黒変する｡種子は長楕円形,稜あり｡

摘 要

西インド諸島,ギアナよりブラジル全土,ウルグアイに亘って分布し,変化の多い種類

である｡果実は生食される｡

材は農具の柄に利用され,時に観賞用として栽培される｡

種名は｢変化多き｣との意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢ジャクーの実｣という意

のポルトガル語に由来する｡ジャクーはウズラ･ニワトリ目の烏類で南米に多い Penelope

属の大形の烏で,この烏が好んでこの実を食べることからいわれたものである｡

モクセイ目 Oleales

モクセイ科 Oleace ae

オリーブ属 Olea Linn.

アフリカ,地中海沿岸,オ-ストラリアに約20種分布する常緑樹｡属名はオリーブの木



のラテン名である｡

425. オリーブ(オレイフ,ポルトガルノキ)

Olea europaea Linn.

ブ ラ ジ ル-Oliveira, Oliva, Azeitona.

英 ーOlive, Olive-tree.

独 -Olive, Olbaum.

仏 -Olive, Olivier.

イ タ リ アーOlivo,Ulivo.

ス ペ イ ンーOlia, Olivo, Aceituna.

ロ シ アーOlivkoje derevbo.

アルゼンチンーOlivo, Azeituna.

ペ ル シ ャーSeitum.

性 状

高さ6-15mに達する常緑小喬木｡葉は対生,有柄,披針形,全縁,革質,両瑞は鋭形で

,表面は深緑色,裏面は灰白色,長さ5 - 6cm｡花は腋生の円錐花序に着き,白色,花冠

は4裂し,雄芯は2-4本,雌芯は1本｡核果は楕円形,時に殆ど円形,長さ2-2.5cm,径1-



1.5cm,紫黒色に熟す｡

摘 要

小アジアの原産といわれるが,古い時代から,アラビア地方,ギリシャ,ロ-マ,に伝

わり,地中海沿岸地方は今日でも最大の生産地である｡即ちスペイン,イタリア,ギリ

シャ,フランス,ポルトガルが主産国で,米国では120年位前にメキシコよりミシシッピ-

及びジョラジア州等の海岸地方に植えられ,その後カリフォルニアに大栽培を見るに至っ

た｡南米ではアルゼンチンとブラジルの南部に栽培があるが,アルゼンチンは50年の歴史

を有し,現在では輸出するまでになった｡ブラジルに於いてはMG州, SP州以南の諸州で

栽培があり,地域的な生産はあるが,まだその産額は少く, 1973年の産額は834tで,そ

の面積は584haに過ぎず,毎年大量に輸入している｡

種名は｢ヨ-ロッパ産の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジルでは木はオリベイラ

,実はアゼイトーナという｡ポルトガル語から来たものである｡

利 用

果実は塩漬にして生食する外,オリ-ブ油として食用,医薬用,工業用,化粧用に広く

用いられる｡オリーブ油は熟した果実から20%がとれ,その成分は殆ど全部がオレイン酸

のグリセリドであるという｡

材は木目が美しいので種々の細工物に使われ,木は平和のシンボルとして大切にされ,



各種の紋様に用いられる｡

栽 培

欧州のオリーブ栽培の地帯を見ると1月の気温が平均4℃の等温線より以南になってい

る｡又,雨量少く,気候温暖にて乾煉する土地に通し,寒さには比較的強く,零下8℃まで

は栽培可能である｡

ブラジルではオリ-ブの繁殖は普通接木によるが,芽接と割接が行われる｡台木として

は同じ科のLigustrum(イボタノキ属)を用いるが,中でもイボタノキ(L. obtusifolium

Sieb. et Zucc.)オオバイボタ(L. ovalifolium Hassk.)が用いられている｡

定植の距離は6×6m,8×8 m位にするが,土地の肥沃の度により異る｡ブラジルに於け

る品種としてはArauco, Arbequina, Ascolano, Frantoio, Manzanilla, Mision等が主

なもので,植付は6-8月に行い,接木してから4年目に最初の収穫に入るが,花は10月

頃で果実の熟すのは3月頃である｡

リンドウ目 Gentianales

フジウツギ科 Loganiaceae

マチン属 Strychnos Linn.

熱帯に広く分布する木本で,約220種知られる｡属名はギリシャ語の植物の名から来て



おり,テオフラストスによって用いられたナス科の植物の名であるという｡

426. キナ･ド･カンポ

Strychnos pseudo-quina Saint Hilaire

Syn. : Geniostoma febrifuga Sprengel

ブラ ジルーQuina do Campo, Falsa-quina, Quina branca, Quina cruzeiro,

Quina de Chapada, Q. de Mato Grosso, Q. de Periquito, Q. do Cerrado,

性 状

小木にして枝は捩れる｡若枝には赤色の毛を有す｡葉は対生し,葉柄は極く短い,卵状楕

円形-卵状披針形,楔脚,鋭頭～鈍頭,全縁にして5主脈があり,表面は平滑,裏面には

赤褐色の毛があり,革質にして,長さ12cm,幅5cm｡花は小形,白色,腋生の円錐花序に着

き,花序は葉より短い,芳香あり｡漿果は球状にして径15-17mm,暗色にして平滑,果頂は

光る｡果肉は黄色にして中に1-4箇の種子がある｡

摘 要

ブラジルの中央部, MT,GO,MG, SPの諸州のサバンナ(セラ-ド)に自生する植物にして

,果肉は食用とされる｡

樹皮は乾燥地のため厚く,コルク質が発達し,黄色にして, 19世紀の初期には薬用と



して,精力剤,駆風剤として広く用いられ,市販もされていた｡真正のキナ皮の如く,シ

ンコニンやキニンの如きアルカロイドは含まれていないが,駆風剤として効力のあること

はその後の研究で確められている｡

種名は｢偽のキナ｣の意である｡ブラジル名は｢原野のキナ｣の意のポルトガル語に由る｡

キョウチクトウ科 Apocynaceae

アンベラニア属 Ambelania Aublet

ギアナ及びアマゾン地方に数種ある小木｡属名はギアナ地方の土名より来ている｡

427. キウリノキ (新称)

Ambelania acida Aublet

Syn. : Willughbeia acida (Aublet) Willdenow

ブラ ジルーPepino do Mato, Ambelam.

仏領ギアナ-Paraveris, Quienbiendent.

性 状

高さ2～3 mの灌木｡葉は対生し,楕円形一卵状楕円形,全縁,乎滑,長さ11-13cm,幅

2.5-5.5cm｡花は腋生の散房花序に3～4箇を着け,白色,萼は5裂,花冠は筒状で5浅裂



,堆芯は5本にして花冠の基部に着く｡漿果は卵状長楕円形,鋭頭,2室,多肉,黄色,長

さ7cm,中に多くの種子がある｡

摘 要

ギアナ地方の原産にして,果皮は乳液が多いので除いてから,果肉を食用とする｡多量

に食べると下痢を起す｡

種名は｢酸味ある｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢山のキウリ｣という意

のポルトガル語に由来し,果実の形から来ている｡

428. ウスバキウリノキ (新称)

Ambelania tenuiflora Muell Argoviensis

ブラ ジルーPepino do Mato, Molongo.

性 状

高さ2～3mの灌木｡葉は短柄あり,対生し,長楕円形,全縁,平滑,円脚,鋭頭｡花は葉

腋に少数族生する｡漿果は長楕円形,長さ8～10cm,黄色,中に多くの種子あり｡

摘 要

ギアナ及びアマゾンの中下流地域の高地森林中に自生し,果肉は少し酸味ある甘さで,

生食される｡果皮を除き,水の中で少しの間もんで,乳液を出してから食べる｡果実は又,



咳に効くという｡

種名は｢細い花の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は前種と同一である｡

カリッサ属 Carissa Linn.

アフリカ,アジア,オ-ストラリアの熱帯地方の乾燥地に生ずる木本で,約30種ある｡

属名はインドの土名から来ている｡

429. カリッサ

Carissa Carandas Linn.

Syn. : Echites spinosa Burmann, Capparis granadas Gmelin

ブ ラ ジ ル ーAmeixeira de Porto Natal.

英 -Carissa, Bengal currants, Christ's-thorn.

セイ ロ ンーMaha-karanda. タミル)-Perunkila.

イ ン ドーGarainga, Keramcha, Karanda, Karwand, Kuronda, Kare kayi.

タ イ-Namphrom, Mamdaeng.

マ ラ イーKerandang, Kerenda, Karaunda, Berenda.

ジ ャ ワーKarandang.



性 状

高さ6mに達する小木で,樹皮に亀裂が多く,乳液を含む｡若枝の節に1対の鋭いY字形

の刺があり,刺の長さ2.5-5cmに達す｡葉は対生,無柄で卵形,先は微凸端,全縁,革質

,長さ4～8cm,表面は濃緑色で光沢あり,裏面は淡緑色｡花は頂生の集散花序に数箇着き

,花冠は白色, 5裂,花筒部は淡紅色で芳香がある,花の長さ1.7-2.5cmc

漿果は長楕円形,長さ2.5cm,果皮は平滑で薄く,濃赤色～暗紫色に熟す｡中に偏平暗褐

色の種子4箇を含む｡

摘 要

インド,セイロンの乾燥地帯の原産で,アジア,アフリカ,オラストラリアには広く栽

培され,熱帯の珍果として市場にも多く出ている｡ブラジルには北部地方に早く導入され

たが,その後あまり栽培が普及しない｡

完熟果は甘味に少し酸味と芳香があり,美味である｡生食のはか,加工しても食用とし

,末熟果はインドやジャワでカレ-の調味料とし,またピクルの原料とする｡煮沸糖蔵し

ても果肉の鮮紅色を失わない特性がある｡

種名Carandasはインドの土名から来ている｡ブラジル名は｢ナタール港のスモモ｣の意の

ポルトガル語に由る｡



コウマ属 Couma Aublet

ギアナ及びアマゾン地方とバイアに数種分布する木本｡属名はギアナ地方の土名に由る｡

430. ソルベイラ

Couma guyanensis Aublet

Syn. : Cerbera lriphylla Rudge

ブラ ジル Sorveira, Sorva.

性 状

高さ30mに達する大喬木で,幹の直径は75cmに達し,樹冠は広がる｡葉は3葉輪生し,

有柄にして,楕円形,全縁,鋭脚,鋭尖頭,平滑にして長さ18cm,幅9cm｡花は頂生の散房

状に着き,萼は鐘形,長さ6nun, 5裂し,裂片は鋭頭,花冠はバラ色にて筒状,長さ15

～20mm, 5裂する, 5雄芯は花冠筒部の中部に着生,子房は球形で上部は裁形, 2室,

花柱は長さ2.5mm｡

漿果は球形にて径2.5- 3cm,中に偏平な種子10-25箇を有す｡

摘 要

仏領ギアナ及びアマゾン下流のパラ-州の主として海岸地帯の湿地に自生する｡果実は

食用となる｡ 種名は｢ギアナ産の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は果実は



Sorvaで,木はSorveiraであるが, Sorvaはナシ科のナナカマド属(Sorbus)の果実から

来ている｡

431. ソルバ･グランデ

Couma macrocarpa B. Rodrigues

ブラ ジルーSorva grande, Sorva, Sorva-acu, Cuma-acu, Cuma-uacu.

ペ ル ーーLeche-caspi.

性 状

30mに達する大喬木｡樹皮は厚く,皺あり,白い斑紋がある｡葉は3-4葉の輪生,大形,卵

形,心脚,鋭頭,表面は平滑,裏面は長軟毛あり,葉柄は太く,長さ2cm｡花は上方の葉腋

に円錐花序に着き小形｡萼は5裂し,裂片は内面に伏毛があり,花冠はバラ色にて小形,

筒部は紅紫色にして中央はふくらみ,下方の内面は有毛,雄芯は花冠筒部中央に着生し,

約は卵形で短い,子房は2室で,平滑｡漿果は球形,径5cm,宿存萼を有し,中に多数の楕

円状の種子がある｡

摘 要

上部アマゾンからペルーにかけて分布し,高地に多く,マナウス(Manaus)附近には普通

で,花の時は葉がなくて美しい｡



果実は甘くて美味である｡

種名は｢大きな果実の｣という意のギリシャ語に由来する｡ブラジル名は｢大きなソルバ｣

という意である｡

432.ムクジェー (図186)

Couma rigida M. Argoviensis

ブラ ジル-Mucuje, Mucuge, Itapeua, Marfim,

Mocuge.

性 状

小木にして,枝は硬く,上方では3稜形をなす｡葉は倒卵

状楕円形,無柄,楔脚,短尖頭,全縁,長さ10-17cm,幅4-

7cm,葉腋に蜜腺がある｡花は葉腋に集散花序をなして着き

,花序は長柄を有し,先に集合する｡萼は5裂し,裂片は縁

毛あり,花冠はバラ色で,外面は有毛, 5裂片は披針形で

長さ1cm｡雄芯は花冠筒の基部に着き,柱頭には縁毛があ

る｡漿果は球状,径5cm｡

摘 要



ブラジルのBA州の特産で, 16世紀の時代から知られていたもので,果実は大変美味

であるとして有名である｡樹からは乳液が多く出るが,これも甘く, BA州の奥では住民

はコ-ヒ-に入れる牛乳の代りにこの乳液を入れて飲む位である｡又,この樹から採れる

ゴムはチューインガムの代用となり,アメリカに輸出されているが, 1946年には150tの

ゴムを米国に出している｡

生長の早い木で,日当りの艮い場所を好み,種子又は挿木によって繁殖するが,定植し

てから4～5年にしてゴムが採れるという｡定植は8×8mの間隔とし, ha に156本植え

られる｡

種名は｢硬き｣という意のラテン語に由来している｡ブラジル名は土名より来る｡

433. ソルバ･ペケラナ (図 187)

Gouma utilis (Martius) M. Argoviensis

Syn. : Collophora utilis Martius, Couma dulcis Spruce

ブラ ジル-Sorva pequena, Sorva, Sorveira, Sorva do Para, Cumai, Couman.

性 状

小木にして,枝は円筒形,白色の疫状突起がある｡葉は対生または3葉輪生し,卵状

楕円形,基部は沿着し,円頭～鈍頭,全縁,平滑,長さ10cm,幅4.5cm｡集散花序は上方の



葉腋より出て, 20花許りを着ける,萼は5裂し,裂片は

卵形,鈍頭にして縁毛がある,花冠はバラ色,外面には

微毛がある｡

漿果は球形,平滑,サクランボ大で褐色｡

摘 要､

ブラジルのアマゾン地方の砂地に多い｡果実は美味で

,乳液も甘く食用となる｡

種名は｢有用の｣という意のラテン語に由来する｡ブラ

ジル名は｢小さいソルバ｣という意である｡

ハンコルニア属 Hancornia Gomes

次にのべる唯1種が属す｡属名は人名より来ている｡

434. マンガベイラ (図 188)

Hancornia speciosa Gomes

ブラ ジルーMangabeira, Mangaba, Tembiu-catu.

パラグアイーMangaihch.



仏 -Caoutchouc de Pernambuc.

性 状

高さ5～7mの小木｡枝はよく張り,コルク質が多

少発達している｡葉は対生し,葉柄は長さ9-12mm, 2

箇の蜜腺がある,葉身は楕円形～楕円状披針形,全

縁,平滑,円卿～鈍脚,鋭頭,表面は暗緑色,裏面

は淡緑色,長さ5-6 cm,幅2cm｡花は頂生し,2～3

花を集り着け,白色にして美しく,花梗は長さ8mm｡

萼は5裂し,裂片は針状,花冠は高つき状で,筒部

は上方ふくらみ,全長3-4cm, 5裂し,裂片は披針

形,筒部内面は有毛｡雄芯は5本にて花冠の筒部の

中部に着く｡子房は紡錘形,無毛で2室｡漿果は球形

一洋梨形,径5cm,種子は多数にて偏平｡

摘 要

ベネズエラ,ペルー,パラグアイよりブラジルのPR州以北に広く分布し,主としてサ

バンナ(セラード)の乾燥地帯に多い｡果実はマンガーバ(Mangaba)といいブラジルの野生

の果実では最も美昧なものの-つとして有名である｡ブラジル発見の初期において,ブラ



ジルに来たポルトガル人は本種についての記述を残しているが,16世紀に於いては,例え

ば,アンシェッタ神父(Padre Jose de Anchieta),ガブリエル･ソアーレス･デ･ソウザ

(Gabriel Soares de Souza),ロッシヤ･ピッタ (sebastiao da Rocha Pitta)等がある｡

例えばガブリエル･ソ･ソウザの｢1587年 ブラジル記述｣には,その52章に次の如く述べ

ている｡

バイアの海の近く,草原で痩地にはマンガベイラという木が生え,桃の木位の大きさが

ある｡幹は細く,葉は小さく,花はマルメロの如くで,果実は黄色で赤い色がとりまき,

毛のないモモの如くで,マンガーバと呼ばれている｡大ききはスモモ位で,もう少し大き

いのもある｡末熟の時は乳が一杯詰っており,よく脹れたのを採って来て1～2日家で熟

ませる｡でないと,木で熟れたものは皆落ちてしまうからである｡この実は丁度イチジクの

如く,拾てるところがない｡皮は大変薄く,皮を剥いで汚すということもなく,良い香り

があり,ふくよかな味で,消化もよく, 沢山食べても胃にもたれることがない｡冷えてい

る性質があるので,熱病の者にも艮い｡末熟のマンガーバはポルトガルのナナカマドの若

いのと似て口をしめるが,よく脹れたものは砂糖潰としてよく,薬にもなるし,おいし

い｡



マルクグラーフ(Georg Marcgraf, 1610-1644)はそのブラジル博物誌(1648)で次の如

く述べている｡

実の大きさは欧州のスモモから鶏卵大で,卵形のものや円形のものがあり,落ちたもの

でないと食べられない｡というのは,木になって'いる間は辛くて苦味のある乳液を含ん

でいるからである｡木から落ちるとマンガーバは果皮が黄緑色で, 1方の側は鮮紅色の斑

点で彩られているし,時にはこの斑点の極く少いのもある｡そして全くないのもある,中

には白い果肉があり,バターの如く柔かで,辛口のブドウ酒様の味があって極めて爽快で

ある｡この果肉には6-12またはそれ以上の偏たい種子があり,卵形で,中央に領点があ

る｡その皮は甘へんとうに似て柔かい｡この種子は甘味のある純白の核を有っているので

実と共に呑み込まれる｡

分布が広いので,種々の変化があり,学者によっては6変種に分けている｡ 果実は以

上述べた如く,美味で生食される外,菓子を造り,又,清涼飲科ともされる｡ 枝から出

る乳液は淡紅色で,固まると低質のゴムがとれる｡このゴムでMT州に住むインジオのパレ

シー族(Parecis)は経環を造るし,遊戯用のボ-ルを造るが,このボ-ルはマタマーアリ

チ(Matamaariti)と呼ばれ,頭で受けて遊ぶ｡



種名は｢美形の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢マンガ-バのなる木とい

う意で,マンガーバは土名より来る｡

マコウベア属 Macoubea Aublet

ギアナからブラジルのアマゾン地方及びBA州にかけて1種ある木本｡属名は仏領ギアナ

地方の土名より来ている｡

435. ギアナペキアー (図 189)

Macoubea guianensis Aublet

Syn. : Tabernaemontana reliculata A.DC, T. Aubletii Pulle

ブラ ジルーPequia, Piquia, Pequizeiro.

(PA州)-Amapadoce, Molongo, Macucu da Terra firme.

仏領ギアナーMacoubea.

性 状

中喬木にして枝の先は4稜形をなす｡葉は対生,葉柄は長さ2～3cm,葉身は楕円形一卵

状,鋭脚,円頭-鈍頭にて凸端,全縁,平滑にて長さ10-30cm,幅5-20cm｡花は項生の散房

花序に着き,多花,白色,花梗は長さ6cm,萼は筒状で上方は



開き,外面は有毛,花冠は5裂し,筒部外面に5

条の毛条が裂片と互生してある｡

雄芯は花冠筒部の中央に着く,子房は有毛で,

2花柱は短い｡果実は球状で,径1012cm,果皮は硬

い木質で厚さ4mmあり,中には蜂蜜状の果肉があ

り, 1室で多くの 種子がある｡

摘 要

ギアナ,アマゾン地方の湿潤な森林及びBA州の

山林中に自生している｡ BA州のものは既に16世

紀に知られていたが,それがギアナ,アマゾンの

ものと同一のものであるとは長いこと判らず, 20

世紀になってはじめて明らかとなった｡

この果実は蜂蜜を詰めた丸いヒョウタンの如き

ものといわれ,果皮が硬いので穴をあけて中の果肉を吸い出して食べる｡ BA州では大変

珍味とされているものである｡

種名は｢ギアナ産の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名から来ている｡



パラハンコルニア属 Parahancornia Ducke

アマゾン地方の高木で1種ある｡属名は｢Hancornia属に似たる｣という意から来る｡

436. アマパ -

Parahancornia Amapa (Huber) Ducke

Syn. : Hancornia Amapa Huber

ブラ ジルーAmapa.

性 状

高さ30mに達する喬木で,枝は真直に伸びる｡葉は対生し,披針形,全縁,表面光沢あ

り,葉脈は網状で明瞭｡花はマンガーバに似る｡果実は球状で,小さいリンゴ大,暗紫色に

熟し,種子は小さく多数｡

摘 要

アマゾン地方の高地に広く自生する｡果実は3月頃熟し,美昧である｡樹皮からは乳液が

とれ,薬用として呼吸器病に内用し,創薬として外用する｡

種名はアマゾンの土名から来ている｡



アカネ科 Rubiaceae

アリベルチア属 Alibertia A.Richard

熱帯アメリカに20種を産する木本｡属名は人名より来ている｡

437. ゴヤバ･プレータ

Alibertia edulis (L.C.Richard) A.Richard

Syn. : Genipa edulis L.C.Richard, Gardenia edulis Poiret, Amajouaedulis

Baillon, Cordiera edulis O.Kuntze

ブラ ジル-Goiaba preta, Ajurui, Amaiua, Apurui, Purui,

Purui pequeno, Puruisinho.

バルバドスーWild Guava.

キ ュ ーバーPitajoni hembra.

メ キ シ コーCostarrica.

ホンジュラスーLirio.

グァテマー ーGuayaba del monte.

コスタリカ-Madrono de comer.

パ ナ マーLagartillo, Madrono, Trompito, Trompo.



エル･サルバドルーTorolillo.

コロンビアーPerita.

性 状

高さ6 mに達する小木又は灌木｡葉は対生し,長楕円状披針形,短柄あり,殆ど無毛,

全緑,表面は濃緑色,裏面は帯紫褐色,長さ20cmに達し,両端は鋭形にて草質｡花は項生

の円錐花序に着き,白色,径3cm,芳香あり｡漿果は球形,径25mm,暗黄色,種子は多数で

小さく暗褐色｡

摘 要

中南米の熱帯に広く分布し,原野並びに再生林に生じ,果実は生食せられる｡葉の裏が

美しいので,観賞用として植えることがある｡

アマゾンでは果実からシロップを作って普通に用いる｡

種名は｢食べられる｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢黒いバンジロウ｣の

意のポルトガル語から来る｡

438. マルメラジーニャ

Alibertia elliptica (Chamisso) Schumann

Syn. : Thieleodoズa elliptica Chamisso



ブラ ジルーMarmeladinha, Marmelada-macho, Marmelinha do Campo, Veludo.

(PA州) -Purui.

性 状

高さ4-6mの灌木｡葉は対生し,葉柄は長さ7-12mm,卵状3角形,赤褐色の械毛がある,

葉身は長楕円形～楕円状披針形,鋭脚～円脚,短鋭頭,全縁,膜質革質,表面は無毛,裏

面は白色軟毛がある,長さ4.5-17cm,幅2-11cm｡雄花は頂生して4-20箇集合して無梗,萼

は長さ3mm5歯あり,基部には絹毛が密生する,花冠は萼の2倍長で,筒状の上部3分の

1が5裂し筒部内面は有毛｡噸花は単生,萼は長さ2m,花冠は長さ7mm,上方3分の1は5裂

し,筒部内面は有毛,子房は球形, 3-4室,花柱は花冠上に出て3-4分岐する｡

漿果は球形,無毛,径1cm,黒熟する｡

摘 要

ブラジルのBA, MG, RJ, SP, PR, MT, PAの諸州の原野に生じ,果実は生食される｡美

味であって,採ってから1-2日後熟して食べるが,その味はマルメロに似ているのでこの

名が付いた｡

種名は｢楕円形の｣という意のラテン語に由来し,葉の形による｡ブラジル名は｢小さいマ

ルメロ｣という意のポルトガル語に由る｡



アマジョウア属 Amajoua Aublet

熱帯アメリカに3種ある木本｡属名はギアナ及びアマゾン地方の土名より来ている｡

439. マルメラーダ･ブラーバ (図 190)

Amajoua guianensis Aublet

Syn. : Duhamelia glabra Persoon

ブラ ジルーMarmelada brava, Amaiua, Amajua,

Canela de Veado, Goiabeira preta, Medrono torcido.

(SC州)Carvoeiro, Coracao de Bugre.

仏領ギアナ-Amajoua, Graine a tatou.

パ ナ マーMadrono torcido.

性 状

高さ2-12mに達する小木で,若枝は絹毛がある｡葉は

3葉輪生し,有柄にして,楕円状披針形,全緑,鋭脚,

鋭尖頭,表面は平滑にて裏面は乾燥している時は鉄鋳

色を呈す｡花は茎項に集合し,花冠は白色一黄色にて長さ17mm,花冠筒は中央まで5裂す

る｡漿果は長楕円形,長さ15-20mm,熟して黄色～暗赤色～紫色等を呈す｡



摘 要

パナマからペル-に亘って分布し,ギアナからブラジルでは殆ど全土に見られる｡果実

は生食される｡

種名は｢ギアナ産の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢野生のマルメロ菓

子｣という意のポルトガル語から来ている｡

ヅロイア属 Duroia Linn.f.

熱帯アメリカに数種ある木本｡属名は人名より来ている｡

440 プルイー

Duroia macrophylla Huber

ブラ ジル-Purui, Purui grande.

性 状

小灌木｡枝は4稜形で黄褐色の密綿毛に被われる｡葉は4箇輪生にして大形,葉柄は長さ

8cm,葉身は楕円形,全縁,両端は短突鋭形,革質,平滑,表面は平滑,裏面は粗毛がある

,長さ45cm,幅23cmに達す｡花は単性花にして頂生し,雄花は多数集合し,無梗,萼は長

さ1.5cm｡



漿果はオレンジ大,果皮は暗褐色,果肉も暗色で,酸味があり,タマリンドに少し似て

おり,風味がある｡

摘 要

ブラジルのPA州に多く,果実は生食の外,清涼飲科としても用いられる｡

種名は｢大葉の｣という意のギリシャ語に由来する｡ブラジル名は土名より来る｡

クチナシ属 Gardenia Ellis

熱帯及び亜熱帯に約60種ある常緑の灌木｡属名は米国のガ-デン博士(Dr. Alex･ander

Garden)に因んだものである｡

441. バクパリー･アッスー

Gardenia suaveolens Velloso

ブラ ジルーBacupari-acu, Bacupari grande, Jasmim do Mato,Limao do Mato.

性 状

小木にして刺がある｡葉は対生し,有柄にして卵形,革質,平滑,全縁,披針形の托葉

がある｡花は短梗あり,花冠筒部は細長,芳香あり｡漿果は卵形,黄色,有刺の萼筒に包ま

れる｡中に卵状で角のある16箇までの種子を有す｡



摘 要

ブラジル東部の海岸地帯に分布し,山林中に生ず｡果肉は黄色にて食用となり,芳香を

有す｡種子には7%のサッカリンを含み,生食又は妙って食べられる｡

種名は｢芳香ある｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢大きなバクパリー｣の

意で,土名から来る｡

チブサノキ属 Genipa Linn.

熱帯アメリカに4種知られる小木｡属名はブラジルの土名より来ている｡

442. チブサノキ(ゲニパ) (図 191)

Genipa americana Linn.

ブ ラ ジ ル-Jenipapeiro, Jenipapo, Jenipa, Jenipapinho, Jenipaba, Jenipabeiro,

Janipapo, Janipapeiro.

英 -Genipa, Genipa fruit, Genipa tree, Genipap, Mamoncillo ,Marmalade-box.

独 -Amerikanische Genipa, Genipabaum.

仏 ーGenipa d'Amerique, Bois a grandes feuilles, Grandene genipayer,

Genipa grand bois, Genipayer, G. d'Amerique, Marmolier.



ス ペ イ ン-Jagua, Garuto, Guaitil, Irayol,Jaguilla, Tambor, Tinedientes.

キ ュ ー バーJagua.

ハ イ チーGene-pas, Genipayer.

ポルトリ コーGenipa, Jagua.

アンチル諸島-Bois de fer, Lana.

グァデループーGenipa.

トリニダ-ドーGenip, Tuniper.

メ キ シ コーMoluco.

グァテマラーIrayol, Jagua.

エルサルバドルーTine-dientes.

ニカラグアーGigualti, Tapaculo, Ygualti.

コスタリ カーGuaitil, Jagua.

パ ナ マーGuayatil bianco, Jagua blanca, J. de montana, J. negra.

コ ロ ンビアーJago.

ベネズエラーCaruto, Carut｡ rebalsero, Xagu丘.

ペ ル ーーHuitoc, Yaguayagua.

スリナ ムーTaproepa, Tapoeripa.



仏領ギアナーGenipa.

ボリ ビ アーBigrande.

パラグアイーNandihpa.

アルゼンチンーNandipaguazu.

性 状

高さ14mに達する小喬木で,幹の直径60cmに達し,

樹冠は大きく円形で美しい｡

下方の枝はやや下垂し,無毛,樹皮は平滑,厚く,灰

緑色に淡灰色の斑紋がある｡托葉は葉柄間に生じ,長さ

12mmにて無毛,葉は短柄あり,対生し,枝の先に群生

し,倒卵形～長楕円形,狭脚,先瑞は鋭形～鈍形～短

鋭形,全縁,無毛,やや革質,長さ10-35cmに達す｡花

は両性花にて,鐘形,白色-帯黄色,微芳香あり,径20-

45mm 萼は筒状, 5歯あり,花冠筒部は長さ2-3cm, 5

裂片は広披針形,鈍頭,長さ2-3cm,腋生の散房花序に着き少数｡雄芯は5本で花冠筒部に

着き,前は黄色にして大形,子房は球状,無毛, 2室｡

漿果はレモン形で,長さ 10cm,径6-7cm,若い時は先端尖るが後にへこむ,2室,果皮



は柔かく,雛あり,黄褐色-赤褐色～緑褐色,果肉は褐色で柔かく,中に多くの種子があ

る｡種子は暗褐色で,種皮硬く,偏圧され,長さ6-12mm｡

摘 要

熱帯アメリカに広く分布する｡西インド諸島,メキシコより中米,南米に亘り,ペルー

,パラグアイ,アルゼンチンの北部に及び,ブラジルではPR州以北に広く分布する｡海岸

山脈,内陸の河岸に多く,時には森林中にも見られる｡

果実の熟したものは芳香があり,生食されるが,その外,菓子に造り,シロップ,酒,

リコールにも作るが , その果汁を清涼飲料として用いたものはジェニパッパダ

(Jenipapada)といわれ,プラジル北部では好まれている｡

果実のもう-つの利用で,より重要な事は,昔からアメリカ中南部の土人が広く染料と

して用いていた事である｡末熟の果汁ははじめミカン色をしているが,次いで緑色,董色

,青色,濃青色と変り最後に殆ど黒くなる｡インジオはこれで着物を染め,ヒョ-タンや

土器を染めたり,今日でも諸所に残る岩石に描いた絵文字(Pictograph)にも用いた｡そし

て-番に用いたのは身体に塗ったり,文身(TattooingブラジルではTatuagemという)に用

いたことである｡身体に塗るのには外にベニノキ(Bixa Orellana Linn.)の仮種皮があっ

て朱色に染めて,祝いや出陣によく用いるが,チブサノキも身体の-部を染めるのに用い



た｡そして文身にはすべてこれを用いている｡筆者はかってゴヤス州の奥及び上部アマゾ

ン地方の旅行にて,インジオの部落を訪間した時,彼等は何れも文身をしているのを見た

ことがあるが,ペルー及びこれに隣るブラジルの地方では,果実を食用とするよりもむし

ろ文身のために栽培している程である｡

材は淡黄色に帯青色又は淡紅の縞があり,建築,細工物,彫刻,車台,ラケット,銃身

,靴の型,農具の柄等に広く用いられ,その比重は0.730-0.870である｡樹皮はタンニン

を含み,皮なめしに用いられる｡薬用としては,樹皮は下剤とし潰療に外用し,根は淋病

に,葉は煮出して下痢止めにする｡熟果も食用の外,健胃,強壮の外,利尿,黄痘,水腫

病,肝臓等に用いる｡又,豚の肥育飼科ともなる｡

ギアナ及びベネズエラ,コロンビア地方にはカル-ト(Caruto)という近似の種類があり

, Genipa Caruto H.B.K.の学名で呼ばれているが,相異点は,若枝と葉の裏面に毛の多

いことだけで,材は米固のエ-ル(Yale)大学のレコ-ド教授(prof.Samuel J. Record)の

研究では,両者に区別点は見出されないという｡

種名は｢アメリカ産の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名では,果実はジエニ

パッポ(Jenipapo)と呼ばれ,木はジエニパッペイロ(Jenipapeiro)である｡土名から来てい

る｡ジエニパッポを以前はGenipapoとも書いたが,ポルトガル語の新綴字法によって,現



在ではJenipapoと書く｡

ハデルマギリ属 Guettarda Linn.

熱帯アメリカ,ニュ-カレドニア,ポリネシアに亘って100種以上知られる木本｡ 属

名はフランスの医学,鉱物,植物の学者であったJ. E. Guettard, (1715-1786)に因ん

だものである｡

443. アンジエリカ

Guettarda speciosa Aublet

Syn. : Guettarda argentea Lamarck

ブラジルーAngelica, A. do Mato, A. mansa.

性 状

高さ10-12mの小木｡葉は対生,短柄あり,卵状,心脚,鋭頭,全縁,表面は平滑,裏面

は綿毛が密生する,長さ13cm,幅7cm｡花は集散花序に着き,萼は早落性,花冠は6裂し,

密毛あり｡漿果は球形,密毛を被り,中に3-6箇の種子がある｡

摘 要

ギアナ及びブラジルのアマゾン地方, PE州に生じ,果実は美昧にて生食される｡



種名は｢美形の｣という意のラテン語に由来する｡

444. ベルージーニヤ

Guettarda uruguayensis Chamisso et Schlechtendal

ブ ラ ジ ル-Veludinha.

(RS州)-Veludo, Veludinho.

アルゼンチンーCafe falso.

ウルグアイーCafe falso, Heliotropio del monte, Jasmin del monte, Jasmin

del Uruguay, Membrete, Palo de Cruz.

性 状

小木にして枝は開張する｡葉は対生し,長楕円形,灰色の密毛を被る｡花は集散花序に着

き,白色～バラ色,芳香がある｡果実は黒熟し,楕円状で,密毛を被る｡

摘 要

プラジルのBA, MG, RSの諸州より,ウルグアイ,アルゼンチンに及び,山林中に自生

する｡果実は食用となる｡

種名は｢ウルグアイ産の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢ビロード状の｣

という意の縮小形から来たポルトガル語で,果実の形状から来ている｡



ポソケリア属 Posoqueria Aublet

中南米の熱帯に15種知られる木本｡属名はギアナ地方の土名に由来する｡

445. サルノミノキ(新称) (図 192)

Posoqueria acutifolia Martius

ブラ ジルーBacupan miudo, Pau de Macaco.

(SP州)-Fruta de Macaco.

性 状

高さ20mに達する喬木｡葉は対生し,有柄,全

縁,長楕円形-卵状楕円形,円脚,鋭尖頭,無

毛にして表面は光沢あり,革質｡花は腋生の総

状花序に少数着け,花冠は筒状にて長さ10cm,

白色｡漿果は黄色,球状,中に大形,白色の種

子がある｡

摘 要

ブラジルのMG, RJ, S Pの諸州の山林中

に自生し,花親は12-1月,果実は 9-12月に熟す｡果実は生食される｡



種名は｢鋭頭の葉の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢小さいバクパリ-｣

の意で,バクパリーは土名より来る｡

446. フル - タ･デ･マカコ

Posoqueria latifolia (Lamarck) Roemer et Schultes

Syn. : Tocoyena lalifolia Lamarck, Solena latifolia Rudge

ブラ ジルーFruta de Macaco, Araca de Praia,

(AM州) -Papa-terra, Posoqueri , Purui.

(MG州) -Bacopari de Capoeira.

(R J州) -Acucena do Mato, Maria Peidorreira.

(SP州) -Flor de Mico.

パ ナ マーBoca-vieja.

コスタリカ-Guayaba mica.

性 状

小木｡葉は対生,有柄,卵形一卵状楕円形,全縁,革質,濃緑色｡花は白色-クリ-ム色

,腋生の集散花序に多数著き,殆ど無梗,花冠は長い筒状をなし,芳香あり｡漿果は卵状

で,黄色,径3cm,革質にして1室｡



摘 要

中米より南米の熱帯地方に分布し,ブラジルではPR州以北,アマゾン地方まで分布す

る｡果実は食用となる｡

種名は｢広い葉の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢猿の果実｣の意である｡

バンゲリア属 Vangueria Commerson

熱帯アフリカ及びアジアに分布する木本｡属名はマダガスカルの地方名Voaラvanguer

より来ており,本属の1種の名に由来する｡

447. ボアバンガ(パンガ,バンゲリアノキ)

Vangueria edulis Vahl

Syn. : Canthium edule Baillon, Vangueria madagascariensis Gmelin,

V. cimosa Gaertner

ブラ ジルーVangueria.

英 - Voa-vanga.

フイリピンーVoavanga.



性 状

高さ5 mに達する小木｡葉は楕円形,有柄,長さ12ラー24cmに達し,光沢あり｡花は大

きい花序に多数着生し,緑色｡果実は黄緑色に熟し,球形,径2-3.5cm,小さいリンゴ状で

多数着生｡

摘 要

マダガスカル及びナイル川流城の原産｡インドシナ半島,セイロン,ジャワ,フイリピ

ンに栽培があり,ブラジルにも輸入されていて,RJ州, SP州の各地に植えられている｡

果肉は薄く,酸味が強いが甘味もあり,多汁で,ブラジル人はタマリンドに似た味があ

るといっている｡

種名は｢食べられる｣との意のラテン語に由来する｡

管状花植物目 Tubiflorae

ム ラ サ 科 Boraginaceae

イヌヂシャ属 Cordia Linn.

熱帯,亜熱帯に広く分布する灌木又は喬木で,250種以上ある｡属名はドイツの植物学者

Valerius Cordus (1515-1544)に因んだもの｡



448. オオバイヌヂシャ (新称)

Cordia grandifolia DC.

Syn. : Cordia grandis Chamisso

ブ ラ ジ ル-Grao de Porco, Acoara-muru, Jagoara-muru, Ramela de Cachorro.

(SP州 -Grao de Galo.

アルゼンチンーPetereby.

性 状

高さ10mに達する小木にしてよく茂り,樹皮は灰白色,縦に裂け目がある｡枝は棺2分

岐性で,稜角あり,赤褐色の毛を密生する｡葉は互生し,短柄あり,卵状楕円形,鈍脚,短

尖頭,表面は粗渋にして裏面の脈上には長軟毛がある,全縁にして長さ27-29cm,幅10-

12cm｡花は頂生の円錐花序に着き,密に集合し,萼は円筒形で条溝ありて有毛,花冠は白

色 3cm長｡核果は球形,淡黄色｡

摘 要

ブラジルのPE州からMG州,SP州に亘って分布し,山林中に自生する｡果実は食用とな

り,甘味があり,昔から土人は好んで食べていた｡材は建築用に使われる｡

種名は｢大きな葉の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢豚の穀粒｣という意

のポルトガル語から来ている｡



449. ケナシイヌヂシャ (新称)

Cordia magnoliaefolia Chamisso

ブラ ジルーGrao de Galo, Acoara-muru, Jaguara-muru.

性 状

小木にして枝は稜角あり,毛が散生するも古い枝は円筒形で無毛となる｡葉は短柄あり

,互生し,倒卵状楕円形,楔脚,短尖頭,微凸頭,全縁又は先端近くに少し

鋸歯がある,無毛,長さ36cm,幅10cm｡花は頂生の円錐花序に着生し,萼は筒状～鐘形,

絹毛ありて, 5-6歯がある,花冠は白色,無毛にして5裂片は楕円形にて鈍頭｡核果は球

形｡

摘 要

ブラジルのRJ州の山林に自生する｡果実は食用となり,昔から土人の賞用したところで

,咳止めの効もある｡

種名は｢モクレン属の葉に似た｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢鶏の穀

粒｣という意のポルトガル語から来る｡

450. ビロウドイヌヂシヤ(新称)

Cordia pubescens Willdenow



ブ ラ ジ ルーGrao de Galo.

性 状

小木にして枝には稜角があり,密に軟毛を被る｡葉は短柄あり,互生し,相円形～卵形

で,円脚～心脚,尾尖頭,全縁,表面に網脈顕出し,裏面はビロード状の毛を有す｡花は

項生の円錐花序にゆるく着き,花軸には密毛あり,萼は5歯あり,花冠は白色にて5裂片

は鈍頭にて反巻する｡子房は上方に毛あり｡核果は卵状,黄色｡

摘 要

ブラジルのPE州からBA州に分布し,山林中に自生する｡果実は食用となる｡

種名は｢細軟毛ある｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は前種と同じ｡

451. ジュルテー

Cordia Sellowiana Chamisso

ブラ ジルーJurute, Capitao do Campo, Mata-fome.

性 状

小木にして枝は円筒形にして,花軸と共に赤褐色の毛を被る｡葉は互生し,短柄あり,

卵状楕円形, 'b脚,鋭頭,全縁,粗毛がある,裏面はやや皺面で帯黄色,脈理は顕出す

る｡花は頂生の円錐花序に着き,萼は卵形,毛ありて粗渋,花冠は白色,長さ5mm,雄芯は



少しく花冠上に出る｡核果は帯黄色,卵状楕円形,長さ1.5cm｡

摘 要

ブラジルのBA州からS C州に亘り,更にパラグアイにも分布する｡花は1月開き,果実

は6月に熟す｡果実は粘液多く,食用となる｡種名はブラジル南部の植物を研究したドイツ

人Friedrich Sellowに因んだものである｡ブラジル名は土名より来ている｡

452. バボーザ･ブランカ (図 193)

Cordia superba Chamisso

ブラ ジルーBabosa branca, Acoara-muru, Arvore de Ranho, Carapia,

Flor de Maio, Grao de Galo, Grao de Porco, Intaiba,

Jagoara-mirim, Taiacu, Taiacu-carapia, Tajacu-carapia.

(SP州)ーBaba de Boi, Jangada do Campo.

性 状

小木にしてよく茂り,枝は円筒形,若枝は稜角がある｡葉柄と花軸は粗渋｡葉は互生し

,長柄あり,長楕円形にして楔脚,鋭尖頭,全縁,網脈顕著にして裏面は極 めて粗渋｡花

は白色,頂生の集散花序に着き長さ5cm,萼は筒状,外面は有毛,不規則に歯縁,花冠は



ロート形にて浅く5裂する｡雄芯は花冠筒部に着き,花糸

の下方は有毛｡核果は卵形,果肉は透明で粘液が多い｡

摘 要

ブラジルのRJ, MG, SPの諸州に産し,山林中に自生す

る｡欧州に輸入されて栽培されている｡果実は食用となる｡

又,花が美しいために観賞用として栽培されている｡葉の

形により2変種がある｡

種名は｢素晴らしい｣という意のラテン語に由来する｡ブ

ラジル名は｢白いバボーザ｣という意のポルトガル語から来

ており,バボーザとは｢涎を出す者｣との意で,本種の果実

に粘液の多いことからいわれたものである｡

クマツヅラ科 Verbenaceae

ハマゴウ属 Vitex Linn.

両半球の熱帯と亜熱帯に多い木本で,約100種知られる｡属名はセイヨウニンジンボク

(Vitex Negundo Linn.に対する古いラテン名に由来するという｡ブラジルではこの類を-



般にタルマン(Taruma)の名で呼んでいる｡

453. タルマン･ド･イガポー

Vitex cyomosa Bertero

ブラ ジルーTaruma do lgapo, Taruma, Taruma do Alagado, Taruma preto,

Tarumeira, Taruma-guacu.

(PA州) -Jaramantaia.

(BA州) -Maria preta, Maria preta da Varzea.

性 状

高さ15-20mに達する喬木,枝には白色密毛がある｡葉は長柄を有し対生し,5-7小葉よ

りなる｡小葉は長楕円形,全縁にて両端尖り,革質,裏面には灰白色の毛があり,長さ10-

14cm,幅6～8cm, 花は腋生の散房花序に着き,花梗も萼も灰白色の毛を有す,花冠は青

紫色にて白色の斑紋がある｡核果は暗紫色に熟す｡

摘 要

MG,BA,MT,GOの諸州のサバンナ(セラード)に,又,アマゾン地方の浸水森林地帯にも生

ずる｡果実は食用となる｡花は葉に先立って咲き美しい｡材は湿気に強く杭に用いられる｡

種名は｢集散花序状の_｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢イガポー(アマ



ゾン地方の浸水森林地帯)のタルマン｣の意である｡

454. タルマン･ツイーラ

Vitex flavens Kunth

ブラジルーTarumao-tuira, Mama Cachorra da Caatinga, Mameira, Taruma grande.

性 状

高さ10mに達する小喬木で,枝,葉柄,花軸には黄色の密毛がある｡葉は対生し,長柄

あり, 5小葉よりなり,小葉は倒卵状楕円形,狭脚,短尖頭,全縁,表面は短伏毛あるか

平滑,裏面は白色軟毛があり,長さ5～6cm｡花は腋生の集散花序に着き密菓する｡核果は

黄色にて絨毛がある｡

摘 要

ブラジルのアマゾン下流地帯の原野に自生する｡果実は生食せられる｡

種名は｢黄色の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名より来ている｡

455. アゼイトーナ･ド･マット

Vitex montevidensis Chamisso

Syn. : Vitex Taruma Martius



ブラジルーAzeitona do Mato, Azeitona brava, Azeitona da Terra, Taruma,

Sombra de Touro.

(BA州)ーMaria preta, Taromen.

(MG州)ーCopiuba.

(SP州) -Taruma-roma.

ウルグァイーTaruman duro.

性 状

高さ5～7mに達する小木,全体に灰白色毛あり｡葉は対生し,長柄の先に5小葉をつけ

る,稀に3小葉,小葉は披針形～楕円形,狭脚,短尖頭,全縁,革質,成薬は殆ど無毛｡花

は腋生の集散花序につき,花序は葉と同長,萼は帯紫色,鐘形,長さ4mm,外面有毛, 5

歯縁,花冠は董色～白色,外面には密に軟毛あり, 2唇形,上唇は2裂,下唇は3裂し中

央の裂片は伸長し,円形にて長毛がある｡核果は倒卵形,長さ18mm｡

摘 要

ブラジルのBA州以南RS州までと, MG州,MT州,その他,パラグアイ,ウルグアイ,ア

ルゼンチンに分布する｡果実は食用となる｡

材は建築,枕木,杭等に用い,湿気に強い,果実は薬用として肺の病に用いられ,又,

釣りの時の餌にする｡



種名は｢モンテビデオ産の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢山のオリ-

ブ｣の意で,その果実が似ているに由る｡

456. グアビローバ･ブラーバ (図 194)

Vitex multinervis Schauer

Syn. : Psilogyne verticifolia DC.

ブラジルーGuabiroba brava, Cinco Folhas,

Maria preta, Taruma.

(MG州) -Ipe do Corrego.

性 状

高さ8mに達する小木にして全体に灰白色の毛多し｡

葉は長柄ありて対生し, 5小葉よりなり,小葉は披針

形一楕円形,狭脚,鋭頭,成葉にては表面は平滑,光

沢あり,裏面は淡緑にて葉脈上に毛がある,革質にて

側脈は多く20を越す｡花は腋生の集散花序に着き,青

色で小形, 2唇形｡核果は倒卵形,長さ2cm,平滑,紫

黒色｡



摘 要

ブラジルのMG, SP, PR, SCの諸州の山林中に自生する｡果実は生食せられる｡

種名は｢薬脈多き｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢野生のグアビローバ｣

の意である｡

457. マリア･プレータ

Vitex polygama Chamisso

Syn. : Vilex rufescens Jussieu, Casarettoa mollissima Walpers

ブラジル-Maria preta, Mameira, Marianeira, Taruma, Velame do Campo, Taruma-

tuira.

(BA州) -Agoita-cavalo, Bracui, Congonha dos Campos, Uva do Cao.

性 状

高さ6-8mに達する小木にして,樹皮は灰色にして粗渋｡葉は対生, 5小葉よりなり,小葉

は倒卵状披針形,側片はより小さい,鈍脚,鋭頭,表面はビロード状の短毛があるがやや

平滑,裏面には長軟毛がある｡花は腋生の集散花序に着き,淡紫色～濃紫色,雌雄雑居性

,萼は杯状, 5浅裂,密毛あり｡核果は球状,黒色-紫黒色,長さ1.5cm｡



摘 要

ブラジルのBA州,MG州より南にSC州まで分布し,山林中に自生する｡果実は生食せら

れる｡

種名は｢雑居性花の｣という意のギリシヤ語に由来する｡ブラジル名は｢黒いマリア｣の意

のポルトガル語に由来する｡

458. タルマン･ド･パラー

Vitex triflora Vahl

Syn. : Casarettoa diγersifolia Walpers, Pyrostoma ternatum F. W.

Meyer

ブラジルーTaruma do Para, Mama-cachorra, Taruma, Taruma do Mato, Taruma

silvestre.

性 状

灌木又は小木で,枝には黄褐色の密毛がある｡葉は対生し,長柄ありて3小葉より成り

,小葉は倒卵状楕円形,全縁,楔脚,先端は鋭頭一鈍頭,長さ7-12cm,幅3.5～4cm｡

花は腋生の集散花序に着き,各分枝に3花をつける,萼は筒状で上方は開き5裂し,裂

片は披針形,萼の全長18mm,花冠は青色, 2唇形,雄芯は少しく花冠上に出て,花糸には



長毛がある,子房は長楕円形,項部に密毛がある｡核果は大形,多汁,白色の密毛があり

, 4室｡

摘 要

ブラジルの産で,アマゾン地方からPE州まで分布する｡果実は生食せられる｡

種名は｢3つの花の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢パララ産のタルマン｣

の意である｡

ナス科 Solanaceae

トマトノキ属 Cyphomandra Sendtner

南米原産の草本又は灌木で45種ある｡属名はギリシヤ語のKyphoma (瘤)とander(雄性)

の合成語にて,約隔がコブ状をしているところから名づけられたものである｡

459.トマトノキ(コダチトマト,木立蕃茄,木蕃茄)(図195)

Cyphomandra betacea (Cavanilles) Sendtner

Syn. : Solanum belaceum Cavanilles, S. crassifolium Ortega, S.

frαgrans Hooker, Pionandra betacea Miers



ブラ ジルーTomate frances, Tomate Chimango, Tomate de Arvore, Tometeiro

da Serra.

英 -Tree Tomato, Vegetable Mercury.

独 ーTomatebaum.

仏 -Tomate de la paz.

ス ペ イ ンーT｡mate de arbol.

オラ ンダーTerong blanda.

アルゼンチンーTomate del monte.

セイ ロ ンーTerong batak, Terong belanda.

マ ラ イーTerong batak, Terong belanda.

ジ ヤ ワーTeronglanda.

ス ン ダーDjabon, Menen, Terong walanda, Terong menen.

スマト ラーTerung batak.

性 状

高さ3～5mに達する落葉灌木,枝は円筒形にして緑色,短毛を密生する｡葉は 互生し

,全体に短毛を密生する,葉柄は4～7cm,葉身は心状広楕円形,深心形,尾尖頭,全縁,

長さ10-20cm,幅5-15cm｡花は腋生の集散花序に着生し,下垂する,花序は長さ4-5cm,多



くは2岐し,花軸は緑色,短毛が密生する,萼は杯状,5裂し,裂片は広楕円形,花冠は鐘

形,径2cm,白色に少しバラ色を帯び,上方は半ば以

上5裂し,裂片は広楕円形,平滑,芳香あり,雄芯は

5本,花冠の基部に着生,長さ9mm,子房は卵形,白色

,無毛, 2室あり｡

漿果は宿存萼の基部を具え,下垂する,果梗は3cm,

果実は卵形にして両端尖り,平滑,熟して橙黄色～帯

紅紫色,長さ5cm,経3cm,果肉は橙黄色,多汁,芳香

あ り｡種子はゼラチン質の種衣に包まれ,橙赤色,

偏平なる腎臓形,長さ4m,幅3 mm,かわくと表面に

繊維質があらわれ,淡褐色となる｡

摘 要

南米中南部の原産で,ペルーからブラジルにかけ

て古くから栽培されているが,

中米,メキシコにも見られ,現在では米国のカリフォ

ルニア,東洋ではセイロン,インド,マライ,ジヤワ

の各地に栽培されている｡



スマトラの有名な避暑地,標高1.500mのベラスタギ(Berastagi)ではここの名物として

,訪問者は必ず一度味うべきものとされ,同地の呼び名Terungbatakはインドネシア族の

主体をなす｢バタック人の茄子｣という意味であるという｡英国には1836年に入り,セイロ

ンには1882年に入ったといい,インドネシアにはオランダ人によって導入されている｡

果実は生食されるが,果肉を皿に掻き出し,砂糖とミルクを加えて食べるとよい｡又,

煮てカレ-,スチユ-,ジャムその他の糖果ともする｡

繁殖は主に実生によるが 5-20日で発芽し,定植は2×2.5m位とし,2年目から盛期に

入り,数年は継続する｡花は10-1月頃見られ,果実は11-6月に亘って見られる｡冬の温度

0℃に堪える｡観賞用としても庭園に植えることがある｡

種名は｢Betaトウチサ属)に似ている｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢フ

ランスのトマト｣の意である｡

ホウズキ属 Physalis Linn

アメリカの暖帯地方に多い草本で約100種ある｡属名はギリシャ語のPhysa (胞)より出

て,本属では宿存萼が袋状となり,果実を包むのに由来する｡



460. ヨウシユホウズキ

Physalis Alkekenge Linn.

Syn. : Physalis Halicacabum Scopoli, Solarium vesicarium Dod.

ブラジル-Camapu, Alquequenge, Bate-testa, Bucho de Ra, Camambu, Canapu,

Cereja do lnferno, Cereja judia, Erva de Noiva, Erva do Peru, Erva Noiva do

Peru, Fisalida, Ju a Poca, Jua de Capote, Paco-paco, Saco d agua, Timbo do Rio

de Janeiro, Uva do Campo.

英ーAlkekengi, Bladder Cherry, Strawberry Tomato, Winter Cherry, Chinese Lan-

tern Plant.

独-Gemeine Junderkirsche.

仏ーAlkikenge, Cerise d hiver.

イ タリ アーErba mora.

スペイ ンーAlquequenje, Vejiga de perro.

性 状

多年草で,高さ30-60cmに達し,根茎がある｡茎は雁木状に曲り,稜があり,柔毛で被

われる｡葉は3角状卵円形,基部は広く,先瑞は短鋭尖形,長さ5～8cm,縁は波状で,縁

毛がある｡花は葉腋に単生し,白色で領点なく,宿存萼は卵形で,長さ5cm,橙赤色-橙緋



色｡漿果は球形,橙赤色｡

摘 要

欧州東南部の原産で,今は世界各地に広まって栽培されている｡ブラジルでも野生化し

たのが見られる｡果実は生食せられる｡

種名アルケケンギーはアラビア名から来ている｡プラジル名は頗る多いが,一般にはカ

マプー(Camapu)の名が用いられているが,これはこの属に通じる名で,土名より来ており

,｢張り裂ける胸｣という意で,宿存萼に包まれる果実を形容したものである｡

461. シマホウズキ(ブドウホウズギ ,ケホウズキ,

ケープグースベリー,キボウホウグースベリ-)

Physalis peruviana Linn.

Syn. : Physalis tomentosa Medicus, P. esculenta Salisbury, Pedulis Sims

ブラ ジルーCamapu, Bate-testa, Erva Noiva do Peru.

英 -cape Gooseberry, Peruvian Cherry.

独 -Essbare Judenkirsche.

仏 -Coqueret du Perou.

スペイ ンーAlquequenje, Capuli.



イ ン ド-Popati.

フイリピン-Capuli, Potocan, Potoc-potocan, Sisio.

性 状

柏直立性の多年草,時に1年草で,やや灌木状になり,高さ1mに達す｡葉は心臓状卵形

で,柔毛を密生し,波状歯牙縁または全縁｡花は長さ約1. 5cm位の開いた鐘形で,淡黄色

,喉部の内面には紫色の斑点及び條線がある約は青紫色,宿存萼は卵形で先端は長鋭尖形｡

漿果は黄色で粘性なく,芳香がある｡

摘 要

ペルーやブラジルの原産で,現在は世界の各地熱帯に広く栽培されている｡

果実は生食される外,上等のジヤムを作り,南アフリカではこのジヤムが輸出品となっ

ている｡

種名は｢ペル-産の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名のカマプーは前述の如

く土名より来る｡又,バテテスタ(Bateーtesta)は｢額をたたく｣という意のポルトガル語

に由来し､子供が宿存萼をふくらまして､額に打って破裂させて遊ぶところから来ている｡

462 ニコゲホウズキ ( 図 196)

Physalis pubescens Linn.



Syn. : Alkekenge procumbens Moench, P. ramosa Miller, P. villosa Roth,

-P. Rothiana Roemer et Schultes, P. brasiliensis Sendtner

ブラ ジルーCamapu, Balaosinho, Jua de Capote.

英 - Hust-tomato.

仏 -Coqueret comestible, Herbe a cloque.

ポルトガルーAlquequenje amarelo.

コスタリカ-Miltomate.

コ-チンシナ Lu-lu-loung.

性 状

高さ70-100cmの1年草｡茎は多少伏臥し,全体に柔

毛がある｡莫は卵形で長さ5-10cm,浅心脚～歪脚,鋭頑

,鋸歯縁またはカドがある｡花は葉腋に単生し,長さ

9mm,鐘形,黄白色,喉部内面に5箇の大きな褐色斑点

がある,前は黄色,宿存萼は花後発達して果実を包み

,薄紙質にて著しい5角がある｡果実は球形,黄色,径

2cm｡

摘 要



北米から南米にかけて広く分布し,ブラジルでも全土に見られ,畑地,人家附近に多い

雑草の-である｡熱帯アジアにも入って帰化状態のところがある｡ 果実は甘味があり,粘

質でなく,生食し,又,煮て食したり漬物ともする｡

種名は｢細軟毛ある｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名カマプ-は土名より来

ており,バロンジーニョ(Balaosinho)は｢小さい風船｣の意である｡

ナス属 Solanum Linn.

ナス属は世界の暖地に広く分布する変化の多い属で,約1500種を含む｡席名はラテン語

のSolamen (鎮痛)の意で,麻酔性ある種類に因るといい,或はSolanus (太陽)より来て

いて,本属の植物が陽地に適するのに由るともいう｡

463.キンギンナスビ(ニシキハリナスビ,ハリナス,サンゴジユナス

, トゲハリナスビ) (図197)

Solanum aculeatissimum Jacquin

Syn. : Solarium ciliatum Lamarck

ブラ ジルーJua vermelho, Arrebenta Boi, Arrebenta Cavalos, Baba,

Bobo, Jua, Jua bravo, Jua-ti.



(CE州) Melancia da Praia.

仏 ーMorelle tres epineuse.

コスタリカーBerengena.

パラグアイ-Nuati-pyt丘.

アルゼンチンーYua.

性 状

多年草で,基部は木質化し,高さ30-100cm,降霜地で

は1年草となる｡全面に鋭い刺を密生する｡葉は互生し,

長柄あり,楕円形～円形で心脚,羽状に中裂し,裂片は

鋭頭,長さ15cm,脈上には表裏とも利が列生し,全面

に白毛がある｡花は節間部より分かれた花枝の上に数個

つき,萼は5裂し花梗と共に刺を密生する,花冠は白色

,径1.5cm,無毛｡漿果は球形,径 3cm,無毛,はじめ

白色の地に緑色の傑斑があるが,熟すと朱赤色となる｡種子は多数,偏乎,広い翼に包ま

れ,径0.5mm｡

摘 要

南米の熱帯地方の原産にて,ブラジルでは全土に分布し,畑地,路傍に普通である｡現



今では世界の熱帯に広く帰化している｡

果実は食用となり,時に栽培される｡

種名は｢甚だ刺のある｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名のジュア-･ベルメ-

リョ(Jua vermelho)は｢赤いジュアー｣という意味で,Juaとは土名で｢刺のある実｣という

意である｡

464. フル -タ･デ･ロ -ボ (図 198)

Solanum grandiflorum Ruiz et Pavon

ブラ ジルーFruta de Lobo, Fumeiro, Fumo bravo,

(MG州)ーLobeira.

(pA州)ーJuripeba,. Jurupeba grande.

パラグァイ -Aguara-iva.

性 状

高さ5mに達する灌木で,枝は円筒形にてよく分枝し

,刺ありかつ密毛がある｡葉は互生し,葉柄は太く,長

き5cm,葉身は卵状楕円形,基部は斜形にて長さ20cm,幅12cm,鈍歯牙状の波縁にて稀に

全縁,全面に黄褐色の星状毛があり,主脈は裏面に顕出する｡花は葉腋より上方に出る総



状花序に着生し短梗あり,径10cm,背色,萼は5裂し,裂片は披針形｡漿果は球形,下垂

して径12cmあり,黄色に熟す｡中に多くの偏平なる種子あり｡

摘 要

ペル-,パラグアイ及びブラジルのSP州以北に広く分

布し,乾燥地に多い｡果実にはリンゴ様の香りがあり,

果肉は甘く,食用となる｡MG州ではこれにて糖果を作

る｡果実は豚の肥育飼料となり,葉は牛が好んで食べ

る｡薬用としては根の浸剤は肝臓に,果実のシロップは

喘息に用いられる｡ 2変種が知られている｡

種名は｢大きな花ある｣という意のラテン語に由来す

る｡ブラジル名フルータ･デ･ローボは｢狼の果実｣の意の

ポルトガル語から来ている｡

465. ジユリシー ( 図 199)

Solanum Juciri Martius

Syn. : Solarium olerαceum Velloso,

S. alternato-pinnata Steudel



ブラジルーJurici, Caruru de Espinho, Jiquirioba, Joa, Juqueri.

性 状

多年性草質蔓性で,下方は木質化し,全体に刺がある｡葉は羽状葉で小葉は3 4対あり

,対生または互生し,披針形,円脚,鋭頭,縁毛がある｡花は総状花序に着き,白色｡漿果

は球形,平滑にして,白色にして大理石様光沢がある｡

摘 要

ブラジルのRJ, SP, PR, SCの諸州に産し,山林中に自生する｡果実は食用とされる｡

種名はブラジルの土名より来ており, Juriciとは｢開いた刺｣という意であるという｡

466. コビオー･ド･パラ -

Solarium sessiliflorum Dunal

ブラ ジル-Cobio do Para, Cubio.

性 状

小木にして枝は灰褐色で密毛があり,無刺または少数の刺がある｡葉は短柄あり,心形

で,長さ24cmに達し,波状縁で,基部は斜形,両面は綿毛を密生する,少数の刺がある

か無刺｡花は葉腋の上方に生じ,花梗なく3-4箇が集合して生ずる,径7mm,萼も花冠も5

裂し,外面は密毛があり,子房は長毛がある｡漿果は卵形｡



摘 要

アマゾン地方のAM, PA両州に自生する｡果実は生食する外,菓子や糖菓に作る｡

種名は｢無梗の花の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名より来る｡

467. ハリナスビ (図 200)

Solanum sisymbrifolium Lamarck

Syn. : Solarium Balbisii Dunal, S. decurrens Balbis, Ｓ. edule Velloso,

S. brancaefolium Jacquin, S. viscidium Schweigg

ブラ ジルーJua manso, Jua, Jua da Roca, Jua das Queimadas.

独 -Raukenblattriger Nachtschatten.

仏 -Morelle a feuilles des Sisymbre.

アルゼンチン-Guinda-pampa, Revienta caballo.

ウルグアイ-Jua, Putuy, Revienta caballo.

性 状

1年草にして高さ50-100cm｡全株に刺と短毛が密生する,刺は基部が偏平で,長短不同｡葉

は互生し,長柄があり,羽状に深裂又は全裂し,裂片は披針形で,さらに羽状に浅裂-中

裂する,葉面には全面に星状毛を密生し,葉柄と葉脈上に刺が並ぶ｡花は節間部から出た



総状花序に数箇を着ける,花冠は白色-淡青色,萼裂

片は披針形で,花梗と共に刺が多い｡漿果は球形,径

2.5cm,生長した宿萼に包まれ,黄赤色に熟す｡種子は

偏平,円形で表面に網目状の凹凸がある｡

摘 要

南米の原産で,ブラジル全土に分布し,畑地,海浜

等に多い雑草の-で,現今,世界の暖地に帰化してい

る｡

果実は生食せられ,爽快な昧がする｡花は民間で利

尿剤とする｡

種名は｢Sisymbrium (カキネガラシ属)に似た葉の｣

という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢馴ら

された,培養されたジユアー｣という意で,ジユア-

は土名より来ており｢刺のある実｣を意味する｡

468. ヤンバルナスビ(タバコホウズキ) (図 201)

Solanum verbascifolium Linn.



Syn. : Solanum mauritianum Blanco, S. callicarpifolium Stahl

ブラ ジルーFumo bravo, Fruta de Lobo.

英 ーTurkey-berry, Wild Tobacco.

キユ-バーPendejera hedionda, P. macho, Predendera hedionda, Tabaco

cimarron, Yerba soler.

ポルトリコーBerengena cimarrona, B. de Paloma, Tabacon afelpado, T. aspero,

T. pelado.

メ キシコ ーFriegaplato, Galantea, Guardolobo, Hierba de San Piedro,

Hoja de manteca, Saca manteca, Salvadora.

ホンジユラスーFriegaplato, Hoja blanca.

エル,サルバドルラTapaloiyte.

ベネズェラーTrombillo.

アルゼンチン-Fumo bravo, Palo bianco, Tabaquillo.

ウルグアイーFumo bravo, Tabaquillo del monte.

セ イ ロ ンーHekarilla.

イ ン ドーArasa, Kutri.

マ ラ イーTerong pipit.



コーチンシナーCaychia-boi.

性 状

高さ3～4mの小木であるが,時に10mに達するものもあ

る｡樹皮は灰白色,全株に灰緑色の星状毛を密布する｡葉は

互生し,葉柄は長さ7cm,葉身は卵形～卵状長楕円形-卵状

楕円形,鋭卿～円脚,鋭尖頭,全縁,長さ15-30cm,下面は

星状毛を密布する｡花は項生の集散花序に着き,花梗は2.

5-10cm,萼は5裂,花後増大する,花冠は白色,径1.3cm,

外面有毛｡漿果は球形,径8-10mm,緑色～帯黄色,種子は偏

平,長さ3ram,皺面｡

摘 要

熱帯アジア,オ-ストラリア,熱帯アメリカに広く分布

し,ブラジルには殆ど全土に分布し,再生林に多く,山焼

の後の畑に-時に大発生することがある｡

果実は煮て食べることが出来る｡ビルマにてはKhaungという酒の中に入れる｡

葉には特有の香りがあり,馬の飼料となり,あたためた葉を頭にのせると偏頭痛に効く

といい,潰瘍や腫物にも用いる｡メキシコでは葉を皿を洗うのに用いる｡



種名は｢モウズイカ属(Verbascum)の葉に似たる｣という意のラテン語に由来する｡ブラ

ジル名は｢野生のタバコ｣という意のポルトガル語から来る｡

ナス属にはこの外に,俗称ジュルベ-バ(Jurubeba)の名のもとに,多くの種類の果実が

食用となり,又薬用とされているが,ここには省略する｡

単子葉植物綱 Monocotyledoneae

ユリ花植物目 Liliiflorae

ユリ科 Liliaceae

リュウケツジュ属 Dracaena Linn.

アフリカ及びアジアの熱帯地方に約50種ある木本｡属名はギリシア語のdrakainos (龍

の如き)より来ており,リュウケツジュの形容より出る｡

469. リュウケツジュ(龍血樹)

Dracaena Draco Linn.

ブラジルーArvore de Dragao, Dragoeiro, Dragoneiro.

英 ーDragon-tree, Dragon Blood Tree.

独 ーEchte Drachenlilie.



仏 ーDragonnier, D. des Canaries, Sang-Dragon.

スペイン-Drago, Dragon, Dragonero, Dragonal.

性 状

高さ18mに達し,やゝ分岐し,マホガニー色を呈する｡葉は幹の頂に多数密生し剣状,

無柄で硬く,中央は緑色,縁部は帯黄色,長さ45-60cm,幅3～4cm,先端は長く尖る｡花

は損生の円錐花序に着き,帯緑色,長さ10mm,裂片は筒部の4倍長で苞は小さい｡漿果は

球状,橙黄色, 3室,種子は1-2箇｡

摘 要

カナリア諸島の原産で,観賞用として広く各地に植えられ,ブラジルにも100年以上前

に輸入され,各地に見られる｡ユリ科の巨樹で,カナリア諸島にあって1867年の台風で倒

されたものは周囲25mを越していたといわれ,この年から461年前にこの諸島が発見され

た頃と殆ど変っていないといわれ,その樹齢は7000年に達すという｡

樹皮の裂目から自然に,又は創をつけると赤褐色の樹脂が出るが,薬用として,下痢,

痔の出血に用いられ , 塗料にも入り , カナリア諸島の滅亡した種族グアンチェス

(Guanches)はミイラを作るのにこれを用いたといわれる｡

果実はよく熟したものは美味であるという｡

種名はラテン語の龍という意である｡ブラジル名は｢龍の木｣という意のポルトガル語に



よる｡

イトラン属 Yucca Linn.

北米の南部及び中米に約30種ある多年草｡

属名はマニホットノキ(マンジョカ, Manihot)に対する土名であるがGerarde によっ

て誤用されたものである｡

470. イトラン(ジュモウラン)

Yucca filamentosa Linn.

ブラジルーVela de Pureza.

英 -Adams-Needle, Silk Grass, Common Yucca, Eve's Thread.

独 -Fadentragende Palmlilie, Virginische Palmlilie.

仏 -yucca filamenteux.

性 状

多年草で,根茎は肥厚して短く,地中を横走し,地上茎は短く,高さ60cmに達す｡葉は

剣形で多数叢生し,長さ30-45cm,幅2.5cm,先は鋭く尖る,葉は上半部より垂下し,縁は

白色の捩れた繊維を疎生する｡花茎は高さ90-200cmの円錐花序をなし,多くの白い花を着



ける｡花は長さ 3.5-5cmで鐘形｡果実はリンゴ大で多肉｡

摘 要

米国南部,フロリダ-ミシシッピラ,南部カロライナの産で,普通は観賞用として各地

に栽培され,ブラジルでも普通に見られる｡ 果実は現地にて食用とするという｡

アナナス目 Bromeliales

アナナス科 Bromeliaceae

アナナス属 Ananas Adanson

ギアナ,プラジル,パラグアイに5種分布している多年草で,築合果をなす｡属名は南

米の土名から来ている｡

471.パイナップル(アナナス,ホウリ,マツリンゴ) (図 202-203)

Ananas comosus (Linn.) Merrill

Syn. : Bromelia Ananas Linn., B. comsus Linn.,Ananas sativus Schultes,

Ananassa sativa Lindley, Ananas Ananas Voss

ブラジルーAbacaxi, Ananas, Ananaseiro.



英 ーPineapple, Ananas.

独 - Ananas, Ananasgewachse.

仏 -Anana, Pomme de pin.

イタリア ーAnanasso.

スペイン ーAnanａs, Pina,Pina de America.

オランダ ーAnanas.

メキシコ ーPina, Matzatl.

カライバス ーBoniana, Yaman, Yayagua, Yayama.

セイロン-Anasi.

インド- Ananas, Anannas, Anasa-pandu.

タイーSappa-rot, Ma-kha-nat.

マライーAnanas, Nanas, Nenas.

スンダーDanas, Ganas.

マズラ-Lanas, Nanas.

ジャワーAnanas, Nanas, Nenas.

コーチンシナーTlai-thom.

台 湾 ー壬莱〔ナンライ〕,黄莱,王梨.



中 国 一鳳梨〔オンライ〕,波羅,波羅密,王梨,番梨.

性 状

高さ60-120cmの多年草｡葉は剣状,短い茎の上に族生し,長

さ60-120cm,幅5-7cm,鋭尖頭にして縁には鋭い鋸歯がある

,厚い革質にて光沢があり,裏面は白粉に被われている｡花

茎は葉叢の中心より出てその頂に松球状の肉穂花序をつけ

る｡花は淡紫藍色～帯紅紫色,螺旋状に排列し,広卵形の苞

葉がある,花被は6片｡肉質,長さ1-1.5cm,雄芯は6本にし

て花被と対生｡集合果は卵形-楕円～円錐形等にして,長15-

20cm,径10-15cm位であるが,品種により異る｡

摘 要

ブラジルの中北部の原産といわれているが,アメリカ大陸発見以前,アメリカインディ

アンによって広く栽培され,中米の地方まで広まっていた｡コロンブスの第2次探検隊

(1493)が,西インド諸島のグァデループ(Guadeloupe)島でこれをはじめて見た当時は,既

に各地に栽培されていたのである｡15世紀の末にスペイン人が東洋にもたらし, 1508年

にポルトガル人がインドに導入した｡ここからマライ半島のマラッカにも伝わり,ジャワ

にも達した｡ 17世紀のはじめには中国のマカオに初めて入り,ここから広東,福建に広



がり, 1650年には台湾にも伝わった｡

欧州には1513年にはじめて伝えられたが,英国には1657年に西インド諸島から導入さ

れた｡又,同国のキュ-植物園では1819年,仏領ギアナから優良種を輸入し,増殖されて

,米国のフロリダ州その他に送られ,それが後にハワイ,台湾,その他の生産地に送られ

た｡

ハワイは今日世界一の生産地であるが,その営利栽培は1885年にようやく成功してい

る｡

アナナスの語源はナナラス(nanas)で,ブラジルの土人はナナラスと呼んでいた｡これは

16世紀にブラジルの風土誌を書いたアンシエッタ神父(padre Jose de Anchieta)や,フ

ランスの僧テベー(Andre Thevet)等が述べているところであるが,その後1587年のブラ

ジル記述を書いたソアーレス･デ･ソウザ(Gabriel Soares de Souza)の書にはアナナス

(Ananas)と書かれている｡ポルトガル語の習慣によりアをつけたものである｡

ブラジルではアバカシ-(Abacaxi)の名が普通であるが,これもブラジルの土語の一つ

ツピー(Tupi)語から来たものである｡ Abiとacaigoの合成語からの転訛であるという｡ Abi

は針や刺のことで acaigoは痛いという時に女性が叫ぶ声であるという｡困みに男性は痛

いと叫ぶ時, acaiというという｡

種名comosusは｢長束毛ある｣という意のラテン語に由来する｡



利 用

果実として食用にする部分は,花軸,花托,苞葉の基部,子房等が融合してできたもの

で,多漿の果肉状を呈し,白色または黄色である｡甘昧と芳香があり,多汁でビタミンA,

B, C及びミネラルの外,本種独特の蛋白質消化酵素ブロメリンBi melin)を含有する｡生

食されるほか,缶詰加工にも用いられ,サラダ,菓子,ジャム,ピツクル,ブレザ-ブ,

ジュラス等として使用され,果汁を発酵させて酒や酢を作るが,ブラジルではこれを

Champagne de Abacaxiといい,キューバではChichaまたはGarapi邑aといっている｡

民間薬としては,熟果は,消化不艮,ヂフテリア,百日咳,化膿剤に用い,果汁は整腸

剤や胃酸過多に,末熟果は駆虫,腎臓病に用いる｡

葉からとれる繊維は糸やロラプに用いるし,マライ地方では200年前には盛んにこれで

布を織っていた｡フイリピンではこれで礼服を仕立てているが,これをピニャ･クロース

(Pina cloth)といっている｡ブラジルでもcE州,やMG州では矢張り繊維をとっている｡

栽培と品種

栽培には通風のよい所と排水のよい所を選ぶことが必要である｡気温は年平均20℃から

25℃位で,変化の少い所がよいとされる｡又,マンガンと石灰の多い土壌では生育が困難

である｡



マンガン土壌に植付けられたものは3-6箇月を経過すると発育が悪くなり,葉が黄白色

になって褐色の斑紋ができ枯死する｡原因は酸化マンガンのため地中の酸化第-鉄が不溶

解性の酸化第二鉄に変化し,鉄不足の状態となって葉緑素の形成が困難となるためであ

る｡石灰が多い場合は土壌中に炭酸カルシウムが1. 86%以上含まれていると黄白化現象

が現われる｡値付後3-4箇月して発現し,新芽がモザイク状になり,赤昧を呈して黄化す

るが,これも鉄不足によるものである｡

繁殖はパイナップルにては営養繁殖によるが,次の各部分の芽を利用して行う｡

1)冠芽(Corof 英crown)果項部に生ずるもので,苗としては勝れているが通常販売さ

れる時に冠芽をつけるので,数が集めにくい｡生育期間が長く,収穫まで2-3年を必要と

するが,収穫量は大きい｡

2)商芽(Filhote,英Slip),果実の直下から生ずるもので,収穫後果軸についたまま放

任しておくと, 20-30cmの良好な苗となる｡重量は250g以上が理想的であるが150g以上

であれば問題はない｡多量に利用できるので大面積の栽培には有利である｡

3)吸芽(Rebentao 英sucker)収穫した果軸に発育し,商芽の下方に出るもので,採苗

後すぐ植え, 1-2年で収穫されるので,期間はもっとも短かく,繁殖には多く用いられ

るが,強光,強雨に注意を要するし,乾燥期に植えると小果しか収穫できない｡

4)塊茎芽(Rebentao Raizado 英Ratoon)地下茎から出る幼植物で,根のあるものとな



いものがある｡種苗の増殖を急ぐ時にのみ用いられる｡

苗の調整には快晴の日を選び,同種類の苗をそろえ,小さな下方の葉を剥いで,植付後

の発根作用を促す様にする｡剥葉した苗は倒立して2-7日陽に乾かし,傷口を固めて病菌

が入らない様にする｡

植付は1列植, 2列植,多列値と全面植の区別がある｡間隔は株間30-40cm,列間50-

60cm,畦間120-150cmとする｡そして植付は等高線千烏植とする｡肥料は年3回に分け,施

肥量の1例は1本当り年間,窒素4g,燐酸1g,加里5gで,椅地ではその量をふやす｡

収穫は夏果が1-3月で80%に達し,冬果は8月で20%に達する｡

現在ブラジルで栽培されている品種は80%がブランコ(Branco白)種で,その他がアマ

レーロ(Amarelo黄)とスムース･カイエン(Smooth Cayenne)である｡

1)ブランコ種 果皮は暗緑色,果肉は白で甘味が強い｡しかし,果実の形,果皮の色に

は変化があり,数種類に区別出来る｡有刺性であるが,輸送性にとみ,現在はこの種が多

い｡果実の平均重量は1.5kgであるが肥培すれば3kgにもなる｡

2)アマレーロ種 有刺種で,刺は鋭くて更に長い｡果肉はクリーム色で水分多く,芳香

あり,甘味も多く,果実の重量も 2.5kgになる｡欠点は病虫害にかゝり易いことである｡

3)スムース･カイエン種(ブラジルでは一名アバカシー･リーゾAbacaxi liso という)



仏領ギアナの首都カイエン(Cayenne)にて有刺のものから突然変異によって出現したも

ので, 1819年英国のキュー植物園に送られ,その後世界各地に広まった。ハワイには

1897年に入り,ブラジルには戦前に台湾やフイリピンから輸入されていたが,戦後になっ

てSP州各地で増殖され,有望種となりつゝある｡

シュロ目 Principes

シュロ科 Pa l m a e

アクロコミア属 Acrocomia Martius

中南米の熱帯地方に7種を産する木本｡属名はギリシア語のacros(頂端)とcome (束毛)

の合成語よりなり,葉は幹の項にて房状をなすに由る｡

472. コツコ･デ･カターラ

Acrocomia glaucophylla Drude

ブラジル-Coco de Catala, Bacaiauba, Bacaiuba, Catala, Coco de Baca

iauba, Coco de Bacaiuba.

ペ ル -ーBocayuba.



性 状

高さ10mに達す,幹は円筒形,刺を有す｡葉は大形,羽状葉にて赦面,花序は長さ1mあ

り,多数に分岐する｡花軸には多少刺あり,密綿毛がある｡果実は-房に600位ある｡小さ

いリンゴの大きさである｡

摘 要

ペルー及びブラジルのアマゾン地方から, MT, GO, RJの諸州に分布する｡果肉は美味

で食用となり,胚孔も食用とされる｡アマゾンの土人はこの果実の油を身体に塗り蚊の襲

撃を防ぐに用いる｡葉からは繊維がとれる｡

種名は｢青緑色の葉の｣という意のギリシア語に由来する｡ブラジル名は｢カターラ･ヤシ｣

の意で,カタ-ラは土名より来ている｡

473- モカヤイーバ

Acrocomia Mokayayba B. Rodrigues

ブラジルーMocaiaiba, Boacaiuba, Bocaiuva, Mocaiba, Mocajaiba.

性 状

高さ7mに達する小木で,幹は円筒形,灰色にて平滑,径15cmに達す｡刺は普通ないが

,基部に散生することもある｡葉は長さ2m,羽状葉で,羽軸には刺があり,葉は長線形で



無刺｡花序は長さ80-90cmで,花軸の基部に刺あり,ビロード毛を被る殆ど同長の仏焔苞

を有す｡核果は球形にて径3cm｡

摘 要

MT, SP, PRの諸州に分布する｡果肉は食用となり,又,年馬の飼料ともなる｡

種名はブラジルの土名より来ている｡

474. ムクジャーヤシ(コロソ) (図 204)

Acrocomia sclerocarpa Martius

Syn. : Bactris globosa Gaertner, Acrocomia aculeata Loddiges,

Cocos fusiformis Swartz

ブラジルーMucuja, Mucujazeiro, Bacaiuva, Bacaiuveira, Coco Baboso,

Coco de Catarro, Coco de Espinhos, Imbocaia, Macaiba,

Macaibeira, Macaja, Macajuba, Macauveira, Macaia, Macova, Macauva.

英 -Mucuja Palm.

スペインーMacoya, Palma macassu, Palma esporosa, Palma macoya,

Cocayul, Macahuba.

ドミニカーCatey, Corozo criolo.



コスタリカーCoyol.

パ ナ マーCoyol, Palma de vino.

ベネズェラーCorozo, Corozo de vino, Palma de vino.

スリ ナ ムーMocauba.

パラグアイーCoco Mocaya.

セ イ ロ ンーMacaw Palm.

性 状

高さ15mに達し,幹は円筒形,径40cmに達す｡葉柄の

基部は永く留り,葉痕は輪状に残り,長く強い暗色の刺

がある｡葉は4-5mに達し,羽状にして20-30筒を有す,

小葉は多数あり,線状披針形にて長さ1m,幅25mm,長く

尖る,裏面には密綿毛がある,葉脈に刺を有す｡花序は

下垂し,長さ50-75cm,仏焔苞は殆ど黒色の刺を有す｡雌

雄同株にて花は淡黄色,淡い芳香がある｡核果は球形,

暗緑～黄色～褐色にして果皮は硬く径3.5cm,果肉は黄

色で粘質｡

摘 要



中米及び南米の中北部に広く分布する｡ブラジルではアマゾン地方からSP, PR,MTの諸

州まで分布し,パラグアイにもある｡

果肉は甘くて特異な香りがあり,食用となる｡ PA州ではこれで清涼飲料水を作って用

いる｡果肉からは10-17%の油脂が採れ食用とし,石鹸や料理にも用いるがアブラヤシのそ

れによく似ている｡

内果皮は硬く,暗褐色,球形で敏面凹凸があり,径2-2.5cm,中に白色の胚孔がある｡新

鮮なものからは55%の油が採れ,オリ-ブ油の代用となる｡この油については多くの分析

例があり,場所によって市完もされている｡この胚孔は生食されるが爽快な味がし,アン

チル諸島では妙って,ナンキンマメと混じて食べる｡内果皮は硬く,種々の装飾品に用い

られる｡芽の芯は甘味があり,煮て食用にするし,その汁は発酵させてブドウ酒様のもの

を造るが,中米ではチチャ(chicha)と呼んで広く用いられている｡

この外,葉は牛馬が好んで食べるし,幹は樋に用いる｡

ビンロウジ属 Areca Linn.

熱帯アジア,オ-ストラリア,ニュラギニアに約14種ある刺のないヤシの種類｡属名は

マライ名のAreecあるいはAdeccaに由来する｡



475.ビンロウジ(ビンロウ,ビンロウジュ,アレカヤシ) (図205)

Areca Catechu Linn.

ブラジルーAreca, Arequeira.

英 ーAreca-nut Palm, Betel-nut Palm, Pan of lndia.

独 ーArecapalme, Betelnusspalme.

仏 ーArec, Arec cachou, Arequier, Palmiste.

イ タリ アーAreca.

スペイ ンーAreca, Bonga, Nuez de Areca, Nuez del Betel.

ポルトガルーAreca.

オラ ンダーPinang.

セイ ロ ンーPuwak, Poak'> (タミル)-Pak-ku.

イ ン ドー(サンスクリット)-Pungi-phal.

(ヒンズー)ーSupari.

(ベンガル)-Gua.

(タ ミ ルーKamugu.

(アッサム)-Tambul.

ネ パールーPan.



タ イーBonga, Humark, Mak.

マ ラ イーPinang, Pohon pinang, Adecca, Areec.

インドネシアー(ジ ャ ワ)-Jambe, Wohan.

(ス ン ダ)-Jambe.

(スマトラ ーPinang.

(アンボン)-Buah, Puanh.

(バン ダ)-Pua.

フイリピン-Bonga, Luyos.

太平洋諸島- (グァム)-Pugua.

(パラオ) -Abek, Abohk.

台 湾一青仔(チイア), 檳榔(ピンヌン).

中 国一檳榔樹,

性 状

高さ20-25m,時に30mに達し,幹の径1mに達するものもある｡幹は円柱形,灰色で,旧

葉の痕が環紋として残る｡項部に叢生する羽状葉は長さ150-200cm,小葉は披針状線形,平

滑で長さ30-65cm｡花は同株で,雄花は分岐した花序の先端に,雌花はその基部に着生す

る｡



核果は卵形で,長さ5-6cm,外果皮は平滑で,橙黄色～深紅色,中果皮と共に硬い繊維

からなる｡核は丸味を帯びた円錐形で極めて硬く,表面と円部に網目状の紋様がある｡

摘 要

原産地については諸説があり,栽培の起源が極めて古く,確定的ではないが,一 般に

はマライの原産とされている｡インド,ビルマ,セイロン,インドネシアに古くから栽培

され中国にも早くから入っている｡ブラジルにも早くから入り,諸々に栽培があるが,主

として観賞用で,原産地に於ける如き利用は見られない｡

種名catechu (カテクー)はインド地方の土名から来ており,タンニン含有エキス,す

なわち阿仙薬の様なものの総称名である｡

ブラジル名は属名から来ており,樹を指す時はArequeira (アレケイラ)という｡

英名のBetel-nutのBetelはコシヨウ科のキンマ(Piper Betel Linn.)のことでビンロ

ウの核をこの葉で包んで噛むところから来たものである｡

利 用

ビンロウジの最も重要な利用部分は種核であって,アジア,太平洋諸島の住民はタバコ

に代る咬噛料(Masticatory)として広く用いる｡種核を4分の1ぐらいに割ったものか,薄

く削ったもの数片と貝殻を焼いて作った石灰糊を少量,さらに葉タバコを添えて,それら

をキンマの葉で包んで噛じる｡時にはカラダモン(Cardamom)アセンヤク(Gambir),チヨウ



ジ(Clove)その他の香料を加えることもある｡

口中は忽ち真赤になり,血のような唾を吐き散らす｡セイロンではこれをブラト･ベタ

(Bulath-veth),インドではパン(Pan),マライではシーレ(Sireh)という｡その味は渋く辛

く,かつドクダミ臭がある｡一種の刺戟剤となり,貧民は食物の摂取量を減らさんがため

にこれを用いる｡販売しているものには種々に加工したものがあり,種々の名称で呼ばれ

る｡

慣用すれば歯を黒くする｡この風習はマレ-シアを中心に太平洋の諸島,インド,アフ

リカのザンジバル海岸に至り,北は南支,台湾に及んでいる｡ビンロウは熱帯の湿度の高

い地方にしかよく生育しないし,この風習にはキンマその他の添加物を必要とするので,

嗜好料としてはコーヒー,タバコの如く速やかには広まらなかった｡ベトナムを中心に客

にこれをすゝめて遇する習慣があり,そのために檳榔の字が生じ,共に賓客の意昧である

という｡

その成分は脂肪,炭水化物,揮発油,ゴム質,赤色物質であるアレカロ-ト(Areca-rot)

,タンニン及びアルカロイドである｡炭水化物は庶糖,転化糖,マナン,ガラクタン等で

,アルカロイドはアレコリン(Arecoline, C8Hi3O2H),アレカイジン(Arecaidine, C7HnO2N)

,グバシン(Guvacine, C6H902N),アレコリジン(Arec｡Iidine, C8H13OzN)サグバコリン

(Guvacoline, C7HnO2N),コリン(Choline, C5H1502N)等の混合物である｡生理的にはアレ



コリンが最も重要で,麻障作用を有し,中枢神経系に働いて,末消器官の機能を抑制し,

呼吸作用を阻害する｡

ビンロウジはヤシの仲間ではココヤシ,ナッメヤシに次いで経済的に重要なものであ

る｡

末熟の種子は著しい収斂作用があり,止潟,駆虫に用いられ,点眼剤,歯磨粉としても

使用される｡この他,葉鞘から団扇を作り,フイリピンでは帽子を作り,若芽は食用とな

る｡

ジョオウヤシ属 Arecastrum Beccari

南米の中南部に7種ある無刺のヤシで,雌雄同株｡属名は｢アレカ属に似たる｣という意

のラテン語に由来する｡

476. ジョオウヤシ(女王榔子,ギリバヤシ) (図 206)

Arecastrum Romanzoffianum (Chamisso) Beccari

syn. : Cocos Romanzoffiana Chamisso, C. australis Martius, C.plu mosa Hooker

i.,C.Datil Grisebach, C. Geriba B. Rodrigues, C.acrocomioides Drude,

ブラジルーJeriva, Coco de Boi, Geriva, Jeriba, Jiruva, Juruva,



Pindoba do Sul, Tamara da Terra.

(CE州)-Coco de Sapo.

(BA州) -Jureva, Palmito amargo, Pati.

(ES州)ーImburi de Cachorro.

(RJ州)-Baba de Boi.

(sp州)-Baba de Boi, Coqueiro.

(MT州)-Coqueiro de Santa Catarina, Coqueiro juvena,

Pindo.

(PR州) -Coqueiro, Coquinho.

(SC州)ーCoco de Cachorro.

(RS州) -Cheribao.

英 ーGiriba Palm, Pindo Palm, Queen Palm.

パラグァイ-Pindo.

アルゼンチンーDatil, Pindo.

ウルグアイ-Coco, Palma Chiriva, P. del monte.

ハ ワ イーFeathery Coconut Palm, Monkey nut, Queen Palm.



性 状

高さ30mに達する円柱形の幹を有し,径35cmに達

するが,山林中のものは細い｡幹は暗灰色で,葉痕が

輪状に残り,刺はない｡葉は2～5mに達し,多列性の

羽状葉で,先は少し下垂する｡小葉は線形で,長さ

40-60cm,幅4～5cm｡先端は尖り無毛,多数着生する｡

花序は下垂し長さ1m許り｡仏焔苞は真直で,長さ1m

あり厚く木質である｡雌雄の花は花序中に混生し,黄

色｡雄花の花被は長楕円状披針形,雌花の花被は卵状

円形｡子房は偏圧せる卵円形で白色の密毛がある｡

果実は卵円形で,長さ2.5cm,径2-2.3cm,熟して橙

黄色一橙赤色となり,果皮は薄く軟かい｡

摘 要

パラグアイ,アルゼンチン,ウルグアイ及びブラジルのBA, MG, RJ, MTの諸州以南に

広く分布し,山林中には極めて普通である｡

山林中にては他の木との競争にて,幹細く丈高く伸び, 一房の果実も普通200～300

箇であるが,筆者の観察では実生18年にて栽培せるものの一房には11.356箇を着けてい



たが,この位が平均であった｡

果肉は繊維が多いが,粘液と甘味があり,多汁にて生食せられ殊に子供が好む｡胚孔は

白くて油脂に富み,食用ともなるが,又,燈用としても用いられる｡若芽は煮て食べられ

るが少し苦味がある｡果実は豚や牛の飼料ともせられ,葉は馬の飼料としてよく用いられ

る｡幹はよく建築に用いられ,開拓の初期にはよくこの材で家を建てたものである｡葉は屋

根を葺くにも用いられる｡

観賞用としてよく植えられるが,時に幹が分岐する性質もある｡

種名はロシアのロマンツオフ伯爵に因んだものである｡ブラジル名はジエリバー

(Jeriva)が最も普通であるが,ブラジルの土語の一,ツピー語のYar(房) iba (果実)か

ら転訛したもので,｢房になる果実｣の意味である｡ピンドー(Pindo)というのも同じ土語か

ら来ていて,ヤシ類を-般に指す名称である｡

クロツグ属 Arenga Labillardiere

熱帯アジア及びオ-ストラリアに8種ある雌雄同株の幹太きヤシの一｡属名はマライ及

びジャワの土名Arengから出たものである｡



477.サトウヤシ(砂糖榔子,サトウツグ) (図 207)

Arenga pinnata Merrill

Syn. : Syagrus pinnatus O. Kuntze, S. Rumphii Roxburgh, S. saccha-rifer

Blume, Borasus Gomutus Loureiro, Gomutus Rumphii Correa, Arenga saccharifera

Labill. A. Griffithi Seemann

ブラジル-Gomuto, Palma de Agucar.

英 -Gomuti Palm, Malay Sago Palm, Sugar Palm.

独 Echte Zuckerpalme, Gomutipalme, Sagwierepalme, Weinpalme.

仏 -Arengaよsucre.

イ タリ アーPalma dello Zuchero.

スペイ ンーGumuti, Palma de azucar.

ビ ル マーTaung on.

マ ラ イ-Gamuto Enau, Kabong.

コーチンシナーCay-duoc.

インドネシアー(ジ ャ ワ)-Aren, Lirang, Naggung.

(ス ン ダ)-Taren, Kawung.

(スマトラ ーEnau, Mergat, Peluluk.



(ボルネオ)ーHannau.

(セレベス)-Sagoe.

フイリピン-Cabo negro.

ス ー ダンーKaomue.

パラグアイーPalma de azucar.

性 状

高さ15mに達し,幹は黒色を呈し,径40cmに達す｡全株

に刺なく,葉柄の基部は繊維と共に残る｡葉の長さ8mに達

し羽状に分裂し,100又はそれ以上の羽片よりなり,羽片は

線状披針形にして,先瑞は分裂し基部は耳垂がある,表面

は濃緑色,裏面は銀灰色｡花序は下垂し,長さ100-150cm,

雌雄同株であるが,花序は別々に生じ,同形の且つ別々の

仏煩苞に包まれている｡

果実は長楕円状倒円錐形,径4～5cm,熟して黄色となる｡

摘 要

マライ地方の原産といわれるが,古くからアッサム,ビルマ,セレベス等に天然林があ

るといい,東南アジア一帯に栽培されている｡英国には1829年に紹介され,ブラジルにも



約100年前に導入され, RJ州をFPJ山こその附近に主として観賞用として栽培されてい

る｡

本種の花軸の切口より出る液を煮詰めて砂糖をとる｡上質とはいえないが,蔗糖とは異

る風味を有し,現地では広く利用されていろ｡この砂糖は植えてから10年目から採れ,

160本から年20t位とれ, lhaには200本位を植えるという｡又,この液を4～5日発酵

させて蒸溜し,榔子酒(Arrak)をつくり,酢にもする｡幹の髄からは50-75kgの澱粉がとれ

,サゴやタピオカと同一に利用される｡又,若葉は食用となる｡

葉柄基部の黒い繊維は塩水に強く,ロープに製し,フイリピンでは編物を作り,海底電

線の被覆にも用いられる｡果実は若い時に,その果肉を健胃剤,精力剤に用い,熟した果

皮は有毒で,種皮も有毒なので,これを除き胚乳を砂糖煮として貯蔵する｡

種名は｢砂糖を生ずる｣との意のラテン語に由来する｡ブラジル名はマライ名から来てい

る｡

アリクリローバ属 Arikuryroba B. Rodrigues

ブラジルの中南部に分布する小形のヤシである｡属名はブラジルの土名より来ている｡



478. アリクリローバ (図 208)

Arikuryroba schizophylla (Martius) Bailey

Syn. : Cocos schizophylla Martius, C.Aricuri Neuw., C.Arikuryroba B. Rodrigues,

C. Capanemae Drude, Arikury schizophylla (Martius) Beccari, Arikuryroba Capanemae

B. Rodrigues

ブラ ジルーAricuri, Aracuri, Aricuriroba,

Ariri, Guriri, Licurioba, L. do Litoral, Nicuri,

Nicuriroba, Ouricuri, Urucuri, Urucuriroba,

Umcurioba.

性 状

高さ3mに達する丈低きヤシの-で,無刺｡葉は20-25

生じ,長さ260-270cm,羽状葉で,羽片は線状で長く尖

る｡仏焔苞は2翼があり,長柄を有し,長さ2mに達し,

械毛がある,花被は革質｡果実は核果にして球状,淡黄

色｡径2cm｡

摘 要

ブラジルの東部AL, SE, BA, MG, SPの諸州に知られ



,海岸地帯に多い｡果肉は繊維多く,種子の腫乳は油に富み食用とされる｡ 種名は｢分裂

せる葉の｣という意のギリシア語に由来する｡ブラジル名は土語より来る｡

ヤワラバヤシ属 Astrocaryum G. F.W.Meyer

熱帯アメリカに広く分布し,メキシコからブラジルに60種ある刺のある小形又は大形

のヤシ｡属名はギリシア語のAstron (星)とKaryon (核)の合成語よりなり,核果が星形

に並ぶによる｡

479. ツクマイー

Astrocaryum acaule Martius

ブラ ジルーTucumai, Iu, Jariva, Tucum, Tucum de Rede, Tucum rasteiro,

Tuma-i.

仏領ギアナーConana, Couman, Coumanan.

性 状

地上茎の無いヤシで,葉は長柄があり,羽状分裂する,刺ありて,羽片は長さ40･50cm,

幅3cm,線状にして鋭尖頭｡仏焔苞は械毛あるも後に無毛となる｡花軸は偏平で,短く,多



くの枝がある｡雄花は上方に雌花は下方に着く｡小苞には刺がある｡核果は卵形, 長さ

2.5cm,径2cm,帯黄緑色,先端は尖り,平滑｡

摘 要

アマゾン地方の産で,仏領ギアナにも分布する｡果実は甘味があり,食用となる｡

種名は｢茎なき｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名に由来する｡

480. ブレジャウーバ

Astrocaryum Ayri Martius

Syn. : Toxophoenix aculeatissima Schott, Astrocaryum aculeatissimum

(Schott) Burret

ブラ ジルーBrejauba, Airi, Brejauva,Ariri-acu, Iri, Bujauva, Coco de

Airi, Coqueiro Breja丘ba, Coco de Airi verde, Coco lneja-uva,

Geran, In, Iru.

性 状

株をなして叢生し,高さ8～10mに達するが,普通は4～5mである｡全体に黒色の長さ

6～8cmに達する鋭い刺がある｡葉は長さ2～3m,羽状葉で羽片は2列性にして狭披針形,

表面は濃緑色,裏面は淡緑白色｡花序は長さ60cm,刺の密生した仏煩苞に包まれる｡核果は



倒卵形～洋梨形,表面には褐色の剛毛が生えている｡長さ6～7cm,径4-5cm。

摘 要

ブラジルのMA, BA,MGからSP, PRの諸州まで分布する｡やや湿地を好み,河辺に多い｡

核果は末熟の時には中に約10gの水を含み飲用となる｡又,薬用として,黄疸,緩下剤に

効くといわれる｡熟すと肉質になり,苦味があって条虫の駆除に用いられる｡インジオは本

種の幹で弓と矢を作っているが,黒色にて強靭な材である｡

種名はブラジルの土名より来ており,刺という意である｡又,ブレジャウーバも土名よ

り来ており,｢刺のある木｣の意である｡

481. ジャウアリー

Astrocaryum Jauary Martius

ブラ ジルーJauari, Awarra, Coqueiro Javari, Jamari, Jauri, Iauaranga,

Palmeira Jauari.

ス ペ イ ンーAuara.

ペ ル ー-Huiririma, Yauaranga.

性 状

高さ10-14mに達し,幹は円柱形,時に分岐するが,長い刺がある｡葉は長さ3m,葉柄は



短く,黒くて短い刺がある｡羽状葉で羽片は長さ70-80cmで基部は摺合し,長鋭尖頭,無

毛で裏面は白銀色,縁に長さ5mm位の刺がある｡花序は長さ1m位,葉叢の中に直立し,花

軸は絨毛がある｡仏焔苞は短刺があり,ふくれている｡雄花穂は長さ15cm,幅15mm,長い苞

に包まれる｡雌花は2-3cmの間隔に散在し,花被に縁毛がある｡核果は長卵形,長さ4～

5cm,径3cm,帯黄緑色,内果皮には黒色の繊維が平行に走る｡

摘 要

ペル-,ギアナ及びアマゾン地方に分布し,河畔の平地に多い｡時に株をなして叢生し,

美観を呈する｡果肉からは食用となる油が採れ,胚乳にも21%の油を含む｡葉の繊維は強く

,帽子を編み,葉柄から採れる繊維で筵や種々のものを編む｡果実は2-5月頃に見られる｡

種名はアマゾン地方の土名より来る｡

482. ムンバーカ

Astrocaryum Mumbaca Martius

Syn. : Astrocaryum gynacanthum Wallace

ブラジルーMumbaca, Maraja-agu, Mumbaca verdadeiro.

ガイ アナーAroacooshi.



性 状

高3～5m,径5cmに達する細長のヤシで,葉痕の環輪は8-10cmの距離があり幹には黒

い鋭い刺がある｡葉は長さ50cm,羽状に分梨し,裂片は2列生で, 20対位あり,下方は互

生し,上方は対生する,裏面は帯白色｡花序は長さ50cmに達し,花軸には刺がある｡核果

は倒卵形,基部は少しく稜角がある,オリーブの実大で,平滑,橙色に熟す｡内果皮は基

部尖り,全面に暗色の繊維がある｡

摘 要

ギアナ及びアマゾン地方の産で,高地の山杯に多く,河畔の平地にも生ず｡果実は5月

頃熟し,距乳は油を含み,食用とされる｡ 種名はアマゾンの土名より来ている｡

483. ムルムルー

Astrocaryum Murumuru Martius

ブラ ジルーMurumuru, Murumuru comum.

ス ペ イ ン-Auara.

ペ ル Huicungu, Uicungu.

ベネズェラーMurumuru.



性 状

高さ3～6mに達し,径は20-25cm,全体に黒い鋭い刺がある｡葉は10-15箇あり,長さ

4m｡葉は羽状にて羽片は2列生で, 30-40対,披針形,下方は互生する,中央の羽片は長

さ1mに達す,表面は濃緑にて裏面は灰白色｡花序は1本に多数生じ,長さ1m,花軸は基部

の縁に刺がある,仏焔苞は長さ60cm,背面は2裂,外面は剛毛があり,内面は乎滑｡花を

着ける小枝は200以上あり,長さ6-15cm,下垂する｡雄花は花序の上方に着き,確花は単

生し,下方に着く｡萼は3歯があり黄色｡核果は円錐形,長さ5cm,基部はやや6角形｡果皮

は黄色｡

摘 要

ペルー,ベネズェラ,ギアナ及びアマゾン地方全城に分布し,森林中に多い｡果実は2-

9月に見られる｡果肉は黄色で,メロンに似た香りと味があり,生食せられる｡美味である｡

本種は株をなして叢生する｡

種名はアマゾン地方の土名に由る｡

484. ツクマン･グランデ

Astrocaryum Tucuma Martius

ブラジルーTucuma grande, Coqueiro Tucuma, Coqueiro Tucumai, Tucum, T.-



agu, Tucuma da Serra, Tucuma-uaQu, Tucuma verdadeiro, Tucuma-piranga, Tucum do

Mato.

スペイ ンーYamaide, Auara.

ペ ル ーーChambira.

ベネズェラーTucuma, Yavaide, Uavaile.

ガイ アナ-Acque-ero, Akuyuro, Aquiero, Tucumon.

性 状

高さ10-15m,径25-30cmに達する,幹には,細長の刺がある｡葉は 12箇あり長さ2mに

達し,莫柄には刺多く, 2列生の羽状葉で,羽片は長さ60-80cm,幅3- 4cmに達する披

針状線形で鋭尖頭｡花序は50-100cmの長さあり,刺あり,花序の分枝は長さ25-30cmで

400～500を数える｡雄花は上方にあり多数,花穂は長さ1218cm,径7～8mm,確花は下方

にある｡核果は平滑で略球形,長さ5cm,径4～4.5cm,熟して淡黄色｡

摘 要

ペルー,ベネズエラ,ギアナからアマゾンの上流地方に分布する｡本種は同属の他種の

如く株をなさず,独立して生えている｡果実は2月頃熟し,果肉は黄色で,生食せられる

し,又,ツクマン酒(Vinho de Tucuma)を作る｡葉から採れる繊維はツクン(Tucum)といわ

れ,魚網,網,ハンモック等に作られ,強くてよろこばれる｡



種名はアマゾン地方の土名より来ている｡ブラジル名は｢大きなツクマン｣の意である｡

485. ヤワラバヤシ (図 209)

Astrocaryum vulgare Martius

ブラジル-Tucuma Aiara, Coqueiro Tucum, Cumari,

Curua, Tucuma, Tucum bravo, Tucum-curua, Tucum

do Amazonas, Tucuma Serra, Tucuma comum, Tucuma-

piranga, Tucuma-i. Avara Tucumarana.

スペイ ンーAuara, Quioquio.

ペ ル ラーChambira.

ベネズェラーCumare.

ガイ アナーAwarra.

仏領ギアナーAouara.

性 状

高さ15m, 径15-20cmに達し,長さ10cmの刺があ

る｡葉は長さ2m,全体に刺がある｡株をなして叢生する｡

花序は長さ1m,葉叢の中にE生する｡核果は球状,平滑,環さ5cm,径3.5cm,橙色で,果肉



は帯黄赤色,核は長さ4cm,径3cm,白色,油質の胚乳を含む｡

摘 要

ペルー,ベネズエラ,ギアナからブラジルのアマゾン地方より, MA, PA, PE,GO, BA,MT

の諸州に分布する｡果肉は繊維があるが,アンズの香りがして食用となり,熟期は2-7月

頃である｡重さ平均20g位で,その割合は果肉34%,核46%,胚乳20%で,果肉の油は英語

でAouara oil又はTucum oil,胚乳の油はAouara kernel oil又はTucum kernel oilと

い,共に食用となる外,石鹸の製造に用いるし,バターも作る｡

果肉からはこの外,花序の汁液と共に酒を作ることがあり,現地では用いられている｡

ココヤシの酒に似ているという｡

種名は｢普通の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名はアマゾン地方の土名より

来ている｡

アッタレア属 Attalea Humb.,Bonpl. et Kunth

アンチル諸島,南米北部の熱帯地方に分布する中大のヤシで約38種ある｡属名はラテン

語のAttalusより来ており,｢素晴らしい｣という意である｡



486 インダイア -･アッスー

Attalea compta Martius

ブラジルーIndaia-acu, Acuri, Anaja, Catole, Coco de Pindoba,

Coqueiro MacurらC. Oacuri, C. Tiu, Imbocai, Inaja, Indaia-

guagu, Oacuri, Perina, Pinda, Pindaina, Pindo, Pi ndoba- indai a..

(BA州)-Catole, Naia.

(ES州-Babagu, Indaia-ugu, Pindoba-ucu.

性 状

高さ15mに達するが普通は小形｡葉の長さ5～7m,羽状に分裂し,裂片は線状,

鋭尖頭,殆ど対生し,中央の裂片は長さ20-25cm｡花序は葉叢中に出て,枝は余り多くな

い｡雄花は長さ12mm,花被は線形｡核果は下垂する房に着き,卵形一倒卵形,果肉は硬いが

,熟すと果肉中の繊維にとけて入る,褐色を呈し粗渋である｡

摘 要

ブラジルの中東部に分布しMA, PI, PE, AL, BA, ES, RJ, MG, GO, SP の諸州に亘る｡

しばしば群落を作り,海岸の平地や,内陸の平原に多い｡果肉は食用となり,胚乳よりは

食用となる油をとる｡

種名は｢装飾せる｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名より来ており,



Indaia (頭を生ずる)とagu(大きな)の合成語よりなる｡

487. ウルクリー

Attalea excelsa Martius

Syn. : Scheelea excelsa Karsten

ブラ ジル-Urucuri, Coqueiro Urucuri, Urucure, Uricuri.

(MT州) -Uacuri.

(PE州-Uricuri.

ペ ル ー-Chopaja.

性 状

高さ15-20mに達する｡幹は太く,葉柄の基部が永く残り,鱗状を呈する｡葉は長大にし

て上向し,多数あり,羽状に分裂す｡雄花は多数で,花序の上方につき,雌花は下方に単

生する｡核果は倒卵形～長楕円形,やや5稜形,果皮は黄色,平滑｡

摘 要

ペル-よりブラジルのアマゾン地方,更にMT, BA, PEの諸州に産する｡

果肉は多汁で爽快な味がし,核内には3簡の胚乳があり, 45%の油分を含み,食用とな

る｡ BA州の奥地では胚乳を粗い粉にし,これをブロラ(Bro)と称し,救荒食物としている｡



種名は｢高き｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名より来ている｡

488 インダイアー･ラステイロ

Attalea exigua Drude

ブラジルーIndaia rasteiro, Catole, Coco Catole, Indaia do Campo, Indaia-

do Cerrado, Indaia-mirim. (Parecis族) -Kareke.

性 状

地上茎の無い種類で,葉は長さ1mに達し,下方のものは30-40cm,羽状葉で,裂片は2

列生にして50-60対の小葉よりなる,小葉は長線形,鋭尖頭,表面は濃緑色｡堆花穂は長

さ40cm,小枝は30-40箇あり長さ 6cm,少数の花を着ける,雄花の長さは1hm｡核果は-

房に15-20箇を着け,卵状で,長さ5～6cm,径4cm,果肉は繊維質で,種子は1～4箇｡

摘 要

ブラジルの中部,MT, GO, MG, SPの諸州のサバンナ(セラ-ド)に自生する｡

果肉は芳香あり,生食せられ,胚乳は油分を含み,食用となる｡葉は牛馬の飼料となり

,時に群生してサバンナに特殊の景観を添えている｡

種名は｢小さい｣という意のラテン語に由来し,丈低きによる｡ブラジル名は土名より来



ており,｢這うインダイアー｣の意で,インダイアーは土名より来ており,｢頭を生ずる｣と

いう意である｡

489. ピアッサーバ

Attalea funifera Martius

ブラジルーPiacaba, Catole, Coco de Piagaba, Coqueiro de Piacaba, Japeragava,

Pau Piagava, Piaga, Piagava, Piagava rasteira, Piacava da Bahia, Tucum de

Cacador, Tucum resteiro, Vi-tudo.

英 -Coqui lla-nut.

スペイ ンーChiquechique, Paragras, Piasava.

性 状

高さ10-15mに達し,幹は円柱形,平滑｡葉は羽状葉で,よく茂り,上向し,葉柄の縁に

は多くの分離した繊維が着く,羽片は5-8箇が1箇所より出て多数つく｡雄花は花序の上

方に長い穂をなして多数着き,花被は線状披針形,雌花は下方に1-2箇づつ着く｡核果は

大形,楕円状にして先端は尖る,下方3分の1は宿存の苞につゝまれる｡種子は2-3箇｡

摘 要

ブラジルのPI, BA, MG, ESの諸州に産す｡果実は生食せられ,又,油がとれ食用又は



燈用とされる｡核は硬く,ボタンその他のものに加工せられる｡葉柄から採れる繊維は,箒

,刷毛,綱,織物等に広く用いられ,商品として市場に出ている｡

種名は｢繊維を生ずる｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名より来ており

,｢綱を編む｣という意である｡

490 コッコ･カトレー

Attalea humilis Martius

Syn. : Cocos butyrosa Wendland

ブラ ジルーCoco Catole, Anaja-mirim, Catole, Coco de Pindoba, Indaia,

Indaia-mirim, Naia, Palmeira Catole, Palmeirim, Palmeirinha, Pindoba, Pindoba

das Matas, Pindova.

性 状

地上茎のないヤシの-で,葉は長さ3～5m,羽状分裂し,裂片は線形で長鋭尖形,長さ

70cm,幅3.5cm,羽片は３～4cmの間隔にて着生しノ,先端は下垂する｡花序は長さ65cmに

て長柄あり,側枝は20-30cmにて小枝は硬く長さ5-6cm,羊毛状の鱗片を被る｡雄花は長さ

15-17mm,雌花は長さ25mm,径10mm,小苞多く,花被は卵状披針形｡核果は小形,倒卵形～



倒円錐形,先瑞は円形｡

摘 要

ブラジルの東部, PE州からRJ州に亘って分布する｡果肉は食用となり,又,上質の油

が採れる｡ 種名は｢丈低き｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名｢カトレラヤシ｣

の意でカトレラは土語より来ている｡

491. クルアー･チンガ

Attalea monosperma B. Rodrigues

Syn. : Attalea spectabilis Martius var. monosperma (B. Rodrigues)

Drude

ブラジルーCurua-tinga, Catole, Curua branco, Curua-piranga,

Curuarana, Macoupi.

ペ ル -ーCatirina.

ギ ア ナーMacupi.

性 状

地上茎のないヤシの一で,時には65cm位の茎が発達することがある｡葉は同時5-6箇を

生じ,長さ5mに達す｡葉柄は白毛を密生し,羽状葉にて小葉は75-110箇あり,線形,基



部は歪形,鋭尖頭,下方の羽片は長さ64cmに達し,葉の先は下垂する,濃緑色にして中

肋は表面に顕出し,縁は灰白色を呈す｡花序は長さ30cm,花梗は16cmにして偏圧され,黄

色にして白毛を密生する｡仏焔苞は先端反曲し,黄褐色毛がある｡核果は卵形にて長さ7cm,

径5.5cm,赤褐色毛を被る｡内果皮は球状にて硬く, 1種子あり,胚乳は帯黄色｡

摘 要

ギアナ及びアマゾン地方の産でペル-に及ぶ｡タパジヨ-ス(Tapajos)川の平原には一大

群落をなしていて有名である｡

核はたやすく割ることができ,胚乳は63%の油を含み,食用となり,バターの製造に用

いられる｡収穫は2-6月頃である｡

葉は小屋を葺くのに用い,又繊維が採れ,種々に利用される｡

種名は｢単一種子の｣という意のギリシア語に由来する｡ブラジル名は土語より来ており

,クルアー(Curuaヒヨウタン)とチンガ(tinga白い)の合成語である｡

492 グアクリ

Attalea princeps Martius

Syn. : Scheelea princeps Karsten

ブラ ジルーGuacuri, Acuri, Auacuri, Coco Naia, Naia, Rucuri,



Uacuri, Uauacuri.

ペ ル -ーMotacu.

ボリ ビアーMotacu.

性 状

高さ18m,径30-36cmに達し,幹には古い葉柄の基部を残す｡葉は常時10-15箇あり,長

さ5mに達し,羽状葉にして羽片は不規則に着生する,長線形で鋭尖頭｡花は雌堆異株に生

ず｡花序は細長にして分枝多く,仏焔苞は長さ1m,赤褐色｡核果は卵形-卵状楕円形,長さ

7cm,径3あ1m,赤褐色に熟し,同色の密綿毛がある｡果肉は粉質にて粘液を含み,内果皮

は骨質にて2- 3箇の種子がある｡

摘 要

ペルラ,ボリビアよりブラジルのAM, AC, MT, MA, PE, PIの諸州に分布し,殊にMT

州には多く , 低地に群落をなして生育するが , この群落を同地ではアクリザイス

(Acurisais)又はウアウクリザイス(Uaucurisais)といっている｡土地が良くて農業に適し

ているといわれる｡

果肉は煮て食べられる｡胚乳は油を含み,料理に用いられるが,禿の薬にもする｡胚乳の

固まる前の液は眼薬として用いられる｡若薬は食用となり,野菜の代りとなり,葉は牛馬

の良い飼料としてMT州では広く用いられる｡ペルー及びボリビアの土人達は,本種の花序



を焼いた灰を少しコカの葉に温ぜて噛み,空腹感をおさえる習慣がある｡

種名は｢秀でたる｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名より来ている｡

バクトリス属 Bactris Jacquin

アメリカの熱帯地方に120種を有するヤシで,葉は羽状に分裂する｡属名はギリシア語

のBakton(杖)に由来し,若い茎がステッキとして使用されることに由る｡

493. ジュイー

Bactris arundinacea Trail

ブラ ジルーJui.

性 状

高さl-2mにして茎には刺はないが,葉柄の基部には刺がある｡葉は小形にして,羽片は

少く,不同大で,狭い剣状で縁毛がある｡仏焔苞は刺が散生し,花序は2岐する｡核果は大

形で,球状,やや偏圧され,平滑にして先端は尖る｡

摘 要

アマゾン上流のプルース(Purus)川,ジャバリー (Javari)川の沿岸に自生する｡



果実は生食せられ,葉からは良質の繊維が採れる｡

種名は｢アシ(葦)に似ている｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名より来

ている｡

494. ブラジルトゲヤシ

Bactris major Jacquin

Syn. : Augustinea major Karlsten, Pyrenoglyphis major Karlsten

ブラ ジルーMaraja, Tucum-mirim.

英 ーBeach Palm.

性 状

高さ3-9m,径2-4cmにして長さ5cmの黒い刺を有す｡葉はl-2mの長さあり,羽状に殆ど

基部まで分裂する,羽片は25-35対を有し,線形にして両端尖る,長さ20-25cm,幅8 -

12mm,両面平滑で,縁には黒い刺毛が密生する,葉柄は刺あり白色～褐色の密綿毛がある｡

花序は長さ20-30cmあり,分枝は長さ10cm,小枝は5-6箇散形に着き長さ5～6cm｡核果は

卵形にて,アンズ大にして暗董色｡

摘 要

アマゾン地方の原産にて河畔の浸水地帯に生ず｡果肉は帯赤色で,多汁,甘味と酸味あ



り食用となる｡果皮からは酢も作られる｡

種名は｢より大きな｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名はアマゾンの土名に由

る｡

495 マラジャー･ピランガ

Bactris Piranga Trail

ブラ ジルーMaraja-piranga, Coqueiro-piranga, Maraja da Mata.

性 状

殆ど無茎又は横走する茎があるが刺はない｡葉は長さ1 -1.5mで羽状分裂し,羽片は8-

10対,長尖頭｡花序は長さ17.5cmに達し, 2-3分岐する｡仏灼苞はビロード状赤褐色｡核

果は楕円状～卵状,サクランボ大,平滑にして暗赤色｡

摘 要

アマゾン下流の産｡果実は2月に見られ,果肉は少し酸昧のある甘さで食用となる｡葉か

らは繊維が採れ,利用される｡

種名はブラジル土語の一ツピー語で｢赤い｣という意から来ている｡ブラジル名は｢赤い

マラジャー｣の意で,マラジャ-は土名より来ている｡



ブチアー属 Butia Beccari

熱帯アメリカに21種知られる羽状葉をなすヤシである｡属名は土名より来ている｡

496 ブチアー

Butia capitata (Martius) Beccari

Syn. : Cocos capitata Martius

ブラジルーButia, Butia-acu, Butia de Vinagre, Butiazeiro.

(BA州) -Butia azedo, Cabegiudo,

(GO州) -Butia azedo, Cebeijudo.

(MG州) -Butia azedo, Cabe<judo, Coqueiro azedo,

Coqueiro Cabepudo, Guabiroba do Campo.

ウルグアイーCoquito, Yatay.

性 状

高さ3-5m,径20-30cmに達す｡葉柄の基部が全体に残っており,刺はない｡葉は長さ2-

3m.羽状葉で,小葉は2列に並び,線形, 30-40対ある｡花序は長さ60-90cm｡仏煩苞は花

序より短い｡核果は卵形,橙黄色｡



摘 要

ブラジルのGO州,MG州よりRS州まで,ウルグアイ,アルゼンチンにも分布する｡

変化の多い種類で,次の2変種がある｡

a) var. odorata (B. Rodrigues) Beccari

Syn. : Cocos odorata B. Rodrigues

高さ8mに達す｡

b) var. pulposa (B.Rodrigues) Beccari

Syn. : Cocos pulposa B. Rodrigues

高さ4mに達す｡葉柄に短刺がある｡

果肉は広く生食される外,果汁は発酵して酢にも作られる｡胚乳も食用となり,油分を

含む｡観賞用として栽植されることがある｡

種名capitataは｢頭状の｣,変種名のodorataは｢香りある｣ pulp｡saは｢肉付のよい｣と

いう意のラテン語に由来する｡ブラジル名はブラジルの土名より来ている｡

497. ブチアーゼイロ

Butia eriospatha (Martius) Beccari

Syn. : Cocos eriospatha Martius, C. Gaertnerii Blume, C. australis



Hort. , C. Blumenavia Hort. , C. campestris Hort.

ブラジル-Butiazeiro, Aricuri, Butia do Campo, Butia do Norte, Butia

verdadeiro, Iatai.

性 状

高さ5mに達す｡幹には葉柄の基部がそのまま残り著しい凹凸をなす｡葉は長さ3m許り,

著しく螺旋状に配列し,羽状葉にして,小葉は40-50対,帯緑灰色,線状にて長鋭尖頭｡

花序は長さ1 m｡核果は長楕円形,黄色｡

摘 要

ブラジル南部のSC州,RS州の原野に自生し,葉は強直で,時に群落をなす｡米国のカリ

フォルニア南部にも導入されてよく育つ｡ 果実は生食せられ,市場に出る｡発酵して酒を

作るが芳香がある｡栄実はまた家畜の飼料ともなる｡観賞用としても広く栽植されている｡

種名は｢軟毛ある仏焔苞の｣という意のギリシア語に由来する｡ブラジル名は｢プチアー

の木｣という意である｡

498 ジャタイ･- ヤシ(新称)

Butia Yatay (Martius) Beccari

Syn. :Cocos Yatay Martius, Cocos eriospatha Lindman



ブラジルーCoqueiro Jatai, Butia, Butia latai, Jatai.

ス ペ イ ン Palma Butia.

パラグアイーYataity-guazu.

アルゼンチンーPalama Yatay, Yatay.

性 状

高さ10mに達し,幹の径40cmに達し,葉柄の基部が全体に残る｡葉は長さ2- 3mにして

,葉鞘は30cm,繊維を出す,葉柄は45cm許りで,刺牙縁,羽状葉の羽片は各側に50-60,

線状披針形,頂片は糸状になり強直,中央の羽片は長き45cm,幅510cm,裏面は粉白色｡花

序は長さ150cmにして150以上の小枝がある｡核果は卵形,径3cm,鋭頭｡

摘 要

ブラジルのPR州よりRS州,更にアルゼンチン,パラグアイに分布し,湿気ある平原の

砂地に生じ,時に群生する｡

果肉には甘昧があり,美味にして生食される外,酒やアルコ-ルを作る｡幹の髄からは

澱粉が採れ食用となるが,これをジャタイー粉(Farinha de Jatai)といっている｡葉は丈

夫で帽子,籠を編む｡胚乳は油分を含み,食用となる外,駆虫剤とする。

種名はブラジルの土名より来る｡ブラジル名は｢ジャタイ･ヤシ｣の意である｡



ココヤシ属 Cocos Linn.

熱帯に唯1種ある大木で,果樹として重要なものである｡

属名のCocosはポルトガル語のCocoから来ており,猿の意といわれ,殻(内果皮)の基

部が猿の顔に似ているところから名付けられたものである｡

ヤシ科の種類は1,500以上にのぼり,広く熱帯に分布している｡ココヤシ属は分類上コ

コヤシ亜科(Cocosoideae)に属するが,その分類的特徴は内果皮に3箇の珠孔を有するこ

とで,この特徴をもつヤシ類約700種はすべて米大陸に産する｡このことからココヤシも

南米起源説が生れ,ク-ク(Orator Fuller Cook)氏等は南米説を主張している｡しかし熱

帯アメリカにはココヤシは諸所に散在する程度で,密林を形成することは殆どないのに反

し,熱帯アジア,太平洋諸島には普通に見られ,太平洋諸島,フイリピンからインド,マ

ライに亘ってしばしば大密林を形成しているため,旧世界熱帯説が生れ,ドゥ･カンドル

(Alphonse de Candolle)はその｢栽培植物起原｣(1883)中で,結論として,インド諸島の

原産地説に傾いている｡イタリアのヤシ植物研究家ベッカリー (Odoardo Beccari)氏は

,中部太平洋のライン(Line)諸島中のパルミラ(Palmyra)島が元来無人島で,人為が加え

られていないにかかわらず,全島ココヤシの林からなるというロック(J.F.Rock)氏の報告

を基礎として,太平洋説に同意している｡そしてベッカリー氏は1916年に,ココヤシ属に

入っていた種類を整理して,ココヤシの1種をこの属に残し,他は新属であるジョオウヤ



シ属(Arecastrum)とブチアー属(Butia)を設けてこれに入れ,残りをヒメヤシ属(Syagrus)

に入れた｡

499.ココヤシ(古古榔子,ヤシ) (図 210)

Cocos nucifera Linn.

ブラジルーCoqueiro da Bahia, Coco de Bahia; Coco, Coco branco, Coco de lndia,

Coco da Praia, Coco vermelho, Coqueiro comum, Coqueiro da lndia,

Coqueiro da Malasia,Inaia-guacu-iba, Inaja, Inaja-guacu.

英ーCoconut, Coconut Palm, Coco Palm, Coconut Tree.

独-Calappabaum, Calappusbaum, Coconussbaum, Cocospalme,Indianischer Nussbaum,

Kokospalme.

仏ーCocotier, Cocotier commun, C. des lndes, C. nucifere.

イ タリ アーCocco.

ス ペイ ンーPalma de coco.

オランダーKlapper olie.

セイ ロンーPol;タミル)-Tannai-maram, Thenga.

イ ン ド-Barl-kudum, Narel, Narikel, Nariya, Tenna.



タ イ-Papeow, Ma-phrao.

マ ラ イーKalapa, Kalambir, Kelapa, Nyor.

ジ ャ ワーKalapa, Niyur, Nyur.

フイリピンーAdiavan, Nias.

グ ア ムーNiyog.

パ ラ オーArius.

ホ ナ ペーNii.

タ ヒ チーNiu-haari.

ポリネシアーNiu.

ニュ-カレドニアーNou.

メ キシコーCoco de agua, Coco de Castillo, Cocotero.

サント･ドミンゴーCoco, Cocotero, Mata, Palma de coco.

ベネズェラーCoc｡tero, Nuez de coco, Palma de coco.

中 国ー榔子.

台 湾ー榔標,榔瓢(ヤ-ヒョ).

性 状

高さ15-30m,径50-80cmに達する大形のヤシ植物で,単幹で直立する｡幹上には輪状の



葉痕を残し,老木になると多少湾曲するものがある｡頂部

には長さ5～7m に及ぶ大形の羽状葉を群生するが,その

数は15-30箇で,幅1mに達し,黄緑色で,小葉は多数中軸

の左右に並び,線形で長さ60-70cm,先瑞は細く尖る｡葉柄

の基部は拡大して幹を抱き,褐色の粗毛を生ず｡十分生育

した樹では長さ2mばかりの花序を各葉腋から側方に出し,

分枝上に花穂を生ず｡

基部は1側が縦開する船形の苞で包まれる｡雄花は多数,

小形で先端に生じ,雌花は少く,大形球状で基部に生ず

る｡花は3数よりなり,雄芯は6箇,子房は3室で,その内

の1室のみに種子を生ず｡1つの花序から数箇から20箇の

核果を生じ,下垂する｡核果は大形で,長さ25～35cm,鈍

3稜の卵状長楕円形で,鈍頭で3箇の小凸所があり,基部

に宿存萼を具える｡淡緑色で光沢あり,完熟して灰褐色と

なり光沢を失う｡中果皮は褐色,乾質で繊維質からなり,内果皮(核)は硬く,球形,暗褐

色,基部に3凹所があり,その中の一つのみに孔があきやすく,ここから発芽する｡核の

内壁に接して薄い灰褐色の種皮があり,内面は2-3cmの厚さで灰白色の胚乳でおおわれ



る｡

摘 要

ココヤシは極めて古くからアジア,アフリカに栽培され,中国の南部には4世紀のはじ

めに既に入っていたという記録がある｡中南米に於いては新大陸発見以前には明確な記録

がないが, 16世紀の初期から既に種々の記載がある｡その果実は海水に浮かび,潮流に

よって運ばれることがあるので,永い間に熱帯各地に分布したことが考えられる｡

ブラジルにはインドからポルトガル人によって1553年にバイアに導入され,海岸に

沿って広まり,北の方パラ-州までは急速に伝わった｡ココヤシの栽培は大体緯度25℃ま

でといわれ,ブラジルでもSP州の海岸が南限となっている｡

今日ではBA州を中心に東北部に広く見られ,自生状態となったところもある｡内陸地方

にては営利栽培は行われていないが,栽培は可能で,しばしば公園や庭園に見られる｡

ブラジルのココヤシの数は今日,大体500万本位といわれ,この半数がBA州にある｡ブ

ラジルではこのためにココヤシを-般にCoco da Bahia (バイアのヤシ)と呼んでいる｡

種名のnuciferaは｢堅果を有する｣の意のラテン語に由来し,果内に硬い殻があるとこ

ろから命名されたものである｡

利 用

ココヤシはヤシ類では最も重要な果実で,人類によって永い間種々の方面で利用されて



来た｡ 収穫した果実は中の殻だけを取り出し,これを包丁の峰で軽く叩いて真二つに割

る｡殻内の胚乳をこそいで椀形のまま取り出し,これを乾燥したものがコプラ(Cop-ra又

はCoprah)である｡乾燥は日光,火力による両法があり,前者は製品に徴等を生じやすい｡

時に燻製することもあり,加工賃は低いが品質が落ちる｡乾燥したものは細切して麻袋に

語め,輸出する｡

コプラを圧搾して得た油がコプラ油で,マーガリン,石鹸,蝋燭の製造用にし,化粧用

油にもまぜる｡原住民は全身にこの油を塗って防虫にする｡生果の胚乳を搾った油はヤシ

油と呼ばれ,品質はコプラ油よりも優良である｡これ等の油の搾り粕はPoonacと呼ばれ飼

料や肥料になる｡胚乳を細末にして乾かしたものは干榔子といわれ,ブラジルではコッコ･

ラララド(Coco ralado)の名で市売されているが,料理に使い,菓子の製造に広く用いら

れる｡

ココヤシの幼果の核内には初め活澄な液体が充満する｡ 1箇の果実に1 Ｌ内外含まれ

ており,取り出すと泡を生じてソ-ダ水の如く,甘味とともに一種の香りがあって,熱帯

において最も愛好される飲物である｡液を出した後に核内に残った寒天様の末熟な胚乳は

さじですくって食べる｡この液を用いてパンを作れば上等のものが出来,自然に発酵させ

れば下等な酢となる｡発芽直後の胚乳は黄色多乳で柔かく,甘味があり,生食される｡

中果皮の繊維質はよい焚物であり,腐化法によって繊維質のみを残し,この繊維はCoir



又はKoirと-般に呼ばれ,ブラジルではcairo又はfibra de cocoというが,槌で打っ

て梳り,箒,縄索,たわし,刷毛,敷物,詰物用等用途が広い｡

核は燃料として煙を多く出さず,火力が強く,最上級の木炭となる｡殻は種々の形に

切って,細工物に作るに用いる｡

果実が拳大に発育した時,花序の主軸を切ると糖液が出る｡これを集めて自然発酵させ

ると,マライ人がトジ-(Toddy)と呼んでいる一種の濁酒を生ずる｡これを蒸溜したものが

,榔子酒(Palm wine, Vinho de coco)である｡この糖液に少量の石灰等を加えて発酵を止

め,煮つめると赤砂糖が得られる｡

葉は屋根葺の材料となり,編んで敷物,寵等を作る｡幹は土木材と,建築材としても広

く用いられる｡

栽 培

ココヤシは両半球の緯度25度までが大体分布の限界であるが,経済的な栽培は南北緯

度15-18度の間とされ,最適地は年平均気温27℃,雨量1,500-2,000mm,陽光強く,絶え

ず軟風ある海岸や,河口,または河辺に近い有機質と石灰分に富む肥沃な沖積土のところ

である｡

繁殖は実生により,樹令25-30年生の強壮なものから選ぶ｡日当りのよい苗床に果実を

横伏し,腹がわずかに表われる程度に覆土すると, 3-6箇月で発芽するから,葉が3-4枚



になった頃に定植する｡

定植はブラジルでは2-9月の間に行うが,植え穴は60-90cm3に掘り,距離は7-9mにす

る｡

早いものは5年生,通常は7-8年生から収穫する｡ 50年生までは年々結実し,70-80年

生まで栽培をつゞけることができる｡末熟果は3筒月毎に,熟果は年2回に収穫する｡

品種は多く,東亜熱帯だけで30種はあるといわれるが,大別してコプラ用と生食用と

に分けられる｡

生食用には-般に倭生のものが多く,セイロンのキングヤシ(King coconut)はその代

表種であるが,この系統のものをブラジルではコケイロ･アノン(Coqueiro ａｎao)と呼

び,定植してから4-5年で収穫があるので,経済栽培には今日ではこれを多く用いてい

る｡1973年の統計では,ブラジルのココヤシの栽培面積は133,140haで,へクタール当り

の収量は4, 110箇であるが,これは東亜熱帯の7,500-10,000箇に比してかなり少い｡

ディプロテミウム属 Diplothemium Martius

南米に6種知られ,主としてブラジルに産す｡無茎又は丈低い無刺のヤシである｡属名は

ギリシア語の｢二重に斡をつけたる｣の意に由来し,鞘苞が二重になっているに由る｡



500. アリリー

Diplothemium campestre Martius

Syn. : Allagoptera campestris (Martius) O. Kuntze

ブラジルーAriri, Coqueiro Pissando, Emburi, Guriri do Campo,

Imburi, Oariri, Palmeirinho do Campo, Pissando, Pissandu.

(MT州)ーBuri do Campo, Coco de Vassoura.

(BA州) -Piagando.

ボリビアーMotacu-chi, Yatay-poni.

性 状

無茎又は高さ1mに達する丈低きヤシにして,葉は長さ1m,羽状莫にして羽片は裏面灰

白色にして長く尖る｡花序は長さ1 m許り｡核果は球形,黄色にして径4cm,1種子を含む｡

摘 要

ブラジルのPI,GO.ESの諸州より南端のRS州,その他アルゼンチン,パラグアイ,ボリ

ビアに分布する｡草原に多く,時に群落をなす｡変化の多い種類で, 3変種が認められて

いる｡胚乳は油分多く食用となる｡

葉は編み物や箒に用い,果肉は苦味があって駆虫剤とされる｡

種名は｢原野生の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名より来る｡



501. ブリー･ダ･プライア

Diplothemium maritimum Martius

Syn '. Cocos arenaria Gomez, Allagoptera arenaria (Gomez)O.Kun tze

ブラジルーBuri da Praia, Cachando, Coqueiro da Praia, Coqueiro Guriri, Gun,

Guriri, Imburi, Parana, Piagando, Purana.

性 状

無茎又は幹が発達すると2～3mの高さに達することがある｡葉は羽状で,長さ250cmに

達し,羽片は線状で灰白色,中軸は側面より偏圧される｡花序は葉叢中に出て,上方に多

くの雄花を群生し,下方に雌花を散生する｡鞘苞は2箇あり,下方のものは革質でより短

い｡核果は球状で,径6cm橙黄色に熟し,中に1種子を入れる｡

摘 要

ブラジル東部のAL州からRJ州の海岸砂地に自生する｡果肉は繊維質であるが,甘味あ

り,生食される外,清涼飲料となる｡胚乳も食用とされる｡葉は編んで敷物

や寵に作る｡観賞用としても栽培され,欧州にも入っている｡

種名は｢海浜生の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢海岸のブリ-｣の意で

ブリ-は土名より来ている｡



アブラヤシ属 Elaeis Jacquin

熱帯西アフリカに1種アブラヤシあり,他の6種はマダガスカルと熱帯アメリカに産

す｡刺のない羽状葉を持つヤシで果実は中央部に3 孔があることによってココヤシ属

(Cocos)と区別せられる｡属名はギリシヤ語のElaion (オリーブ)の変形で,果実から油が

採れることによって名づけられた｡

502. アブラヤシ(油榔子,ギネアアブラヤシ) (図 211)

Elaeis guineensis Jacquin

ブラジルーDendezeiro, Dende, Coco de Dende, Coqueiro de Dende, Dende da Bahia,

Palmeira africana, Palmeira de Oleo, Palmeira Fetiche, Avoeira.

英 ーAfrican Oil Palm, Oil Palm, West African Palm.

独 -Afrikanische Olpalme, Guineische Palme, Olpalme.

仏 -Aouara d'Afrique, Aouara des Caraibes, Aouara de Guinee, Arouara des

Caraibes, Avoira de Guinee, Elais de Guinee, Eleide, Eleide de Guinee, Noix de

palme, Noix de palmier, Palmier crocro, Palmier epineux, Palmier a huile,

Palmiste epineux.

イタリアーNoce di Palma.



スペインーAceite de Senegel, Corojo de Guinea, Palma de aceite.

オランダーAavora, Avoora, Avouara, Avuara, Afrikaansche Awarra, Afrikaansche

Oliepalm, Oliepalm, Maba, Olie, Oliepalm van Guiana, Oliepalm van West Afrika,

Oliepalm van de Kust van Guinea, Palmietboom.

アフリカ-Andin, Denden.

セネガル-Chila.

ダオメーーDeogbakoun, De-kla, De-yaya, Fade, Kissede, Votchi.

カメル-ンーDibope, Lisombe.

象牙海岸ーAbe Quoi, Adesran.

黄金海岸ーAbe Pa, Abobobe.

ナイゼリアーOpe, Ipa, Udin, Ukro.

ベンガル ーEsombe, Mohei.

ハ イ チーCrocro Guinee.

サン･ドミンゴーCorozo de Guinea.

ベネズェラー Palma de aceite.

仏領ギアナ- Aouara.

台 湾一油榔子



性 状

高さ20m,時には30mに達する大形のヤシで,幹には

葉柄の基部を6-8年つけている｡葉は常時10-40をつけ

,長さ5mに達し130-160対の小葉からなり,小葉は線

状披針形にして鋭尖頭,最下部の小葉は変化して刺状

となる｡雌雄同株であるが,花序は別々に出て, 2重の

鞘苞がある｡

核果は集合して房状となり,卵形～倒卵状楕円形,

長さ4cm,径2.5cm,外果皮は橙黄色,繊維質,中果皮

は果肉となり,多くの油を含み,内果皮(核)は黒色の

殻で,硬く,内に乳白色の胚乳がある｡

摘 要

ァブラヤシは西アフリカのセネガルからアンゴラに

亘る地帯に生育し,東アフリカではタンザニアのザン

ジバル地方やマダガスカルにもよく生育している｡

東洋には1836年にインドのカルカッタ植物園に入ってから広まり,マライ,ジャワ,

スマトラに栽培が行われている｡



新大陸では奴隷売買時代に,船中の食糧としてアメリカに渡ったが,主としてブラジル

のバイア地方にそれが広まり,南はリオデジャネイロから,北はアマゾン河口まで自然状

態に土着している｡これは主に鳥類によるもので,殊に腐肉タカ(コンドル科のウルブー

Urubu Coragyps atratus foetens)がこの果肉を好むところから,アブラヤシの伝播に

与っていると考えられているが ,この他の烏でも例えばAramid.es, Limnopardalus,

Parra, Penelope, Porzana諸属のものが関与しているといわれている｡

近年ではメキシコ,コスタリカ,エクアドル,ホンジュラス等でも生産されている｡

アブラヤシは多くの品種があるといわれるが , ブラジルにはヤポルスキ -(Cecil

Yapolsky)氏の分類による5つのタイプの内, dura, teneraとdiwakkawakka の3つの

タイプが入っているといわれる｡

果肉には55-60%の油があり,これをパーム油(Oleo de polpa,英Palm oil,併Huile

de palme)といい,胚乳からも50-55 %の油が採れ,これをパ-ム核油(Oleo da amendoa,

英Palm Kernel oil,vo 仏Huile de palmiste)という｡

種名は西アフリカのギネアGuinea産という意のラテン語に由来する｡ブラジル名はアフ

リカの土語より来ている｡

利 用

アフリカの住民は果房を積み上げて発酵させ,果実が脱落しやすくなった時に,振り落



とし,それを裸足で踏みつけるか,または果実を煮てから臼でつき,それを裸足で踏んで

油を搾り出す｡輸出用には工場にて精製するのである｡精製した油は黄色のバター状で芳

香がある｡これがパ-ム油である｡そのまま食用にするはか,マ-ガリン,石鹸,ロウソク

などの原料,グリセリンの製造,鉄の防腐剤として用いられる｡

胚乳からとったパラム核油は黄白色の固形化した油で,比較的腐敗し易いといわれる｡

食用油,マ-ガリン,石鹸の原料のほか,化粧品原料ともされ,搾油粕は家畜の飼料とな

る｡殻は燃料として利用されている｡

雄花梗を切って出る液を集めて飲料または酒をつくるが,西アフリカを除くアフリカ各

地のアブラヤシは主にこの目的で栽培されているという｡

葉からは繊椎をとり,魚網や索条とし,殻では種々の民芸品を作る｡観賞用としても広

く熱帯各地に植えられている｡

503. カヤウエー

Elaeis melanococca Gaertner

Syn. : Alfonsia oleifera Oliver, Elaeis oleifera Cortes

ブラ ジルーCaiaue, Caiaua, Deride do Para, Dendezeiro do Para.

スペイ ンーCoquito, Palmiche.



コスタリカーCoquito, Palmiche.

パ ナ マ-Corocito colorado, Corozo colorado.

ベネズェラーCorozo.

コロンビアーNoli.

性 状

高さ4mに達するが, -般にはより低く,下方は曲り,時には地上に伏臥して多くの細

根を出す｡古い葉柄の基部を残している｡葉は15-20を常時有し,樹冠をなし,長さ6m,羽

状葉にて,羽片は線形で鋭尖頭,花序は枝が多い｡核果は卵状で,長さ3血m,径25mm｡

摘 要

ブラジルのアマゾン地方の上部に自生し,低湿地に多い｡

果肉には47%の赤黄色の油を含み,胚乳からは36%の油が採れ,共に食用となり,マー

ガリン,その他の料理に用いられる｡

油を土人は身体に塗り,虫除けに使っていたが,レウマチにも効くといわれる｡

種名は｢黒い核果｣の意のギリシャ語に由来する｡ブラジル名はアマゾン地方の土名に由

る｡



アサイヤシ属 Euterpe Gaertner

熱帯アメリカ,西インド諸島に54種あり,刺のない羽状菓をなしたヤシ｡属名はギリ

シャ神話のミューズ九神の中の女神で,音楽を司宰する神の名より来ている｡

504. アサイー･パルド

Euterpe baldiocarpa B. Rodrigues

ブラジルーAcai pardo, Acai de Touceira, Auacai-tuira, Palmito do Norte,

Uacai preto, Uacaituira.

性 状

高さ10mに達し,幹の径は10cm位で,普通は独立しているが,時に株をなすことがあ

る｡葉は6-9箇あり,羽状葉の先は多少下垂し,葉鞘は緑色～帯褐色,小葉は線状披針形

にして鋭頭,長さ40cmに達し5脈がある｡花序はよく分岐し,光沢ある褐色,漿果は球状

にて紫褐色｡

摘 要

アマゾン地方の原産｡あまり普通ではない｡果実は食用となり,本属中では最も大型で,

時期には市場にも出る｡果実からはアサイー酒も作られる｡

種名は｢暗赤褐色の果実の｣という意のギリシャ語に由来する｡ブラジル名は｢褐色のア



サイ-｣という意で,アサイーは土名より来ており｢治す果実｣という意で,本属の-般に

通ずる名でもある｡

505. アサイー･カアチンガ

Euterpe controversa B. Rodrigues

ブラジル-Asai-caatinga, Agai chumbinho, Acai chumbo, Uapai , Uagai-caatinga.

性 状

高さ7～8mに達し,葉は8-10枚あり,長さ175cmに達す｡葉柄は長さ45cmで葉斡は橙

色,羽状葉の小葉は各側40-45ありて互生する,線状披針形にて先端は斜形にして鋭尖頭

, 5脈がある｡花は帯赤色にして花梗は橙色にて密綿毛がある｡漿果は小形にして暗紫色｡

摘 要

アマゾン地方の産にして,乾燥の原野に自生する｡果実は食用となり,多くはアサイー

酒の製造に用いられるが,渋味がある｡胚乳には油を含む｡材は建築に用いられる｡

種名は｢反巻せる｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢カアチンガのアサ

イー｣の意で,カアチンガとは乾燥せる原野で刺多き灌木の生えている地帯をいう｡



506.アサイヤシ(ニボンモドキ) (図 212)

Euterpe oleracea Martius

ブラ ジルーAcaizeiro, Acai, Apuim, Jucara, Palmeira Acai, Palmiteiro, Palmito,

Pina, Tucuniei, Uacara, Uacai.

英 -Assai Palm, Cabbage Palm.

ス ペ イ ンーManaca.

ベネズエラーManaca, Morroke, Palmito, Uassai.

ガイ アナーManicole, Pinot.

スリ ナ ムーPalissada.

仏領ギアナーPina, Pinau, Pinot.

性 状

高さ30mに達することあるも,普通は10-20m｡幹は円

柱形,株をなして叢生し,輪痕がある｡葉は10-12箇,叢

生し,羽状葉にして長さ2m,各側70-80の小葉より成り

,小菓は線形にて鋭尖頭,下垂する｡花は単生にして,無

梗,花序は枝を多く分つ｡漿果はサクランボ大で,球状,

暗紫色,繊維質で小さい核がある｡



摘 要

アマゾン地方に多く,ギアナ,ベネズエラにも分布し,ブラジルではBA州まで見られ

る｡果肉は昔からアマゾン土人の酒(アサイー酒)として有名なものを作っていたが,今日

でも広く用いられ,この外,酒涼飲料としたり,料理に使い,アイスクリ-ムや菓子にも

使われる｡若葉は野菜の代りに広く用いられる｡胚乳より採れる油は暗緑色で苦味があり

,下痢止めに用いられる｡

種名は｢蔬菜の｣という意のラテン語に由来し,若葉の食べられることを表している｡ブ

ラジル名はブラジルの土名より来ている Acai は｢治す果実｣という意で,薬用に使うこ

とを示し, zeiroはポルトガル語の接尾語で｢樹｣を意味する｡

モモヤシ属 Guilielma Martius

熱帯アメリカに数種を産する,有刺のヤシで葉は羽状｡属名は人名より来ている｡

507. モモヤシ

Guilielma Gasipaes (Humb., Bonpl. et Kunth) Bailey

Syn. :Bactris Gasipaes Humb., Bonpl. et Kunth, Guilielma speciosa

Martius, Bactris speciosa Karsten



ブラジルーPupunha, Palmeira Pupunha, Piraja- Pupunha, Pupunha-maraja.

英 -Peach Palm.

スペイ ンーPejibaye.

ペ ル -ーPiraguao.

ベネズェラーPiraguao.

仏領ギアナ-Paripon.

性 状 高さ20mに達する独立せるヤシで,幹には黒い長い刺があり直径径は10-

20cm｡葉は長さ2-2.5mに達し,羽状葉で,小葉は2列生,両面緑色,鞘苞は外面に褐色で

光沢ある刺があり,内面は白色で平滑｡雄花の花冠は3裂し,鋭頭にして,裂片に対生し

た3雄芯がある,雌花の花冠は3歯裂し,球状｡核果は卵形-球形にして,径2.5-4.5cm,

熟して赤色～黄色になる｡

摘 要

南米の北部に分布し,ペル-,ベネズェラ,束アナ及びアマゾン地方に自生する｡果肉は

黄白色で,澱粉質に繊維が混っているが,甘味があり,甘藷または茄でたトウモロコシに

似た味がする｡煮たり蒸し焼にしたものはクリの味がする｡又,この果肉を煮て,バナナと

共にこねたものは現地で普通に作る食物である｡ 一房に100位の果実が集合して,次々

と熟して行く｡インジオは昔からこれを栽培しており,種々の変種が生じているが,核の



ないもの,粉質のよくそろったもの,刺のないもの等がある｡

胚乳からは31%の食用油がとれる｡

材は非常に硬く,黒に黄色の條があり,弓や矢に使い,ステッキにすると美しい｡

種名は土名から来ると思われる｡ブラジル名ププーニャはアマゾン地方の土名から来て

いる｡

508. ションタ

Guilielma insignis Martius

ブラ ジルーChonta, Babunha, Ceriba, Palmeira real, Piraguaio, Pirajao,

Pirigua, Pirijao.

ボリ ビアーPalma real.

性 状

高さ10-15mに達し,幹の径10cm位で,短刺が輪状に生えている｡葉は6-10箇叢生し,

長さ3- 4m,葉柄には殆ど黒色の刺があり,鞘苞の上部には董色の刺がある｡花は単性に

して同-花序に着く｡核果は卵円形,長さ5-6cm,橙色に熟す｡

摘 要

アマゾン川上流のマデイラ川地帯に自生し,AM州,MT州よりボリビアに及ぶ｡



果肉は本属中で最も美味といわれ,生食したり,乾果としても用いる｡胚乳から採れる

油はレウマチに効くという｡材は黒くて非常に硬く,インジオは弓や矢に用い,ステッキ

として美しい｡刺はインジオは文身に用いる｡

種名は｢著名な｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名より来ている｡

レオポルディニア属 Leopoldinia Martius

南米の熱帯地方に数種ある無刺のヤシで,葉は羽状葉｡属名はブラジルの初代皇帝,ド

ン･ペードロ(D. Pedro) I世の皇后レオポルディ-ナ(Leopoldina Caro1ina Josefa, 1797-

1826)に因んだものである｡

509. ジャララ

Leopoldinia pulchra Martius

ブラ ジル-Jara, Carana, Coqueiro Jarai-uva, Iara, Jaraf-uba, Mucuri,

Piririna.

性 状

高さ2.5-4m｡幹の径5-10cmに達する小形のヤシにして,幹には葉鞠が残っている｡葉は



長さ1.5-2m,孤を画き先端は下垂し,羽状策の小葉は25対ばかりで,線状披針形,長さ

40cm,幅2 cm,先端のものは小形, 5脈がある｡葉鞘は長さ10-15cm｡花序は長さ60-80cm,

羽状に分岐して円錐花序をなす,赤褐色のビロド毛がある｡斡苞は長さ10-15cm,舟形にふ

くらみ,葉腋にかくれる｡花は小形,雄花は長さImm,萼は殆ど輪状,花弁は卵状披針形,

花柱は3裂｡

核果様の漿果は球形にて,側面偏圧され,中果皮は2層の繊維質よりなり,外層は網状

,内層は木質,種子は略球形｡

摘 要

アマゾン地方の湿潤な森林にある美しいヤシの1つでベネズェラ,ガイアナにも分布す

る｡果肉からは澱粉がとれ,食用とする｡

葉からは繊維をとり綱を作り,幹や菓柄は薄片にして籠に作る｡

種名は｢美形の｣という意のラテン語に由来し,ブラジル名はアマゾンの土名に由る｡

ブリチーヤシ属 Mauritia Linn. f.

熱帯アメリカに約10種ある,中又は大形のヤシで,多くは刺がなく,果実には鱗片が

ある｡属名はオランダのブラジル総督ナサウ王子(PrinceJohann Moritz of Nassau Siegen,



1604-1675)に因んだもので,彼は1637-1644年の間,レシフェ近くのオリンダ(Olinda)に

駐在し善政を布き,ピーゾ(Willem Piso)やマルクグラ-フ(Georg Marcgraf)を助けて,

ブラジル博物誌(1648)その他の出版をした｡ MauritiaはMoritzをラテン語風にしたもの

である｡

510. ブリチーラーナ

Mauritia aculeata Humb., Bonpl. et Kunth

Syn. : Mauritia gracilis Wallace, Lepidococcus aculeatus Wend-land et

Drude

ブラ ジルーBuritirana, Canaia, Carana, Caranai, Carandai, Uliia.

性 状

高さ10m,幹の径10cmに達し,幹には円錐形の鋭い刺がある｡葉は扇形羽状に分裂し,

長さ2m,裂片は長さ1m,幅20-25mm｡花序は長さ1m｡果実は灰緑色,卵形にして3cm,鱗片

に被われる｡

摘 要

アマゾンの上流地方の沿岸に自生する｡果肉は苦昧があるが,清涼飲料として土人が好



むところである｡精力剤ともなるという｡葉は家を葺くに用い,若葉は網や編物にする｡

種名は｢刺ある｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名より来ている｡

511- ミリチ -ヤシ(新称)

Mauritia flexuosa Linn. f.

Syn. :Sagus americana Poiret

ブラ ジルーBuriti do Brejo, Biriti, Buriti, Ita, Meriti, Miriti, Moriti,

Murichi, Muriti, Muriti do Brejo, Muritizeiro.

英 ーIta Palm, Moriche Palm.

スペ イ ン Palma bache, Palma murichi, Tibisiri.

ペ ル ーーAchual, Aguage.

ベネズェラーMoriche.

ガイ アナーAeta, Eta, Ita.

仏領ギアナーAwuara, Bache, Palmier Bache.

性 状

大形のヤシで,高さ40m,幹の径50-60cmに達す｡葉は20-25ありて樹冠をなし,羽状分



裂して扇形をなす,長さ3～5m.裂片は長さ1m内外,幅2-3cm,裏面は帯黄色,葉柄は半

円筒形で強く,長さ350cmに達す｡花は雑性にして帯赤藁色,革質,花序は下垂する｡鞘苞

は長さ2～3m｡果実は球果状で,偏圧せる球形で,径4～6cm,光沢ある赤褐色で,覆瓦状

の鱗片にかこまれ,大きな房となって下る｡

摘 要

アマゾン地方に広く分布し,ペルー,ベネズエラからギアナ地方にも及ぶ,河辺から,

湿原に群落をなし,アマゾンではこの群落をミリチーザイス(Miritizais といい,ペル-

やべネズェラではアグアハーレス(Aguajales)と呼ぶ｡果実の房の大きいものは2人でかつ

ぐ程の重さであり,ワ-ラス(Alfred Russel Wallace)はこれをアマゾンの榔子(Palms of

the Amazon)と呼んだ｡果実の時期は2～ 7月である｡

昔からアマゾンのインジオはこのヤシの実の時期を待って祭りや,結婚式を挙げたりし

た｡果肉は黄色で,甘昧があり,食用とされ,菓子も作られる｡油がとれ,又,酒も作る｡

幹でカノアを作り,若芽の汁から酒を作り,幹の髄からは澱粉を作るがインジオはこれを

イプラ-ナ(Ipurana)と呼ぶ｡葉は屋根を葺くに用い,種々の編物,綱等に使う｡

種名は｢雁木状の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名ブリチー･ド･ブレ-ジョ

は｢湿地のブリチ-ヤシ｣の意であり,ミリチー miriti)の名もよく使われるが,共に土

名より来ている｡



512. ブリチーヤシ(新称)(図 213)

Mauritia vinifera Martius

ブラ ジルーBuriti, Boriti, Bruti, Caranda-guacu, Carandai-guapu,

Carandi- guacu, Coqueiro Buriti Moriti Muriti.

(BA州 - Buri.

ス ペ イ ンーPalma real.

ポリ ビアーCaranday-guazu.

性 状

高さ50mに達し,幹の径は50cmに至る大形のヤシで,幹

は無刺,乎滑｡葉は2030集り樹冠をなし,長さ5m,幅3mで

,扇状をなす｡花序は長さ2～4mにして雄花は小さく多数

集りて穂状花をなし,雌花は単生し雁木状の花穂をなす｡

核果は楕円状にして橙黄色,長さ3～5cm,表面には覆瓦

状の鱗片がある｡

摘 要

ボリビアの東部からブラジルの中部, MT, GO, MG, SP,

PAの諸州に分布し,湿原に多く,時には群落をなし,これ



をブリチーザイス(Buritizais)という｡

果肉は油と澱粉を含み,甘味があり,食用となり,時にはこれで菓子を作るが,サジッ

タ(Sagita)又はサジエッタ(Sageta)と呼ばれ,地域的に商品として売っている｡果肉から

採れる油は血赤色で食用となる外,毛皮に塗って軟化させるに用いる｡幹の髄からはサゴ

の如き澱粉がとれる｡若葉や若い花序からは甘い液がとれるが,バラ色をしていて,清涼

飲料水となり,発酵させると酒となる｡若葉の芯は野菜の代りとして食べられるし,葉は

屋根を葺いたり,編んで種々の物を作る｡

種名は｢酒を生ずる｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名より来る｡

マッキシミリアナ属 Maximiliana Martius

南米北部に3種知られている中大のヤシで刺はなく葉は羽状で1種子がある｡属名はバ

バリアの初代の王Maximilian Joseph, (1756-1825)に因んだものである｡

513. マリパー

Maximiliana Maripa (Aublet) Drude

Syn. :Attalea Maripa Martius, Palma Maripa Aublet, Englero-phoenix



Maripa O. Kuntze

ブラ ジル-Maripa, Inaja, Inaja da Guiana.

ベネズェラ-Maripa.

ガイ アナ-Cocorite, Coquerite, Kokerite, Mareepa, Maripa.

仏領ギアナーMaripa.

性 状

高さ12-18mに達する大形のヤシで,葉は長さ5 mに達し,羽状葉の裂片は少くも-部

では輪生している｡下方の裂片は長さ1 m,幅5cm,上方の裂片は小さい｡鞘苞は木質で,上

方は長い嘴状をなす｡花序は長さ1 mを越し,雄花は長さ13-16mm,萼は細小,雌花は花序

の下方にあり多数あり,卵状楕円形｡果実は長楕円形,長さ7～8cm,径3cm｡

摘 要

アマゾン地域,ギアナ,ベネズェラに分布し,森林中に自生する,胚乳は油分があり,

食用となる｡若葉の芯は大量に採れ,野菜の代用とする｡

種名はアマゾン地方の土名より採ったもので,ブラジル名も同様である｡

514. イナジヤー

Maximiliana regia Martius



Syn. : Attalea amygdalina Humb., Bonpl. et Kunth, Maximiliana Martiana

Karsten, Englerophoenix regia (Martius) 0. Kuntze

ブラ ジルーInaja, Anaja, Coqueiro Auaia, Naia.

ス ペ イ ン-Palma real.

ボリ ビアーHuacaua.

ベネズェラーCucurito.

仏領ギアナーMaripa.

性 状

高さ5～7 m,幹の基部の径30-40cmに達し,上方には葉柄が宿存している｡葉は11-30

集って樹冠をなす｡羽状葉は長さ5 mに達し,羽片は2列生にして対生する,長さ30cm,

幅25mmあり,葉の幅は先端まで殆ど変らない｡花序は長さ60-70cm,花軸は強直,雄花穂

は長さ10-20cmにて多花,雌花は1 ～ 3花づつ着けた花穂をつける｡果実は卵状にて長

さ4cm,中果皮は繊維質｡

摘 要

ボリビア,ベネズエラ,ギアナ地方から;ブラジルのAM, PA, MA, CE, MT の諸州に分

布し,森林中に生ずる｡胚乳には57%の油を含み食用とされる｡若葉の芯(Palmito)はブラ

ジルのヤシ類中で最も美味といわれる｡葉は帽子に編み,その他の細工物に使われる｡



種名は｢素晴らしい｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名より来る｡

エノカルプス属 Oenocarpus Martius

南米の熱帯地方に6種知られている刺のない羽状葉のヤシである｡属名はギリシャ語の

Oenos (ブドウ酒)とCarpos(果実)の合成語で,本属の或種から酒をとることより名付け

られた｡

515. バカーバ･アッスー

Oenocarpus Bacaba Martius

ブラ ジルーBacaba-acu, Bacaba, Bacaba verdadeira, Bacaba verme

1ha, Bacabao, Batava, Amendobi.

ペ ル -ーUngurany.

仏領ギアナーCamou, Comou, Iadobacaba, Ubacaba.

性 状

高さ20m,径20cmに達する幹は株をなし,輪紋がある｡葉は8-10集り叢生,長さ5 m,

羽状葉には2列生の羽片が40-50対並び,先端は小形｡花序は葉叢に出て黄白色,木質の



鞘苞がある｡核果は略球形,暗紫色,径2～3cm｡

摘 要

ペルー,ギアナからブラジルのAM, PA, GO, MTの諸州に分布する｡果肉は食用となり

,乾燥して保存することが出来る｡又発酵させて酒を作り,現地では広く用いられる｡この

酒を土語でユレセ- (Yuresse)という｡胚乳からは34%の淡黄色の油が採れ,食用となり

,バカ-バ油として市場に出ている｡この外,インジオは葉を編んで種々の用具を作り,核

は首飾りとする｡若葉の芯は食用となり,野菜の代用とする｡

一般に湿地に多く,時に群落をなし,これをバカバール(Bacabal)と呼んでいる｡

種名は土名より来ている｡ブラジル名は｢大型バカーバ｣の意である｡

516. パタウアー

Oenocarpus Bataua Martius

Syn. : Palma Patavoura Aublet, Oenocarpus Batuwa Wallace, Jessenia

Bataua (Martius) Burret

ブラジルーPataua, Bataua, Batava, Coemboe, Coumou, Pacaua.

ペ ル ーーSacumana, Mugurany, Ungurany.

ベネズエラーPalma seje, Seje.



ガイ アナーBatawa, Pataua, Patawa, Tooroo, Turu.

仏領ギアナ-Batawa.

スリ ナ ムーKomboe.

性 状

高さ18mに達し,幹の基部は径30cmに達す｡成木は葉鞘が残って針状の繊維にかこまれ

ている｡葉は羽状で長さ5-8mに達し,羽片は 剛直で,長さ2mに達し,幅は10cmにして

,長披針形｡花序は長さ1-2 m,小枝は多い,鞘苞は上方赤褐の密毛がある｡果実は楕円形

,長さ30-35mm,径20-25mm,菫紫色｡

摘 要

ペルー,ベネズエラ,ギアナよりブラジルのAM, PA, MTの諸州1に分布し,湿潤な森

林中に自生する｡果実は前種同様,食用となり,酒を作るし,胚乳も食用となり油がとれ

る｡幹はステッキに用いられ,若葉の芯は食用として野菜の代用となる｡インジオは又,若

い花序を焼いた灰を塩の代用に用いる｡

種名はアマゾン地方の土名から来ており,ブラジル名も同様である｡

517. バカーバ･デ･アゼイテ

Oenocarpus distichus Martius



ブラ ジル-Bacaba de Azeite, Bacaba, Bacaba branca, Bacabade Ol

eo, Bacabaら Palmeira Bacaba.

仏領ギアナーPalmeira Coumou.

性 状

高さ10-12m,幹の径20-25cmに達す,葉は2列生に並び全体は扇形となり,長さ 6m,

羽状葉の羽片は下垂し,狭披針形,鋭尖頭,暗緑色,長さ1m｡葉鞘は濃緑色｡花は黄白色で

,花序は長さ1mに達す｡輪苞は2箇あり,木質にして褐色軟毛があり,長さ130cm｡核果は

卵状,董色一黒色に熟し,長さ3cmにして1種子がある｡

摘 要

ギアナ及びブラジルのAM, PA, RR, AP, GO, MT, ROの諸州に分布し,高地を好む｡ 1

房の果実は4万にも達し,収穫は1～5月頃で,果肉から清涼飲料水を採り,又,酒にも

作る｡ 9-10%の淡黄色の油がとれ食用となる｡若葉の芯(パルミット)は野菜の代用となり

美味である｡

種名は｢2列生の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢油(食用の)をとるバ

カ-バ｣の意で,バカーバは土名より来ている｡



518. バカビーニヤ

Oenocarpus minor Martius

ブラ ジル-Bacabinha, Bacaba-mirim, Bacabai.

ペ ル ーーCiamba.

ベネズェラーManaque.

性 状

高さ5-7m,幹は中央ややふくれ,全体に平滑で,帯黄色,基部の径4-5cm｡羽状葉は常時

6 -10箇あり,上向する｡花は淡黄色,花序は25-50cmの長さあり,多く分枝する｡核果は

卵状,小形,暗紅色,果肉は白色｡

摘 要

ペルー,ベネズェラとブラジルのアマゾン地方, AC,AM,RR の諸州に分布する｡果肉は

食用となり,油が採れ,酒を作る｡若葉の芯も食用となる｡

種名は｢より小さい｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢小さいバカーバ｣の

意である｡

519. バカーバ

Oenocarpus multicaulis Spruce



ブラ ジルーBacaba, Bacabai, Bacabinha, Coqueiro Bacaba.

ペ ル ーーCiama, Ciamba, Sinami, Sinamillo.

性 状

本属のヤシとしては例外として族生する｡幹は高さ5-10m,径10-12cmに達す｡葉は羽状

にて長さ3-4 m｡花は淡黄色｡核果は楕円状球形,径25mm,暗赤色に熟す｡

摘 要

ペル-及びそれに隣接するブラジルのAC, AM, RO, MTの諸州に産す｡果実から油が採

れ,酒を作る｡若葉の芯も食用となる｡

材からは土人は槍を作り,又,ステッキを作る｡

種名は｢茎多き｣との意のラテン語に由来する｡プラジル名は土名より来る｡

ババッスーヤシ属 Orbignya Martius

パナマから南米の中部,ボリビア,ブラジルに亘って22種を分布するヤシで,羽状葉

を有す｡属名はフランスのパリ博物館の教授 Alcide d'Orbigny,(1802-1857)に因んだ

ものである｡



520. クルアー･ピシューナ

Orbignya Pixuna B. Rodrigues

Syn. :Attalea Pixuna B. Rodrigues, Attalea spectabilis Martiusvar.

polyandra Drude

ブラジルーCurua pixuna, Curua preto, Curuai pixuna, Palha preta.

性 状

無茎のヤシで,葉は常時5-9数あり,大きく,長さ7m,葉柄は1mに達す｡葉軸の上面は

溝をなし,裏面は凸出し,暗灰色の綿毛がある,羽状葉の小葉は100-120を数え,先瑞は

斜形, 2裂,線形,下方のものは長さ85cm,幅4cm,先瑞のものは小形になり,幅も2cm,

となる｡表面は濃緑色で光択あり,下面は帯黄色で,中肋には密に綿毛がある｡雄性花序は

長さ40cm,直生し,花梗は偏圧され白色綿毛がある｡雌性花序は長さ55cm,同じく白色綿

毛がある｡雄花は密な花穂に着き,萼は微小,雄芯は22箇,雌花は単在する｡

核果は卵状楕円形,級毛あり,長さ8.5cm,径5cm,核には2室がある｡

摘 要

アマゾン地方の原産,胚乳よりは51%の固形油脂が採れ,芳香あり,食用とする｡葉は

屋根を葺くに用いる｡

種名はアマゾンの土名から来るがピシュ-ナ(pixuna)とは｢黒い｣という意味である｡



ブラジル名も土語より来ており, ｢黒いクルア-ヤシ｣の意である｡

521. ババッス -ヤシ (新称) (図 214)

Orbignya speciosa (Martius) B. Rodrigues

Syn. : Attalea speciosa Martius, Orbignya Martiana B. Rodrigues,

0. Barbosana Burret, 0. oleifera Burret

ブラジルーBabacu, Aguacu, Baacu, Bacoba, Bagacu, Bagoacu, Bauacu, Catole,

Coco de Pindoba, Coco Naia, Coco Uaia, Naia Oau-acu, Palha branca, Urucuri.

(A M州)-oauacu, uauacu.

(P A州)-Uauacu.

(M A州)-Babacu, Buacu, Uauacu.

(P I州)-Coco de Macaco.

(B A州)-Coco de Palmeira, Coco de Rosario.

(M T州)-Aguacu, Auaicu, Babacu, Bagacu, Baguacu, Guacu, Guaguacu.

性 状

幹は高さ20mに達す｡葉は15-20箇が常時あり,大形にして9 m以上にも達する｡羽状葉

でよく開張し,平面で,小葉は非常に接近して着き,狭披針形で鋭尖頭,黄色い條線があ



るが,若い葉は白い絨毛がある｡花序はよく分枝し,花

軸は1mに達し,鞘苞は披針形で内面は赤褐色の械毛が

ある｡

核果は長楕円形で,赤褐色の軟毛があり,長さ15cm

に達するものがあるが,普通は8-10cm,径6～8cmc種

子は3-4箇,長楕円形,長さ6-7cmc

摘 要

ブラジルのPA, MA, PI, GO, MT, MG, BAの諸州の

サバンナ(セラード)地帯に分布し,時に群落をなす｡

MA州には殊に多くて有名である｡ブラジルに於いては

ココヤシに次いで産業的に重要なヤシで,その樹令も

非常に永い｡成木に於いては1年に4-6箇の房を出し,

2,000箇の果実を産するのは普通といわれる｡

胚乳には67%の油を含み,比重は0.914で,食用と

して広く料理に用いられるが,その他,石鹸,化粧品,蝋燭,機械油にも用いられる｡搾

り粕は家畜の飼料,肥料となる｡花序から出る液より酒が作られ,土人により昔から利用

されていた｡葉は小屋を葺くのに広く用いられ,その他相々の編物,細工物に使われる｡花



は授粉の時期には気温より4℃も高くなるといわれる｡

種名は｢美形の｣という意のラテン語に由来する｡ババッスーの名は土語から来ており,

マラニヨン州辺にいわれていたものが広まり,種々転訛されている｡

522. クルアー･ピランガ

Orbignya spectabilis (Martius) Burret

Syn. :Altalea spectabilis Martius, Atlalea sepctabilis Martius

var. typica Drude, A. Macoupi Sagot

ブラジル-Curuａ-piranga, Curua-inquira, Anapu, Piuna-inquira, Uanacu, Vauacu.

ギ ア ナーCurua, Maripa.

性 状

普通は無茎であるが,古いものは高さ1.5mに達する｡葉柄,葉軸,小葉の縁は赤色の絨

毛を有する,葉の長さ7mに達し,内,葉柄は2m位,羽状葉の小葉は多数で,長披針形,

鋭尖頭,表面濃緑色｡花序は直生し, 1筒の鞘苞があり,花は黄色にして,同一花序中に

雄花と雌花を着ける｡核果は楕円状で,長さ5～6cm,径3-4cm,赤褐色,項に長さ1cmの

嘴がある｡核は1-3室に分かれ,胚乳は硬く,長さ25mm,幅20mm｡



摘 要

ギアナから,ブラジルのアマゾン地域, AM, RR, PA, AP, MTの諸州に分布し,高地に

自生する,

胚乳からは65%の油脂が採れ,食用に使われる｡ココヤシの油の代用となる｡搾粕は家畜

の飼料とされる｡

観賞用としても植えられ,欧州にも導入されている｡

種名は｢すばらしい｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土語から来ており｢赤

いクルアーヤシ｣の意である｡

ナツメヤシ属 Phoenix Linn.

アジア,アフリカの熱帯地方に約14種あり,雌雄異株で幹に刺はない｡属名はギリシャ

語のphoenix即ちフエニキア(phoenicia)人からでたもので,果実の色が彼らの好んで用

いた衣服の色である,朱紫色(phoinos purple)からの転用であるといい,またエジプト

の神話にある不死烏(Ph-oenixjから出たものともいう｡



523. ナツメヤシ (図 215)

(棗榔子,ナツメジュロ,マンネンナツメ,センネンナツメ,バンダイヤシ,セ

ンショウボク,タマル)

Phoenix dactilifera Linn.

Syn. : Phoenix cycadifolia Hort.

ブラ ジル-Tamareira, Tamara.

英 -Common Date Palm, Date, Date Palm, Edible Date, Edible Palm,

独 -Dattelpalme, Echte Dattelpalme.

仏 -Dattier, Palmier dattier, Petit dattier sauvage.

イ タリ ア-Dattero.

スペイ ンーDatil, Datilero, Palma de datiles, Palmera datilera.

オ ラ ンダ-Dadel, Dadel Palm.

ア ラ ビアーBalah.

へ ブラ イ-Tamar.

エジプトーIbrimy.

ト ル コーKarmah.



ル-マニアーCurmal.

イ ン ド-Kurma, Khaji, Khajura, Khajoor, Mach.

マ ラ イーTenich chan kaya.

ベネズェラーPalma datil.

中 国一波斯棗,蕃棗,金果,無漏子,戦捷木,海棘榔子.

性 状

高さ20-25cm｡幹の径は50-80cmに達し,根は深く,砂漠では30mにも伸びて地下水にま

で達すという｡葉は羽状葉で多数叢生し,やや灰色を帯び,小葉は線形で鋭尖頭,長さ20-

40cm,中軸と直角をなす｡雌雄異株で雄花序は長さ15-23cm,小形の花を密に着生し,白色

で芳香がある｡雌花序は長さ30-60cm,緑色で3箇づつ集って小花梗上に着く｡

果実は円形～長楕円形,長さ2.5-7.5cm,熟すと赤色～黄褐色となる, 1房に1,000箇

, 1本に12房を着生するものがある｡種子は円筒形の核状で,片側に長い溝がある｡

摘 要

原産はペルシャ湾地帯で,チグリス,ユ-フラテス両河川沿岸地方であるとされ,古く

から西パキスタン,北アフリカ,南スペインなどに入り,野生状態となり,アフリカでは

オアシスに自生するものがある｡アラビアでは有史以前から栽培されていた｡

エジプトにあるピラミッドの碑にも,この果実や樹姿が見られ,貨幣のデザインにも昔



から使われていた｡ユダヤの三大祭りの一つである仮庵

(かりいお)の祭りには,このヤシで小屋を作る習慣が

あり,また勝利のしるしとしてその枝が打ち振られた

という｡それらの故事が聖書によって普く欧州に知られ

, 今日でも復活祭の前の日曜日をパ - ム･サンデ -

(Palm Sunday)といって,ナツメヤシの葉を切って祭

壇に供える｡ブラジルでもカトリック教にはこの習慣が

残っていて,行われるが,ナツメヤシでなくてその地

域のヤシ類が代用されている｡

中国には3世紀頃にペルシャから伝わっている｡数世

紀前にはスペインからアメリカ大陸にも伝わった｡現在

では北アフリカ,シリア,イラン,インド北部と南部,

東アフリカのザンジバル,南スペイン,フイリピン,豪

州のクインスランド,米国のアリゾナ,カリフォルニアの砂漠地帯,メキシコ,ブラジル

等に栽培がある｡

ナツメヤシは内陸の砂漠的気候に適するもので,オアシスによく茂り,その利用も多方

面にわたり,砂漠の王の讃辞が寄せられている｡アラビアでは古来神聖な樹とされ,戦捷



を象徴するものとして尊ばれた｡

種名のdactiliferaは指,またはナツメを有するとの意のラテン語に由来する｡英名の

Dateは,果実の形が,ギリシャ語のdaktulos,すなわち指に似たところに由来する｡ブラ

ジル名はへブライ語のTamarから来たもので,果実はTamara(タマラ),樹はTamareira(タ

マレイラ)という｡

利 用

果肉は汁液があって,果樹中で最も甘いものといわれ,米国での市販果実の分析成分は

,炭水化物70.6%,蛋白質1.9%,脂肪2.5%,水分13.8%,灰分1.2%,繊維物質10%で,ビタ

ミンはA, Bに富むが C, G, Dは微量である｡

果実は生食する外,乾果として貯蔵し,プレザープ,ゼリー,ジャムの原料となる｡果

実の香りはナツメに似ている｡

牛乳と水を混じて発酵させたものから,諸種の飲料を作り,末熟果は油で揚げて食べる

ことができる｡家畜の飼料としても重要である｡核を粉にしたものはコーヒーの代用とし

,若芽の部分はガダー (Gaddah),またはガリ (GanriまたはGalli)といって,野菜とし

て用い,カレ-材料として賞用される｡

樹液はトディとして飲用するが,発酵させてアラック(Arrack)酒を作るが,これは蒸溜

したものである｡



幹は工作用として,扉や木骨,板,樋などに利用する｡葉は種々に編んで,籠,マット

,団扇などに作り,葉柄の基部の繊椎は綱となる｡観賞用としても広く栽植されている｡

栽 培

ナツメヤシの適地は熱帯,亜熱帯で,結実期の乎均気温29℃以上を要するといわれ,気

温20℃では開花結実しない｡開花期に雨が多いと授粉が妨げられ,成熟期の雨は,果実が

発酵をおこして望ましくない,という条件がある｡

繁殖は主に根部から発生するヒコバエによる｡実生は不用な雄株が多く発生するために

繁殖法としては好ましくない｡定植は8-9m間隔とする｡ 50本に1本は雄木を植えて人工

交媒に役立てる｡ 4～5年目から結実し12-15年生ごろが収量最も多い｡

ゾウゲヤシ属 Phytelephas Ruiz et Pavon

無茎または短幹,刺なく,羽状全裂葉のヤシで,南米に15種ある｡属名はギリシャ語の

Phyton(植物)とElephas(象牙)の結合語で,白色の硬い種子を象牙同様に用いるのに由る｡

524.ゾウゲヤシ(象牙榔子,オオミゾウゲヤシ) (図216)

Phytelephas macrocarpa Ruiz et Pavon



Syn. : Elephatusia macrocarpas (Ruiz et Pavon) Willdenow

ブラジル-Jarina, Marfim vegetal, Marfim vegetal grande, Polupunto.

英 -Ivory nut, Ivory nut Palm, Ivory Palm, Ivory Plant, Negro′s Head.

独 -BrasiHanische Steinmiisse, Elfenbeinpalme.

仏 -Corozo, Phytelephas a gross fruit, Palmier a ivoire, Tete de negre.

イ タリ アーAvorio vegetale.

スペイ ンーMarfil vegetal, Palma de marfil, Tagua.

コロンビアーCabeza de negro, Tagua, Yarina.

ペ ル -ーTagua.

キ ュ - バーPalma de marfil.

性 状

幹は高さ1.8mに達して太く,住々横臥しまたは匍匐し,地に接するところから発根す

る｡葉は直立し,長さ４～6mに達し,上部は美しく弓状に蛮曲し,羽状に全裂し濃緑色を

呈す｡裂片は約80対,長さ60-90cm,幅5cm多くの強い脈がある｡花序は有柄,有鱗,葉腋

から生じ,地面に近く現われ,雄花序は長くて下垂し,雌花序は直立する｡強い特異な香

りがある｡鞘苞は2箇｡長くて厚く木質｡雄花は小形,無花被,雄芯は多数,雌花は大きく

,萼片は3,花弁は5-10,長さ５～7.5cm,やや肉質,子房は半球形で,多くの仮雄芯があ



る｡

果実は4 ～ 6核果の集合になる人頭大の集合果で,重

さは時に11.4kgに達する｡

摘 要

アマゾン上流地域の産で,ペルーよりベネズェラに亘

り,ブラジルではAC, AM両州に分布,ジャバU (Javari)

川,からプルース(Purus)川の地帯にかけて多く,原始林

の日蔭に群落する｡

末熟果の中の胚乳液は透明無味で,渇を医すに用い,

後に牛乳状になって甘味が生ずるものも食用にする｡

核は白色で,極めて硬くなり,植物象牙(Vegetable

lvory)といわれ,ボタンの製造に使われ,その他灰皿,彫

刻を施して,種々の土産物に用いられる｡欧州には1846

年にはじめて紹介された｡

種名は｢大果の｣という意のギリシャ語に由来する｡プラジル名Jarinaはアマゾンの土名

より来ている｡



ヒメヤシ属 Syagrus Martius

熱帯アメリカに58種知られ,ココヤシ属(Cocos)より分離したもので,核の形状が異

る｡属名は南米の土人が,ヤシの一種を呼んだ名で｢野生の豚｣の意である｡

525. アクマン(図 217)

Syagrus campestris (Martius) wendland

Syn. : Cocos campestris Martius

ブラジルーAcumａo, Acumａ, Coqueiro Acumａo, Coqueirinho do Campo,

Oacumａ.

(B A州)-Coco de Vaqueiro.

(MG州)-Acumａ, Ariri, Coco de Serra, Coco de Vassoura,

Coqueiro do Campo.

(MT州-Coco de Vassoura.

アルゼンチンーAcuman, Palmita.

性 状

幹は高さ2-3mに達し,強靭である｡葉は6-10箇あり,長さ150cmに達し,羽状複葉で

,小葉の数は50に達し,線状披針形にして鋭尖頭｡花序は長さ70cmに達し,鞘苞はそれよ



り短い｡核果は長楕円形にして長さ3cm,中果皮は肉質で

,黄色に熟す｡核に3條がある｡

摘 要

ブラジルのGO, MT, MG, BA, SP, RSの諸州とアルゼ

ンチンの東部に分布し,原野に群落をなして自生する｡胚

乳は油を含み,食用にされる｡

葉柄の繊維は綱に用いられ,葉は箒に作られる｡

種名は｢原野に生ずる｣という意のラテン語に由来する｡

ブラジル名は土名より

来ている｡

526- ピリリ - マ

Syagrus cocoides Martius

Syn. : Cocos Syagrus Drude

ブラ ジルーPiririma, Iatａ, Jatａ, Coqueiro Jatai, Cunhan-hen, Iatａ-

uva, Jata Paratal, Jataiba, Jatauba, Pererema, Pererima, Pirirema, Uaperema,



Uaperima.

性 状

高さ2.5-3m,径5～ 7cmの美しいヤシで,葉は長さ2-2.5mあり,上方は弓状に曲る｡

葉柄の基部は厚く,長く,羽片は線形で長く尖り,下方のものは狭く,上方のものは幅広

く短い｡乾くと縁は粗渋になる｡花序は長い柄があり,鞘苞は2筒あり,上方のものは鋭頭

にして基部は捩れ,下方のものは3分の2まで鞘をなす｡花序の枝は少く,短い｡花弁は披

針形にて尖る｡核果は卵状にして長さ5cm,径3cm,先端尖り,核には3条線がある｡

摘 要

ブラジルのアマゾン流域のAM州, PA州に多く,胚乳には32%の油を含み食用とする｡

若芽の芯(パルミット)は野菜の代りとする｡

種名は｢ココヤシに似た｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名より来てい

る｡

527- ガリロ - バ

Syagrus comosa (Martius) Beccari

Syn. : Cocos comosa Martius

ブラ ジルーGariroba, Baba de Boi, Coqueiro Catole, Gariroba do Campo,



Garirobinha do Campo, Palmito amargoso.

(CE州) - Babao.

(PI州)-Catole.

性 状

高さ5～7m,径8-10cmに達するも普通は丈低く,時に無茎のものもある｡葉は少数にし

て,長さ125cm,殆ど水平に出て,羽状葉の裂片は披針形｡花序は長さ40-50cm,花は細小

にて黄色｡

核果は卵状にして長さ25mm,径15mm,緑色,核には3条線がある｡

摘 要

ブラジルの中部, MT, PI, CE, GO, BA, MGの諸州に分布し,草原の低地に群落をな

す｡果肉は粘液あり, CE州にてはアルアー(Alua)と称する清涼飲料を作る｡胚乳からは油

が採れ,料理に用いて味が艮く,化粧品にも用いる｡若葉の芯(パルミット)は少し苦昧が

あるが,野菜として用いられ,健胃剤ともせられる｡

種名は｢毛の多き｣という意のラテン語に由来している｡ブラジル名は土名より来ており

,地方により種々の名がある｡



528. リクリー

Syagrus coronata (Martius) Beccari

Syn. : Cocos coronata Martius

プラ ジルーLicuri Butia azedo, Butia de Vinagre, Cabecudo, Coque-

iro azedo, Coqueiro Cabacudo, Coqueiro Dicori, Aricuri, Iricuri

Nicuri, Nicori, Ouricuri, Uracuri, Urucuri, Ururucuri, Urucan-iba, Urucuri-

iba.

(BA州) -Alicuri, Aricuri, Licurizeiro.

(SP州) -Butia.

(SC州) -Butia.

(RS州-Butiazeiro.

性 状

高さ8 -10mに達する幹は中央が膨出し,葉柄の基部を全体に残している｡葉は長さ3m

位,著しく螺旋形に着生している｡核果は卵状で,長さ3-4cm,黄緑色｡

摘 要

ブラジル東部の産にして, CE, PE, AL, SE, BA, MG, RJ, SPの諸州に分布する｡

果肉は多汁にて粘液を含み,生食され,又活涼飲料とする｡胚乳は白色で油を69%含み



食用となる｡葉よりは蝿が採れる｡

種名は｢冠状の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は土名より来ている｡

529 ノハラヤシ (新称)

Syagrus flexuosa (Martius) Beccari

Syn. : Cocos flexuosa Martius

ブラ ジルーCoqueiro do Campo, Aricuri, Palmito do Campo.

(CE州)-Babao, Catole.

(RJ, GO, MG州)-Coco de Quaresma.

(MT州) -Acuma, Acumao.

性 状

幹は高さ5mに達するが,普通はl-2mにして,径5-8cm,よく屈曲している｡羽状葉は長

さl-2mにて少しく弓状に萼曲し,羽片は70-90,線状で鋭尖頭,長さ25-35cm, 2 -3羽

片が集って出ている｡花序は長さ50cmで,花軸は若い時には綿毛を被る｡雌雄同株で,花

は黄白色で芳香があり, 3花づつ集った小穂をつづる｡鞘苞は紡錘形で,木質,条構があ

り無毛｡

核果は卵形,長さ3cm,径2cm,黄緑色,果肉は繊維質で粘液あり,核は骨質｡



摘 要

ブラジル中部のMT, GO, MG, RJ, SPの諸州に分布し,原野に単生または6～8本の株

をなして叢生する｡

果肉及び胚乳からは油が採れ,食用となるが,殊に胚乳からは56%の透明の油が採れて

,料理その他に利用される｡

美形であるために観賞として栽植せられ,欧州にも輸入されている｡

種名は｢屈曲せる｣という意のラテン語に由来し,幹の形状を示している｡ブラジル名は

｢原野のヤシ｣という意のポルトガル語から来ており,土語ではアクマン(Acuma)が広く用

いられている｡

530. ククアラーナ

Syagrus lnajai (Spruce) Beccari

Syn. :Maximiliana lnajai Spruce, Cocos lnajai Trail, Cocos aequatorialis

B. Rodrigues, Syagrus aequatorialis B. Rodrigues

ブラジルーCucuarana, InajaらIararana, Jara, Jararana, Jacarana,

Jareua, Jariva, Jataava, Pupunha de Porco, Pupunharana.



性 状

幹の高さ6-8mに達するが,普通は5m位で,径8-10cmに至り,屈曲し,灰色を帯び,僅

かに輪紋がある｡羽状葉は常時8-12箇あり,長さ4m,葉柄は長さ115cmに達し,上面は凹

入する,葉軸は赤褐色の密毛がある｡小業は3 ～ 4対に並び,下方では互生するが上方

では対生する,長さ70cmにて線形,鋭尖頭,葉脈は表面に顕出し表面濃緑で光沢がある｡

花序は葉叢の中に1-3本を出し,直生で長さ1m,後に下垂する｡花軸,花梗は黄褐色の密

毛を有す｡内側の鞘苞は長さ90cm,披針形で凸頭,基部は沿着し,縦溝あり,赤褐色の密

毛がある｡雄花は花弁白色で花糸は淡紅色,雌花は帯緑色,子房は球状｡

核果は長楕円形,黄緑色,長さ45mm,径25mm,果皮は繊維質,核は骨質で,3条の稜線

が縦に走る｡

摘 要

アマゾン地方の産にして,高原の林中に生じ,石多き乾燥の地を好む｡

胚乳は白色で22%の油を含み,良質の油として食用にされる｡

種名はアマゾン地方の土名より来ている｡ブラジル名も同じく土名より来る｡

531. ニガヤシ (新称)

Syagrus oleracea (Martius) Beccari



Syn. : Cocos oleracea Martius ､

ブラ ジルーCoqueiro amargoso, Coco amargoso, Coco de Quaresma, Coqueiro

Guariroba, Guariroba, Guairo, Pati amargoso.

性 状

幹は高さ20mに達し,径30cm,屈曲し,縦に溝があり,少しく輪紋があり灰色を呈す｡

羽状葉は常時10-12あり,長さ2～3m,弓状に湾曲する｡葉鞘は縁に繊維をつける｡葉柄は

長さ130cmで上面は凹む,葉柄も葉軸も灰褐色の綿毛を有す,小葉は各側に150- 160あ

り 3-5筒が集合して生ず,線形にして鋭頭,幅7-16cm,中肋は黄色にて裏面には密毛が

ある｡花序は長さ135cm,下垂し,花軸は円筒形で稜角あり,分枝は50-60,花梗は長さ6cm

黄色 , 白毛がある｡外側の鞘苞は披針形で長さ45cm, 内側のものは線状披針形で長さ

135cm,短凸頭,赤褐色の絨毛がある｡雄花の花弁は披針形,鋭頚,雌花にては広卵形で凸

頭,子房は卵状円錐形,白色の密綿毛がある｡

核果は倒卵形,鋭頭,長さ6-7cm,黄緑色,赤褐色の絨毛あり,核は角質｡

摘 要

ブラジルの中部に分布し,MA, CE, PB, PE, BA, ES, RJ, MG, SPの諸州の原野や山上に

自生する｡

果肉は食用となり,胚乳よりは油が採れ,食用となり,石鹸にも用いる｡若葉の芯(パル



ミット)は苦味が強いが,重曹によってそれを除くことができ,野菜として用いられる｡

種名は｢蔬菜の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢苦いヤシ｣という意のポ

ルトガル語から来ている｡

532. アクマン･ラステイロ

Syagrus petraea (Martius) Beccari

Syn. : Cocos pelraea Martius, Cocos rupestris B. Rodrigues

ブラ ジルーAcuma rasteiro, Acums, Guriri, Ariri.

(MT州)-Ariri, Coco de Vassoura.

(MG州)-Coco de Vassoura.

(S P州)-Coqueirinho de Campo, Coco-acuma, Indaia do Campo,

Indaia rasteiro'.

性 状

普通は無茎,または地中を横走し,稀に1mの高さに達す｡葉は4-5枚で,長さ50-100cm,

羽片は22-23あり,下方のものは2-3集合して出で,上方では単出する,線形にて斜鋭頭

,長さ30-35cmあり青緑色｡花序は長さ30-35cmで花は黄色｡鞘苞は披針形で,黄色の繊毛

がある｡核果は長楕円形,赤褐色の毛が密生し,長さ2cm｡



摘 要

ブラジル中部に分布し, PI, PE, GO, MG, MT, SPの諸州の乾燥せる原野,サバンナ

(セラード)に自生する｡ 3変種が認められているが,変化の多い種類である｡

果肉は繊維質であるが食用とする｡

種名は｢岩石の｣という意のラテン語に由来し,自生地を示している｡ブラジル名は｢匍匐

するアクマン｣という意で,アクマンは土名より来ている｡

533- コッコ･デ･クワレズマ

Syagrus picrophylla (B. Rodrigues) B. Rodrigues

Syn. : Cocos picrophylla B. Rodrigues

ブラ ジルーCoco de Quaresma, Coco amargoso, Coco de Quarta,

Coquinho amargoso, Guariroba, Palmito amargoso, Pati.

(CE, PB州)-Catole, Coco Babao.

(MA, PE州)ーCatole.

性 状

幹は直立し,独立で,高さ5m,径20cmに達し,不規則に輪紋がある｡葉は15～20を常

時有し,長さ3～4m.弓状に湾曲する｡葉柄は長さ80cmで上面は凹む,灰色の綿毛を密生



する｡小葉は各側に90-100あり, 4-5列生で,線形,鋭頭,中肋は表面に顕出し,裏面に

は絨毛がある,長さは中部にて90- 100cm,先端のものは短くなる｡花序は2-3を常時出

し,長さ1m,分枝は100-120あり,多数の花を着け雄花の花弁は線状披針形,鋭頭,埋花

のそれは卵形｡外側の鞘苞は長さ60-70cm,幅11-12cm,赤褐色の密毛あり

核果は長楕円形,長さ40-45mm,径30-32mm,暗緑色,赤褐毛を密生し,核は骨質で卵状｡

摘 要

ブラジルの中央に分布し, MA, CE, PB, PE, BA, ES, RJ, MGの諸州に見られる｡

胚乳は美味で,奥地の住民の重要な救荒食物で,殊にC E州にては干魅で食料の欠乏

した時によく食べられる｡

種名は｢苦い葉の｣という意のギリシャ語に由来する｡ブラジル名は｢クワレズマのヤシ｣

の意で,クワレズマとは4旬節のことで,復活祭前の40日間をいい, 3～4月頃に当る

が,この頃に果実が熟すから名付けたものである｡

鞘苞花植物目 Spathiflorae

テンナンショウ科 Ar a c e a e

ハイモ属 Caladium Ventenat

南米の熱帯に約16種を産する多年草である｡属名はギリシャ語のKaladion (杯)から出



たものである｡

534. バナナ･ド･ブレージョ

Caladium striatipes (Kunth) schott

Syn. : Cyrtospadix striatipes Kunth, Acontias strialipes Schott

ブラ ジルーBanana do Brejo, Cana de Brejo.

性 状

塊茎のある多年草で,高さ1mに達す｡葉は長楕円状心形で,先瑞は尖り,長さ30cmに

して強直,葉柄は長さ20cm｡葉腋より花茎を抽き,肉穂花序は長さ15cm,仏焔苞は外面黄

色,内面帯白色｡果実は漿果で帯黄色｡

摘 要

ギアナ及びブラジルのAM州からSP州に亘って分布し,湿地に自生する｡

果実は煮て食することができる｡塊茎も煮て食用とし,その汁は粘膜炎症に用いられる｡

種名は｢条線ある茎の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢湿地のバナナ｣と

いう意のポルトガル語から来る｡



ホウライショウ属 Monstera Adanson

熱帯アメリカに約30種あり,藤本で,多少木質で枝から発根する｡葉は大形で厚く, 2

列生｡属名はラテン語のmonstrum (異常)より来ている｡

535. ホウライショウ(鳳莱蕉,デンシンソウ,デンシンラン) (図 218)

Monstera deliciosa Liebmann

Syn. : Philodendron pertusum Kunth et Bouch6, Monstera Lennea C.

Koch, Tornelia fragrans Gutierez

ブラ ジルーBanana de Macaco, Banana do Brejo, Banana do Mato.

英 -Ceriman.

米 -Monstera Flower

独 -Kbstliche Monstera.

仏 -Monstera delicieux.

スペイ ン-Ceriman, Hierba de puerco, Pasmo, Pico de zope, Pinanona.

ハ ワ イーCalla-1ily.

メ キ シ コーPifianona.



性 状

攣縁性の木で,時に6-7mに達するが,通常は短い｡

節から長い気根を伸して他物に附着する｡葉は幼時は

心形,全縁であるが,後増大して長さ幅ともに60-

90cmに達し,羽裂し,厚い革質で,暗緑色を呈し,

各葉脈間に長楕円形～菱形の空孔を有する,葉柄は

長さ30-50cm｡花茎は長さ15cm内外,仏焔苞は黄白色

で,長さ30cm内外,幅15-20cmで革質,主部は開き

縁は反巻する｡肉穂花序は長さ20-25cm で先端紫色

を呈す｡漿果は黄色｡

摘 要

メキシコ,グァテマラの原産にして,現今では広

く各地に観賞用に栽植されている｡ブラジルにても極く普通に見られる｡

果実は生食するが,きわめて甘く,パイナップルとバナナの中間の風味がある｡

種名は｢甚だ快味の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は｢マカコ(猿)のバナ

ナ｣｢ブレージョ(湿地)のバナナ｣,｢マット(森林)のバナナ｣等の意である｡



ビロードカズラ属 Philodendron Schott

熱帯アメリカに200種以上ある撃縁性の潅木である｡属名はギリシャ語のphilos (友好)

とdendron 木)からなり,他樹にからみつくのに因る｡

536. インベーカズラ(新称)

Philodendron bipinnatifidum Schott

Syn. : Arum pinnalifidum Velloso

ブラ ジルーCipo de lmbe, Banana de lmbe, Guaimbe, Guambe, Guimbe, Guibe,

Imbe.

独 -Doppeltfiederschnittiges Baumlieb.

仏 -Philodendrea feuilles bipinnatifides

性 状

幹には葉痕が大きく残り,その側方から長い気根を出す｡葉は長大で,葉柄は長さ40-

50cm,時に80cmに達し,深い溝を有する｡葉身は長さ50-80cm,幅60cmに達し,鮮緑色,

光沢あり,厚く,卵心臓状箭形,羽状全裂し,裂片は更に羽裂または浅裂する,中裂片は

卵状披針形,鋭頭で,側裂片より遥かに長い｡仏煩苞は長楕円状卵形,外面紫色,内面白

色｡肉穂花序は長さ15cm｡漿果は帯黄赤色,円筒形,トウモロコシの粒大である｡



摘 要

ブラジルのMG, SP, PR, SCの諸州に分布し,森林中の着生植物である｡

果実の熟したものは生食せられるが,子供が好んで食べる程度である｡

本種の気根は時に長く伸長し,強靭であるので,綱索の代用として,建築その他に広く

用いられている｡

種名は｢2回羽状中裂の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジル名は,インベ-の蔓

という意で,インベーは土語から来ている｡

537. フルート･デ･インベー

Philodendron Selloum C. Koch

ブラ ジルーFruto de lmbe, Cipo de lmbe, Guembe, Imbe, Imbe de comer.

独 ーSellos Baumlieb.

仏 ーPhilodendre Selloum.

性 状

葉は長さ50-90cmに達する葉柄を有し,葉身は心状箭形で,長さ50-90cm,幅30-50cm,

羽状に全裂し,裂片は更に羽裂または浅裂する,羽片は狭披針形で,表面は光沢ある暗緑

色を呈する｡仏焔苞は長さ30cm,外面は緑色,内面は白色,基部は筒状で,上部は卵形を



なす｡肉穂花序は長さ7.5cm,径4-5cm 漿果は倒卵形,径1cm,汚白色｡

摘 要

ブラジルのAL州からPR州,MG,MTの諸州に産し,パラグアイに及ぶ｡

果実の熟したものは生食されるが,砂糖漬としたものが美味である｡

気根は前種同様に用いられ,又,観賞用としても広く栽植せられる｡

種名は人名Sello氏の意である｡

ブラジル名は｢インベ - の果実｣の意で , インベーは土名より来ている｡ゲンベ -

(Guembe)も同じく土名より来たもので,シッポ- (Cipo)は蔓の意で,同じく土名より来

ている｡

子衣植物目 Scitamineae

バショウ科 Mus ac e a e

バショウ属 Musa Linn.

熱帯アジア,アフリカ,オーストラリア,太平洋諸島に70-80種を有し,大形の多年生

草本で,葉柄は長い葉鞘状で多数集って偽茎を形成する｡属名はオーガスタス法王の侍医

であったムサ(Antonius.Musa)の名に因むといい, 一説にはアラビア語のMauzによると

いう｡



現在栽培されている食用バナナには3種類がある｡そこで,ここではまずこの3種類の

特徴を記し,次いでバナナ全体についての考察に移ることにする｡

538.テイキャクミバショウ(低脚実芭蕉,サンジャクバナナ) (図219)

Musa nana Loureiro

Syn. :Musa Cavendishii Lambert, Musa chinensis Sweet, Musa sinensis

Sagot

ブラ ジルーBanana nanica, Banana ans, Bana Cambota, Banana Caturra,

Banana da China, Banana de ltaliano, Bananaeira ana

英 ーChinese Banana, Dwarf Banana, Dwarf Jamaica.

独 - Z wergbanane.

仏 -Bananier de Chine, Bananier nain.

スペ イ ンーBananero de China, Bananero enano.

中 米-Platano chino.

性 状

仮茎は高さ2m内外に達し,葉は頂に6-8枚,密に叢生開出し,長さ60-120cm,幅30-

60cm,長楕円形,円脚｡若葉には多少斑点と色彩がある｡穂状花序は長さ60-70cm,下垂す



る｡赤褐色の幅広い苞があり,雄花及び苞は宿存性｡

萼は黄白色, 5浅裂,花弁は長さ1.3cmで分離する｡

果実(漿果)は甚だ多数で200前後ありて束生し,

長楕円形, 6稜あり,黄色で,長さ10-13cm,径4cm

でやや 湾曲する｡

摘 要

中国南部の原産にして,欧州には1829年に紹介さ

れた｡カナリア諸島ではカナリーバナナ(Canary

Banana)といわれて輸出用に大栽培がある｡この外,

モ-リシヤス,セイロン,太平洋諸島,西インド諸

島に栽培があり,ブラジルでは南部のS P州, PR州

で栽培のバナナは殆どこの種類になっている｡ 種

名は｢矯性の｣という意のラテン語に由来する｡ブラジルでは通常バナナ･ナニカといって

いるが,｢小さいバナナ｣の意であるが,小さいは丈低いことをいったもので,ポルトガル

語から来ている｡



539. リョウリバナナ(料理バナナ,サンカクバナナ ,プランテン)

Musa paradisiaca Linn.

ブラ ジルーBananeira, Banana, Pacoba, Pacobeira, Pacobugu, Pacova,

Pacoveira grande, Pomo de Adao, Pomo de Paraizo.

英 -Adam′s Fig, Cooking Banana, Plantain.

独 -Paradiesfeige, Pisang, Planten.

仏 ーBananier commun, Bananier du paradis, Bananier a. gros

fruits, Figuier d'Adam, Figuier du paradis.

イ タリ アーBanano, Fico d′Adamo.

スペイ ンーBananero, Platanero.

マ ラ イーPisang abu.

フイリピンーAnuang.

性 状

偽茎は太く,高さ3-9m｡葉面は長楕円形,円脚で,長さ1.5-2.5cm,幅50-60cm, 直立

または斜上し,鮮緑色で,葉柄は長き30-45cmc穂状花序は長さ60150cmで下垂し,苞は

披針形～長楕円状披針形～卵状披針形,長さ15-30cmで赤色～董色｡花は約12箇が-群を

なし,黄白色,長さ4cmで,雄花及びその苞は多く宿存する｡萼は黄白色,長さ4～5cmで



先に5歯がある｡花弁は卵形,萼の半長で分離する｡果実は一果穂に100以下着生し,円柱

形,長さ20-25cm,硬く,顕著な稜角を有し黄色～黄緑色｡

摘 要

マライ地方の原産で,現在は世界の暖地に広く栽植せられるが,通常ヤニ臭や渋昧の強

いものが多く,生食はできないが,調理することによって美味となる｡

種名は｢楽園の如く美しい｣という意のラテン語に由来する｡ブラジルではバナナの語と

共に北部ではパコラバ(PacobaまたはPacova)の語も用いられている｡

540.バナナ(ミバショウ,セイタカミバショウ) (図220)

Musa sapientum Linn.

Syn. :Musa paradisiaca Linn. var. sapientum (Linn.) 0.Kuntze

ブラ ジルーBananeira, Banana.

英 -Banana, Common Banana, Cultivated Banana, Gros Michel Banana.

独 ーEchte Banane.

仏 ーBananier des sages, Banane.

イ タリ ア-Banano.



スペイ ンーBananero, Banana.

ポルトガルーBananeira, Banana.

セイ ロ ンーKehel; (タミルーVala, Valai.

イ ン ドラAmrit, Champa,.Kadali, Kela, Kola.

(サンスクリット)-Verana-busha, Piganga.

ジ ャ ワーBanaan, Pisang.

マ ラ イーKukeau, Pisang, Tilai.

フイリピン-Sanguing.

アラ ビア-Mauz, Moz.

メ キ シ コ-Platano.

ホンジュラスーMinomo.

パ ナ マーPlatano, Banano, Guineo.

スリ ナ ムーBakove.

中 国一甘蕉,香蕉,甘露,食用蕉.

台 湾一弓蕉〔キェンチオ〕,北蕉〔バクチョ〕.

性 状

偽茎は高さ6mに達し,リョウリバナナに似るが,雄花は早落性｡穂状花序は長さ1-2m,



苞は赤紫色で,果叢は7-10数段,各段に14-20箇を着ける｡果実は黄色で多少三稜形,長

さ7.5-20cm,径4～｢5cm｡

摘 要

マライ半島から起った原種より種々の過程を経て形成せられたものと考えられている｡

現今では世界の暖地に広く栽植され,多くの品種があって,経済的に重要な産業となっ

ている｡

種名は｢賢者の｣という意味のラテン語に由来する｡これはインドではバナナは賢者の食

物といわれ,ギリシャの植物学者テオフラストス(Theophrastos)が,その書物中に記載し

ていることによるものである｡ブラジルでは果実はバナナで,植物体はバナネイラという

が,ポルトガル語である｡

利 用

パナナは末熟の間は渋くて食べられぬが,料理バナナは熟してもなお食用にならない｡

バナナの可食部の成分は水75%,澱粉を主とする炭水化物22%を有するが,生食用バナナ

ではこの澱粉が熟後に大部分は糖化して,殆んど痕跡を止めない程度である｡ところが科

理用バナナでは熱しても澱粉は殆んど変化しない状態で残り,成分上からは穀物に近いと

いえる｡

生食用では可食部1kg当り,約600calの熱量を有し, 2%以下の蛋白質, 1 %以下の



脂肪を有し,ビタミンA, Bi,Cなどを含んでいる｡

生食用バナナは青バナナをとり,迫熟して食べる｡果皮の黄熟したものを食べるが,少

し黒い斑点が出て,房から容易にとれる程度に熟したものがより美昧である｡

料理用バナナの食用法は熱帯で発達し,煮,焼き,又は油揚げにして食べる｡

乾燥バナナは,乾季に完熟果実をそのまま日で乾し,中の果肉に皺がよる程度のとき剥

皮して,さらに日で乾し,果肉が黄金色となり,表面に糖分が析出するのを待って仕上り

として包装する｡乾燥の重さは生果の約3分の1程度である｡

バナナは又,粉末ともするが,これには主に料理バナナが用いられ,北米で需要が多く

,黄色で,穀粉に比し蛋白質が多く,ビタミンA及びBの量は生果とかわらないので,水

や牛乳に溶して用い,菓子やビスケットに混入する｡バナナの粉末は小麦粉に類するが重

いので,半量の小麦粉を加えることが普通である｡製粉の途中で牛乳を加えると,製品の

吸湿性が減じ,脂肪及び蛋白質を補給することができる｡

末熟果を発酵させてバナナ果酒を作ることは,古くから西印度諸島で行われており,ア

フリカでも行われ,バナナウイスキー,バナナ酒精も製造される｡

花穂先瑞の花苞は蔬菜とし,細かく刻んでカレー料理に入れるし,仮茎内部の髄も食用

となる｡



葉柄からは繊維を採って利用するが,フイリピンではこれでアグナ(Agna)と称する布を

織る｡質はマニラ麻に劣る｡

沿 革

バナナの人類の手によって改良され,栽培されたのは極めて古く,紀元前5000年ない

し1万年に遡ることができる｡

原産地に関してはアメリカ,アフリカ,アジアの3地方が主張されて来たが,野生のバ

ナナ属はポリネシアからマレーシア,印度を通じて熱帯アフリカに及び,その中のEumusa

群はポリネシアから印度東半部に及んでいる｡ Eumusa群の中,食用バナナに近いと見ら

れる野生バナナはフイリピン,ボルネオを含む東マレーシアからインドシナ,タイ,印度

北東部に分布する｡これが判明した今日ではアジア起源説が支持されている M.nana

Loureiroはインドシナ原産の M.corniculata Loureiroに発して,漸次南支に拡がった

ものといわれている｡

現在栽培バナナの主流となっているものは,マライ半島附近から興ったといわれ,その

原種と見られるものはM. acuminata Collaという野生種で,果実は大きく味や香りもよ

いが,中にアズキ大の硬い種子が-杯に詰っている｡又,他の-説ではマライ半島原産の

M. malaccensis Ridleyから出たともいう｡



いずれにしても出現の経路は複雑であり,単一の祖先種を想定することは無理であるが

,少なくとも上記の熱帯アジアの諸地方内で,人為淘汰の結果発生したもので,現在の栽

培品種の中からも,しばしば芽条変異によって新品種が出現するから,無種子の食用種が

,複雑な過程を経て,野生種から変生したものと考えられる｡

フイリピンにはM. balbisiana Kurzという野生種があるが,この種類も栽堵種の変生

に後に加っているといわれる｡そして紀元前2000年から1000年頃には太平洋諸島からア

フリカ大陸にまで伝わり栽培された｡

欧州人がはじめてバナナを知ったのは,アレキサンダー大王がペルシャ遠征(334-

324BC)の際,その軍隊がインダス川上流に達した時であるとされ,その後ギリシャ,ロー

マ時代には地中海地方で知られていたが,古代エジプト人やヘブライ人は知らなかったと

いう｡ 1482年ポルトガル人がアフリカ西部のギニア(Guinea)の海岸に上陸してバナナを

発見し,はじめて欧州に持ち帰った｡

アメリカ大陸にはその発見(1492)後まもなく,カナリア諸島からスペイン人の手により

西インド諸島のサント･ドミンゴ島に移植されたのがはじめであるといわれるが,ポルト

ガル人もブラジルに早く移入した事は事実で, 16世紀の種々の記録に見えている｡19世

紀の初めにキューバからはじめてバナナがニューヨークに輸出され,南北戦争(1861-



1865)以後は,大量に米国に輸出されるようになり,生産が大いに伸びた｡ジャマイカは古

くから欧州及び北米へ大量に輸出していたし,他の中米諸国はこれについで北米に輸出し

,ブラジルはアルゼンチンを主とする南米諸国に,カナリア諸島からは欧州へ,アフリカ

のナタールは南アフリカの各地へ,クイーンスランドはオラストラリア全土へと供給され

ている｡

近年の世界におけるバナナの生産量は大体2,500万tで,そのうち60%が新大陸の生産

である｡

品種と栽培

バナナには地方的品種が極めて多く,世界的に共通したものは少いという特色がある｡

ここにはブラジルの品種を中心に述べることにする｡

ブラジルでバナナが営利栽培されたのは今世紀のはじめで,リオデジャネイロからサン

トスの沿岸地方である｡

1) テイキャクミバショウの品種

この中ではナニカ(Nanica)という品種が代表的で, SP州ではナニカと呼ばれ, RJ州

ではバナナ･ダ･アグア(Banana da agua,水バナナの意)と呼ばれていた｡今世紀の初期に

はサントスやリオの港から,外国に輸出されていた｡しかし1920年代からRJ州やS P州



の北部海岸地帯からは栽培が衰え, S P州の南部海岸地帯からリベイラ川(Rio Ribeira

de lguape)の沿岸地帯に移って行った｡この頃,CE州のジャグァリーベ(Jaguaribe)川沿

岸,セーラ･デ･バツリテー(Serrade Baturite)地帯では多数の小農により堅実な栽培が

起り, SP州に次いでブラジル第二の生産州となった｡

その後ナニカ種の中でより大型の品種がS P州海岸地帯で見つかり,これがナニコン

(Nanicao)と命名されたが, 1960年頃からはS P州のバナナは大半この品種となって行

き,今日輸出用のみならず,国内の大都市向のものは殆どこの品種となっている｡

この品種の属するテイキャクミバショウはその名の如く丈が低いので風の害を受ける

ことが少く,バナナの最大の病気であるパナマ病(萎凋病Mal do Panama)に強いという

特性がある｡

2)ー料理バナナの品種

この中には多くの地方的品種が多く,主として,中部以北の地帯に見られるが,例えば

次の如きものが挙げられる｡ CapitSo-mor, Caturra galega, Cayenna, Comprida, da

Terra, dos Pobres, Farta gente, Farta homem, Farta velhaco (Tainha), Maranhso,

Mata-fome, Meia pataca, Pacova comum, Pacovi, Sambura, Sao Tome.

これ等の大半は油揚げにして食用とするが,最後のサン･トメーという品種は蒸焼きに



して食べる｡果肉はバラ色をしていて芳香があり,広く栽培される｡パコーバという品種は

非常な大果で,長さが20-30cm,径5～6cmにもなり,重さ250-400 g位あるが一房に20-

35位が着くだけである｡

3) バナナ(生食用)の品種

ブラジルに見られる主な品種は次の如くであるが,地方的のものが多い｡

Bico verde, Figo, Inga, Maga, Mafa paina, Maca roxa, Masasinha da Bahia, Ouro,

Pernambuco, Piraua, Rosa, Roxa, Sapo.

この内ピラウアーという品種は中米や,西トンド諸島,南米北部に広く栽培されて,グ

ロスミッチェル(Gros Michel)として知られている品種で,ブラジルでは外に異名として

Banana dos Barbados, B. de Caiena, Chorona, B. de Tapana 等がある｡ブラジルの北

部には出来,果実は大きく香気高く,輸送に堪える特性があるが,パナマ病にかかり易い

欠点がある｡

マッサン(林檎の意)という品種はこの仲間ではブラジルに最も普及した種類で,果実は

殆ど円筒形で,果皮は薄く,淡黄色,果肉は白く,重さは100-200gで一房に60-150果が

着く｡この品種は連作するとパナマ病にかかり易いが,よく熟したものは美味で,市場に

おいてはナニコンよりも常に高価である｡



オウロ(黄金の意)という品種は別名をInaja, Bananinha, Douradaといわれ,小果で

,円筒形をしており,重さ30-60g位で,熟すと黄金色となり,果肉も黄金色で芳香があり

甘い｡バナナの品種では最も美味として珍重されている｡

バナナは温暖多湿の気候に適し, 15℃以上35℃以下の地域がもっともよく生育する｡

栽培には土壌深くやや粘土質で,水分の保持良好な土質がよく,風によって葉が傷み易い

から強い風の吹く場所は避けねばならない｡繁殖には根ぎわから出る吸芽を分けて用いる

が, 8-9月頃に植えつけが出来るように土地や苗を用意する｡

植付の間隔はテイキャクミバショウの方では2×2mとし,普通のバナナでは3.6mとし

て1haに750本植とする｡植付の穴は30cm立方に土を掘り出して,肥土や肥料を施してお

いて植える｡収穫は1年後からはじまる｡輸出用には木の箱を用い,23kgの段果にしたバナ

ナが入ることになっている｡

ブラジルのバナナは主として国内の大都市と外国に輸出されるが,外国はアルゼンチン

とウルグアイが主である｡ 1974年のブラジルの生産は3億5,640万房に上り,世界一の

バナナ生産国であるが,質,量とも新しい市場を獲得するまでに至っていない｡

（ブラジルの果実 本文 終り）
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